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はじめに このたびは，シャープパソコンテレビ ×l tｕrbo シリーズ用t ｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ(

ＣＰ/ＭＩ“V2. ２Ｗｏrｄ Ｍａｓtｅrｌ“) をお買いあげいただきまことにありガと

うございました。

ご使用になる前にこのマニュアルをよくお読みいただき，本機を正しくお使い

ください。また，ソフトウエア使用権許諾契約書／マイクロプロ使用者契約書

はかならずお読みください。

〈ご使用いただけるプリンタ〉

ＯＺ-800P

OZ-8PD2/ ＳＰ-80

0Z- ８ＰＫ２

ＭＺ-[Ｐ０６

ＭＺ-ＩＰ０８

ＥＳＯ/Ｐ-ｅｘt

ＦＰ-80

PO-8822/ ＰＯ-PR201

M-1009

KP-3000

ＯＺ- ８０Ｐ Ｋ

ＣＺ- ８Ｐ Ｐ ２

０ Ｚ- ８Ｐ ＮＩ／ＯＺ- ８Ｐ Ｋ３(４)

Ｍ Ｚ-ＩＰ ＯＺ

Ｍ Ｚ-ＩＰ１０Ａ

Ｒ Ｐ- ８０Ｈ

Ｕ Ｐ- １３０Ｋ

Ｍ-1009 ×

ＬＰ Ｒ- ２４Ｔ

Ｍ Ｚ-ＩＰＩＺ

〈ご使用いただけるディスプレイ〉

本機のご使用に際しましては，高解像度ディスプレイをご使用ください。

なお，商品構成は下記の通りです

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ マスターディスク……１枚

ユーザーズマニュアル……１冊

契約書……１通

登録カード……1通

ご 注意

このマニュアルは,シャープパソコンテレビ×lt ｕrbo シリ ーズのシステムソフトウエ

アＣＰ/Ｍ７“V2.2 に基づいて作成されています。

(1)シャープパソコンテレビXl t;ｕrbo シリ ーズではシステムソフトウエアをフロッピー

ディスクにより供給しています。各システムソフト ウエアおよび本書の内容は，改良

のために予告なく変更することがありますのでフ]フイルバージョンナンバーには特に

ご注意されるようお願い致します。

C2)本書は内容について充分注意し作成しておりますが,万一ご不審な点･お気付きのこと

がありましたら，お買い求めの販売店もしくはもよりのシャープお客様ご相談窓口に

ご連絡ください。

※ＣＰ/Ｍ'｢゙ V2.2は，米国デジタルリサーチ社の登録商標です。

※Ｗｏrｄ Ｍａｓtｅrｌ` 'は米国マイクロプロ社の登録商標です。
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第１ 章

ｔｕｒｂｏ ＣＰ ／Ｍと は





１

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ は米国デジタルリサーチ社のＣＰ／Ｍ の機能に加えて ×l tｕrbo 特有のハードウ

ェアをサポートしたオペレーティングシステムです。標準オペレーティングシステムにビジネスユ

ースには欠かせない日本語処理機能を付加しました。これにより漢字アプリケーションソフトの開

発にもご利用いただけます。

特　長 ①現行ＯＰ／Ｍ（ＯＺ-５０ＰＭ，０Ｚ-３０ＰＭ，０Ｚ-１２８ＳＦ）の機能を包含しています。※

②日本語処理機能をサポートしています。（オプションのシステムユーザー辞書の利用も可能。）

③各種ディスクドライブをサポートしています。（５インチ２ＤＤ，２ＨＤ，８インチIS ，2D ，

ハードディスク）

④内蔵のＲＳ-2320 をサポートしています。

⑤テキストのアトリビュートをコントロールできます。

テキスト に色，反転，ブリンクなどがつけられるほか，倍文字，ユーザー定義のキヤラク

ターゼネレータも使用できます。

⑥×化ｕrｂｏの持つグラフィック機能(640×400ドット) をフルに使用できます。グラフィッ

クのドット毎に色が指定できるほか，パレットやプライオリティの機能も使えます。

⑦内蔵のサウンド ゼネレータをサポートしています。

⑧ 別売の320K バイトの外部ＲＡＭ をサポートしており，ディスクと同様に扱えます。

また，グラフィックＲＡＭ を外部記憶装置としてファイルの一時記憶などに使えます。

(ただし，⑤，⑥，⑦についてはエスケープシーケンスをご使用ください。)

また，マイクロプロ社のスクリーンエディターであるワードマスター( Ｗｏｒｄ Ｍａｓ七ｅr) を

搭載しております。このワードマスターは日本語処理可能となっておりますので日本語を含

むテキストファイルの作成，編集を効率よく行なうことができます。

※tur ｂｏ ＯＰ/Ｍ では別売のＲＳ-2320 カード( ＣＺ-８ＲＳ,ＣＺ-８ＢＭ２)のサポートはして

おりません。

１
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C Ｐ/ Ｍ （Ｃｏｎtr ｏｌ Ｐr ｏｇrａ ｍ ｆｏr Ｍｉｃrｏｃｏｍｐｕtｅr ） は，80 系 Ｃ ＰＵ （8080 ，Z80 ，8085 ）

を 使用 する コンピュ ータ の Ｏ゙Ｓ （オペレ ーテ ィングシ ステム ）″で す。 Ｏ゙Ｓ ″ば ハ ード ウェ アを

より 簡 単に能率よ＜ 働かせる ために，アプリ ケーションプ ログラ ムとの 間に位置し ，入出力装 置（キ

ーボード や ＣＲＴ 画面など ）の制御，プロ グラムフ ァイル の管理など を行なう 基本的なソ フト ウェ

ア ″と 言え ます。ＣＰ／Ｍ もそ の Ｏ゙Ｓ ″の １つ で，８ビ ット マ イクロコンピ ュータ の Ｏ゙Ｓ ″とし

て 最も広く 利用さ れていま す。（近年,16 ビ ッ ト 用 ＣＰ／Ｍ も 開発さ れ たため ８ビット 用は 特に ＣＰ/

Ｍ －80 と 呼 ばれること が多くなっ てい ます。）

マ イクロコンピ ュ ータ のハ ード ウェ ア構 成は，同じ ＣＰＵ を使 用し ていて も製品 によって 異な るた

めそれぞ れに対応し たプ ログラ ムが必要と なりま す。したがっ て，ハ ード ウェ ア の構成が 異な る他

の機種で 実行すること は通常， 不可能で す。

し かし，ＣＰ ／Ｍ シ ステ ム上 で動作 する アプリ ケーションプロ グラム は，ハード ウェ アが異なっ てい

て も基本的 にはプログラ ムの変 更なしで 利用 すること が可能 です。（ハ ード ウェア 特有の機 能等を利

用している 場合は利 用できないこと もあり ます。）

コンピ ュ ータ システ ムは，ソフト ウェフフによ りハ ード ウェ アを 制御し目的 の仕 事を 処理してい きま

す。ＣＰ／Ｍ で1ま,ハ ードウェアを直接制 御する機 能別のプt ］グラムを Ｂ゙ＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ ｌ ｎｐut Ｏｕtｐu 七

Ｓｙｓtｅｍ ）″とい い，それらのプロ グラ ムを 呼び 出す方法を 統一 すること によりソフト ウェア の互

換 性を 大幅 に高めること に成功し ました。

こ のため80 系 ＣＰＵ を 使 用するマイ コン システ ムでは, ハ ード ウェフフの構 成が変わっても ＣＰ／Ｍ で

必 要と する Ｂ゙ＩＯＳ″部分のプログ ラムを 作ること によって， 他の ＣＰ／Ｍ シ ステム で作ら れたプロ

グラ ムを動作さ せること ができるよう になり ます。

ＣＰ／Ｍ は1974 年米国デジタルリサーチ社で,8080CPU

を使用するマイコンシステムのフロッピーディスク用 Ｏ

Ｓ として開発されましたが，移植が容易であったこと，

ＣＰ／Ｍ をベースとするアプリケーションプログラムの

互換性が良かったことなどから急速に普及し，その後開

発されたZ80 ，8085 CPU でも使用できたことから非常

にたくさんのアプリケーションプログラム（数干といわ

れる）が開発され有効に利用されています。

しかし,ＣＰ／Ｍ は多くのハード ウェフフに使用することを

コンピュータシステム

ハードウェア � ソフトウエ刀

Ｏ　Ｐ　Ｕ　

メ　モ　リ

入出 力 装 置

外部記憶装置 �

Ｃ Ｐ／Ｍ ���フフプリケーション

プログラム

�Ｂ
ＩＯ

Ｓ �

Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｓ�

８
な

製品によって異なる　 原則的に共通で使える

前提としているため，基本的にグラフィックや音声等の機能はなく，最近のパソコンで強化されて

いるこれらの機能を使ったプログラムは，他の機種には使えません。



３ ’

ＣＰ／Ｍ 上で走 るソ フト ウェ アとし ては，各種 高級言語，簡易 言語，ソ フト ウェ ア 開発ツ ール，ユ ー

ティリ ティソフト など多く のアプリ ケーションソ フト があり ます。

例えば，ＢＡＳＩＣ をはじ めと する ＦＯＲＴＲＡＮ，ＣＯＢＯＬ，ＰＬ／|，ＰＡＳＣＡＬ, ＬＩＳＰ, ＦＯＲＴＨ

などの 高級言語を ＣＰ／Ｍ 」二で走ら せるこ と ができま す。シャ ープ からも ＣＰ ／Ｍ シ ステ ム上で走ら

せること のできる 初心者向け の言語シリ ーズを 提供してい ます。又， 様々 な応 用プロ グラム を作成

することも 可能 です。こ の ＣＰ ／Ｍ パッ ケ ージ の中に は， スクリ ーン エディタ （Ｗｏrｄ Ｍａｓtｅr ），8080

ア センブ ラ ，8080 デ バッ ガのソフト ウェア 開発ツ ール を備えてい ますので ，8080 ア センブ ラ に

よるソフト ウェ アの開発なら ば，パッ ケージ のみで行なっ ていた だけ ます。Z80 用 ア センブ ラも市

販さ れており ますので，（マイクロソフト 社 の ＭＡＣＲＯ- ８０など があり ま す）Z80 用ソ フト ウェア

開発も行な えま す。

ＣＰ／Ｍ を使 用すると，エディタ でソ ー スプロ グラム を作 成し ，そ れを アセンフ ルま たはコン パイル

して オブ ジェクト とし， デバッグも するという 一 連の 手順が一台 のパソ コン上 でできる ため，大変

便利な 開発ツ ールといえ ます。

×1 ラングージシリーズ

言　語　名 � 品　　 番 � 価　　 格 � 言 語 の 特 長

ＦＯＲＴＲＡＮ � ＯＺ-１１５ＬＦ � 詔,800円 �科学技術計算に適した言語

○ � ＯＺ-１１６ＬＦ �13,800円 �システム記述言語

ＯＯＢＯＬ � ＯＺ-１１８ＬＦ �13,800円 �事務処理に適した言語

ＰＲＯＬＯＧ � ＯＺ-１１９ＬＦ �13,800円 �述語論理にもとずく人工知能言語

口ＳＰ � ＯＺ-１２０ＬＦ �13,800円 �リ スト 処理のできる人工知能言語

ＦＯＲＴＨ � ＯＺ-１２１ＬＦ �13,800円 �自己増殖型,スタツクオリエンテツド型言語

ＰＡＳＯＡＬ � ＯＺ-１２５ＬＦ �13,800円 �教育用構造型プログラミング言語

ＡＰＬ � ＯＺ-１２６ＬＦ �13,800円 �表計算向き対話型言語

３
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ＣＰ ／Ｍ の

メ モリ ー構成

0０0０010

０

04 ００

００ ００

ＤＡ００

Ｆ０００

Ｆ８００

ＦＦ ００

ＦＦＦＦ

ＯＰ／Ｍシステムワーク

ＴＰＡ

ＣＣＰ

ＢＤＯＳ

ＢＩＯＳ

辞書及びＢＩＯＳワーク

ＢＩＯＳＲＯＭワーク

１セクターバツフフフ　(ＩＰＬ ワー
ク)

ＯＰ／Ｍのシステムは次のように構成されています。

①ＣＰ／Ｍシステムワーク

ＣＰ／Ｍシステムが必要とするワークエリア

(５６Ｋ ＯＰ ／Ｍ の 場 合)

②ＴＰＡ（Ｔrａｎｓｌｅｎt Ｐrｏｇrａｍ Ａrｅａ）

ディスク上のプログラムが入るところで，メモリーのフリーエリフフです。

③ＣＣＰ( Ｃｏｎｓｏｌｅ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ)

コンソール(キーボード) により入力されたコマンドを解析し，そのコマンドに対応した処

理をするところです。

④ＢＤＯＳ（ＢａｓIc DIｓｋ ＯＤｅrａtｉｎｇ Ｓｙｓtｅｍ）

ＯＰ/Ｍ システムのディスクのファイルを管理するところで、ＯＰ／Ｍシステムの中心部と

いえます。

○ＢＩＯＳ（ＢａｓＩｃｌｎＤｕt Ｏｕtｐut Ｓｙｓtｅｍ）

ＯＰ/Ｍ マシンの入出力装置の制御を行なう部分で，０Ｐ／Ｍシステムで唯一，ハードウェ

フフに依存するところです。



⑥辞書及びＢＩＯＳワーク

辞書及びＯＰ／ＭのＢ１０Ｓ を使用する際に必要なエリフフ

⑦ＢＩＯＳ ＲＯＭワーク

×lt ｕrｂｏのＢＩＯＳ ＲＯＭを使用する際必要なエリフフ

⑧１セクターバッファ(ＩＰＬワーク)　

ディスクの読み書きに必要なエリア

※ＢＩＯＳと ＢＩＯＳ ＲＯＭ の違い

ＢＩＯＳ………………………ＣＰ／Ｍソフトウェアの一部で，ＣＰ／Ｍ の入出力制御を行なっ

ているもの。

ＢＩＯＳ ＲＯＭ　……………×ｌ ｔｕｒｂｏのハードウェアの一部で,基本入出力ルーチンガ入

ったＲＯＭ（Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ Ｍｅｍｏｒｙ）

５





第２ 章

ｔｕｒｂｏ ＣＰ／Ｍを使用する にあたって





tｕrｂｏＣＰ/Ｍ の起動方法はＤＩＳＫ ＢＡＳＩＣ の起動と同じです。順番に説明すると次のようになり

ます。

①×１ 七ｕrﾋ)○の本体とディスプレイが正しく接続されているか確認し, まずディスプレイの

電源を入れます。

②ディスクドライブのドライブＯにtｕrｔ)００Ｐ/Ｍ のマスターディスクをセットし,コンビ

ユータ本体の電源を入れます。

③ＩＰＬカスタードし，ドライブＯのフフクセスガ始まります。

④しぱらくすると，画面上に次のようなオープニンブメツセージガ表示されます。

５６Ｋ ＣＰ／Ｍ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２．２ ｆｏｒ ＳＨＡＲＰ χ１ ｔｕｒｂｏ ［Ｒｅｌ． １．ｅ］

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ （Ｃ） ｂｙ Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｒｅｓｅ８ｒｃｈ

⑤次に，自動的にＳＴＡＲＴＵＰプログラムガ起動し，画面上に

Ａ＞■←カーソル
ー
゛　　 プロンプト

と,プロンプト( コマンド入力を受けつけるという意味のマーク)が 表示され,tｕrｂｏＯＰ/

Ｍ の起動が完了します。

ログインディスク プロンプトガＡ＞と表示されていることから,ログインディスクがドライブ Ａであることが

わかります。ログインディスクとはドライブ指定を省略したときファイルの読み書きが行な

われるドライブのことです。起動時は必ずＡに設定されています。

７



８

起動時のドライブ内容

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ

起動時の画面

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ 起動時のドライブ内容は下記のとおりです。

ドライブ名 � 起動時の割り付け

Ａ： � フロッピーディスクドライブ（2D ）0

Ｂ： � 〃　　　　　　　　　１

Ｃ： � 〃　　　　　　　　　２

Ｄ： � 〃　　　　　　　　　３

Ｅ： � 外部メモリ（EMMO ）

Ｆ ： � 外部メモリ（EMMI ）

Ｇ ： � グラフィックＲＡＭ （ＭＥＭＯ）

Ｈ： � ユーザー指定のドライブ

以後，特に指定のない限り，ドライブ名としてＡ:～Ｈ:を使用します。

tｕrに)ｏ ＯＰ／Ｍを起動させ，ＳＴＡＲＴＵＰプログラムが自動的に走った後の画面は下のよ

うになります。

ＳＴＡＲＴＵＰで定義されたフアンクシヨンキーの状態(フ文字まで表示)

匝]1SI'AI‘・･|ト ヰ]ド･・巳|｢和司|[:亘] 匹] 画]| ＲＥ～|巨 月

FI Ｆ ２ Ｆ ３ Ｆ４ Ｆ ５ F６ Ｆ フ Ｆ ８ Ｆ ９ Ｆ １ ０

フニヌフンクションキーは全部で10個であり，起動時はそれぞれに上図のような内容が定義さ

れています．[E圃 ～[已回 はlｓHI卜 丁|キーと[亘] ～[F司 キーと組み合せて使います．た

とえば[亘χ]はｌｓＨＩＦＴＩキーを押しながら[亘] キーを押します・

[E2] キーば ｓＴＡＴ　＊．″と表示されていますが，実際にば ｓＴＡＴ　･･．＊^Ｍ″( Ｍ̂

は 回 と同じ動作をします) と 登録されています．



２

W ’

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ をご使用になる前に，まずマスターディスクのバックアップコピ ーを作成します。

大切なマスターディスクを 事故により壊さないように，日常はバックアップしたサブマスターディ

スクを使用し，マスターディスクは安全な場所に保管しておいてください。

特に，ここ でご使用になるＦＯＲＭＡＴコマンド ，ＣＯＰＹコマンド はフロッピ ーディスクの内容を

消去し，書き込みをする働きのコマンド ですので，重要なフロッピーディスクの内容を誤って消去

してしまうことのないように １２ 注意して下さい。

■ディ スクド ライフガ２基の場合

①ドライブＡにマスターディスクをセットし，tｕrｔ)００Ｐ/Ｍ を起動します。この時，マス

ターディスクにはライトプロテクトシールを貼つたままにしておいてください。

②ドライブＢにバックアップを作成するフロッピーディスクを入れます。このフロッピーデ

ィスクにはライトプロテクトシールを貼らないように注意してください。

③ＦＯＲＭＡＴ 。 日：･｣と 入力します。

④フォーマット ユーティリティガ起動し，

デバイスタイプは ５　１ｎｃｈ ２Ｄ（３２０Ｋ） ，デバイス番号は １ です。

フォーマットを開始しますか（Yes/No）？

と，メッセージガでますので，確認の上国 と入力してください。

⑤フォーマット が開始されます。フォーマット 中はトラック番号とサイド番号か表示され，

フォーマット の経過がわかるようになっています。

⑥つづいてベリフアイ（正しくフォーマットされたか検証する）が行なわれます。ペリフフフ

イ中はトラック番号が表示されています。

⑦フォーマットとペリフアイが終了し，

一一一一終了しました一一一一

○ 罵 元 ‥ ▽

とメッセージガでたら，囲 と入力します。画面にプロンプトがあらわれます。

[フォーマットを続けるときは匠]と入力してください。)

９
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〈ご 注意〉

⑧次に，００ＰＹ Ｊと入力します。

(９ コピーユーティリティガ起動し，

ソースドライブ名　　　　　　　を入力してください ７

とたずねてきますので，囚 と指定します。

⑩つづいて，

ディスティネーションドライブ名を入力してください ？
（ 使用可能なドライブ名はＡ～Ｈです。）

とたずねてきますので，[Eﾖ]と 指定します。

⑩

ドライブ Ａ から　ドライブ Ｂ ヘコビーします。

匯 千 二 十

とメッセージかでますので，ドライブ名を確認し区] と入力します。

⑩コピーか開始されます。コピーの作業は，読み込み，書き込み，ベリファイと２トラック

分ずつ行ないます。コピ ー中はトラック番号が表示されています。

⑩しぱらくするとコピ ーが終了し，

－－一一終了しました 一一一一

ノ ニ ‾ ノ

とメッセージが表示されますので, 囲 と入力します。画面にプロンプトが現われます。

これでマスターディスクのコピーガ完了しました。

[続けてもう１枚コピーするときは区] と入力してください｡)

※なお，ＦＯＲＭＡＴ，００ＰＹ コマンドについては第Ｚ章の２，３項でそれぞれ詳しく説明

していますので参照してください。

・作成するサブマスターディスクは５枚以内とし,必ずお客様個人のみで使用してください。

・作業中にエラーか出たら，まずフロッピーディスクの不良が考えられます。別のフロッピ

ーディスクを用意して，もう１度初めから作業し直してください。

・サブマスターディスクなどを使用して，実際にＣＰ／Ｍシステムをご利用になる場合は,ラ

イトプロテクシールを貼らないように注意してください。



■ディスクドライブ が１基の場合

①ディスクドライブにマスターディスクを入れ，七ｕrﾋ)０ ０Ｐ／Ｍ を起動します。

この時，マスターディスクにはライトプロテクトシールを貼つたままにしておいてくださ

い。

②ＦＯＲＭＡＴｏ Ａ：Ｊと入力します。

③フォーマツト ユーティｕティが起動し，次のようなメツセージガでます。

デバイスタイプは ５１ｎｃｈ　２Ｄ（３２０Ｋ） ，デバイス番号は Ｏ です。

フォーマットを開始しますか（Yes/No）？

④マスターディスクをディスクドライブならぬいて，かわりにバックフフップを作成するフロ

ッピーディスクを入れ，[Ξ] と入力します。

このフロッピ ーディスクには，ライトプロテクトシールを貼らないように注意してくださ

い。

○フォーマット が開始されます。フォーマット 中はトラック番号とサイド番号が表示され，

フォーマットの経過がわかるようになっています。

⑥つづいてベリフアイ（正しくフォーマットされたか検証する）が行なわれます。ベリフア

イ中はトラック番号が表示されています。

⑦フォーマットとベリフアイが終了し，

一一一一終了しました一一一－: 二 ≒; ぷ 二

。,
Ｏ
。

とメッセージが表示されたら，圓 と入力します。画面にプロンプト があらわれます。

(フォーマットを続けるときは回 と入力してください。)

⑧次に，マスターディスクをディスクドライブへ入れ，００ＰＹＪと入力します。

⑨コピーユーティリティが起動し，

ソースドライブ名　　　　　　　を入力してください ？ﾄﾞ 謳 謡 昌1
イプ れ
。 。
封ｸ ﾄﾞ ９ ゛ ｏ

とたずねてきますので，[互] と 指定します。

⑩つづいて

ディスティネーションドライブ名を入力してください ？/7 号 昌 仁 弓夥 昌 ｎ ｍ に ド ペ ９ ゛ ７

とたずねてきますので，こちらも囚 と指定します。

Ｈ
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〈ご 注意〉

⑩

ドライブ Ａ から　ドライブ Ａ ヘコピーします。

コピーを開始しますか（Yes/No）？

とメツセージガでますので，ドライブ名を確認し回 と入力します。

⑨

ソ ー ス デ ィ ス ク をドライブＡにセットしリターンキーを押してください

とメッセージガでたら， 。｣キーを押します。するとドライブガアクセスされ，マスターデ

ィスクの内容が読み込まれます。全部を１度に処理することはできないため，２ト ラック

分ずつ読み込みます。

⑩

ディスティネーションディスクをドライブＡにセットしリターンキーを押してください

とメッセージがでたら，マスターディスクをドライブからぬき，バックフフップを作成する

ために先程フォーマットしたフロッピ ーディスクを入れて，Ｊキーを押します。ドライブ

ガアクセスされ，⑩でマスターディスクから読み込んだ分が書き込まれます。

⑩　⑩と⑩の作業をあと19回繰り返して行ないます。トラック番号38～39の処理で終了する

とオールコピー完了です。

⑩コピーが終了し，

一一一一終了しました一一一一二 二 こ う 二 八

とメッセージがでたら，囲　 と入力します。画面にプロンプトガ現われます。これでマ

スターディスクのコピーが完了しました。[続けてもう１枚コピーするときは区] と入力し

てください。)

※コピーは，２トラックを１単位として行ないます。そのためディスク１枚40ト ラック（５

インチ2D ）をコピーするには，20回読み込みを繰り返します。

※なお，ＦＯＲＭＡＴ，ＣＯＰＹ コマンド については第ア章の2,3 項でそれぞれ詳しく説明し

ていますので参照してください。

・作成するサブマスターディスクは５枚以内とし,必ずお客様個人のみで使用してください。

・作業中にエラーが出たら，まずフロッピーディスクの不良が考えられます。別のフロッピ

ーディスクを用意して，もう１度初めから作業し直してください。

・サブマスターディスクなどを使用して，実際にＣＰ／Ｍシステムをご利用になる場合は，ラ

イトプロテクシールを貼らないように注意してください。



３』マスターディスクに含まれる各種ファイル

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ のマスターディスクには，各種のプログラムファイル，ソースファイル，音訓辞書

ファイルなどが含まれています。

マスターディスクのディレクトリ(ファイル一覧)を表示させてみましよう。

マスターディスクをドライブＡにセットし，ＤＩＲＪと入力すると下のような画面かあらわれ

ます。

Ａ〉ＤＩＲ Ｊ

Ａ：　ＭＯＶＣＰＭ　　 ＣＯＭ ：　ＣＰＭ５６

Ａ：　ＰＩＰ　　　　 ＣＯＭ　：　ＥＤ

Ａ：　ＤＤＴ　　　　 ＣＯＭ ご　ＤＵＭＰ

Ａ：　ＸＳＵＢ　　　 ＣＯＭ ：　ＦＯＲＭＡＴ

Ａ：　ＤＩＣＣＯＰＹ　 ＣＯＭ ：　ＤＩＣＳＥＴ

Ａ：　ＨＤＢＡＣＫＵＰ ＣＯＭ ：　ＨＤＯＦＦ

Ａ：　ＫＥＹ　　　　 ＣＯＭ ： ＴＩＭＥ

Ａ；　ＵＬＰＴ２　　 ＡＳＭ ：　Ｂ１０Ｓ

Ａ：　ＷＭＥＮＧＬ　　 ＨＬＰ　：　ＷＭＫＡＮＡ

Ａ〉

ｓ Ｙｓ ：　 ｓＴＡＲＴｕ Ｐ

ｃｏ Ｍ ４　Ａｓ Ｍ

ｃｏ Ｍ ：　 ＤｕＭＰ

ｃｏ Ｍ ：　 ｃｏＰＹ

ｃｏ Ｍ ：　 ＤＩｓＫｓＥＴ

ｃｏ Ｍ ： ＴＥＲＭ

ｃｏＭ ：　 ｕＬＰＴｅ

ＭＡｃ ：　 ｗＭ

ＨＬＰ　 ：　 ｗＭＫＡＮＪＩ

マス タ ーデ ィ ス ク の中 の各 フ ァ イル の 内 容を 説明 し ま す。

ＣＯＭ ：　ＳＴＡＴ

ＣＯＭ ：　ＬＯＡＤ

ＡＳＭ ：　ＳＵＢＭＩＴ

ＣＯＭ　：　ＳＹＳＧＥＮ

ＣＯＭ ：　ＨＤＭＡＩＮＴ

ＣＯＭ ：　ＣＭＴ

ＡＳＭ　：　ＵＬＰＴＩ

ＣＯＭ ：　 ＷＭ

ＨＬＰ　：　ＯＮＫＵＮ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＡＳＭ

ＨＬＰ

ＤＩＣ

�ファイル名 � 内　　　　　　　 容

卜
ーフ

ン
ジ
エ
ン
ト

コ
マ
ン
ド �

ＭＯＶＯＰＭ．００Ｍ

ＳＴＡＴ．ＣＯＭ

ＰＩＰ．００Ｍ

ＥＤ．ＣＯＭ

ＡＳＭ．ＣＯＭ

ＬＯＡＤ．００Ｍ

ＤＤＴ．ＣＯＭ

ＤＵＭＰ．ＣＯＭ

ＳＵＢＭＩＴ．ＣＯＭ

ＸＳＵＢ．ＣＯＭ �

ＯＰ／Ｍ サイズを変更するためのプログラム

ファイル・周辺装置の設定と状態確認プログラム

周辺装置とのデータ転送プログラム

ＡＳＯＩＩファイルの作成，編集をするプログラム8080

用アセンブラプログラム

インテル ＨＥＸ 形式のオブジェクトフニ7フイルを実行可能な

トランジェント・コマンド ・ファイルに変換，ディスク上

にセーブするプログラム8080

用デ バッガプログラム

フアィルの内容を16進数で表示するプログラム

バッチ処理プログラム

ＳＵＢＭＩＴ 拡張用プログラム

13
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一 一 一 一 一 一 一

ｔＭ

ｈ

強ﾙj

言
�

ＳＴＡＲＴＵＰ．ＣＯＭ

ＦＯＲＭＡＴ．００Ｍ

ＣＯＰＹ．００Ｍ

ＳＹＳＧＥＮ．００Ｍ．

ＤＩＯＯＯＰＹ．ＣＯＭ

Ｄ１０ＳＥＴ．ＣＯＭ

ＤＩＳＫＳＥＴ．００Ｍ

ＨＤＭＡＩＮＴ．ＣＯＭ

ＨＤＢＡＣＫＵＰ,ＣＯＭ

ＨＤＯＦＦ．ＣＯＭ

ＴＥＲＭ．００Ｍ

ＣＭＴ．ＣＯＭ

ＫＥＹ．００Ｍ

ＴＩＭＥ．００Ｍ �

各種パラメータの設定およびもU巾 ００Ｐ／Ｍ 起動時の初期

設定プログラム

フロッピーディスクのフォーマット を行なうプログラム

フロッピーディスクの内容を別のフロッピーディスクヘオ

ールコピーするプログラム

ＯＰ／Ｍシステムのコピ ーを行なうプロワう 心

日本語処理用の辞書をコピーするプログラム

日本語処理用の辞書を使用可能な状態に準備するプログラ

ム

使用しているド ライブの確認と指定をするプログラム

ハード ディスクの領域確保・解除を行なうプログラム

ハード ディスクとフロッピーディスクとの間でファイル転

送をするプログラム

ハードディスクの使用を終了するためのプログラム

ターミナルモード，リモート モードでの通信を行なうプロ

グラム

ディスクとカセットとの間でファイル転送をするプロブラム

フニ7フンクシヨンキーの設定，内容表示プログラム

日付・時刻の設定，内容表示プログラム

１

搾

口ｼﾐ
�

ＣＰＭ５６．ＳＹＳ

ＤＵＭＰ．ＡＳＭ

ＵＬＰＴ０．ＡＳＭ

ＵＬＰＴ'１．ＡＳＭ

ＵＬＰＴ２．ＡＳＭ

ＢＩＯＳ．ＭＡＯ

ＷＭ．ＣＯＭ

ＷＭ．ＨＬＰ

ＷＭＥＮＧＬ．ＨＬＰ

ＷＭＫＡＮＡ．ＨＬＰ

ＷＭＫＡＮＪＩ．ＨＬＰ

ＯＮＫＵＮ．ＤＩＯ �

ＯＰ／Ｍシステムプロプラム

ＤＵＭＰ．００Ｍ のソースプログラム

プリンタ設定用ソースプロワう邑

プリンタ設定用ソースプログラム

プリンタ設定用ソースプログラム

ＢＩＯＳ のソースプログラム

ワードマスター・プログラム（テキストファイルの作成，

編集を行なう）

ワードマスターのヘルプメニューファィル

ワードマスターの英文ヘルツメニューファイル

ワードマスターのカナ文字ヘルツメニューファイル

ワードマスターの漢字ヘルプメニューファィル

音訓辞書



■フ ァイル 名について

フ：7フイル名は，プライマリ ・ネームとエクステンション（セカンダリ ・ネーム）から成って

います。次に例を示します。（ファイル名に漢字を使用することはできません）

ＡＳＭ．００Ｍ１　　１Ｌ　　」

プライマL ネー

ニ

クステンション（セカンダリ

（一般にいうフフフイルネーム　　　　　 ３文字以内

８文字以内　　　　　　　

）

ネ ー ム）

プライマリ ・ネームガフアイルの名前を示し，エクステンシヨンガフアイルのタイプを示し

ます。

さて，その Ａ゙ＳＭ″や Ｃ゙ＯＭ″などのエクステンションには特別な意味を持つものかあり

ます。その意味を下の表に示します。

フ ァ イル 名 のエ ク ス テン シ ョ ン ー 覧表

エクステンシヨン � 各エクステンションの付いたファイルの意味

ＡＳＭ �
アセンブル・ソース・ファイル(8080 用アセンブラであるＡＳＭ ガ

アセンブルすることができるファイル)

ＣＯＭ �
トランジェント･ コマンド･ファイル(即実行できるファイル)｡ＬＯＡＤ

コマンド で，ＨＥＸファイルを読み込むことにより作られます。

ＨＥＸ �
インテルＨＥＸ形式のオブジェクトファイル｡ソ ース・ファイルをア

センブルすることにより生成されます。

ＢＡＫ �
バツクフフツプ･ ファイル。エディタにより，オリジナル・フニフフイルを

保存するため自動的に作られます。

ＰＲＮ �
ソース・ファイルをアセンブルした後のリスティング・ファイル。ア

センブル後，自動的にこ作られます。

ＨＬＰ �トランジェント・コマンドに関するヘルプメニユー

ＳＵＢ �
バッチ処理プログラム（ＳＵＢＭＩＴプログラム＝作業手順を設定し自

動作業をさせる）用にユーザーが作成。

$$ Ｓ �テンポラリ ・ファイル。エディタ実行時などに，一時生成されます。

この他にも，各種プログラムによって，さまざまなエクステンションガ使用されています。

15
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〈ご 注 意〉 ・プライマリ・ネー乙は英数字１～８文字，エクステンシヨンは英数字Ｏ～３文字で構成し

ます。また， 。゙″はプライマリ ーネー乙とエクステンシヨンを区別する記号です。

・ファイル名に，カナ文字，漢字，および次の特殊記号は使用できません。

〈　〉　　　，　；　　：　＝　？　＊　［　 ］

・フ：フフイル名の間にスペースを入れることはできません。

・ファイル名の英小文字は大文字とみなされます。



４

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ のマスターディスクには，多く のファイルが含まれていますが，その中には普段は

あまり使わない参考プログラムファイルなどもあります。そこで，バツクフフヽ jノプコピー作成の際に

は，マスターディスクと全く同じ内容のサブ マスターディスクを数枚作っておくのと同時に，実際

にプログラミングする際に不必要と思われるファイルを除いて，頻繁に使用するファイルだけをコ

ピーし た作業用のマスターディスクを作っておくと便利です。

■作業用マスターディスク作成手順

(この作成手順はディスクドライブ ２基の場合に限ります。)

例として，エクステンションガＣＯＭとＨＬＰ及びＤＩＣのフニ7フイルのみもっている作業用マス

ターディスプを作成します。

①作業用マスターディスクを作成するフロッピーディスクをフォーマットします。フォーマ

ットの方法については本章の2項を参照してください。

Ａ〉ｓＹｓＧｌｉＮ,｣　　　　　 ②

Ａ〉Ｐ】Ｐ Ｂ：＝＊．ｃｏＭ,』- ③

ｃｏＰ￥ＥＮＧ －　　　　 ④

闘ｏｖｃＩＩＭ．ｃ{}Ｍ

ｓＴＡ１１'ｒｕｌｌ．ｃｏ剔

ｓ･１'ＡＴ．ｃｏＭ

ＰＩＰ．ｃｏＭ

ＥＤ．ｃｏＭ

ＡｓＭ．ｃｏＭ

ＬｏＡＤ．ｃｏＭ

ＤＤＴ．ｃｏＭ

ＤｕＭＰ．ｃｏ糾

ｓｕＢＭＩＴ．ｃｏａ４

ｘｓｕｎ．ｃｏＭ

ＦｏＲＭＡＴ．ｃｏＭ

ｃｏＰＹ．ｃｏＭ

ｓＹｓＧＥＮ．ｃｏＭ

ＤＩｃｃ()Ｐｖ．ｃｏＭ

ＤＩｃｓＲＴ．ｃｏＭ

ＤＩｓＫｓＥＴ．ｃｏＭ

１１ＤＭ八ＴＮ'ｒ．ｃｏＭ

|ＩＤ１１ΛｃＫｕＰ．ｃｏＭ

ｍ 】０１ＸＦ．ｃｏＭ

ＴＥＲＭ．ｃｏＭ

ｃＭＴ．ｃｏＭ

ＫＥＹ．ｃｏＭ

ＴＩＭＨ．ｃｏＭ

ｗＭ．ｃｏＭ

Ａ〉ＰＩＰ Ｂ＝＝ｗＭ．１１ＬＰＪ- ⑤

②ドライブＡにマスターディスク，ドライブＢにフォーマット済みのデ

ィスクをセットし，ＳＹＳＧＥＮ ・｣と 入力します。ＳＹＳＧＥＮコマン

ドガ起動しますので，画面にでるメッセージに従って，ＣＰ／Ｍシステ

ムをコピーします。(ＳＹＳＧＥＮコマンドについては第Z章の4項を参照

してください。)

③ＰＩＰにＢ：＝＊．ＣＯＭ･｣ と 入力します。これで ．ＣＯＭ とエクステン

ションのついたフアイルガ全てドライブＢへ転送されます。(ＰＩＰコマ

ンド|こついては第6章の2項を参照してください。)

④コピー中です。全部をコピーし終えるとプロンプトガでて，コマンド

待ちとなります。

⑤ＰＩＰ１_ＪＢ：＝ ＷＭ．ＨＬＰＪと入力します。これでワードマスターの

ヘルフメニユーフアイルガドライブＢへ転送されます。

17
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A〉DI ＣＣＯPＹＪ

人〉ERA B:HDMAINT.COM. 」A

〉ERA B:HDBACKUP.COM. 」A

〉ERA B:HDOFF.COMJ
A〉ERA B;CMT.COM Ｊ

⑦

１

⑦ＤＩＣＯＯＰＹにと入力します。

この後の処理はフ章５項を参照ください。

⑧次にＥＲＡコマンドを使用して，不必要と思われるファイルを削除し

ます。

(ＥＲＡコマンドについては第5章の4項を参照してください。)

⑨ＤＩＲＵＸＢ：・｣と 入力し，いま作成した作業用マスターディスクの内容を確認してみます。

Ａ〉ＤＩ Ｒ Ｂ：４」

Ｂ：　 ＭＯＶＣＰＭ

Ｂ：　 ＥＤ

Ｂ：　 ＤＵ ＭＰ

Ｂ：　 Ｃ ＯＰＹ

Ｂ：　ＤＩ ＳＫ ＳＥＴ

Ｂ：　 ＷＭ

ＣＯＭ ：　 ＳＴＡＲＴＵＰ

ＣＯＭ ： ＡＳＭ

ＣＯＭ ：　 ＳＵＢ ＭＩＴ

ＣＯＭ Ｉ　 ＳＹＳＧＥＮ

ＣＯＭ ： Ｔ ＥＲ Ｍ

ＣＯＭ ：　 ＷＭ

ＣＯＭ Ｉ　 ＳＴＡＴ

ＣＯＭ　：　 ＬＯＡＤ

ＣＯＭ ：　 ＸＳＵＢ

ＣＯＭ ：　 ＤＩＣＣＯＰＹ

ＣＯＭ ：　 ＫＥＹ

ＨＬＰ ：　 ＯＮＫＵＮ

ＣＯＭ　 ：　 ＰＩ Ｐ

ＣＯＭ　 ：　 ＤＤＴ

ＣＯＭ　 ：　 ＦＯＲＭＡＴ

ＣＯＭ ：　 ＤＩ ＣＳＥＴ

ＣＯＭ ：　ＴＩ ＭＥ

ＤＩ Ｃ

COM

CO Ｍ

ＣO Ｍ

ＣOM

ＣOM

※ここでいう必要なファイルというのは，あくまでも一例であり絶対的なものではありませ

ん。たとえば，使用するドライブの種類，アプリケーシヨンの種類などにより，必要なフ

アイルは変わります。臨機応変に使い分けるようにしてください。
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バックアップコピーができたら，実際にプログラムに入る前に，まず使用するプリンタの設定をし

ておきます。プリンタの設定は，ＳＴＡＲＴＵＰコマンド を使って行ないます。一度，使用するプリ

ンタのデータをマスターディスクに登録しておけば，それ以後は，tｕrｂｏ　ＣＰ/Ｍ 起動時に自動

的に設定さ れるようになります。

①マスターディスクをドライブＡにセ ンヽト し，ＳＴＡＲＴＵＰ。 ＊･ｊと入力します。

②ＳＴＡＲＴＵＰユーティリティガ起動し，メニュー画面がでますので， プ゙リ ンタ設定″を

指定します。

③ プ゙リンタ設定″の画面になったら，設定したい機種を選択します。

④プリンタ設定が終了し，メニュー画面へ戻ったら，圧( ＯＰ／Ｍ へ戻る)を入力します。

⑤画面に， 設゙定したデータをディスクに登録しますか〔Ｙｅｓ／Ｎｏ〕？″とメツセージガでる

ので,区] を押します｡これで再起動した際には自動的にプリンタガ設定されます。

※なお，プｕンタ設定については，Z 章の1項を参照してください。

●また，実際にプリンタ出力を行なうには以下の方法があります。

・tｕrｂｏＣＰ/Ｍ 起動後丿 ＣＪＨＬＩ十回 を入力します。これ以後は･ ＣＲＴ に出力

されるものが，同時にプリンタへも出力されます。

・ＰＩＰコマンド を使用する際に，論理デバイスであるＬＳＴ：を指定すると，フコフイ

ルのリストなどを出力することができます。
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使用可能プリンタ tｕrｂｏＣＰ/Ｍ で使用可能なプリンタとその機能は下の表のとおりです。

プリンタ　機種名 �漢字印字のモード �ハードコピー

OZ-800P

CZ-80PK

OZ-8PD2/SP-80

CZ-8PP2

CZ-8PK2

CZ-8PNI/OZ-8PK3(4)

MZ-IP06

MZ-IP07

MZ-IP08

MZ-I P10A

ESC/P-ext

RP-8011

FP-80

UP-130K

PO-8822/PO-PR201

M-1009×M-1009LPR-24TKP-3000 �

ビツトイメージ

ビツト イメージ

ビツト イメージ

コード

コード

コード

ビツトイメージ

ビツトイメージ

ビツトイメージ

コード

ビツトイメージ

ビツト イメージ

ビツト イメージ

コード

コード

ビツトイメージ

ビツトイメージ

コード

ビツトイメージ �

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

×

○

○

※ＭＺ丿PIZ は ＯＺ- ８ＰＮＩのモ ード でご 使 用く ださ い 。



第３ 章

ｔｕｒｂｏ ＣＰ／Ｍの使い方





１　キーの使い方

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ システムで使用できる特殊キーは，下記の通りです

キー操作 ������������内　　　　　　 容

������������８文字単位のタブ動作を行ないます。���ＨＴＡＢ

������������大文字，小文字の切り換えをします。

キーガ押された状態で大文字入力，上がった状

態で小文字入力となります。

���ＣＡＰＳ

ＬＯＣＫ

������������ISHIFT�を押しながらキー入力すると, 旧 ＡＰ

������������原二又図キ　と逆の状態で入力されます｡又，

同様に，[日] ～[回 キーをぉすと，[団 ～[ぢ顎]

になります。

���ＳＨＩＦＴ

������������｢万刃キーが押されている状態では,片仮名入力

となります。この状態で, 百 二『 〒]を押しなが

ら入力するとカナ入力，カナ記号入力となりま

す。

����カナ

������������他のキーと組み合わせて，コントロールコード

を入力します。

���ＣＴＲＬ

(⊃ントロールキー)

������������ＯＰ／ＭシステムのＯＣＰ,ＢＩＯＳ部の読み込み

を再度実行します。（リゾ ート ）

コマンド ラインの最初に入力します。

�ＣＴＲＬ����＋��Ｃ

または

四 十 �����BREAKI

������������行の終わりに入力します。カーソルは次の行の

左端に移動します
�ＯＴＲＬ����＋��Ｅ

�ＯＴＲＬ����＋��Ｈ �����カーソルの左側の文字が抹消
され，右側の文字

列が左へ移ります。または���ＤＥＬ

������������入力ラインの終了を表わしており，コマンドを

実行します。

��ＣＴＲＬ���十に刀

または

��ＣＴＲＬ���＋��Ｍ

または　　　　

回

������������現在害Uり当てられているＵスト･デバイスに以後の

コンソール出力をプＵントアウトします｡これは次

の『ご〒亘口 十日 の入力があるまであるいはリフ

ート するまで続けられます。

��ＯＴＲＬ����＋��Ｐ

または

����ＣＯＰＹ

������������入力ラインの最後に｀｀#″を表示した後，行を替

え入力ラインを再びタイプフフウトします。

�ＣＴＲＬ����刊RI

または

�ＳＨＩＦＴ����＋��ＩＮＳ

21
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���������������コンソール出力を一時停止します。再び出力さ

���ＯＴＲＬ����＋��Ｓ ������せるには，もう一度，ＩＣＴＲＬＩ十�Ｓ�を入力し

または�����ＢＲＥＡＫ ����������ます。これにより，０ＲＴ 画面の出力内容を常

に確認できます。

���������������入力ラインの最後に｀｀#″を表示した後，行を替

え，入力ラインをすべて抹消します。
���ＣＴＲＬ����＋��Ｕ

���������������カーソルを入力ラインの最初まで戻し，入力ラ

インをすべて抹消します。
���ＯＴＲＬ����＋��×

���������������画面の背景色の指定をします。

１で青，２で赤、３でマゼンタ，４で緑，５で

シフフン，６で黄，Ｚで白，０で黒。

＊この設定後，パレットも変更されるためグラ

フィック画面が表示されます（起動状態では

しま模様が表示されます）。

にTRL｣ 十�������０��～目

(キ ーボード)

口 限口＋回 ～国　

(テンキー) ���������������

文字の色を指定します。

１で青，２で赤，３でマゼンタ，４で緑，５で

シアン，６で黄，７で白，０で黒。

｢ご｢ 百口|＋[Z]　　(

テンキー) ���������������

キヤラクタゼネレづ のＲＯＭ／ＲＡＭ を切り換

えます。

���������������点滅モードとノーマルモードの切り換えを行な

います。

���ＣＴＲＬ����＋��＊

(テン キー)

���������������反転モードとノーマルモードの切り換えを行な

います。

���ＣＴＲＬ����＋��-

(テン キー)

｢百二戸〒]＋回 アマ1 ���������������プＵンタにテキスト 画面のハードコピーを出力

します。

回劈亘戸]＋回y吊 ���������������プリンタにグラフィック画面の
ハード コピーを

出力します。

���������������プリンタにテキストおよびグラフィック画面の

ハードコピーを出力します。
��ＣＴＲＬ���十皿戸到

���������������コンソールステータスを正常に返すモードにし，

キーバツフアをクリンプします。

���ＣＴＲＬ����＋��＋

(テンキー)

���������������リフートし,ログインディスクをドライブＡにし

ます。なお，日 は，最後に１秒間押します。

�ＧＲＡＰＨ�����＋��ＳＨＦＴ

＋ ����ＯＴＲＬ����＋��FI

＊ 十はキーを同時に押すことを表わしています。

４･



２

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ では，×ltｕrbo のもつ日本語処理機能をサポートしています。（日本語入力に関し

ては，ＢＡＳＩＣ と同じですので，ＢＡＳＩＣ のユーザーズマニュアルを参照してください。）

又, 音訓辞書や，システム・ユーザー辞書のカナ/ローマ字入力1こよる漢字変換もサポートしていま

す。（システム・ユーザー辞書はオプション）なお，辞書をご使用の場合，･ＣＰ／Ｍ フォーマット デ

ィスクへの辞書のコピー（ＤＩＣＣＯＰＹ），辞書ドライブ の設定（ＤＩＣＳＥＴ）が必要となります。

辞書コピーの方法

辞書ドライブの設定

〈 ご 注 意 〉

①ＯＰ／Ｍ のフォーマットをしたディスクを用意します。

②ＤＩＯＯＯＰＹコマンドを使って，コピーしたい辞書を指定し，コピーします。

詳細は，第７章の５項を参照してください。

Ｄ１０ＳＥＴコマンドを使って，辞書の入っているドライブを設定します。

詳細は，第Ｚ章の６項を参照してください。

・ログインディスク上に辞書がある場合でも，必ずＤＩＯＳＥＴでドライブ設定を行なつてか

らご使用ください。

。「ワードパワー」および「レキシコン」はご使用になれませんのでご注意ください。
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３

ＣＰ／Ｍ のコマンド は，メモリに常駐するビルト インコマンドと，実行する際ディスクから呼び出さ

れるト ランジェント コマンド の２つに分けられます。

ビルト インコマンド は，tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ システムの内部，つまりメモリのＣＣＰ の部分に常に存在

しており，ディスクから呼び出さ れることなく即実行されます。一方，ト ランジェント コマンド は，

コマンド を実行するために,一度ディスクからプログラムを ＴＰＡ の領域に読み込んで実行します。

ビルトインコマンド

ﾄ ランジェントコマンド

tｕrｂｏＯＰ/Ｍ には，アつのビルト インコマンドがあります。これらのコマンドは，tｕr･に)ｏ

ＯＰ／Ｍ の一部であり,どのドライブにどのディスクガゼットされているかということとは無

関係にいつでも使用することができます。ビルトインコマンド は，七ｕrｂｏＯＰ/Ｍ の一部と

して，メモリに常駐しているため，トランジェントコマンドより速やかに実行することがで

きます。

ビルトインコマンドの詳細については，第５章を参照してください。

七ｕrｂｏＯＰ/Ｍ には，10個のトランジェントコマンドガあります。これらのコマンド はユー

ザーがそのコマンド を要求したときだけディスクからメモリーにロードされます。ですから

これらのコマンド は 七ｕrに)００Ｐ／Ｍ のプログラムの領域を狭めないといった長所があります。

しかし卜うンジェントコマンドを利用するためには，呼びだ可ためのディスクを指定しなけ

ればなりません。しかも必らずその指定ディスクに目的のコマンドフフフイルが存在しないと

実行できないので注意が必要です。七ｕrﾋ)００Ｐ／Ｍのトランジエントコマンドの詳細につい

ては，第６章を参照してください。

ＯＰ／Ｍ

コマンド

Ｅ

Ｅ

Ｒ

Ｔ

Ｐ

Ｎ

Ａ

∇

Ｐ

Ｅ

Ａ

Ｍ

・
・

Ｒ

Ｅ

Ｒ

Ａ

Ｙ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｐ

ｄ
　

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｓ

Ｔ
　

Ｕ

Ｓ

Ｄ

Ｐ

トランジェントコマンド

ＥＤ

ＡＳＭ

しＯＡＤ

ＤＤＴ

ＸＳＵＢ

ＳＵＢＭＩＴ

ＭＯＶＣＰＭ

ユーティリティ（強化コマンド）

ユーザープログラム



４１マニュアル表記方法について

マニュ アルにおけ るコマンド 表記の方 法につい ては以下 のとおり です。

①大文字の英字で書かれたものは，その英字どおりに入力してください。入力に際しては，

大文字で入力しても，小文字で入力してもかまいません。

②小文字の英字で書かれたものは，その意味を持つ言葉であることを示します。これらも入

力に際しては，大文字で入力しても小文字で入力してもかまいません。

③小文字の英字で書かれたもののうち，特に頻繁にでる単語について説明します。

ｄ゙ ：″はドライブ名で, 省略できます｡ 省略した場合にはログインディスクとなります（口

ダインドライブについては，５章を参照してください｡）またドライブ名は，Ａ～Ｈで表現

されます。

ｆ゙ｉｌｅｎａｍｅ″はフ ァ イ ル名 で ， その フ ァ イル の 呼 び名 を 最 大 ８文 字ま で の英 数字 で 表現 し

ま す。 な お ， 漢 字は ご 使 用 にな れま せ ん。

゛.ｅｘt″はファイルタイプ（エクステンシヨン）で，３文字までの英数字でファイルの種類

を指定します。

ファイル名とファイルタイプには，以下の様な特殊文字を指定して，特定の条件を満足す

るすべてのファイルを一括して指定することができます。

＊゙″ ファイル名，ファイルタイプに使用し，ファイル名，ファイルタイプガ何でもかまわ

ないことを意味します。

？゙″ ファイル名，ファイルタイプの文字列の任意の場所の１文字の代わりに使い， ？゙″

の位置にある文字が何であつてもかまねないことを意味します。

特殊な表記をするキー操作については以下のとおりです。

∧゙ ″　⊃ントロールキーを意味します。

≒」″リターンキー（ＯＲ キー）を意味します。

七`Ｊ″スペースキーを意味します。
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第４章

ｔｕｒｂｏ ＣＰ／Ｍによるプログラム作成





！タ センブラによ必プログラム作成手順

ＣＰ／Ｍは,8080 やZ80 などをＣＰＵにもつパーソナルコンピュ ータのためのディスクオペレーティン

グシステム(ＤＯＳ) です。通常標準のＣＰ／Ｍには，アセンブラプログラミングのためにＥＤ( エデ

ィタ)，ＡＳＭｊ！ｏ(アセンブラ)，ＬＯＡＤ(ローダ) ，ＤＤＴ( デバツガ) のプログラムガ用意さ れてい

ますが，tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍの場合これに加えてＥＤよりもソースプログラムが作成しやすいマイクロプ

ロ社のエディタソフト ＷＭ(ワード マスター)がついています。

Ｉ゙)ＡＳＭは8080アセンブラソースプログラムをアセンブルするためのもので，Z80 用としてはマイクロソフト社の

ＭＡＯＲＯ－８０などを利用する必要があります。

以下では，ＷＭ，ＡＳＭ，ＬＯＡＤ，ＤＤＴを用いた機械語プログラム作成の手順を説明しま

す。

①エディタ まず，エディタにより新たにソースプログラムを作成します。また，Ｗ

Ｍではすでにディスク上にセーブされているソースプログラムの修正や

編集を行なうことも可能です。

②フフセンブラ　　 次に，ＡＳＭを起動してソースプログラムを読み出しアセンブルします。

フフセンブルにより，インテルＨＥＸ形式 （ソースプログラムと機械語プロ

プラムの中間にあたるコードで表わされたもの）のファイルとリスト形

式（メモリ・フフドレスや機械語コード ，エラーメツセージガ表わされた

もの）のプリントフフフイルが作成されます。

③デバッガ

④ローダ

フフセンブラで作成したファイルをロードし,その修正,テストを行ないます。

アセンブラで作成されたインテルＨＥＸ形式のフニ7フイルを即実行可能な機

械語ファイルに変換します。
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1｡ソースプログラ

ムの作成

それでは，テキスト画面をクリンプさせる簡単なプログラムを例に実際の手順を説明します。

ワ　ドマスタ　によるエディツトイ乍業は，主口ＯＴＲＬＩキーと他のキーを同時に押すことに

より行なわれます。また，そのキー操作は非常に多くのものガサポートされていますが，と

りあえず次の操作を覚えることでソースプログラムの作成が行なえます。

ＩＣＴＢＬＩ十回　　　 文字挿入（インサート ）モード の切換え

ＩＣＴＲＬＩ十区 ］　　 カーソル行の削除

曰 田 圃 日 カーソル位置の移動

IＤＥり

ＩＴＡ 副

左 の文 字 を 削除

カ ーソ ルを ８文 字 右 に 移動

注2）
プ ロ グ ラ ム 作 成 用デ ィ ス ク をド ラ イブ Ａに 入 れ 次 のよ う にタ イプ し ま す。

※ＡＳＭ でフフセンフルするためにはエクステンションを Ａ゙ＳＭ丿こする必

要があります。

リターンキーを押すと，ワードマスターのプログラムが起動し，オープニングのメッセージ

が表示されます。何かキーを１つ押すと編集画面に変わりますので，以下のプログラムを打

ち込んでください。

Ｉ

Ｒ
 

Ｉ

＆

ｌ

＆

一

―

●

９

丿

―

ｃＬＥＡＲ ＴＥｘＴ

ｏＲＧ　　　 １@ｅＨ

ＭｖＩ　　　 ｃ ，２

ＭｖＩ　　　 Ｅ，１ＢＨ
ｃＡＬＬ　　 ５

ＭｖＩ　　　 ｃ，２

ＭｖＩ　　　 Ｅ．事

ｃＡＬＬ　　 ５

ＪＭＰ　　　 ｅ

打 ち 終 わり ま し たら ，ＩＥＳＯＩキ　 を 押し てく だ さ い 。画面 の 左下 に ＊( フフスタ リ ス ク) が 表7]Ｘ

さ れワ ード マ スタ ーの コ マ ンド 待 ち に なり ま す。こ の 状 態で 回 キ ー を 押し てリ タ ーンキ ーを

押 せば, ワ ード マ スタ ー のプ ロ グ ラ ム は 終 了し デ ィ スク 上 にソ ー スフ ァ イ ル が作 成 さ れ ま す。



2｡アセンフル

間違ってタイプしていないかを確かめるために,次の様にＴＹＰＥコマンドを使用してリスト

をとってください。もし間違いがありましたら前記のようにワードマスターを再起動して修

正を行なってください（作成したファイル名と同じものを指定すれば，その修正を行なうこ

とができます）。

注2)プログラム作成用ディスクに関しては，第２章４項を参照してくだ

さ い 。

それでは，ワード マスターで作成しだ ＯＬＳ．ＡＳＭ"というファイルを次のようにしてアセ

ンブルします。

Ａ〉ＡＳＭ ＣＬＳ Ｊ

ｃＰ／Ｍ ＡｓｓＥＭＢＬＥＲ － ｖＥＲ ２．＠

Ｅｅ１＠９ １Ｅ@ ＠

＠１１１

＠＠ｑＨ ｕｓＥ ＦＡｃＴｏＲ

ＥＮＤ ｏＦ ＡｓｓＥＭＢＬＹ

パ

し

イ

な

「
ｙ

け

フ

つ
ﾚ名にエクステンショ
Ｎ

ＭＶＩ E｡・－ エラー行の表示

M ＶＩ　Ｅ,＊と書かれた行にエラーがあることを上記のメッセージは示しています。ワードマ

スターを再起動して次のようにこの行を変更し再度フフセンブルしてください。

一

参

Ｉ

Ｉ

●

―

－

Ｉ

●

・

－

―

ＣＬＥＡＲ ＴＥＸＴ

ORG

ＭＶI

ＭＶI
ＣＡLL

ＭＶI

ＭＶI
ＣＡLLJ

ＭP

Ａ 〉ＡＳＭ ＣＬＳ　 。」

ｃＰ／Ｍ ＡｓｓＥＭＢＬＥＲ －

＠１１１

＠＠ｅＨ ｕｓＥ ＦＡｃＴｏＲ

ＥＮＤ ｏＦ ＡｓｓＥＭＢＬＹ

１ｅ ＠Ｈ

ｃ ．２

Ｅ，１ＢＨ

５

・

２

″
！

丿

Ｃ

Ｅ

５

＠

再度フフセンブルします

29

ＶＥＲ ２．＠

このように変更します

これでフフセンブルが終了します。これによりエクステンションが“ＨＥＸ’ど ＰＲＮ’のフ

ァイルか作成されます。

阿 こ 二 こ こ ‾ ▽
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3｡プログラムの動

作確認

ＢＡＳ１０ などのインタープリタ言語プログラムと異なり機械語プログラムは，通常その実行

を途中で止めることはできません。このためＤＤＴ のようなツールガ必要となります。

ＤＤＴ ではＬ コマンドでプログラムリストを確認しながらＧ コマンドでプログラムを部分

的に実行することができます。また，× コマンドによりレジスタの内容を表示することもで

きます。

Ａ〉ＤＤＴ ｃＬｓ．ＨＥｘ

ＤＤＴ ｖＥＲｓ ２．２

ＮＥｘＴ　 Ｐｃ

ｅ１１１ ｅ＠＠＠

-Llee,11@ Ｊ

,」

＠１＠Ｏ　 ＭＶＩ　 Ｃ, ＠２

＠１@ ２　 ＭＶＩ　 Ｅ，１Ｂ

９１＠４　 ＣＡＬＬ ＠＠＠５

＠１＠７　 ＭＶＩ

＠１＠９　 ＭＶＩ

ｅｌ ｅＢ

＠１ ＠Ｅ

＠１１１

- χ Ｊ

ＣＡＬＬ

Ｊ ＭＰ

ｃ ，＠２

Ｅ，２Ａ

ｅｅ９５

ｅｅ ＠０

ＤＤＴ を 起動

Ｌ コ マ ンド により100H ～110H 番 地 まで を 表 示

レジスタ内容を表示
ｃ＠ｚ@ Ｍ@ ＥｏＩｏ Ａ＝９＠ Ｂ＝@ ＠ｅ＠ Ｄ＝@ｅ＠＠ Ｈ＝ｅ＠ｅｇ ｓ＝@ １ｅ＠ Ｐ＝＠ｅ＠ｅ ＪＭＰ　 ＤＡ＠３

－G1@ ＠，1@４
ｓｅｌｅ４

部分的に実行

104番 地で実行中止

－χ Ｊ

ｃ＠ｚ＠ＭａＥｅｌ ＠ Ａ＝＠ｅ Ｂ＝@ｅｅ２ Ｄ＝ｅ＠１Ｂ Ｈ＝ｅ＠ｅｅ ｓ＝＠１＠ｅ Ｐ＝ｅ１＠４ ｃＡＬＬ ＠＠＠５

レジスタ内容を表示するとＢ に02H ，Ｄ にＩＢＨ が入っているのがわかります。

テキスト 画面をクリフフした後，プロンプト の状態に戻ります。

このようにＤＤＴ を用いることにより，プログラムのバブ（プログラムの誤り）がどの部分

にあるかを探し出すことができます。



4｡マシンオブジェ

クトフアイルの

作成と実行

ＤＤＴ により正しく動作することが確認できたら,ＬＯＡＤコマンドを用いてマシンオブジェ

クトファイル（ＯＯＭファイル）を作成します。

Ａ〉ＬＯＡＤ ＣＬＳ Ｊ

ＦＩＲｓＴ ＡＤＤＲＥｓｓ ＠１ｅ＠

ＬＡｓＴ　 ＡＤＤＲＥｓｓ ＠１１＠

ＢＹＴＥｓ ＲＥＡＤ　　 ｅ＠１１

ＲＥｃｏＲＤｓ ｗＲＩＴＴＥＮ ＠１

エ ク ス テン シ ヨン は つ け ない

A〉DIR CLS. ４Ｊ２でDllSCLS
’゙
ぺSM
二　CLS　　　　PRN :　CLS　　　　HEX ご　CLS　　　　COM

これにより“ＯＯＭ’ファイルが作成されているのがわかります。

このファイルはプロンプトの後に直接入力することにより実行できます。

テキスト画面ガクリフフされてプロンプト が表示されます。
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アセンブリ 言語( フフセンブラでアセンブルできる言語) は，1ステート メント が次のフォーマット に

従った形になっている必要があります。

行番号．Ｊラペル。オペレ ーションｕ．オペランド ：コメント ←」

１０　　　ｔｕｒｂｏ　 ＥＯＵ　　　　　　ＡＡ ＊ＢＢ： ＬＯＯＰ

※←｣キーではなく丿 ″を使用することにより,1行にいくつものステートメントを書

くこともできます。

1｡行番号

2｡ラペル

3｡オペレーション

行番号は10進数で表わされます。七ｕrｂｏＯＰ/Ｍ のアセンブラを使用する場合は，行番号を

無視するために特につける必要はありません。

ラベルは特定のステート メントにつけられる識別子で，ラペルにはその後につづくオペレ ー

ションによって次のような値が与えられています。

・ＥＱｕ，ｓＥ丁が次にくる場合………オペランドによって与えられる値

・ニーモニックなどが次にくる場合……ラベルガ付けられた所のアドレス値

※ＳＥＴをのぞいて１つのステートメントには１つのラベルしか設定できず，他の

ステートメントに同じラベルを付けることはできません。

ラペルには次のような条件があります。

・英文字が先頭の英数字列で表わします（小文字は大文字としてみなされます）。

・16文字以内で表ねします。

・読みやすくするために ＄゙″を任意に入れることができます（アセンブラはこれを無

視します）。

・ラベルとオペレーション間の区切りは 七ゴ の他 ：゙″で表わすことも可能です。

オペレーションフィールドは，8080 ニ ーモニックコード あるいは，疑似命令によって構成さ

れま可。

・ニーモニックコード ……1寸録のニーモニック一覧を参照してください。

・疑似命令……アセンプル作業の指定をするだけで，命令そのものは機械語に変換さｎま

せん。疑似命令には次の９つがありま可。



ＯＲＧ �プログラムのデータや開始番地の設定

ＥＮＤ �プログラムの終了。スタートアドレ スの設定(オプション)

ＥＯＵ �数値の同値化

ＳＥＴ �数値のセット

ＩＦ �条件付フフセンブルの開始

ＥＮＤＩＦ �条件付フフセンプルの終了

ＤＢ �データの定義(８ビット 単位)

ＤＷ �データの定義(16ビット 単位)

ＤＳ �メモリ領域(大きさ)の定義

次に各疑似命令について詳しく説明します。（なお，以下で用いられる式はオペランドにあた

ります。詳しくは次のオペランド の説明を参照してください。）

命　令 � 形　　　式

ＯＲＧ文 �ラベル ＯＲＧ 式 �ここでラペルは任意であり，式は16ビットで評価され，このＯＲＧ文の

前に定義されているオペランドからなっています。

アセンブルでは,式で評価された値の番地から機械語に変換を始めます。

また，1つのプログラムで，いくつものＯＲＧ文を使用してもかまいませ

んが，メモリ領域が重なる場合のチェックは行ないませんので注意か必

要です。

なお，０Ｐ／Ｍシステムの場合ＴＰＡが100H から始まるため，ほとんど

のプログラムが次のように書かれます。　　　　　　　　　　

ＯＲＧ　１００Ｈ

ＥＮＤ文 �①

ラベル ＥＮＤ

②

ラペル ＥＮＤ 式 �

ＥＮＤ文はあつてもなくてもかまいませんが，もしＥＮＤ文が出てきた

ときは，そのステートメントが最後のステートメントとなります。

①の形式でＥＮＤ文を設定すると,そのステートメントでフフセンブルをス

トップし,プログラムに与えられるスタートフフドレスは0000Hとなります。

②の形式で設定すると，式の値がスタートアドレスの値となります。

ＥＮＤ文ではラペルは任意です。

なお，ＣＰ／Ｍフフセンブリ言語のプログラムでは，ほとんどの場合次のよ

うになります。　　　　　　　　　　

ＥＮＤ　１００Ｈ

ＥＱＵ文 �ラベル ＥＱＵ 式 �ラベルは必要で，このラベルを他のステートメントに付けることはでき

ません。ＥＱＵ文は，ラベルに数値を割り当てる命令で，このステートメ

ント以後は，その数値をラペルで表わすことかできます。

ＳＥＴ文 �ラベル ＳＥＴ 式 �ＥＱＵ文と同様にラベルに数値を割り当てる命令です｡ここでもラペルは

必要です。ＳＥＴ文の場合は，同じラベルをプログラム中の他のＳＥＴ文

で用いることも可能です。したがって,ＥＱＵ文の場合にはラベルに単一

の値しか割り当てられませんが,ＳＥＴ文では１っのラベルに別の値を何

度も割り当てることができます。ラベルに割り当てられた値は，次のＳ

ＥＴ文でそのラペルに別の値が割り当てられるまで有効です。
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命　令 � 形　　　 式

ＩＦ文

ＥＮＤＩＦ文 �

ＩＦ　式

ステートメント# １

ステートメント# ２　

１

ステートメント# ｎ

ＥＮＤＩＦ �

ＩＦ，ＥＮＤＩＦはＩＦとＥＮＤＩＦの間のステートメントを式の値に

より，フフセンブルするかどうかを選択するものです。フフセンブラは，IF

文において式の値を求めます。その値かＯ以外であれば，ステート メ

ント# １からステートメント# ∩までをフフセンブルし,0 であれば, プリン

トフニフフイルにリスト はしますガフフセンブルはしません。

ＤＢ文 �ラペル ＤＢ ｅ#１，

ｅ#２,……,ｅ＃ｎ �

メモＵ内容を１バイト 単位で定義する場合に用います。ここではラベル

は任意に付けることができます。ｅ#１，ｅ#２,……ｅ＃∩は,8 ビットとみ

なせる式の値(16ビットでも上位8ビットガO) か，64文字を越えない長さ

のアスキー文字です(１つの行にあれば,e#n の数に特別の制限はありま

せん)。式の値は，アセンブルされたプロブラムフフドレスに続けて，ＨＥ

Ｘファイルの順に記録されます。文字も同様に最初から最後の文字まで

順に記録されます。通常，他のプログラム部分がら，ラベルによりこの

データ領域を参照します。　

例　　so

代 ：ＤＢ　０，１，２，３　　　　　

二ＤＢ　'|　|ｏｖｅ　ＨＡじ ，3十2　　　　　

二ＤＢ　ＤＡＴＡ，ＴＥＬ　 ＡＮＤ　ＺｱＨ

ＤＷ文 �ラペル ＤＷ ｅ#１，

ｅ#２,……，ｅ#ｎ �

メモリ内容を２バイト単位で定義する場合に用います。ここではラベル

は任意につけることができます｡e#1 ，e#2，………e# ∩は16ビ ット に評価

される式の値か，2文 字までのフフスキー文字です。データは式の下位バイ

トガメモリの前に格納され，その後に上位バイト が格納されます。　

例　　

ＬＯｏｋ　ＤＷ　’ＦＵ’ｙ Ｊｉ’　　　　　　　

ＤＷ １９８６Ｈ,Ｓｉ巳∩

ＤＳ文 �ラベル ＤＳ 式 �ＤＳ文は定義されないメモＵ領域を確保するためのものです。アセンブ

ラは，このステートメント のときのフフドレスに式の値を加えたアドレス

から次のステートメント を変換します。ラペルは任意につけることがで

きます。

4｡オペランド オペランドフィールドは，定数，ラベル，算術式，論理式によって構成されます。式の計算

はフフセンブルの過程でフフセンブラ自身によって行なわれます。その計算結果は16ビット の値

ですが，オペレーションによっては１バイトのオペランド形式になっているものがあり，そ

の場合，式の上位８ビットはＯになる必要があります。

［ １］ 定 数 （数 値 ）

定 数 は16 ビ ット の 値 で， そ の 値 が何 進数 で ある かは ， 値 の 最後 に つけ る 以 下 のフフル フ ア ベッ

ト（r ａｄｉｘｉｎｄｉｃａt二ｏr ）で 判 断し ま す。 値 は それ ぞ れ の 進 数で 使 用 でき る 数 字 でな け れ ばな

り ま せ ん。



Ｂ　２進数（使用できる数字　0，1）

0　8 進数（使用できる数字　O～7）

Q　8 進数（使用できる数字　O～7）

D　10 進数（使用できる数字　O～9）

H　16 進数（使用できる数字　Ｏ～９，Ａ～Ｆ：先頭の文字はO～9になるようにし

ます。このとき16ビットを越える部分は無視されます。）

○とＱは同じく８進数を表現します。これは○が数字のＯと間違いやすいために用いられた

ためです。また，これらのアルフアペットガ付いていない数字は，すべて10進数として判断

されます。この他， ＄゙″を見やすいように定数の中に入れてもかまいません。

例

123　

1ＦＥ Ｈ

214 ０

1111＄0111＄1010Ｂ324

Ｄ

OＡ3ＥＨ

2280

ZZS44＄62Ｑ32bd

また，既にその値や意味が定義されている登録語が次のように存在します。

・8080レジ スタ名には次のような値がすでに定義されています。

（レジスタ名）（定義された値）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｐ

釧

Ｓ

Ｐ

7
0
1
2
3
4
5
6
6
(

Ｏ

ニーモニック・コードには各々の機械語の値が定義されています。

例

ＯＭＡ　　　　 ２ＦＨ

ＭＯＶ　　　　 ４０Ｈ

ＤＯＲ　　　　 ０５Ｈ

※ＭＯＶなどのようにオペランドを含めて機械語になるものは,オペランドガOにな

った場合の機械語の値が定義されています。

＄゙″ガオペランドで単独に用いらｎる場合，そのときのアセンブルアドレスが定義

されます。

例

r)ｌａｃｅ　　 Ｊ Ｍ Ｐ

と いう ス テ ート メント の 場合

＄

ｐｌａｃｅ＝ Ｓ と なり ま す 。
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［２］ 定数（文字）

定数の中には前記のように数値を表わすものの他に，文字を表わす文字定数があります。文

字定教は，フフポストロフィー（ ’）で囲まれた，文字長64字以内のものです。文字定数にフフポ

ストロフィーを使用する場合には，アポストロフィーを２度続けて入力することにより表わ

します。

またＤＢ疑似命令以外は，1文字か２文字の文字長となります。文字定数の中では，小文字は

大文字に変換されませんので，区別して使用することができます。

例

･Ｗｅ ａｒｅ ｌｏｖｉｎｇ” ｆｏｒ ｐｅａｃｅ

’Ａ ＢＣ ’　･ ａｂｃ ’

［３］ ラペル

オペランドフィールドにラベルがある場合，フフセンブラによりその値はラペルの値に置き換

えられます。また，ラペルを他の定数，式と組み合わせて用いることもできます。

例

ＴＯＰ　　ＥＮＯ

ＭＶＩ

Ｆ Ｆ Ｈ

Ａ ，Ｔ Ｏ Ｐ－２１Ｈ

［４］ 算術式，論理式

オペランドフィールドでは,次の算術および論理演算子を用いて式を表わすことができます。

ａ十ｂ　　　　　 符号なしの加算

ａ一ｂ　　　　　 符号なしの減算

十ｂ　　　　　　 プラス（に）と同じ）

一ｂ　　　　　　 マイナス（O－b と同じ）

ａ＊に）　　　　 符号なしの乗算

ａ／ｂ　　　　　 符号なしの除算

ａ　ＭＯＤ　ｂ　ａ／ｂの剰余

ＮＯＴ　ｂ　　　し）のインバート（すべてのOが1に，1がOになります。また，ﾋ）は16　

ビットとして扱われます）

ａ　ＡＮＤ　し） 論理積

ａ　ＯＲ　ｂ　　 論理和

ａ　ＸＯＲ　ｂ　排他的論理和

ａ　ＳＨＬ ．ｂ　 に）で示す数だけａを左にシフトし，残りにOを挿入

ａ　ＳＨＲ　ｂ　 に）で示す数だけａを右にシフトし，残りのOを挿入

※ａと に）は単純なオペランド（ラペル，数値定数，1文字か２文字の文字定数）か，

かンコで囲まれた式です。

また演算子には，相対的な優先順位が与えられており，カツコを書かなくても良いようにな

っています。したがって式は，その擾先順位によって計算が行ｵつれます。また，カツコで

囲まれた式は，優先順位を無視し，カツコ内の式を計算します（カツコ内では優先順位にし

たがって計算されます）。



一 一

５ 。コメント

演算子の優先順位は以下のようになっています。左の数字か優先順位を示し，数の少ない方

が優先順位が高くなっています。また，同じ優先順位の演算子が同じ式内にある場合には，

右から左に計算を行ないます。

１

＊，１，ＭＯＤ，ＳＨＬ，ＳＨＲ

２ ．－，＋

３ ．ＮＯＴ

４ ．ＡＮＤ

５ ．０Ｒ ，ＸＯＲ

≒ リ こつづいて書かれた文字はコメント として扱われます。コメントはプログラムを見や

すく するためにつけるもので，機械語には変換されません。また，コメントはすべてのステ

ートメント につける必要はありません。
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第５章

ビルトインコマンド





１

〈コマンド 形式・機能〉

ｄ：

ログインディスクの切換えを行ないます。

ｄはＡ～Ｈの英記号

ログインディスクとは，プログラム上でＣＰＵ とつなかつているディスク装置のことで,ＣＰ／Ｍ ユ

ーザーが特にディスク装置を指定しないかぎりファイルの処理はログインディスク上で行なわれま

す。

・ログインディスクはＯＰ／Ｍシステムが入力待ちのときのプロンプト でわかります。

たとえばＡ＞と表示されているなら,ログインディスクはドライブ Ａということになりま

す。

･ログインディスクの切換えは，ディスクドライブ名（Ａ，Ｂ……Ｈ）のすぐ 後にコロン：を

つけてリターンキーを入力して行ないます。

使用できる物理

デバイスとディ
スクタイフ

Ａ＞Ｂ

Ｂ ＞Ａ

Ａ＞

，Ｉ

Ｊ

ログインディスクをドライブＡからドライブＢに切換えます。

ログインディスクをドライブＢがらドライブＡに切換えます。

ドライブのＡ～Ｈ にはそれぞれ下記のようなディスクタイプを割付けることができます。割

付けの方法については７章のＺ項を参照してください。

物理デバイス名 � デバイスタイプ

５インチフロッピーディスク �

両面倍密度　　　　　　　　 （2D ）

両面倍密度倍トラック　　 （２ＤＤ）

両面高密度　　　　　　　 （２ＨＤ）

８インチフロッピーディスク �
両面倍密度　　　　　　 （2D-256 ）

片面単密度　　　　　　 （IS-128 ）

５インチハード ディスク �10M バイト

グラフィックＲＡＭ �48K バイト（ＭＥＭ０，ＭＥＭＩ）

外部ＲＡＭ �　　　　　　　　　　　　　EMMO320Kバイト外部ＲＡＭ　　　Ｓ　　
ＥＭＭ９

ユーザー指定のドライブ ※

※)ユーザー指定のドライブについては７章の１項を参照してください。
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ドライブ内容の

初期設定

ドライブ内容の初期設定は次のとおりです。

ドライブ名 � 物理デバイス名 � 備　考

Ａ： �フロッピーディスクドライブ（２Ｄ） ０

Ｂ： �ﾉｿ　　　　　　　　 １

Ｃ： �ﾉﾉ　　　　　　　 ２

Ｄ： �ﾉﾉ　　　　　　　　 ３

Ｅ： �外部ＲＡＭ（ＥＭＭ Ｏ） �ボートOD00H ～OD03H

Ｆ ： �外部ＲＡＭ（ＥＭＭ Ｉ ） �ボートOD04H ～OD07H

Ｇ： �グラフィックＲＡＭ　（ＭＥＭＯ） �48K バイト

Ｈ： �ユーザー指定のドライブ �ドライブ１を使用

・ドライブ内容の変更は，第ア章のＺ項を参照してください。

・ＩＰＬ起動はドライブＡからのみ可能です。



２

〈コマンド 形式・機能〉

１．ＤＩＲｏｄ：

ド ライブ ｄ：上のすべてのファイル名を表示します。

２．ＤＩＲ－ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

指定されたファイルを捜し, 存在していればそのファイル名を表示します。

注）ログインディスクを取り扱う場合はｄ：を省略できます。

ＤＩＲコマンドは，指定されたディスクにあるファイルをコンソール(通常は ＣＲＴ 画面)にリスト

アウト します。

例１

ログインディスク

のファイルの

リスト アウト

例２

ログインディスク

以外のファイルの

リストアウト

ログインディスクがドライブＡの揚合

瞑ﾑ8 応
ｌ

Ａ：　ＰＩＰ

Ａ：　ＤＤＴ

Ａこ　ＸＳＵＢ

Ａ：　ＤＩＣＣＯＰＹ

Ａ;　 ＨＤＢＡＣＫＵＰ

Ａ： ＫＥＹ

Ａ：　ＵＬＰＴ２

Ａ：　ＷＭＥＮＧＬ

Ａ〉

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ｓ

ｅ

・

φ

ＣＰＭ５６

ＥＤ

ＣＯＭ こ　ＤＵＭＰ

ＣＯＭ ：　ＦＯＲＭＡＴ

ＣＯＭ ：　ＤＩＣＳＥＴ

ＣＯＭ こ　ＨＤＯＦＦ

ＣＯＭ ：　ＴＩＭＥ

ＡＳＭ ：　ＢＩＯＳ

ＨＬＰ ：　ＷＭＫＡＮＡ

ｓＹｓ ：　ｓＴＡＲＴｕＰ

ｃｏＭ ：　 Ａｓ Ｍ

ｃｏＭ ：　 Ｄｕ ＭＰ

ｃｏＭ ：　ｃ ｏＰＹ

ｃｏＭ こ　ＤＩｓＫｓＥＴ

ｃｏ Ｍ ： ＴＥＲＭ

ｃｏ Ｍ ：　 ｕＬＰＴｅ

ＭＡｃ ：　 ｗＭ

ＨＬＰ　 ：　 ｗＭＫＡＮＪＩ

ＣＯＭ Ｉ　ＳＴＡＴ

ＣＯＭ ：　ＬＯＡＤ

ＡＳＭ ：　ＳＵＢＭＩＴ

ＣＯＭ ：　ＳＹＳＧＥＮ

ＣＯＭ ：　ＨＤＭＡＩＮＴ

ＣＯＭ ご　ＣＭＴ

ＡＳＭ ご　ＵＬＰＴＩ

ＣＯＭ　：　ＷＭ

ＨＬＰ ：　ＯＮＫＵＮ

ログインディスクがドライブＡで，ドライブＢのファイルをリストアウトした場合

Ａ〉ＤＩＲ Ｂ：Ｊ

Ｂ：　ＭＯＶＣＰＭ
ＰＩＰ

ＤＤＴ

ＸＳＵＢ

ＣＯＭ ：　ＣＰＭ５６

ＣＯＭ ：　ＥＤ

ＣＯＭ ：　ＤＵＭＰ

ＣＯＭ ：　ＦＯＲＭＡＴ

ＤＩＣＣＯＰＹ　 ＣＯＭ ご　ＤＩＣＳＥＴ

ＨＤＢＡＣＫＵＰ ＣＯＭ ：　ＨＤＯＦＦ

ＫＥＹ　　　　 ＣＯＭ ：　ＴＩＭＥ

ＵＬＰＴ２　　 ＡＳＭ ：　ＢＩＯＳ

ＷＭＥＮＧＬ　　 ＨＬＰ　：　ＷＭＫＡＮＡ

ＳＹＳ　 ：　 ＳＴＡ ＲＴＵＰ

ＣＯＭ ：　 ＡＳＭ

ＣＯＭ ：　 ＤＵ ＭＰ

ＣＯ Ｍ ご　ＣＯＰＹ

ＣＯ Ｍ ：　 ＤＩ ＳＫ ＳＥＴ

ＣＯＭ ： ＴＥＲＭ

ＣＯＭ ： ＵＬＰＴ ＠

ＭＡＣ ：　 ＷＭ

ＨＬ Ｐ ：　 ＷＭＫＡＮＪＩ

ＣＯＭ ：　ＳＴＡＴ

ＣＯＭ　：　ＬＯＡＤ

ＡＳＭ ：　ＳＵＢＭＩＴ

ＣＯＭ ：　ＳＹＳＧＥＮ

ＣＯＭ ：　ＨＤＭＡＩＮＴ

ＣＯＭ ：　ＣＭＴ

ＡＳＭ ：　ＵＬＰＴＩ

ＣＯＭ　：　ＷＭ

ＨＬＰ　：　ＯＮＫＵＮ

Ａ〉

こ の 例 で はド ラ イブ Ｂに フ ァ イ ル が入 っ て いる こ と を示 し て い ま す。

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＡＳＭ

ＨＬＰ

ＤＩ Ｃ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＡＳ Ｍ

ＨＬＰ

ＤＩ Ｃ
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例３

ファイルを指定

したリスト アウト

ファイルのグループ

指定の方法

≫ ご ‾ 二 ‾ ‾ ノ

フアイルをグループで指定した場合

Ａ:　DuＭＰ　　　ｃｏＭ :　DuＭＰ　　　ＡsM

七 戸 二 二 二

'上の例ではファイル名が Ｄ゙ＵＭＰ″であるフ:フフイルを指定しています。

伊) 臨;. Ａs≒s Ｍ :　ｕLPTe　　As Ｍ :　ｕLPT 工　　ＡsM　:　ｕLPT2　　As Ｍ

犬 二 て 二 て 呵

上゚の例ではファイルのエクステンションガ Ａ゙ＳＭ″であるファイルを指定しています。

ＰＩＡＢＣ ．ＣＯＭ ，Ｐ２ ＡＢＣ ．ＣＯ Ｍ ，ＰＩ ＸＹ ．ＣＯ Ｍ ，ＰＩＸＹ ．ＡＳ Ｍ，Ｐ２Ｚ．ＡＳ Ｍ と

いう フ ア イル ガ あ ると き

Ａ〉DIR ●.ＡＳＭ Ｊ

Ａ:　PIXY　　　ASM　:　P2Z　　　　ASM

＊. ＡＳ Ｍ と 指定 すると

ＰＩＸＹ ．ＡＳＭ と Ｐ２ Ｚ．ＡＳ Ｍ が 選 ば れ ま す。

Ａ〉DIR P? ？.ＡＳＭ　Ｊ
Ａ:　P2Z　　　　ASM

P ？？. ＡＳ Ｍ と 指 定 する と

Ｐ２Ｚ．ＡＳＭ が 選ば れ ま す 。

Ａ〉ＤＩＲ ＰＩＸＹ．串 ．」

Ａ：　ＰＩＸＹ　　　 ＣＯＭ ：　ＰＩＸ￥ Ａ ＳＭ

ＰＩＸＹ ．＊と 指 定 する と

ＰＩＸＹ．００ Ｍ と ＰＩＸＹ．ＡＳ Ｍ が 選ば れ ま す 。

Ａ〉DIR P2 章.＊ Ｊ
Ａ:　Ｐ２ＡＢＣ　　 ＣＯＭ　:　P2ZP2

＊. ＊と 指 定 す ると

Ａ ＳＭ

Ｐ２ＡＢ０.００ＭとＰ２Ｚ．ＡＳＭ が選ばれます。

Ａ〉DIR P?ABC. ＣＯＭ Ｊ
Ａ;　PIABC　　COM　:　P2ABC　　COM

P ？ＡＢＣ. ＣＯ Ｍ と 指定 する と

ＰＩＡＢＣ ．ＣＯ Ｍ と Ｐ２ ＡＢＣ ．ＣＯ Ｍ が 選ば れ ま す。

Ａ〉ＤＩＲ 章．奉
．」　

Ａ：　ＰＩＡＢＣ

Ａ：　Ｐ２Ｚ

＊ ．＊ と 指 定 す る と

ＣＯＭ ：　Ｐ２ＡＢＣ　　 ＣＯＭ ：　ＰＩＸＹ

ＡＳＭ

すべてのフアイルガ選ばれます。

ＣＯＭ　 ：　 ＰＩＸＹ ＡＳＭ

つまり， ？゙″は，？が位置する文字が何であってもよいことを意味し， ＊゙″は＊が現われた位置よりどのような文

字があってもよいことを意味しています。
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〈コマンド 形式 ・機能〉

ＲＥＮｏ ｄ：新ｆｉｌｅｎａｍｅ. ｅｘt ＝ 旧ｆｉｌｅｎａｍｅ. ｅｘt

指 定デ ィスク上 のフ ァイル 名を変更し ま す。

注1）同じディスク上にすでに存在するファイル名には変更できません。

注2）ファイル名は１つのファイルを指定するものでないといけません。

注3）ログインディスクを取り扱う場合はｄ：を省略できます。

例１

ファイル名の変更

例２
ファイル名の変更

ができない場合

ＤＩＲコマンドでディスクのファイルを確認してから，ＲＥＮコマンドでＤＵＭＰ．ＡＳＭを

ＤＵＭＰ．ＸＹＺという名前のファイルに書きかえます。

伊 ）ぬPi ）･’品
Ｍ ご　ＤＵＭＰ

Ａ〉ＲＥＮ ＤＵＭＰ．ＸＹＺ＝ＤＵＭＰ．ＡＳＭ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ ＤＵＭＰ．串．」

Ａ：　ＤＵＭＰ　　　 ＣＯＭ ：　ＤＵＭＰ

Ａ〉

ＡＳＭ

ＸＹＺ

ＤＵＭＰ．ＣＯＭ をＤＵＭＰ．ＸＹＺ に書さかえようとしましたが、すでにファイルが存在し

ているので 日゙ＬＥ ＥＸＩＳＴＳ″ というエラーがでます。

Ａ 〉ＤＩ Ｒ ＤＵＭＰ ．毒 ．」

Ａ：　 ＤＵ ＭＰ　　　 ＣＯＭ Ｉ　 ＤＵ ＭＰ

Ａ 〉ＲＥＮ ＤＵＭＰ ．ＸＹＺ＝ＤＵＭＰ．ＣＯＭ Ｊ

Ｉ

ン

Ｆ

Ａ

ＬＥ ＥＸＩ ＳＴＳ

ＸＹＺ

ＲＥＮコマンドは，ログインディスク上以外のファイルでも実行できますが，１度ＤＩＲコマ

ンドでファイルを確めておいたほうが，重要なファイルを誤って変更したりするようなミス

をおかしません。
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〈コ マンド 形 式 ・機能 〉

ＥＲＡ､．
Ｘ 
ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘ七

指 定デ ィスク 上のフ ァ イル を削除し ます。

注1）このコマンドを実行後、ファイルは再生できません。

注2）ログインディスクを取り扱う場合はｄ：を省略できます。

例１

特定ファイル

の削除

例 ２

グループ単位での

ファイルの削除

ＤＲ コマンドでファイルを確認し, ＷＭ．ＨＬＰ のファイルを削除した後,ファイルが削除さ

れたことを確認します。

Ａ〉ＤＩＲ ＷＭ．＊ ．」
Ａ：　ＷＭ　　　　 ＣＯＭ

Ａ〉ＥＲＡ ＷＭ．ＨＬＰ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ ＷＭ．＊ Ｊ

Ａ：　 ＷＭ　　　　 ＣＯＭ

Ａ〉

ＷＭ ＨＬＰ

咸 汁

の ＊゙″を使つで ＤＵＭＰ.″　 を満足するフニフフイルをすべて削除します。

⑤ ☆ ＼ 十 二

② ＊゙″を使って …゙……ＣＯＭ″を満足するファイルをすべて削除します。

Ａ〉ＤＩＲ ●．ＣＯＭ
Ａ：　ＭＯＶＣＰＭ

Ａ：　ＥＤ

Ａ：　ＤＵＭＰ

Ａ：　ＣＯＰＹ

Ａ：　ＤＩＳＫＳＥＴ

Ａ： ＴＥＲＭ

Ａこ　ＷＭ

．」

ＣＯＭ　：　 ＳＴＡＲＴＵ Ｐ

ＣＯＭ ： Ａ ＳＭ

ＣＯＭ　：　 ＳＵＢＭＩＴ

ＣＯＭ ：　 ＳＹＳＧＥＮ

ＣＯＭ ： ＨＤＭＡＩＮＴ

ＣＯＭ ：　 ＣＭＴ

ＣＯＭ

Ａ〉ＥＲＡ ・ ．Ｃ（）Ｍ Ｊ

Ａ 〉ＤＩ Ｒ 拿．ＣＯＭ 」

ＮＯ ＦＩＬＥ

Ａ 〉

ＣＯＭ　：　ＳＴＡＴ　　　 ＣＯＭ　：　ＰＩＰ

ＣＯＭ　：　ＬＯＡＤ　　　 ＣＯＭ ：　ＤＤＴ

ＣＯＭ　：　ＸＳＵＢ　　　 ＣＯＭ　：　ＦＯＲＭＡＴ

ＣＯＭ　：　ＤＩＣＣＯＰＹ　 ＣＯＭ　：　ＤＩＣＳＥＴ

ＣＯＭ　：　ＨＤＢＡＣＫＵＰ ＣＯＭ　：　ＨＤＯＦＦ

ＣＯＭ ：　ＫＥＹ　　　　 ＣＯＭ　： ＴＩＭＥ
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③ ＊゙。＊″を使うことによってすべてのフ：フフイルを削除します。このとき，本当にすべて削

除するか確認してきますので，すべて削除するときは[ ヱ]Ｊを入力します。

Ａ〉ＤＩＲ ．」
Ａ：　ＣＰＭ５６

ＡＩ　ＵＬＰＴ２

Ａ：　ＷＭＫＡＮＪＩ

Ａ〉ＥＲＡ ●．＊Ｊ

ＳＹＳ　：　ＤＵＭＰ

ＡＳＭ ：　ＢＩＯＳ

ＨＬＰ ：　ＯＮＫＵＮ

ＡＬＬ （Ｙ／Ｎ）？Ｙ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ．」

ＮＯ ＦＩＬＥ

Ａ〉

Ａ ＳＭ

ＭＡＣ

ＤＩＣ

ＵＬＰＴ ＠

ＷＭＥＮＧＬ

Ａ ＳＭ

ＨＬＰ

こ　ＵＬＰＴ１

：　 ＷＭＫＡＮ Ａ

ＡＳＭ

ＨＬＰ

ＥＲＡコマンドも,ログインディスク以外のファイルに対して実行できますが,誤って重要な

ファイルを削除してしまう恐れがありますので，ＤＩＲ コマンドで確認し，かつ，ログインデ

ィスク上のファイルに対してＥＲＡコマンドを実行したほうがよいでしょう。
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〈コ マンド 形 式 ・機 能〉

ＴＹＰＥ－ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

指定ディ スプ上 のアス キーフ ァイル の内容を 表示し ます。

注1）ファイルはフフスキーコードで表記されているものに限ります。

注2）ファイル名は１つのフニフフイルを指定するものでなければいけません｡（ファイ

ルのブルーフ指定はできません｡）

注3）ログインディスクを取り扱う場合はｄ：を省略できます。

ＴＹＰＥコマンドは，指定されたディスクのアスキーファイルの内容をコンソールに出力します。

例 １

Ｄ゙ Ｕ ＭＰ ．Ａ Ｓ Ｍ ″

と い う フ ァ イ ル の

タ イ プ ア ウ ト

Ａ〉ＴＹＰＥ ＤＵＭＰ．ＡＳＭ Ｊ
ＦＩＬＥ ＤｕＭＰ ＰＲｏＧＲＡＭ， ＲＥＡＤｓ ＡＮ ＩＮＰｕＴ ＦＩＬＥ ＡＮＤ ＰＲＩＮＴｓ ＩＮ ＨＥｘ

ｃｏＰＹＲＩＧＨＴ （ｃ） １９７５， １９７６， １９７７， １９７８

ＤＩＧＩＴＡＬ ＲＥｓＥＡＲｃＨ

Ｂｏｘ ５７９， ＰＡｃＩＦＩｃ ＧＲｏｖＥ

ｃＡＬＩＦｏＲＮＩＡ，93 ９5 ｅ

ＢＤＯＳ

ＣＯＮＳ

Ｔ ＹＰＥＦ

ＰＲＩＮＴＦ

ＢＲＫＦ

ＯＰＥＮＦ

ＲＥＡＤＦ

ＦＣＢ

ＢＵＦＦ

Ｒ

Ｆ
　

ン

・
Ｉ

丿
夕
Ｃ

Ｌ

；

Ａ

ORG
EQＵEQ
ＵEQUEQUEQ

ＵEQUEQ

ＵEQUEQU

１@@ Ｈ

＠＠＠5H1

2

9

11

15

2@

５ＣＨ

８ ＠Ｈ

；ＤＯＳ ＥＮＴＲＹ ＰＯＩＮＴ

；ＲＥＡＤ ＣＯＮＳＯＬＥ

；ＴＹＰＥ ＦＵＮＣＴＩＯＮ

；ＢＵＦＦＥＲ ＰＲＩＮＴ ＥＮＴＲＹ

；ＢＲＥＡＫ ＫＥＹ ＦＵＮＣＴＩＯＮ

；ＦＩＬＥ ＯＰＥＮ

；ＲＥＡＤ ＦＵＮＣＴＩＯＮ

(ＴＲＵＥ ＩＦ ＣＨＡＲ ＲＥＡＤＹ)

；ＦＩＬＥ ＣＯＮＴＲＯＬ ＢＬＯＣＫ ＡＤＤＲＥＳＳ

；ＩＮＰＵＴ ＤＩＳＫ ＢＵＦＦＥＲ ＡＤＤＲＥＳＳ

ＮＯＮ ＧＲＡＰＨＩＣ ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

EQU

EQU

＠DH

＠AＨ

；ＣＡＲ ＲＩＡＧＥ ＲＥＴ ＵＲＮ

；ＬＩＮ Ｅ ＦＥＥＤ

ファイルの表示の途中でＯＰ／Ｍシステムに戻るときには,何らかのキーを押してください。

表示を一時停止するときには,四 ＴＲＬ卜 圓( ｌＯ千日し|キーを押しながら回 を押す),表示

を再開するときにはもう一度 匹ＴＲＬＩ＋匠 を行ないます。



６

〈コマンド 形式・機能〉

ＵＳＥＲ－Ｊｎ

ユーザーエリフフに移行します。

(∩はO～巧の10 進数)

ＵＳＥＲ コマンドは，１枚のフロッピーディスクを仮想の16枚のディスケット に分割し，あたかも16

枚のフロッピ ーディスクを使用しているかのようにみせるものです。通常はこのコマンド を使う必

要はありませんが，大容量のハード ディスクを使用するときなど便利です。

ＣＰ／Ｍ 起動時は，ユーザーＯにセットされています。

１枚のフロッピーディスクｙ 　

ユーザー０ �ユーザー１ �ユーザー２ ��ユーザー15

ＰＰ ．００ Ｍ

ＳＴＡＴ．ＣＯＭ �

ＡＳ Ｍ ．ＣＯ Ｍ

ＥＤ ．ＣＯ Ｍ　

ＰＩＰ ．ＣＯ Ｍ �

ＰＩＰ．００Ｍ

たとえば，ユーザー１で登録したファイルはユーザー１でのみ利用可能でユーザーＯやユー

ザー２では利用することができません。また，ユーザーエリフフの移行はすべてのドライブに

対しても同じ効果を与えます。ドライブＡガユーザーエリフフ３ならドライブＢも３になりま

す。

例　他のユーザーエリアへの ＰＩＰ．ＣＯＭ の登録及びファイルの転送方法

京 や　　 〕1-^CIUlhL

け[こ]を入力します。
Ａ〉ＵＳＥＲ ２Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ Ｊ-

ＮＯ ＦＩＬＥ

③
④

A〉SAVE 29 PIP.COM ←」　　　　　 ⑤
Ａ 〉ＤＩＲ Ｊ

Ａ：　 ＰＩ ＰＡ：　ＰＩＰ　　　　 ＣＯＭ

Ａ〉ＰＩＰ Ａ：＝Ａ：ＳＴＡＴ．ＣＯＭ[ Ｇ＠]←｣

⑥

⑦

Ａ〉ＤＩＲ-」　　　　　　_ ＿．＿　　　 ＿＿．．⑧
Ａ：　 ＰＩ Ｐ COM　:　ST ＡＴ
Ａ〉ＳＴＡＴ ‘ＵＳＲ：Ｊ

Ａｃｔｉｖｅ Ｕｓｅｒ　 ：

Ａｃｔｉｖｅ Ｆｉｌｅ ｓ：

Ａ 〉

⑨

２

２

＠

(ロユーザーＯに移ります。

②ＤＤＴ コマンド( ６章参照) でＰＩＰ．ＣＯＭ をメモリーにとりこ

みます。

③ ユーザーＯからユーザー２に移ります。

④ ユーザー２のファイルを調べます。まだフアイルガありません。

⑤ メモリーの29ページ分をＰＩＰ．ＣＯＭとしてドライブにセーフし

ます。

⑥ ユーザー２にＰＩＰ．ＣＯＭが生成されたことを確認します。

⑦ ユーザー２に生成されたＰＩＰコマンドにより，ユーザー Ｏにあ

るＳＴＡＴ.ＣＯＭファイルをユーザー2のドライブＡに転送します。

(オプション〔Ｇｎ〕はユーザｎにあるファイルを現石Eのユーザに転

送するという意味です)

糾 フアイルガ転送されたことを確認します。

⑨ ＳＴＡＴ ＵＳＲ：。」で現在のユーザーエリアガねがります。

例では, 現石ヨユーザー２にあり，フアイルガユーザーＯとユーザ

ー２に存在していることを示しています。

47



７

48

〈コマンド形式・機能〉

ＳＡＶＥ－ ｎ。．ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

ＴＰＡ の始まりからメモリの内容を ∩ページ分（１ページ＝256 バイト，

は10進数）だけ，ファイル名をつけて指定装置にセーブします。

注１）ＴＰＡ（トランジェント プログラム エ リ フフ） は ，トランジェントフロブラム

がロ ード さ れる エ リ フフで ，フフド レ ス100H から 始 まり ます 。

注2 ）ロ グ イ ン ディ スク を 取り 扱う 場 合 は ｄ ：を 省 略 でき ま す 。

例

メモリーの２ペー

ジ分をディスクに

セーフする

Ａ〉ＤＩＲ 拿．ＣＯＭ

Ａ：　ＭＯＶＣＰＭ

Ａ：　ＥＤ

Ａ：　ＤＵＭＰ

Ａ：　ＣＯＰＹ

Ａ：　ＤＩＳＫＳＥＴ

Ａ： ＴＥＲＭ

Ａ：　ＷＭ

e3ee ＠1＠e

－^ Ｃ

Ａ 〉ＳＡＶＥ

Ａ 〉ＤＩＲ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

MO

ED

Ａ：　 ＴＥＲＭ

Ａ：　 ＷＭ

Ａ 〉ＤＵ ＤＵ

＠ｅ ＠＠

ｅｅ１@

＠＠２９

ｅ９３@

Ａ 〉 DＵＭP

＠ｅ＠ｅ

＠ｅ１９

＠ｅ２ｅ

＠ｅ３@

Ａ 〉

∩

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

Ａ：　 ＷＭ　　　　 ＣＯＭ

Ａ 〉ＤＤＴ ＤＵ ＭＰ ．ＣＯＭ ．」

ＤＤＴ ＶＥＲ Ｓ ２ ．２

ＮＥＸＴ　 ＰＣ

SＴＡＲＴＵP

ＡS Ｍ

SUB ＭI ＴSYSGE

Ｎ

ＨD ＭＡI ＮＴ

ＣMＴ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＳＴＡＴ

Ｌ ＯＡＤ

ＸＳＵＢ

ＤＩＣ ＣＯＰＹ

ＨＤＢＡＣＫＵＰ

Ｋ ＥＹ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＰＩＰ

ＤＤＴ

ＦＯＲＭＡＴ

ＤＩＣＳＥＴ

ＨＤＯＦＦ

ＴＩＭＥ

２ ＤＵ ．ＣＯＭ ．」

●．ＣＯＭ

ＶＣＰ Ｍ

DＵＭP
CＯPY

DISKSE Ｔ

.」

ＣＯＭ Ｊ

④

ＣＯ Ｍ

ＣＯ Ｍ

ＣＯ Ｍ

ＣＯ Ｍ

ＣＯ Ｍ

ＣＯＭ

ＣＯ Ｍ

ＳＴＡＲＴＵＰ

ＡＳＭ

ＳＵＢＭＩＴ

ＳＹＳＧＥＮ

ＨＤＭＡＩＮＴ

ＣＭＴ

ＤＵ

ＣＯＭ

ＣＯＭ
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①ＤＩＲ コマンドでフｊコイルを確認します。

②ＤＤＴ コマンド（６章参照）でセーブしたいファイル（例ではＤＵＭＰ．ＣＯＭ）をメモリ

ー|ことりこみます。

③ＤＤＴのメッセージによりメモリーの100H ～3（X）Ｈまで，すなわち２ページ分がこのフア

イルに使用されていることがわ力ります。

④［りＩＨＬＩ十回 でＣＰ／Ｍシステムに戻ります・

⑤ＳＡＶＥ コマンドでメモし卜 の2 ページ分を， Ｄ゙Ｕ．ＣＯＭ″というフjフイル名でディスクに

ＳＡＶＥします。

⑥ＤＩＲコマンド で Ｄ゙Ｕ．ＣＯＭ″ガゼーフされていることを確認します。

⑦･０ でＤＵ とＤＵＭＰ を実行してみます。これにより，ＤＵＭＰ．ＣＯＭとＤＵ．ＣＯＭ は

全く同じものとわがります。
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第６章

トランジェントコマンド





１

〈主なコマンド 形式・機能〉

１．ＳＴＡＴ－Ｊｄ：

ディスクの未使用領域を表示します。ドライブ(j: を省略すると ＣＰ／Ｍ 起動後，

一度でもアクセスされたすぺてのディスクの未使用領域を表示します。

２．ＳＴＡＴ－Ｊｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

指定したファイルについて，ファイルの使用領域の大きさと，ファイルアクセス

モード を表示します。

３．ＳＴＡＴ１．ＪＤＥＶ：

周辺装置の現在の割付け状況を表示します。

４．ＳＴＡＴ１-ｊＶＡＬ：

ＳＴＡＴ コマンド の一般形式を表示する一種の ＨＥＬＰ メニューです。

５．ＳＴＡＴ－Ｊｄ ： ＤＳＫ ：

指定したディスクの状況を示します。ドライブｄ：を省略すると，一度でもアク

セスされたすべてのディスクの状況を示します。

注) ログインディスクを取扱う場合はドライブ名ｄ：を省略することができます。

ＳＴＡＴ コマンドは,ディスクのファイルの使用状況を調べるときや,ファイルの属性の確認および

指定，周辺装置の割当て確認をする場合に使用します。

例 １

ディ スク の空 き

エリ アの 容量を

調べる

ＳＴＡＴ Ｊを 入力することにより，ディスクの空きエリフフを調べることができます。

上の例では，ドライブＡが読み出し，書き込み可能で未使用領域がZOK バイト，ドライブＢ

が読み出しのみ可能で未使用領域が2Z4K バイトであるということを示しています。

また，このようにドライブ名を省略した場合，一度でもアクセスされたドライブはすべて状

況がＵストフフウトされます。
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例２

ファイルの状況を

調べる

ＳＴＡＴＵ。フ：フフイル名 Ｊを入力すると，使用したレコード数，バイト数などの状況を調べる

ことかできます。

Ａ〉ＳＴＡＴ ●．ＣＯＭ Ｊ

ＥＸｔ ＡＣＣ

Ｒ ／Ｗ Ａ：ＡＳＭ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ ごＣＭＴ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ こＣＯＰＹ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ ＡＩＤＤＴ ．ＣＯＭ

Ｒ／Ｗ Ａ：ＤＩＣＣＯＰＹ．ＣＯＭ

Ｒ／Ｗ Ａ：ＤＩＣＳＥＴ ．ＣＯＭ

Ｒ／Ｗ Ａ こＤＩＳＫＳＥＴ ．ＣＯＭ

Ｒ／Ｗ Ａ こＤＵＭＰ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ ごＥＤ ．ＣＯＭ

Ｒ／Ｗ ＡＩＦ ＯＲＭＡＴ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ：ＨＤＢＡＣＫＵ Ｐ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ：ＨＤＭＡＩＮＴ ．ＣＯ Ｍ

Ｒ ／Ｗ ＡＩＨ ＤＯＦＦ ．ＣＯ Ｍ

Ｒ／Ｗ Ａ こＫ ＥＹ．ＣＯ Ｍ

Ｒ ／Ｗ ＡＩＬ ＯＡＤ ．ＣＯ Ｍ

Ｒ ／Ｗ Ａ：ＭＯＶＣＰ Ｍ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ ：ＰＩＰ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ：ＳＴＡＲＴＵＰ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ こＳＴＡＴ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ： ＳＵＢ ＭＩＴ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ： ＳＹＳＧＥＮ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ：ＴＥＲＭ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ こＴＩＭＥ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ Ａ こＷＭ ．ＣＯＭ

Ｒ ／Ｗ ＡＩＸＳＵＢ ．ＣＯＭ

Ｂｙｔｅｓ Ｒｅｍａｉｎｉｎｇ Ｏｎ Ａ：　７ｅｋ

Ａ〉

Rｅｃｓぐ 使用したレコード数を示しています。1レ コードは128バイト。

Ｂｙtｅｓ : 使 用したバイト 数を示しています。 2Kバイト単位で増えていきます。（５インチ

２Ｄ）

Ｅｘｔ　　：エクステント数を示しています。 ＣＰ／Ｍ のファイル管理上，32K バイト 単位で１

エクステント使用します。（５インチ2D ）

Ａｃｃ　: ファイルの状況を示しています。

Ｒ／Ｗ……フニヌフイルに書き込み可能

Ｒ/ ○……書き込み・削除禁止

Ｂｙtｅｓ Ｒｅｍａｉｎｉｎｇ: ディスクの空きエリアを示しています。



例３

周辺装置の割付け

を調べる

例４

ＳＴＡＴ コマンド

のメニュー表示

ＳＴＡＴ
１_ＪＤＥＶ：・｣を入力すると，現在の周辺装置の割付け状態を調べることができます。

A〉ｓrＡＴ ＤＥｖご｡｣
〔x〕N: iｓ ｃＲＴ:

RDRごiｓ lTY:
PｕＮ: iｓ lTY:

陽 二 コ コ

Ａ〉

〈論理デバイスと物理デバイス〉

例３はＣＰ／Ｍ スタート 時の周辺装置の割付けを示しています｡周辺装置には, 大きく分類し

て４つの論理デバイスガあり，その１つ１つに対してさらに４つの物理デバイスを割付ける

ことができます。

論理デバイス……例３で左側のＣＯＮ：，ＲＤＲ：，ＰＵＮ：，ＬＳＴ：の４つは ＣＰ／

Ｍシステムガプロプラム上で取扱っている周辺装置で，論理デバイ

スといいます。

ＣＯＮ：……システムコンソールデバイス

ＲＤＲ：……紙テープ・リーグ

ＰＵＮ：……紙テープ・パンチャー

ＬＳＴ：……ＩＪストデバイス

物理デバイス……例３で右側の ＣＲＴ：，ＴＴＹ：，ＬＰＴ：，の３つはコンピュータ

システムに接続されている実際の装置で,物理デバイスといいます。

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ の周辺装置の割付けはＣＯＮ：にＣＲＴ:(Xlt ｕrｂｏ

の画面出力とキー入力)，ＲＤＲ：とＰＵＮ：にＴＴＹ:(Xlt ｕrbo　　

内蔵ＲＳ２３２Ｃ)，ＬＳＴ：にＬＰＴ:( ×ltｕrｂｏ用プリンタ) となっ

ていることがわかります。

ＳＴＡＴ
ＵＪＶＡＬ

： ・｣と入力することにより，ＳＴＡＴ コマンドのメニューと，各論理デバイ

スに対して割付け可能な物理デバイスを表示します。

A〉ＳＴＡＴ ＶＡＬ: J

TemP R/O Di ｓk: d: ＝R/０
Ｓｅt lndica ｔｏｒこd: ｆｉｌｅｎａｍｅ.ｔｙp SR/O 串R/W SSYS SDIRDi

ｓk Sｔａtｕｓ　: DSKi d:DSK:

Uｓｅｒ Sｔａｔｕｓ　: USR:

loby ｔｅ Ａｓｓｉｇｎ:
CONi ＝ｒrY: ＣＲＴＩ ＢＡＴ: ＵＣ１:

RDR こ＝ ＴＴＹ: ＦrRこＵＲ１: ＵＲ２二

PUNi ＝ｒrＹ: ＦrP: UP1: UP21

LSr: ＝ｒrYごＣＲＴ: LFr: UL1 こ

Ａ〉
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|○ バイトについて

①ＳＴＡＴ ｄ ：＝Ｒ ／Ｏ

ド ラ イブ ｄ ：を 書 き 込 み禁 止 にし ま す 。 ディ ス ク ガリ フ ート し たと き に 解 除さ れ ま

す。ｄ ：に は Ａ ：～Ｇ ：ま で 指 定で き ま す。

② ＳＴＡＴ ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ ．ｅｘｔこ の 後|こ＄Ｒ ／０ ，＄Ｒ ／Ｗ，＄ＳＹ Ｓ，＄ＤＩＲ い ずれ ガ を 指 定

し ま す。

指 定フ ァ イ ル に 属性 を 設 定し ま す。フ ニヌフイ ル の 属性 に は 次 のよ う な 種 類 があり ま す。

＄Ｒ／○　… …Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ Ｆｉｌｅ 。指 定フ ァ イ ル を 書き 込 み 禁止 に し て，フ ァ イル の

削 除 や， 一 部 の 変 更な ど が でき な く なり ま す。

ＳＲ/ Ｗ　… …Ｒｅａｄ/ Ｗ「･itｅ Ｆｉｌｅ。指 定フ ァ イ ル は 書き 込 み 可 能と なり ，フ ァ イ ル

の 削除 や 変 更 が自 由 に で きる よ う に なり ます 。

＄ＳＹＳ ……Ｓｙｓｔｅｍ Ｆｉｌｅ 。こ の 属 性を も つフ ァ イ ル は，Ｄ旧 コ マ ンド に よ る 表

示 には 現 れ ず，ＰＩＰ コ マンド に よ る 転送 も で きま せん 。

＄ＤＩＲ　 … …Dir ｅｃt ｏry File｡ ’ＳＹ Ｓ”の 属 性 をも つ フ ァ イ ルを ，ＤＩＲ コ マンド に

より 表示 さ れ る 通 常の フ ァ イル に 戻 し ま す。

こ れら の 属 性 はフ ァ イ ル のエ ク ス テン シ ョ ン と は 異な り ま すの で ご 注 意く だ さ い。

③ ＳＴＡＴ ｄ ： ＤＳＫ ：

指定 デ ィ スク の 状 況 を調 べ ま す。（例 ５を 参 照し てく だ さ い 。）

④ ＳＴＡＴ ＵＳＲ ：

現 在 の ユー ザ ー モ ード を 調 べま す。（ＵＳＥＲ コマ ンド を 参 照し てく ださ い。）

⑤ＳＴＡＴ ＣＯＮ ：＝ＣＲＴ ：（ＴＴＹ ： ， ＢＡＴ ：， ＵＣＩ ： ）

論 理デ バ イ スに 対し て 物 理デ バ イ スを 割 付 け ま す。

例xlのIOb ｙtｅ Ａｓｓi巳ｎが示すように，ＣＰ／Ｍ では４つの各論理デバイスに４種類の中の

１つの物理デバイスを割付けることができます。デバイスの割付けは通常ＳＴＡＴ コマン
ド

で行ないますが，直接IO バイトを操作して行なうこともできます。|○ バイトは，物理デバ

イスの割付け状況をしまっておくところで，メモリーの３番地にあります。

IO バイトの構成は次のようになっています。

ＬＳＴ： �ＰＵＮ： �ＲＤＲ： �ＣＯＮ：

ＭＳＢ ＬＳＢ

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ スタート 時，論理デバイスの割付けは

ＣＯＮ：＝ＣＲＴ：（０１）

ＲＤＲ：＝ＴＴＹ：（００）

ＰＵＮ：＝ＴＴＹ：（００）

ＬＳＴ：＝ＬＰＴ：（１０）

のようになっています。IO バイト の変更はＳＴＡＲＴＵＰ コマンドによって行なうことがで

きます。

また，IO バイトについての詳しい説明は12章を参照してください。



例 ５

ディ スクの 状況 を

調べる

一 一 ‥ 一 一 一一 一 一 一 一 一

ＳＴ ＡＴ
１_Ｊ
ＤＳＫ ： ・｣を 入 力 する こ と によ り デ ィ スク の 状 況 を知 る こと が でき ま す 。

Ａ 〉ＳＴＡＴ ＤＳＫ： Ｊ

Ａ：　 Ｄｒｉｖｅ Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔ ｉｃ ｓ

Ａ 〉

６４：　３２　 Ｂｙｔｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ Ｅｎｔｒｉｅｓ

６４：　Ｃｈｅｃｋｅｄ　 Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ Ｅｎｔｒｉｅｓ

２５６：　 Ｒｅｃｏｒｄｓ ／ Ｅｘｔｅ ｎ

１６：　 Ｒｅｃｏｒｄｓ ／ Ｂ Ｉｏｃｋ

６４：　 Ｓｅｃｔ ｏｒｓ ／ Ｔｒａｃｋ

２：　 Ｒｅ ｓｅｒｖｅｄ Ｔｒａｃｋｓ

①ドライブＡの状況であることを示しています。

②ディスクに128バイト のレコードを2432 個書けることを示しています。

③上の②をバイト 数に直したものです。

2432×128( バイト) ÷1024＝304K バイト

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

④ ⑥ディスクに書けるディレクトリの数を示しています｡ディレクトリとはどのようなフア

イルがディスクのどこに入っているかという情報を入れておくところで,こ の例では64　

ｲ固入ることを示しています。

⑥１エクステントの中のレコード数を示します。

256×128( バイト) ÷1024＝32K バイト

つまり，1ディレクトリで指定されるのが32K バイトまでであることを示しています。この

ため，ファイルの大きさが32K バイトを超える場合，32K バイトごとに１エクステント を

使用しますので，ディレクトＵに登録できるファイルの数はそれだけ少なくなります。

⑦１ブロック中のレコード数を示します。16×128（バイト）÷1024 ＝2K バイト単位で，０Ｐ／

Ｍ システムガディスク上の領域（ブロック）を割り付けていることを示しています。

⑧１トラックに64セクターあることを示しています。

⑨ＯＰ／Ｍ システム専用に２トラック使用していることを示しています。
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２

〈主なコ マンド 形式 ・機 能〉

１．ＰＩＰ

ＰＩＰプログラムを起動します。

２．ＰＩＰ,-Ｊｄ ： ＝ｓ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

ドライブｄ：上にドライブｓ：上のファイルをコピーします。ファイルのプルーフ指定も可能で

す。

３．ＰＩＰ，-ｊｄ ： ｎｅｗｎａｍｅ． ｅχｔ＝ ｓ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ．ｅχｔ

ドライブｄ：上にファイル名をかえてドライブｓ：上のフニ;フィルをコピーします。

注）ログインディスクを取扱う場合，ドライブ名（j: やｓ：は省略することができます。

ＰＩＰ コマンドは，ＣＰ／Ｍ システムの管理下にある周辺装置間のファイルの転送操作を行なうもの

です。ディスクからディスクへのファイル転送だけでなく，ディスクから ＣＲＴ ディスプレ イやプ

リンタ装置などへも転送することができます。

また，このコマンドにはオプションコマンド もあり ，その使い方によってさまざ まな処理ができま

す。

例Ｉ

ＰＩＰ コマンド の

実行法

①ＰＩＰコマンド のみを単独で起動する場合

レ

Ａ〉PIP J
●B:＝ＡＳＭ.ＣＯＭ
●　　　　　　　　　　 ゛｣あるいはICIHLI十回 を入カ

ケ ノ ＼ コ

ＰＩＰ コマンド のみを起動すると，次の処理を要求する ＊゙″が表示されます。

必要な回数だけ繰り返し処理することができます。この場合 ＊゙″に続けてＰＩＰ のコマン

ドラインを入力し，･jを押します。０Ｐ／Ｍシステムに戻るには･j あるいはＩＣＴＲＬＩ十回

を入力します。

②ＰＩＰコマンドの起動と同時に,次の処理の実行も行なう場合

○ ▽ コ ∧ コ



一 一 一

例２

ファイルのコピ ー

例 ３

周辺 装置への

ファイ ル転送

ＰＩＰ に続けてコマンドラインも入力すると,ＰＩＰプログラムの起動と同時にコマンドライン

も実行して，実行が終わると ＯＰ／Ｍシステムに戻ります。

①ファイル名を変えずに特定のファイルをコピーする場合

Ａ〉PIP BI＝ＡＳＭ.COM J
▽ ふ 　 ‾ ▽

ドライブＢにドライブＡの Ａ゙ＳＭ．００Ｍ″をファイル名を変えずに転送します。

② ファ イル 名 を 変 えて コピ ー する 場 合

jl〉PIP Bx ＡsＭ８＠８ｅ.ｃｏＭ＝ＡｓＭ.ｃ{}Ｍ ．』

ナ ー － ‾ ノ

ド ラ イブ Ａ の Ａ゙Ｓ Ｍ ．ＣＯ Ｍ ″と いう フ ‾ｊフィ ル を Ａ゙Ｓ Ｍ 圖圀 ．ＣＯ Ｍ ″とい う フ ァ イ ル 名 に

変 えてド ラ イブ Ｂ に 転 送し ま す．

③ グ ル ープ を 指定 し て コピ ー す る 場合

Ａ〉ＰＩＰ Ｂ：＝＊．ＡＳＭ Ｊ

ＣＯＰＹＩＮＧ －

ＤＵＭＰ．ＡＳＭ

ＵＬＰＴ@ ．ＡＳＭ

ＵＬＰＴ１．ＡＳＭ

ＵＬＰＴ２．ＡＳＭ

Ａ 〉

ドライブＡのファイルのうち，エクステンションガ Ａ゙ＳＭ″であるファイルをすべてドライ

ブＢに転送します。

①コンソールデバイスにファイルを出力する場合

Ａ 〉ＰＩＰ ＣＯＮ Ｘ＝ＤＵＭＰ ．ＡＳＭ ４」

ＦＩＬＥ ＤＵＭＰ ＰＲＯＧＲＡＭ， ＲＥＡＤＳ ＡＮ ＩＮＰＵＴ ＦＩＬＥ ＡＮＤ ＰＲＩＮＴＳ ＩＮ ＨＥＸ

ＣＯＰＹＲＩＧＨＴ （Ｃ） １９７５． １９７６，1977. １９７８

ＤＩＧＩＴＡＬ ＲＥＳＥＡＲＣＨ

ＢＯＸ ５７９， ＰＡＣＩＦＩＣ ＧＲＯＶＥ

ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡ．9395 ＠

ＢＤＯ Ｓ

ＣＯＮ Ｓ

Ｔ ＹＰＥＦ

ＰＲＩＮＴＦ

ＩＢＲＫＦ

ＯＰＥＮＦ

ＲＥＡＤＦ

ＦＣＢ

ＡＢＯＲＴＥＤＩ

Ａ 〉

ＯＲＧ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＥＱＵ

ＤＵＭＰ ．

１ｅ ＠Ｈ　

＠＠＠５Ｈ

１

２

９

１１

１５

２@

５ｃＨ

Ａｓ Ｍ

●

●

Ｉ

ｐ

Ｉ

讐

●

ｌ

ＤＯＳ ＥＮＴＲＹ ＰＯＩＮＴ

ＲＥＡＤ ＣＯＮＳＯＬＥ

ＴＹＰＥ ＦＵＮＣＴＩＯＮ

ＢＵＦＦＥＲ ＰＲＩＮＴ ＥＮＴＲＹ

；ＢＲＥＡＫ ＫＥＹ ＦＵＮＣＴＩＯＮ （ＴＲＵＥ ＩＦ ＣＨＡＲ ＲＥＡＤＹ）

；FILE OPEN

；READ FUNCTION

；FILE C ＯＮＴROL BLO ＣＫ ＡDDRESS

初期設定ではＣＯＮ：(コンソールデバイス)にはＣＲＴ：(画面出力)が割付けられているの

でファイルの内容が画面に表示されます。(周辺装置の割付けについてはＳＴＡＴを参照して

ください。)
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オプション機能に

ついて

②リストデバイスにファイルを出力する場合

Ａ〉PIP LST こ=DUMP. ＡＳＭ Ｊ

テ サ ニ ∧ 二 ］

初期設定ではＬＳＴ：（リストデバイス）にはＬＰＴ：（プリンタ）が割付けられているので，

ファイルはプリンタに出力されます。①と同様に何らかのキーを入力すると，ＰＩＰ 処理を中

止します。

③ＲＳ-232C にファイルを出力する場合

Ａ〉PIP TTY: ＝DUMP. ＡＳＭ Ｊ

二 十 二 二 二

ただし,ＲＳ-2320 に出力する場合,あらかじめ通信パラメータの設定を行なう必要がありま

すので，第７章のＳＴＡＲＴＵＰ を参照してください。

ＰＩＰ コマンドラインの最後にオプションを（　）で囲んで入力すると，指定したオプション

を行ないながらフフイルを転送します。次の例では，（Ｖ）オプションを指定して，ドライブ

Ｂにフ：フフイルを転送した後，転送されたファイルを再度読みこむことにより，正確にコピー

されているかを確認しています。

A〉PIP B:= ＡＳＭ.ＣＯＭ【Ｖ】J二 二 二__

二

上

オプションには様々なものがあり,1 回に１つだけでなく必要なものを組み合わせて使用する

こともあります。また，オプションの中には，データを読み込んだときに働くものと，デー

タを書き出すときに働くものとがあります。オプション機能をまとめると次のようになりま

す。



ｵ ﾌ ぢノヨン機能一覧

一 一 一 一 一

オプション � 機　　　　 能

B

(B10Ck) �

・入力ファイルより×-off（13H ）コ ード がくるまでバッファに読

み込みます。

・×-off（13H ）コ ードがくると，バッファの情報を出力ファイル

に書き出します。

Dn

(Delete) �
・１行の字数をn字で打ち切ります。

E

(ECho) �
・転送されているデータをコンソールに表示します。

F

(FOrm feed) �
・転送データからForm-Feed(OCH) コ ード を取り除きます。

Gn

(Get) �

・ユーザー∩にあるファイルを現ユーザーエリ河こ転送します。　(

ＵＳＲコマンド 参照)

Ｈ

(Ｈｅｘｆｏｒｍａｔ) �

・ＨＥＸファイルを転送するときにインテル16進型式になっているか

をチェックします。

｜

(lgnores nu11) �

・ＨＥＸファイルを転送しているときにヌルレコード(:00) で始まる

レコード を無視します。

L

(LOWer CaSe) �

・すべての英大文字を英小文字に変えて転送します。　(

漢字ファイルでは使用できません｡)

N

(Llne nUmberS) �

・新しいファイルに行番号と：をｲ寸けて出力します。

・Ｎだけのときは，上位のOは空白になり ますが，N2 を指定すると，

上位のＯも出力されます。

0

(ObjeCt flleS) �

・ＡＳＯＩＩファイル以外のファイルを転送するときに，フニフフイルの終

りにあるＥＯＦ(ＩＡＨ)コ ードを無視します。

Pn

(Page eJectS) �

・∩行ごとにページ送りを入れます。ｎが1 または指定されないとき

には，60行ごとに行なわれます。

ｏ文字列∧Z　　(Oult)�・転送データの中に指定した文字列と同じものがあると，ファイル

の転送を中止します。文字列自身も転送されます。

S文字列∧Z　(Start)�・転送されるデータから文字列をさがし，見つかると文字列自身も

含めて以後のデータ転送を開始します。

Ｔｎ(

Ｔａｂ) �

・転送データの中にTab （09H ）コード が見つかると，∩字にタブを

セットします。

U

(Upper CaSe) �

・すべての英小文字を英大文字に変えて転送します。　(

漢字ファイルでは使用できません｡)

V

(verlfy) �

・ファイルの転送を行なった後，ファイルが正しく書がれているか

をチェックします。

Z

(ZeroS parity) �

・データの受信時にASC11 キャラクタのパリティビット(bit8) を ０

にします。　(

漢字ファイルでは使用できません｡)
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〈コ マンド 形 式・機能 〉

ＥＤ１_Jd : ｆｉｌｅｎａｍｅ. ｅｘt

ア スキ ーフ ァイル の作成 ・修 正 ・追力[]・ 削除をし ます。

注) ログインディスクを取り扱う場合は(j: を省略耀ることができます。

ＥＤ コマンド は，ＣＰ／Ｍ システムの文編集プログラムで，アセンブラや高級言語のソースプログラ

ムを作成することができます。ただし,ＥＤ はラインエディタですから通常はスクリ ーンエディタの

ワードマスターを使って行なう方が便利です

例

フ ァイル の作成

この例では新しく ＡＢＣ．ＸＹＺというファイルを作成します。

Ａ 〉ＥＤ ＡＢＣ．ＸＹＺ Ｊ

ＮＥＷ ＦＩＬＥ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

＠１

１

１

・

－

一

一

●

●

ｓ

Ｉ

一
一

一
ｅ

■
－
2
3

４
5
6
7
8

９ ：

①

②

③

Ｎｅｗ Ｐｒｏｄｕｃｔ ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌｍａｇｅ ｌｎｐｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ χ１ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ

ＸＩ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＴＶｓ

Ｆｅａｔｕｒｅｓ

（１ ） Ｈｉｇｈ- ｓｐｅｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ｏｆ　ｉｍａｇｅｓ　ｉｎｐｕｔ

（２） Ｎｅｗ ｂｕｉｌｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭＢＬＥ ｃｉｒｃｕｉｔ ｆｏｒ ｓｕｂｔｌｅ ｃｏｌｏｒｓ

（３） Ｅａｓｙ ｔｏ ｕｓｅ

奉ｂ Ｊ ④

●＃ｔ 」゙　　　　　　　　　　 ⑤

Ｎｅｗ Ｐｒｏｄｕｃｔ ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌｍａｇｅ ｌｎＰｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｘ１ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ

Ｘ１ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＴＶｓ

Ｆｅａｔｕｒｅｓ

（１） Ｈｉｇｈ- ｓｐｅｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ｏｆ　ｉｍａｇｅｓ　ｉｎｐｕｔ

（２） Ｎｅｗ ｂｕｉｉｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭＢＬＥ ｃｉｒｃｕｉｔ ｆｏｒ ｓｕｂｔｌｅ ｃｏｌｏｒｓ

（３） Ｅａｓｙ ｔｏ ｕｓｅ

１：　＊２１ｔ Ｊ　　　　　　　　　　 ⑥

３：　 ｌｍａｇｅ ｌｎｐｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｘ１ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ

３１　＊ｋ ４」　　　　　　　　　　 ⑦

３：　＊ｂ＃ｔ Ｊ　　　　　　　　　　 ⑧

１：　 Ｎｅｗ Ｐｒｏｄｕｃｔ ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

２：

３：　 χ１ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＴＶｓ

４：
５ ；

６ ：

７ ：

８ ：

１ ：

F ｅａt ｕｒｅｓ

て１） Ｈｉｇｈ- ｓｐｅｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ｏｆ　ｉｍａｇｅｓ　ｉｎｐｕｔ

（２） Ｎｅｗ ｂｕｉｌｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭＢＬＥ ｃｉｒｃｕｉｔ ｆｏｒ ｓｕｂｔｌｅ ｃｏｉｏｒｓ

（３） Ｅａｓｙ ｔｏ ｕｓｅ
奉ｅ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ ＡＢＣ．ＸＹＺ Ｊ

Ａ：　ＡＢＣ　　　　 ＸＹＺ

Ａ〉

⑨

⑩



① ＥＤ で 新 し いフ ァ イル ＡＢＣ ．ＸＹＺ を 作 成 し ま寸 。

② 新し いフ ァ イル で あ るこ と を 示 して い ます。

③i ＊llコマ ンド で イン サ ート モ ード に 入り ，文 を作 成 し ます 。１行 の 終り は ・｣を入 力 し，イ

ン サ ート モ ード から 出 る に はＩＣＩＲＬ け[Z] を 入 力し ま す・

④ ｂコ マ ンド で キ ヤラ クタ ポイ ン ダ2' を 先 頭( １ ：) まで 戻 し ます 。

⑤ ｔコ マ ンド で キ ヤラ クタ ポイ ン タ の 位 置から 指 定行 数 だけ 表示 し ま す。

ｌｔ コ マンド を 指 定 する と す べ ての 行 を 表示 し ま す。

⑤ ｜コ マ ンド で キ ヤラ ク タ ポ イ ンタ を 進め て ，ｔ コ マンド で キ ヤラ ク タ ポ イン タ の 示 す行 を

表 示し ます 。 こ の場 合 ２行 進め て １行 表示 し て い ま す。

⑦ Ｋ コマ ンド で キ ヤラ ク タ ポイ ン タ の示 す位 置 がら 指 定 行 数削 除 し ま す。

こ の 場 合。 Ｘ゙Ｉ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍ Ｄｕｔｅｒ Ｔ Ｖｓ″ の １行 が 削 除さ れ ま

す。

⑧ キ ヤラ ク タ ポ イ ンタ を 先 頭 に戻 し。 す べ ての 行 を 表 示し て １行削 除 さ れ たこ と を 確 認し て

い ま す。

⑨ ｅ コ マンド で エ ディ タ を 終 了し ，ＣＰｙＭ シ ステ ム|こ戻 り ま４ ．

⑩ 新 し いフ ア イ ル ガで き た こ と を確 認 し てい ま す。

＊１）エディタ内で小文字を扱う場合，コマンドは小文字で入力してください。

コマンドによっては編集文の小文字の部分か大文字に変換されてしまうからです。

＊２）キヤラクタポインタとは，編集文が入っているメモリーバッファ内を移動する仮想

の文字ポインタです。このポインタを基準として，エディタのオペレーションを行

ないます。

行番号

先頭行

ﾄﾞ75 （‾）

j､＝　 臼　　 現在行

キヤラワタポインタ　 ↓　

前 方 （ 十）

ｍ 最終行

メモリーバッファ
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ＥＤ コマンド ー覧
ＥＤコマンド � 機　　　　　　 能

nA �
テキスト ｎ行をメモリーバッファにとりこみます。　

（∩＝#で全テキスト，∩＝Ｏでメモリーバッファの半分）

Ｅ �
編集終了。エディットバッファのテキストをディスクにセーブして

ＯＰ／Ｍ に戻ります。

Ｈ �
編集終了。テキスト をセーブし，メモＵ－バッファをクリフフして再

び同一ファイル名でＥＤを起動します。

○ �編集中止｡一切を中断して,堡初にＥＤ を起動した状態に戻ります。

Ｑ �編集中止｡オＵジナルフアイルは何も変更されず,０Ｐ／Ｍに戻ります。

nW �

エディットバッファのテキスト ∩行をテンポラＵファイル

“filename.SS 雷"にセーブします。セーブしたい∩行はエディッ

トバッファから削除されます。

土Ｂ �ＯＰ をテキストの最初または最後（－Ｂ）に移動します。

土∩０ �ＯＰ を∩文字分前進またはバック（－∩○）します。

土nL �ＯＰ を土∩行移動し，その行の先頭にセットします。

土∩(土L丁と烈じ) �ＯＰを土ｎ行移動し，その行をタイプフフウトします。

∩ 二 �ＯＰ をライン∩の先頭にセットします。

Ｊ（リターン） �ＣＰ 位置の行をタイプフフウトします。（し丁と同じです）

｜ �ＯＰ 位置にテキスト挿入を開始します。（∧Ｚで解除します｡）

土ｎＤ �ＯＰ 位置から土∩文字削除します。

土nK �ＯＰｲ立置から土∩行削除します。

nF 文字列 �
ＯＰ以後のメモリーパップ列こあるテキストで，∩番目の指定文字

列の最後にＯＰを移動します

nN 文 字列 �ＯＰ 以後の全テキストに対可る同上の機能です

nS 文 字列１八Ｚ

文字列２ �
ＯＰ 以後，文字列１を文字列２に変更するのを∩回繰り返します。

nJ 文字列１

∧Ｚ 文字列２

∧Ｚ 文字列３ �

ＯＰ 以後，文字列１から文字列３までを文字列２に変更するのを∩

回繰り返します。

土Ｕ �
Ｕ コマンド以後，入力する文字をすべて大文字Mこ変換します。　(

－Ｕ で解除)

土nP �ＯＰｨ立置から土∩ページ分をコンソールにタイプアウトします。

士nT �ＣＰ 位置がら土∩行をタイプアウトします。

土Ｖ �行番号を表示するモード，表示しないモード（一Ｖ）にします。



一 一 一 一 一 一

∩× �
ＯＰ位置よりｎ行をテンポラリファイル“×$$$SSS$. 口B ”とし

てセーブします。通常，この後Ｒコマンドを使用します。

Ｒ �
ＯＰ位置より，“×$$$$$ ＄Ｓ．ＬＩＢ”ファイルの内容を挿入しま

す。

ｎＭｃｏｍｍａｎｄ �
ＯＰ位置よりcommand を∩回繰り返します。

（ｎを省略するとバッファの最後まで繰り返します｡）

ｎ：Ｃｏｍｍａｎ(ｊ �行番号ｎよりｃｏｍｍａｎｄを実行します。

：ｎＣＯｍｍａｎ(] �行番号∩までｃｏｍｍａｎｄを実行します。

∩仁　：∩２

ｃｏｍｍａｎｄ �
行番号nl から∩2までｃｏｍｍａｎｄを実行します。

注）・ＯＰ はキヤラクタポインタの略です。

・土∩の十の場合は十記号を省略できます。

・ｎが１のとき，この１は省略できます。

・各コマンド は並べて記述することができます。例　B10T

・編集文で小文字を使用する場合，コマンド は小文字で入力してください。

ＥＤ は，コマンド か完全に実行できなかった場合，次のエラーメッセージを出力します。

ＢＲＥＡＫ ＃゙″ＡＴ

゛　　　エラー種別

エラーメッセージガ出力されたラインに関しては，コマンドは実行されずにもとのままの内

容を保っています。

エラーメッセージには，次の種類かあります。

？ �コマンドか間違っている。

＞ �
エディット ・バッファがいっぱいになったかＦ，Ｎ，Ｓコマンド の

文字列が長すぎる。

＃ �指定回数分のコマンドの実行ができない。

０ �Ｒコマンド実行で，ＬＩＢフフフイルをオープンできない。
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ＰＲＮ ：　ＤＵＭＰ ＨＥＸ
ASM　:　DU ＭP

③アセンブルプロブラムの最終番地より１番高いフフドレスを表示しています。

④プログラムで使用しているシンボリックテーブル*1)の使用量を表示しています。

⑤アセンブルにより，ＤＵＭＰ．ＰＲＮとＤＵＭＰ．ＨＥＸのファイルが生成されています。

＊１）シンボリックテーブルとはソースプログラム中で使用されたラベルや記号と，そ

れに対応するフフドレスを示す表です。 00～ＦＦ までの値をとります。

① フ ァ イ ル を確 認し ま す

② アセ ン プ ルし た い フ：フフイル 名（“… …… ＡＳ Ｍ ’に 限り ま す。）を 指 定し てア セ ンブ ル を 実 行

し ま す。（ こ のと き ， エ ク ステ ン ショ ン の ‘　 ＡＳＭ ’は 入 力し ま せ ん。）

〈コマンド形式・機能〉

ＡＳＭ，-ｊｄ ： ｆｌｌｅｎａｍｅ

アセンブリ言語で書かれたソースファイル（刊ｅｎａｍｅ．ＡＳＭ）をアセンブ

ルし，生成された ＨＥＸフニフフイルと ＰＲＮ ファイルを同じディ スク上にセー

プします。

ｄ ： ＡＳＭ,。．Ｊｆｌｌｅｎａｍｅ．ｓｈｐ

“ｓ’で指定されるドライブ上のソースファイルをフフセンブルし，“h ”で指

定されるドライブに ＨＥＸファイルを，“ｐ’で指定されるドライブにＰＲＮ

ファイルを出力します。

注）ＡｓＭ．ｃｏＭがログインディスク上にある場合，ｄ：は省略できます。

例１

アセンブルの実行

この例では，ＤＵＭＰ．ＡＳＭというファイルをアセンフルします。

F) 臨 Ｐ ゛･
‰
Ｍ :　DUMP　　　ASM 

①

A 〉ＡSＭ DU ＭP J

CP/ Ｍ ＡSSE ＭBL ＥＲ

＠257
＠＠1Ｈ ＵSE F ＡCＴORE

ＮD OF ＡSSE ＭBＬＹ

Ａ〉ＤＩＲ ＤＵＭＰ．● Ｊ

A:　 ＤＵＭＰ

Ａ〉

ｖＥＲ ２．ｅ

ＣＯＭ ：　ＤＵＭＰ

②

③

④

⑤



ＨＥＸファイル インテルＨＥＸ 形式のファイルは，次の項で解説するＬＯＡＤプログラムによって，直接実

行可能なマシン語コード に変換することができます。

例１　で生成されたＤＵＭＰ．ＨＥＸフフィルの内容を，ＴＹＰＥ コマンドで見ることができ

ます。

・ＤＵＭＰ．ＨＥＸファイル

Ａ 〉ＴＹＰＥ ＤｕＭＰ ．ＨＥｘ Ｊ

こ１ｇｅｌｅ ＠ｅｅ２１ ＠ｅ ＠e392215@23157 ＠２ｃ Ｄｃｌｅ１ＦＥＦＦｃ ２８４

：１ｇ＠１１ ＠ｅｅ１Ｂ@ １１１Ｆ３ｅ １ｃＤｇｃｇ１ｃ ３５１ｅ １３Ｅ８ ＠3213 ＠２３Ａ

：ｌ ｇ＠１２ｅｅｅ２１ ＠ａｇｇＥ５ｃ ＤＡ２ｅ１ＥＩＤＡ５１＠１４７７ＤＥ６@ Ｆｃ ２ＤＩ

：１ｇｅ１３@ ＠ｅ４４@ １ｃＤ７２ｅ １ｃ Ｄ５９@ １ ＠ＦＤＡ５１＠１７ｃｃＤ８Ｆ@ １ＦＦ

：１ ＠ｅ１４ｅｅｅ７ＤｃＤ８Ｆｅ １２ ３３Ｅ２ｑｃＤ６５ａ１ ７８ｃ Ｄ８Ｆ@1c32366

：１ｇｅ １５ｅｅｅ ＠ＩｃＤ７２@ １２ Ａ１５@ ２Ｆｇｃｇ Ｅ５Ｄ５ｃ５ｅ Ｅ@ ＢｃＤ＠５Ｆ１

：１ｇｅ１６ｅｅｅ ＠ｅｃＩＤＩＥＩｃ ｇＥ５Ｄ５ｃ５ ＠Ｅ@ ２５Ｆｃ Ｄ＠５ｅ ＠ｃＩ Ｄ１＠１

：１ｇｅ１７ｅ ＠ｅＥＩｃ９３Ｅ@ Ｄｃ Ｄ６５ｅ１３Ｅ@ Ａｃ Ｄ６５＠Ｉｃｇ Ｅ６ｇＦＦ Ｅ２＠

：１ｇｅ１８@ ＠ｅ ＠ＡＤ２８９@ １ｃ ６３@ ｃ３８Ｂ ＠１ｃ ６３７ｃ Ｄ６５ｅ１ｃｇ Ｆ５Ｄ６

：１ ＠ｅ１９ｅｅｅｅＦ@ Ｆ@ Ｆ@ Ｆｃ Ｄ７Ｄｅｌ ＦＩｃＤ７Ｄ＠１ｃ９ ＠ＥｅｇｃＤｅ ５ＥＡ

：ｌ ｇ＠ＩＡ@ ｅｅｅ ＠ｃ９３Ａ１３＠２ＦＥ８@ ｃ２Ｂ３＠Ｉｃ Ｄｃ Ｅｅ１Ｂ７ｃＡＢ３７ ３

：１@ ｅ１Ｂｇｅ ＠＠１３７ｃ９５Ｆ１ ６ｅ ＠3c3213e2218ee ＠１９７ＥＢ７５７

：１ ＠ｅ １ｃｅｅｅｃｇＡＦ３２７ｃｅ ＠１１５ｃ＠ｅｅＥ@ Ｆｃ Ｄ＠５ｅ ＠ｃｇＥ５Ｄ５２Ａ

：１ ＠ｅｌＤ ＠ｅ ＠c5115ce ＠＠Ｅ１４ｃＤ ＠５@ ｅｃＩ ＤＩ ＥＩｃ９４６４９４ｃ Ｅ２

：１ｇ＠ＩＥｅ ＠ｅ４５２ｅ４４５５４Ｄ５９２９５６４５５２５３４９４Ｆ４Ｅ２＠３１ＤＤ

：１ａｅ１Ｆｅｅｅ２Ｅ３４２４@ Ｄｅ Ａ４Ｅ４Ｆ２ｅ４９４Ｅ５＠555429464966

：１@ ＠２ｅｅ ＠e4c45295 ＠５２４５５３４５４Ｅ５４２＠４Ｆ ４Ｅ２@ ４４４９Ｂ２

こ＠３ｅ ２１ｅ ＠ｅ５３４Ｂ２４２９

：ｅ ＠＠＠ｅｅｅｅ ＠＠
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① ②

①レコードマーク

②データ量

④型式

③　 ④　　　　　　　　　　 ⑤　　　　　　　　　　 ⑤･

レ コ ード の 始 まり を 示し ま す

･デ ータ 量を バ イト 単位 で 表 わ すレ コ ード 長 を 示し ます

レコードの性質を表ねしますが,本 ＯＰ／Ｍでは使用しないので常に00

③アドレス……………ロード開始アドレ ス

⑤ デ ータ … ………

⑥ チェ ッ ク サ ム･･

に な り ま す

…メ モリ にロ ード さ れる デ ータ の 部 分

…レ コ ード 長 から デ ータ の 最 後ま で の チェ ッ ク サ ムコ ード
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ＰＲＮ ファイル

Ａ〉ＴＹＰＥ ＤＵＭＰ．ＰＲＮ Ｊ

ｅ１@ｅ

＠＠ｅ５ ＝

＠＠＠１ ＝@
ｅｅ２ ＝@

ｅ＠９ ＝

＠＠＠Ｂ ＝

＠＠＠Ｆ ＝@

ｅ１４ ＝

＠＠5C ＝
＠＠８@ ＝

＠＠＠Ｄ ＝

＠@@ Ａ ＝

Ａ〉

ＰＲＮファイル内の

エラ ーメ ッセ ージ

ＰＲＮファイルは,ソ ースファイルのをに各ステートメントのマシンコードやエラーメッセー

ジなどを付加したリストフアイルです。

例１で生成されたＤＵＭＰ．ＰＲＮファイルの内容をＴＹＰＥコマンドで見ることができます。

・ＤＵＭＰ．ＰＲＮファイル

ＦＩＬＥ ＤＵＭＰ ＰＲＯＧＲＡＭ． ＲＥＡＤＳ ＡＮ ＩＮＰＵＴ ＦＩＬＥ ＡＮＤ ＰＲＩＮＴＳ ＩＮ

ＣＯＰＹＲＩＧＨＴ （Ｃ） １９７５， １９７６，1977. １９７８

ＤＩＧＩＴＡＬ ＲＥＳＥＡＲＣＨ

ＢＯＸ ５７９， ＰＡＣＩＦＩＣ ＧＲＯＶＥ

ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡ，9395 Ｑ

ＢＤＯＳ

ＣＯＮＳ

ＴＹＰＥＦ

ＰＲＩ ＮＴＦ

ＢＲＫＦ

ＯＰＥＮＦ

ＲＥＡＤＦ

；

ＦＣＢ

ＢＵＦＦ

ＣＲ

ＬＦ

･;

ORG
EQ ＵEQ
ＵEQ
ＵEQ
ＵEQ
ＵEQUEQ

ＵEQUEQU

１＠＠Ｈ

＠＠＠5H1

2

9

11

15

2@

５ＣＨ

８＠Ｈ

；ＤＯＳ ＥＮＴＲＹ Ｐ０１ＮＴ

；ＲＥＡＤ ＣＯＮＳＯＬＥ

；ＴＹＰＥ ＦＵＮＣＴＩＯＮ

；ＢＵＦＦＥＲ ＰＲＩＮＴ ＥＮＴＲＹ

；ＢＲＥＡＫ ＫＥＹ ＦＵＮＣＴＩＯＮ （ＴＲＵＥ

；ＦＩＬＥ ＯＰＥＮ

；ＲＥＡＤ ＦＵＮＣＴＩＯＮ

ＩＦ ＣＨＡＲ ＲＥＡ

；ＦＩＬＥ ＣＯＮＴＲＯＬ ＢＬＯＣＫ ＡＤＤＲＥＳＳ

；ＩＮＰＵＴ ＤＩＳＫ ＢＵＦＦＥＲ ＡＤＤＲＥＳＳ

ＮＯＮ ＧＲＡＰＨＩＣ ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

ＥＱＵ　　　 ＠ＤＨ　　　 ；ＣＡＲＲＩＡＧＥ ＲＥＴＵＲＮ

ＥＱＵ　　　 ＠ＡＨ　　　 ；ＬＩＮＥ ＦＥＥＤ

プログラムにエラーが存在する場合は，エラーメッセージガＰＲＮファイルの左端にアルフ

ァペット１文字で表示されます。エラーのある行は，コンソールにも出力されますので，ソ

ースをリストフフウトしてエラーのある行を探可必要はありません。

エラーコードは次のとおりです。

Ｄ　Ｄａｔａエラー �データステートメント 中のデータが定められたデータ領域に

ない場合に表示されます

E　E χDression エラー�式の形が間違っている場合に表示されます

L　Label エラー �ラベルが定義されていない場合または，ラベルの二重定義が

ある場合に表示されます。

Ｎ　未使用エラー �マクロアセンブラ（たとえば ＭＡＯ）に含まれていても，現

汪の ＡＳＭ に含まれていない機能を使ったときに,メッセー

ジを表示します。

OC λ/erflow エラー �式が複雑すぎる(演算子が多すぎる場合など)ために計算でき

ない場合に表示されます。

Ｐ　Ｐｈａｓｅエラー �１バスと２バスにおいて，同じラベルの値が用いられなかっ

た場合に表示されます。

Ｒ　Ｒｅ巳isterエラー �レジスタとして定義した数値がオペレ ーションコードで許さ

れていない場合に表示されます

Ｓ　Ｓｙｎｔａｘエラー �ステート メントが定型外である場合に表示されます

V　value エラー �式の中のオペランドが適切な形でない場合に表示されます



ＡＳＭコマンドの

書式について

一 一 一一 一 一

例１では，ログインディスクのファイルをアセンブルして，ＨＥＸファイルもＰＲＮフフフィ

ルもログインディスクに生成しましたが，次のような書式で指定することもできます。

ｄ ： ＡＳＭ。ファイル名. ＳhＤ

ｄ：……ＡＳＭ．ＣＯＭ のあるドライブ名(ログインディスク上にある場合は省略できます)

Ｓ……… ノ`ースファイルガ入っているドライブ名

ｈ………ＨＥＸファイルを生成するドライブ名

Ｚを指定するとＨＥＸファイルは生成されません

Ｐ………ＰＲＮファイルを生成するドライブ名

×を指定するとＰＲＮファイルはコンソールに出力されます

Ｚを指定するとＰＲＮファイルは生成されません

“ＳｈＤ' が省略されると，すべてログィンディスクガ指定されたことになります

例えば，

Ａ＞Ｂ：ＡＳＭｏ ＤＵＭＰ．ＡＢＸ

と 指定 する と ，ド ラ イブ Ｂ に あ る ＡＳＭ ．ＣＯ Ｍ プ ロ ブ ラ ム を 起動 し て，ド ラ イブ Ａ にあ る

ソ ー スプ ロ グラ ム‘ＤＵＭＰ ．ＡＳＭ ’を ア セ ンブ ル し ，ＨＥＸ フ：ヌフイル をド ラ イブ Ｂ に 生 成，

ＰＲＮ フ ニフフイル を コン ソ ール 出力 すると い う 意味 にな り ま す 。
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５

〈コマンド形式・機能〉

ＬＯＡＤ－Ｊｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ

インテル形式のオブジェクトファイル（ｆｉｌｅｎａｍｅ．ＨＥＸ）を読み込み実行

可能なマシンオブジェクトファイル（ｆｉｌｅｎａｍｅ．ＣＯＭ）を生成します。

注）ログインディスクを取り扱う場合は（j: を省略できます。

ＡＳＭで作成されたＨＥＸ形式のファイルはそのままでは実行されません。

ＬＯＡＤコマンドはＨＥＸファイルを実行可能なマシン語のＣＯＭ 形式ファイルに変換して同一デ

ィスク上にセーフします。

例

直接実行可能な

オフジェクト フア

イルの作成

フフセンブうで作成されたＤＵＭＰ．ＨＥＸのマシンオブジェクトファイルを生成します

Ａ〉ＲＥＮ Ｄ．ＨＥＸ＝ＤＵＭＰ．ＨＥＸ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ Ｄ．●Ｊ

Ａ：　Ｄ

Ａ〉ＬＯＡＤ Ｄ Ｊ

HE Ｘ

①

②

FIRsT ADDREs ｓ ＠1e@

LAsT　ADDREss ＠212
BYTEs READ　　e113 

1　　　　　　　　　　　

③
REcoRDs ｗRIＴＴEＮ e3

Ａ 〉ＤＩＲ Ｄ．Ｊ

Ａ：　 Ｄ

Ａ 〉

-④
ＨＥＸ ：　Ｄ　　　　　 ＣＯＭ

①同一ディスク上にすでにＤＵＭＰ．ＣＯＭフ：戸イルがあるので，フフイル名を'Ｄ．ＨＥＸ'

に変更します。

②しＯＡＤコマンドを実行します。

③プログラムの先頭番地が，佃OH 番地，

プログラムの最終番地が，212日 番地，

合計で113H バイト 読まれたことを示し，

最後に,ディスクの３レコード エ128×3 ご384＝180H バイトにフフイルガ記録されたこと

を示しています。このとき残り，180H －113H ＝６ＤＨバイト には00H が書きこまれていま

す。

④Ｄ．００Ｍというマシン語ファイルが生成されたことを確認しています。



６卜ＤＤＴ　 （8080 デバッガ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‥‥

〈コマンド 形式 ・機 能〉

１．ＤＤＴ

ＤＤＴ プログ ラム を起動し ます。

２．ＤＤＴ－
Ｊ
ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

ＤＤＴ プログ ラ ムを起動し て指定ファ イルをメ モリ ーにロ ード しま す。

注1 ）ＨＥｘファイルはファイルに指定されたロードフフドレスヘ，マシンオブジェクト に変換されて口

－ドされます。

注２）ログインディスクを取り扱う場合はｄ：を省略できます。

ＤＤＴプログラムは,プログラムが正しく動くかどうかを調べるためのプログラムで,次のような豊

富な機能でプログラムをテストすることができます。

ＤＤＴコマンドー覧
コマンド � 機能

Ａ �メモリーにプログラムをアセンブリ言語で書き込みます。

Ｄ �メモリー内容を，16進数と ＡＳＣＩ¶コードで表示します。

Ｆ �メモリーめ任意のエリアを任意のデータでうめます。

Ｇ �ブレークポイントを入れてプログラムを実行します。

Ｈ �16進計算をします。

｜ �テスト するファイルをファイルコントロール・ブロック･ に登録します。

Ｌ �メモリーの内容をアセンブリ言語の形式で表示します。

Ｍ �メモリーの内容をブロック転送します。

Ｒ �プログラムを続み込みます。

Ｓ �メモリーの値を置きかえます。

Ｔ �フログラムの実行をトレースします。

Ｕ �プログラムを指定ステップ実行し最終ステップのＣＰＵの状態のみ表示します。

× �ＣＰＵ のレジスタの内容の表示と変更を行ないます。

※）ファイルコントロール･ブロックとは，ＣＰ/Ｍ ガフアイルの各種操作をするため|こ必要

なファイルやそのファイルのディスク上の格納場所など，フjフイルに関するすべての情

報をもつたブロックのことです。

なお，コマンドの詳しい形式については，付録のコマンド一覧を参照してください。
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コ マンド 実行 例| 例として，ＤＵＭＰ．００Ｍ ファイルをテストします。
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①Ｄ ＤＴ にフ ァ イル 名 を 入 れ て起 動 する と ，プ ロ ブ ラ ム ガ テ スト で きる 状 態 に なり ます 。

② Ｌ コ マンド でメ モリ ー の内 容 を 逆フフセ ンフ ルし ま す。 こ の 例の よう に最 終アド レ スを 指 定

し な い 場 合 は ，竹ラ イン 分 逆 フフセ ンブ ルし ます 。( 例 で は100H 番 地 から 行 な っ てい ま す｡)　

こ の 場合 ， 例え ば Ｌａａａａ ，に)ﾋ)ﾋ)ﾋ)と す ると フフド レ ス ａａａａＨ 番 地 から ｂに)に)ｂＨ 番 地 ま

で 逆フフセ ンブ ルし ま す 。

③×コマンド でＯＰＵ の状態を調べます。

内容はフラブレジスタ，各レジスタ，スタツクポインタ，プログラムカウンタの示すメモ

リーの命令を表示します。

例

COZOMOEO10
プ A ＝00 B ＝0000 D ＝0000 H ＝0000　

各レジスタ

S=0100　　P=0100
口 ⑤

ポインタ　　カウンタ

④Ｔコマンドでプログラムを１ステップずつテストします。

表示内容は，×コマンドと同じです。例ではプログラムを５ステップ分テストしています。

⑤Ｓコマンドでメモリーの内容の表示と変更をします。左側に表示されている内容をキー入

力した値に変更します。例では，メモリーの100H 番地から109H 番地までデータを書き込

んでいます。データの入力は１バイト入力ごとにＪを入力し，スキップするときは・」のみ

入力します。

コマンドからぬけ出すには 。（ピリオド） Ｊを入力します。

⑥Ｄコマンドでメモリーの内容を表示します。表示は左側が謁進表示，右側がアスキー表示

となっています。例では100H 番地から12FH 番地までを表示しています。

この場合，終了フフドレスを省略すると12行分ダンプします。

⑦Ａコマンドでメモリーにプログラムをフフセンブリ言語で入力します。１つ命令を入力する

ごとに・｣を入力し，コマンドからぬけるにはＪのみを入力します。

例では100H 番地から106H 番地までフフセンフリ言語で入力し，Ｄコマンドで入力プロブラ

ムを確認しています。

⑧Ｆコマンド でメモリーのある領域を指定データで満たします。例では110H 番地から13FH　

番地までをＦＦＨで満たし，Ｄコマンドで確認しています。

⑨Ｇコマンドでプログラムを実行します。例のようにＯ番地を実行するとリフートしてＯＰ／

Ｍ システムに戻ります。
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〈コマンド 形式・機能〉

ＤＵＭＰ，-ｊｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ

ファイルの内容を16 進コマンド でコンソールに出力しまう。

注）ログインディスクを取り扱う場合はｄ：を省略できます。

ＣＯＭ 形式のファイルなどは，ＴＹＰＥ やＰＩＰ で内容を表示させても完全には表示されません。

ＤＵＭＰ を使用すれば次の例のように表示させることができます。

ＤＵＭＰ コマンド

で表示した例

例 で は， ＤＵＭＰ ．ＣＯ Ｍ ，

Ａ〉ＤＵＭＰ ＤＵ ＭＰ ．

＠ｅ ＠＠

＠ｅ１ ＠

＠@ ２ｅ

＠＠３@@

＠４@

＠＠５ｅ

ｅ@ ６@

ｅ ＠７@@

ｅ８ｅ
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＠ｅ Ｂ＠
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＠＠Ｄ@@

ｅＥ@

＠ｅＦ@

つ まり ＤＵ ＭＰ 自 身 の フ ァ イル を16 進コ ード 出 力し て い ま す。
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アドレス部分　　　　　　　　　　　　　 データ部分

ＤＵＭＰ コマンド のアドレス部分の表示は，（）C00Hから始まります。

すべてのファイル形式について使用可能となっています。

コ ン ソ ー ル 出 力の 途 中 で何 かキ ー を 入力 す る と ＯＰ ／Ｍ シ ス テ ムに 戻り ま す。

'表示を一時停止するには|(ｺＩＨし卜 回

入力します。

表示を再開するにはもう一度ICFR し卜 固 を
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〈コマンド 形式・機能〉

１．ＳＵＢＭＩＴ－ｊｆｉｌｅｎａｍｅ

サブミット ファイル ｆ゙ｉｌｅｎａｍｅ.ＳＵＢ″の内容をバッチ処理し ます。

２．ＳＵＢＭＩＴ－ｊｆｉｌｅｎａｍｅ，-ＪＰｋＪＰ２．Ｐ３……

ＰＩ，Ｐ２……|まサブミット ファイル中の代用パラメータでSI ，S2 ……｛こｲ戈

入されてバッチ処理が行なわれます。

注1｝バッチ処理とは，ある蜃の仕事を集めておいてから一括して処理する方法のことです。

注2）サブミットファイルはドライブＡになければなりません。

ＳＵＢＭＩＴ コマンド は，いくつかの ＣＰ／Ｍ コマンド やＣＯＭ 形式ファイルを実行順に並べて作業

手順を設定しておくことで，自動的に作業を行なってくれるコマンドです。作業手順の設定は ＷＭ(

ワード マスター)あるいは ＥＤ でサブミット ファイル(ｆｉｌｅｎａｍｅ．ＳＵＢ)を作成して行ないます。

例１

作業手順の設定

例 ２

ＳＵＢＭＩＴ の

実行例

あらかじめサブミットファイルを作成しておきます。ファイル名は任意のものをつけられま

すが，エクステンシヨンは必ず Ｓ゙ＵＢ″を指定します。

Ａ〉ＴＹＰＥ ＥＸ＠．ＳＵＢ Ｊ　　 ①

ＤＩＲ ＤＥＸ．拿

ＰＩＰ ＤＥＸ．ＡＳＭ＝ＤＵＭＰ．ＡＳＭ

ＡＳＭ ＤＥＸ

ＬＯＡＤ ＤＥＸ

ＤＩＲ ＤＥＸ．Ｓ

Ａ〉

① は あら かじ め ＷＭ（ あ るい は ＥＤ ）で 作 成し

たｲ乍業 手 順を ＴＹＰＥ コマンド でタ イプ ツフウト し

たも の で す

ｲ乍業手順ＥＸ０．ＳＵＢ をＳＵＢＭＩＴコマンドで自動処理している実行例です。

Ａ〉ＳＵＢＭＩＴ ＥＸ@ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ ＤＥＸ ．●

ＮＯ ＦＩＬＥ

Ａ 〉ＰＩＰ ＤＥＸ ．ＡＳＭ＝ＤＵＭＰ ．ＡＳＭ

Ａ〉ＡＳＭ ＤＥＸ

ＣＰ／Ｍ ＡＳＳＥＭＢＬＥＲ － ＶＥＲ ２．＠

＠２５７

＠＠１Ｈ ＵＳＥ ＦＡＣＴＯＲ

ＥＮＤ ＯＦ ＡＳＳＥＭＢＬＹ

Ａ〉ＬｏＡＤ ＤＥｘ

ＦＩＲｓＴ ＡＤＤＲＥｓｓ ＠１＠ｅ

ＬＡｓＴ　 ＡＤＤＲＥｓｓ ＠２１２

ＢＹＴＥｓ ＲＥＡＤ　　 ＠１１３

ＲＥｃｏＲＤｓ ｗＲＩＴＴＥＮ ＠３

Ａ 〉ＤＩＲ ＤＥＸ ．＊

Ａ：　 ＤＥＸ

Ａ 〉

ＡＳＭ ：　ＤＥＸ ＰＲＮ ：　ＤＥＸ ＨＥＸ ：　ＤＥＸ ＣＯＭ
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例３

パラメータを使用

した場合

例２では特定のフニ7フイルに対してしかＳＵＢＭＩＴ を実行することができませんでしたが，こ

の例の＄1，雷2のような記号を使用することにより任意のフフフイルに対して作業を行なうこ

とができます。

Ａ〉ＴＹＰＥ ＥＸ１．ＳＵＢ ４』

ＤＩＲ Ｓ１．＊

ＰＩＰ Ｓ１．ＡＳＭ＝Ｓ２．ＡＳＭ

ＡＳＭ ＳＩ

ＬＯＡＤ ＄１

ＤＩＲ Ｓ１．水

Ａ〉

$1 と ＄2にはＳＵＢＭＩＴ 実行時に指定するファ

イル名か入ります。

$1 に Ｄ゙ＥＸＩ″，＄２に Ｄ゙ＵＭＰ ″を 指定 し て 実 行 する と ，例 ２と 全く 同 じ 作 業 を 行な い ま す。

Ａ〉ｓｕＢＭＩＴ ＥｘＩ ＤＥｘＩ ＤｕＭＰ Ｊ

Ａ〉ＤＩＲ ＤＥｘ１．●

Ｎｏ ＦＩＬＥ

Ａ〉ＰＩＰ ＤＥｘ１．ＡｓＭ＝ＤｕＭＰ．ＡｓＭ

Ａ〉八ｓＭ ＤＥｘＩ

ｃＰ／Ｍ ＡｓｓＥＭＢＬＥＲ － ｖＥＲ ２．ｅ

＠２５７

ｅｅ１Ｈ ｕｓＥ ＦＡｃＴｏＲ

ＥＮＤ ｏＦ ＡｓｓＥＭＢＬＹ

Ａ〉1.０ＡＤ ＤＥｘＩ

ＦＩＲｓＴ ＡＤＤＲＥｓｓ ＠ｌｅｅ

Ｉ,ＡｓＴ　 ＡＤＤＲＥｓｓ ｅ２１２

ＢＹＴＥｓ ＲＥＡＤ　　 ｅ１１３

ＲＥｃｏＲＤｓ ｗＲＩＴＴＥＮ ｅ３

Ａ〉ＤＩＲ ＤＥＸ１．●

Ａ：　ＤＥＸＩ　　　 ＡＳＭ ：　ＤＥＸＩ

Ａ〉

ＰＲＮ こ　ＤＥＸ１ ＨＥＸ ：　 ＤＥＸ１ ＣＯＭ



Ｅ

75

〈コマンド 形式・機能〉

ダイレクト 実行モード はありません。

ＳＵＢＭＩＴ の拡張コマンド として，サブミットファイルの最初に宣言文のような形

式で入ります。

ＸＳＵＢ コマンド は,ト ランジェント コマンド内のキー入力手順の指示までも自動処理することがで

きるコマンド で，サブミットファイルの最初に入れておきます。

例

ＸＳＵＢ の実行例 A〉TYPE E ｘｘ.sｕＢx
ｓｕＢ

ＤＤＴ sI
D10q ，13F
Lleo

00

A〉

①はエディタであらかじめ作成した作業手順を

ＴＹＰＥコマンドでタイプアウトしたものです。

①　 このファイルで|ま最初にＸＳＵＢを宣言したこと

によって，ＤＤＴ 内のＤ，Ｌ，Ｇ といった吝コ

マントまで指定できるようになっています。こ

れらのコマンドもＳＵＢＭＩＴ コマンドで自動的

に処理されます。

Ａ 〉ＳＵＢ Ｍ工Ｔ ＥＸＸ ＤＵＭＰ ．ＣＯＭ

Ａ〉ｘｓｕＢ

Ａ〉ＤＤＴ ＤｕＭＰ ．ｃｃ)Ｍ

Σ)ＤＴ ｖＥＲｓ ２ ．２

ＮＥｘＴ　 Ｐｃ

０３００ ｅ１００

－Ｄ１００ ，１３Ｆ

０１ｅｅ ２１ ００ ０ｅ 39011

ｅ １Ｂ ０１ １１ Ｆ3012

ｅ ２１ ｅ０ ００ Ｅ５

２ ２ １５ ｅ２ ３１

ｅ１ ｃＤ ｇｃ ｅ１

ｃＤ Ａ２ ｅｌ

ｅ１３０ ４４ ０１ ｃＤ ７２ ｅ１ ｃＤ ５９

－Ｌ１０ｅ

０１０ｅ

0103　

0104　

0107　

０１０Ａ

０１０Ｄ

０１０Ｆ

0112　

ｅ１１５

0118　

０１１Ｂ

Ｇｏ

Lｘ 工　 Ｈ ，０００ｅ

ＤＡＤ　 ｓＰ

ｓＨＬＤ ｅ２１５

Ｌｘ 工　 ｓＰ ，０２ｓ７

ｃＡＬＬ ｅ１ｃＩ

ｃＰＩ　 ＦＦ

ＪＮｚ　 ｅ１１Ｂ

Ｌｘ 工　 Ｄ ，ｅ１Ｆ３

ｃＡＬＬ ｅ１１９ｃ

ＪＭＰ　 ０１５１

ＭｖＩ　 Ａ ，８ｅ

（ｘｓｕｂ ＆ｃｔｉｖｅ ）

Ａ 〉

Ｅ１

０１

Ｉ
Ｅ
７

ｃ

３
４

Ｄ
１
１

ｃ
ｅ
ｅ

り
6
1
1
0
1
n
&

ｎ

７
３
Ａ

５
ｃ

Ｄ
ｅ Ｆ
ＤＡ ５ １ ０ １

ｅ1
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７ｃ
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３２ １３ ０２ ．‥ 〈̈べ （テＱ．〉̈（ ‥

E6

ＣＤ

ｅＦ Ｃ２ ！ ‥ Ｊｏｒ ．ｂ￥Ｑ ．Ｇ｝Ｉ’｛ツ

８Ｆ ０１ Ｄ ．へｒ ．へＹ
‥ レＱ ．１べ （
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〈コマンド 形式・機能〉

ＭＯＶＣＰＭ－ｎ－Ｊ＊

ＯＰ／Ｍ システムのＢＩＯＳ サイズを変更する場合に使用するコマンド です。

ｎ：ＣＰ／Ｍシステムのメモｕ－サイズ（20≦∩≦56）

ＭＯＶＣＰＭ は,アプリケーションの開発において,ＣＰ／Ｍ のＢＩＯＳ サイズを変更する必要がある

場合などに使用するコマンド です。

ＭＯＶＣＰＭ を使用する場合には本システムのＢＩＯＳソースプログラムである Ｂ゙ＩＯＳ．ＭＡＣ″を

変更する必要があります。この ＢＩＯＳ．ＭＡＣ はZ80 ニーモニック表記のアセンブラで書かれており

ますので，これをアセンブルし，リロケート するためにはZ80 ニーモニック用のアセンブラ，リン

カが必要となります。（七ｕrｂｏＣＰ/Ｍ にはインテルニーモニック用アセンブラ Ａ゙ＳＭ．ＣＯＭ″の

み付属しております。）ＭＯＶＣＰＭ の具体的な使用方法は以下のとおりです。

①ワードマスターを使用して，ＢＩＯＳソースプログラムである Ｂ゙ＩＯＳ．ＭＡＣ″のＢＤＯＳ

やＣＯＰ,ＢＩＯＳ のエントリーアドレス及びＣＰ／Ｍ サイズを変更します｡（ワードマスター

の使用方法については，第13章「ワードマスター」を参照してください。）

変更ヶ所についてはR79 を参照してください。

まず，ワードマスターを起動します。

Ａ ＞ ＷＭｏ
Ｊ
ＢＩＯＳ．Ｍ ＡＯ　 Ｊ

と入力してください。ワードマスターのメッセージ画面がでてきますので，読み終えたら

何かキーを入力してください。

ＢＩＯＳ．ＭＡＣ のプロブラムガ表示され編集可能な状態になります。



②まず,Z80 ニーモニック用アセンブラを使用して①で変更した日|ＯＳ．ＭＡＣファイルをア

センブルし，次にZ80 ニーモニック用リンカを使用して，ＣＰ／Ｍシステムで，実行可能な

Ｂ１０Ｓ．ＣＯＭファイルをディスクに作成します。

ドライブ Ｂに「ＭＡＣＲＯ－８０」（マイクロソフト 社）をセットした実行例を示します。

Ａ〉B:M8e　＝BIos Ｊ

__　

ﾐ:j　ﾌﾐl　:y でEﾑBIos' BIos/

Ｅ/Ｎ ゙ ｣
？

③ＭＯＶＣＰＭ コマンドを使用して，０Ｐ／Ｍ システム( ＣＯＰ,ＢＤＯＳ 部分など) を ＴＰＡ

(ト ランジェントプロブラムエリア) にリロケートします。ここでリロケートされたＣＯＰ

はメインメモリ上の0980H ～117FH に，ＢＤＯＳ は，1180H ～ＩＦＺＦＨ に配置されます。ま

た,ＢＩＯＳ( 現段階では使用不可能なため, ④のディスクセーブの対象にはなりません。)に

ついては，IF8()Ｈ 以 降に配置されます。

Ａ 〉ＭＯＶ ＣＰＭ　５ ２　＊ ・」

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＴＮＧ　５２ｋ　ＣＰ／Ｍ　ｖｅｒｓ　２．２

ＲＥＡＤ'Ｙ　ＦＯＲ　″ ＳＹＳＧＥＮ″ ＯＲ

″ＳＡＶＥ　３４　ＣＰＭ５２．ＣＯＭ″

④ＳＡＶＥ コマンドを使用して③でＵロケートされた ＯＰ／Ｍシステムをディスクにセーブし

ます。なお，③でリロケートされたＯＰ／Ｍ システム（ＢＩＯＳ 部は除きます）は，メイン

メモリの0100H ～ＩＦ７ＦＨ（この中には００Ｐ，ＢＤＯＳ の他に，ＳＹＳＧＥＮ コマンド等の

プログラムエリフフも含まれます）に存在しているので，セーブするファイルのページ数は

34ページ（１ページ＝256バイト ）になります。

上
二 二 竺 二_

コ

⑤まずＤＤＴコマンド を起動して，④でセーブしたファイルをメモリーに読み込みます。次

にＤＤＴ の｜コマンド でメモリ上のＦＣＢ(ファイルコントロールブロック)に，②で作成

したＢＩＯＳ．ＣＯＭファイルを登録します。その後，ＤＤＴ のＲコマンド でメインメモリ

上のIF80H より 日ＩＯＳ．ＣＯＭファイルを読み込みます。

(ただし,リンカを使用してＢＩＯＳ．ＣＯＭを0100H より 実行できるようにした場合は,IE80　H

よりプログラムを読み込ませます。)

以 上 で ＴＰ Ａ 領 域 に メモ Ｕ － サ イズ を 変 更し た 新 し い ＣＰ ／Ｍ シ ス テム が 生 成さ れ ま す 。
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Ａ 〉Ｄ ＤＴ　 ｃＰ Ｍ５２ 、ｃ ｏ Ｍ　Ｊ

ＤＤＴ　ｖ ＥＲｓ　 ２ ．２

Ｎ ＥｘＴ　　 Ｐｃ

２３ ＠ｅ　 ＠１ ＠＠

－Ｉ ＢＩ ｏ ｓ ．ｃｏ Ｍ Ｊ

－ＲＩ Ｅ８ｅ Ｊ

Ｎ ＥｘＴＩ　　Ｐｃ

２Ｆ ＠＠　 ＠１ ＠＠

－Ｇｅ・」

⑥⑤で生成されたＯＰ／ＭシステムをＳＡＶＥコマンドでディスクにセーブします。なお,生

成されたＯＰ／Ｍシステムは，０ＣＰ,ＢＤＯＳ,ＢＩＯＳ（その他に，ＳＹＳＧＥＮ コマンド

等のプログラムエリフフも含まれます）から成っており，セーブするファイルのページ数

は52ペ ージになります。

Ａ〉ＳＡＶＥ　５Ｚ ＣＰＭ５２．ＳＹＳ Ｊ

⑦最後に，ＳＹＳＧＥＮ コマンドで，メモリーサイズを変更した新しいＯＰ／Ｍシステムをデ

ィスクに生成することができます。

Ａ〉ＳＹ_ＳＧＥＮ　ＣＰＭ５２
゛ 
ＳＹＳ 
゛
」



－ 一 一 一 一

ＢＩＯＳ．ＭＡＣファイルは，次の４ヶ所を変更します。下のリストと表を参照してください。

ＢＤＯＳＪＰ

ＣＣＰ

EQU

EQU

ｅｃｃ@ ６Ｈ

＠ｃ４ｅ ＠Ｈ

．ＰＨＡｓＥ　 ｅＤＡ@ｅＨ

ＴＴＬＭＥＳ：　 ＤＢ

ＤＢ

①

②

③

’56K CP/ Ｍ　Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.2 fo ｒ SHARP χ1 tｕｒbo 【Rel.1.e 】’，13，19
‾　　　　 Ｃｏｐｙｒight （C ）by Digital　Re ｓｅ耳ｒch ″，13，1e
｜　　

。

ＣＰ／Ｍ システ
ムサイズ　
∩ �

①
ＢＤＯＳＪＰ　
エントリーアドレ ス �②

ＣＣＰ　
エントリーアドレ ス �③B10S PHASE　エントリーアドレス.

心 、．

�
禰紺

56 �OOC06H �OC400H �ODA00H �56K

55 �OO806H �OC000H �OD600H �55K

54 �OO406H �OBC00H �OD200H �54K

53 �OC006H �OB800H �OCE00H �53K

52 �OBC06H �OB400H �OCA00H �52K

変更が終わりましたら，IEｓcI を押した後，[⊆]を入力してワードマスターを終了します。

※メモリーサイズをｎ( ｎ＝20～56までの整数)キロバイトとすると各エントリーアドレスは

次の式で計算できます。

ＣＣＰ＝(ｎ－20)×1024＋340()Ｈ

ＢＤＯｓＪＰ＝ｃｃＰ＋806H

日|ＯＳ＝ＣｃＰ十laX〕Ｈ
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第７ 章

ｔｕｒｂｏ ＣＰ／Ｍ強化コマンド





ＳＴＡＲＴＵＰ コマンド は，tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ 起動時に自動的に実行されるプログラムで, 下記の７項

目の各種パラメータの初期設定を 行ないます。また，設定内容の変更も行なえます。

駝 フ：フフンクションキーの設定

２．先行キー入力（ｓＴＡＲＴｕＰ実行後，自動的にタイプされるキー入力）の設定

３．Ｒｓ-2320 のパラメータ設定

４．プリンタ設定

５．ユーザーＤＰＢのパラメータ設定

６．初期|ｏＢＹＴＥの設定

７．非漢字モード，漢字モード（ＫＭｏＤＥ ０， １）の設定

ＳＴＡＲＴＵＰ

の実行

データの設定変更

ＳＴＡＲＴＵＰ のコマンドは起動と同時に実行されますが，もし ＣＰ／Ｍ 使用中にもう１度初

期設定か必要になった場合は，ＳＴＡＲＴＵＰ．」と入力すれば実行されます。

設定データの変更はメニュー選択万式になっており，変更の必要な項目だけを変更できるよ

うになっています。各項目について，変更方法を説明します。

１．ＳＴＡＲＴＵＰ
ＵＪ
＊ ←｣と 入 力し ま す。

2｡スタ ートアツプユーティリティガ起動し，下のようにメニュー画面が表示されます。

１ ・ ・・フ ァン クシ ョ ンキ ー設 定

２ ・ ・・ 先 行キ ー設 定

３ ， ・ ・ RS-232C パ ラ メ ータ 設 定

４ ・・ ・プ リ ン タ殼 定

５ ・・ ・ ユ ーザ ーDPB 設 定

６ ・・ ・Ｉ Ｏ バ イト 設 定

７ ・ ・ ・漢 字／ 非 漢字 モｌ ド 設定

８ ・ ・ ・CP/M に戻 る

変更したい番号を入力してください。

3｡設定変更をする項目を選び口] ～ 回 のキーを入力します。
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3-1　 フアンクションキーの設定

①メニュー画面で口] を入力すると現在のフアンクションキー設定内容が表示されます。

現在の設定

KEY I=DIR ●M
KEY 2=sTAT ・.・@M
KEY 3=PIP
KEY 4=TYPE
KEY 5＝suBMIT
KEY 6=DIR
KEY 7=sTAT
KEY 8＝KEY
KEY 9＝REN
KEY e=DDT

再設定したい番号を入力してください，（リターンキーでメニューに戻ります）

②再設定したいキーの番号を入力します。[:o]～ 団 のキーを入力してください。

例として圃 を入力し，匠?〔]の変吏をします。

ＫＥＹＩ　 を靉定します

レ

一
一

・
一

一
一

・
一

一
一

一
一

一
一

一
一

・
・

』
ｙ

ｌ

Ｚ

３

４

８

６

７

８

Ｑ

Ｗ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ
t

ｚ
j
 
c

ｘ
ｊ
 
ａ

ｊ
 
ａ

Ｈ

ｚ
j
 
l

ｚ
ｊ
 
ａ

Ｈ

ｘ
j
 
c

ｘ
j
 
l

ｘ

ｊ

Ｋ

Ｋ

χ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

現 在 の設 定

DIR ●阿
STAT ●.・●M

PIP

TYPE

SUBNIT
STARTUP ・●N

STAT

KEY

REN
DDT

再設定したい番号を入力してください．（リターンキーでメニューに戻ります）

⑤他のキーも変更する場合は②の作業から行ないます。←」を入力するとメニュー画面へ戻り

ます。



3-2　 先行キー入力の設定

ＳＴＡＲＴＵＰプログラム実行後に，続けて実行されるキー入力を設定するものです。

①メニユー画面で回 を入力すると，

設定したい先行キーを入力してください。（＾Ｚで入力終了 ）

ﾌﾞ

③ 旧 ＩＨＬＩ十[Z] で設定を終了し，メニュー画面へ戻ります。

3-３　ＲＳ-232C パラメータ設定

①メニュー画面で固 を入力すると，下のような画面になります。

ＲＳ－２３２Ｃポートの設定

１・・・オープン

▽ ＼ ＼ コ

ア”¨71「11 ゙  ”゛ ’`1

1 …オープンの設定ではＲＳ-2320 のＤＴＲ，ＲＴＳ の信号がＯＮの状態になりＴＴＹ：　

に入出力が可能となります。出荷時にはこの状態になっています。

２…クローズの設定では上記の信号が ＯＦＦ の状態となり,ＴＴＹ：に入出力が不可能とな　

ります。なお，ＴＥＲＭコマンドを実行した場合，この設定は解除されオープンの状　

態になります。

口］か回 を入力してください。

コ を選択後，ボーレート，通信制御，ストップビット，パリティ，キャラクタ長の設定を行

ないます。これらについては第Ｚ章の11項（ＴＥＲＭ）を参照してください。

最後の項目まで設定を終えるとメニュー画面に戻ります。

回 を選択した場合，メニュー画面に戻ります。
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〈ご 注意〉

3-4　 プリンタ設定

①メニュー画面で国 を入力すると，下のように表示されます。

プ リン タ 設定A

‥.cz-8eeP
B‥.cz-8ePK

c‥.cz-8PD2/sP8e

D. ‥cz-8PP2

E. ‥cz-8Px2
F. ‥cz-8PNI/cz-8PK3(4)G

‥.Hz-IPe6
H‥.Hz-IPe7

1‥.Hz-IPe8

J‥.Mz-IPleA

z. ‥ 終了

プリンタを選択してください。

K.‥Esc/P-ext

L‥.RP-8eII
M‥.FP-8e

N‥.uP-13eK
o‥.Pc-8822yPc-PR2e1P.

‥M-1e09x
Q‥.M-1eeg

R‥.LPR-24T
s.‥KP-3eee
T.‥oTHER

②囚 ～国 のキーを入力してプリンタを選択します。

③に]を入力するとメニュー画面に戻ります。

・ＭＺ-IP17は ＯＺ-８ＰＮＩに設定してご使用ください。

･Ｔの ＯＴＨＥＲ には登録されていないプリンタを１機種設定することができます。ただし，

登録するためにはアセンブラソースを変更する必要があります。詳しくは付録の３項を参

照してください。



3-5　 ユ ーザーＤＰＢの設定

ユーザーＤＰＢは，ユーザー指定のドライブを設定するためのものです。

①メニュー画面で圈 を入力すると，下のような画面になります。

ユーザーDPBの各パラメータ（１６進）を設定してください。

リターンキーでスキヅプします。

Secter peｒ track　　　　=$ee4e

②パラメータの値を変更する場合は，16進コードで入力しＪ を押してください。（変更しな

い場合はそのまま｡）を押すと次のパラメータにスキップします。）

③下の画面のように10項目設定すると自動的にメニューへ戻ります。

ユーザーDPBの各パラメータ（１６進）を詮定してください。

リターンキーでスキヅプします。

Secter per track

B10ck shift facter

B10ck lask
Extent ｌａsk

Disk size 皿ａx

Direct ｏry entｒies 聊ａχALLOCe

ALLOCI

Check ｖecter size

Track offset

=see4e
=se4
=seF
=se1
=see97

403F
，･s86･see=soele=seee2

※ＤＰＢとはディスク・パラメータ・ブロックのことです。詳しくは第12章 ４項を参照して

ください。
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】

】

】

？

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ では，シアンで表示されている物理デバイスをサポートしています。t

ｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ 出荷時の設定は，

ＬＳＴ：＝ＬＰＴ：

ＲＵＮ：＝ＴＴＹ：

ＲＤＲ：＝ＴＴＹ：

ＣＯＮ：＝ＣＲＴ：

となっています。

②ＬＳＴ：がら順に設定したい物理デバイスの番号を入力します。

（リターンキーでスキップします。）４つのデバイスを設定すると，自動的にメニューへ戻

ります。

※|○ バイトについては第６章１項，第12章３項を参照してください。
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3-6　10 バイト設定

|○ バイト の設定は，周辺装置の割付けを行なうものです。

①メニュー画面で圈 を入力すると下のように表示されます。

１０バイト設定

LsT:=【e】.,TTY:PuN:=

【e】‥TTY:RDR:=(9)

‥TTY:coN:=(9)

‥TTY:

1)‥CRT:1)

‥PTP:1)
‥PTR:1)
，.CRT:

2)‥LPT:2)

‥UPI:2)..URI:2)

‥BAT:

3)‥UL1:3)

‥UP2:3)
‥UR2:3)..UC1:

殼定したい物理デバイス番号を入力してください。



一 一

3-7　 漢字/非漢字モード設定

①メニュー画面で 国 を入力すると下のような画面になります。

画面モードの設定

１・・・漢字モード
２・・・非漢字モード

設定したいモードの番号を選択してください。

②どちらかのモードの番号を入力します。自動的にメニュー画面へもどります。

※漢字/非漢字モード 設定は表示文字のタイプの設定です。漢字モードでは２バイトコード文

字（全角文字）と，半角文字（セミグラフィツク文字は除く）が表示可能です。非漢字モ

ードでは１バイトコード文字（半角文字）が表示可能です。

３-８　ＣＰ／Ｍ に戻る

①設定を終了したら，メニュー画面で 固 を入力します。

とメッセージガ表示されます。設定データをセーブするときは[y] と 押します。ドライブＡ

ガアクセスされ，ＳＴＡＲＴＵＰ のデータが書きかえられます。

②書き込みが終了すると，０Ｐ／Ｍシステムへ戻り，画面上にプロンプトがあらわれます。

なお，再起動した場合の初期設定はディスク上に登録された，ＳＴＡＲＴＵＰ の設定となり

ます。
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２

ＦＯＲＭＡＴコマンドは, 指定ディスクドライブ のフロッピーディスクのデータをすべて消去し，フ

ロッピーディスクを初期状態にします。新しいフロッピーディスクを使用する場合や他で使用して

いたフロッピーディスクを再使用する場合には, まず最初に必ずＦＯＲＭＡＴコマンドを実行し，フ

ロッピーディスクを初期化してください。

FＯＲＭＡＴの

実行

〈ご 注意〉

①ＦＯＲ ＭＡＴ 。」と 入 力し ま す。

②

フ ォ ーマ ット を 行な う ドラ イブ 名を 入 力し て く ださ い ？
（ 使用 可 能な ド ラ イブ 名は Ａ～ Ｈ で す 。 ）

とたずねてきますので，ドライブ 名を入力します。

③例えば５インチ2D のドライブＢで行なう場合，

デバイスタイプは ５１ｎｃｈ　２Ｄ（３２０Ｋ ） ，デバイス番号は　１　です。

フォーマットを開始しますか（Yes/No）？

と確認してきますので,正しければ図 を入力しフォーマットを実行します。誤まりがある

場合は囚 と入力し，②の表示にもどります。

④フォーマット実行中はトラック番号とサイド 番号が表示されており，フォーマットの経過

がわかります。

⑤フォーマットが完了すると，

一一一一終了しましたー一一一

二 三 二 十

と表示ができず｡ 次のフロッピーディスクをフォーマット する場合は口 と入力して, ②以

下を同様にくり返してください。フォーマットの作業を終了したいときは囚 と入力して，

ＯＰ／Ｍシステムへ戻ります。

※コマンド入力時にドライブ名を指定する万法

ＦＯＲＭＡＴ コマンドでは，コマンド入力時にドライブ名を指定することもできます。

ＦＯＲＭＡＴ。ドライブ名：←」

と入力すると，上記③の状態となります。あとは同じようにメッセージに従って操作してく

ださい。

・フ ォ ー マット 中 に エラ ーガ で た 場合 は ， フロ ッ ピ ー デ ィ スク の 不良 が考 えら れま すの で，

別 の フロ ッ ピ ー デ ィ スク と 交 換し て， も う一 度 実行し 直し てく ださ い 。

ＦｏＲ ＭＡＴ コ マ ンド 実 行中 に 中 断 する と き は，入 力 待 ちの 状 態 でＩｃ ＩＨＬ け 回( あ る い

はＩｓ ＨＩＦＴＩ＋|ﾋ３ＨＥＡＫＩ)を押 すと, た だ ち に ｏＰ ／Ｍ シス ア ん へ戻 すこと が でき ま す。

・誤 っ て重 要な デ ータ を 消 去し てし ま う こと の な いよ う 十 分 に 注 意し ま しよ う 。



３１ＣＯＰＹ（オールコピー）

ＣＯＰＹ コマンド は，tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ 用にフォーマット されたフロッピーディスクの内容をすべて

他のフロッピーディスクにコピーするコマンドです。これは，フロッピーディスク上のファイルだ

けでなく ，tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ のシステムも含めてコピーし(tur ｂｏ ＣＰ/Ｍ のシステムガ入っている

場合)，オリジナルと全く同一のコピ ーを作成するというものです。

３－ １　ディスクド ライブが２基の場合

ＣＯＰＹの実行 ①ＯＯＰＹ Ｊと入力します。

②

ソースドライ７ 名　　　　　　　 を入力してください ？謐` 船 温 驚
イプむ Ｕ ～Ｈ

字抒 ド ４ ゛ Ｏ

とたずねてきますので，コピ ーしたいソースディスク（もとになるディスク）をディスク

ドライブに入れ，そのドライブ名を入力します。

③

ディスティネーションドライブ名を入力してください ？て昌 に 群 参与 昌 叉こ討 ゼ ド （ ９ －

とたずねてきますので，コピーをとるフロッピーディスク（必ずフォーマットしたものを

使用する）をディスクドライブに入れ，そのドライブ名を入力します。

④例えばソースディスクをドライブＡ，ディスティネーシヨンディスクをド ライブＢにセツ

トしてある場合，

ドライブ Ａ から　ドライブ Ｂ ヘコピ ーします。

コピーを開始しますか（Yes/No）？

と表示されますので，ドライブ名を確認し，正しければ[Ξ と入力しコピーを実行します。

誤まりがある場合は匹 を入力して，②の表示へもどります。

⑤コピー実行中は，処理の経過ガトラック番号で示されています。

⑥コピーが終了すると，

一一一一終了しました 一一一一二 謡 心 こ乱 こ　　　　　　　

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㎜

とメッセージガ表示されます。コピーを続けたいときは[y]を入力し, 別のフロッピーディ

スクをセットして，②がらの操作を再度行なってください。コピーの作業を終了したいと

きは囚 を入力してＣＰ／Ｍ システムヘもどります。
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３－ ２　 ディ スクド ライブ が １基の場合

①ＯＯＰＹ ．」と入力します。

②

ソースドライブ名　　　　　　　 を入力してください ？

とたずねてきますので，コピーしたいソースディスク（もとになるディスク）をディスク

ドライブに入れ，そのドライブ名を入力します。

③

ディスティネーションドライブ名を入力してください ？
（使用可能なドライブ名はＡ～Ｈです。）

とたずねてきますので，②と同じドライブ名を入力し ます。

疆)例えばドライブＡで行なう場合，

ドライブ Ａ から　ドライブ Ａ ヘコビ ーします。二 八 二 二

二

と表示されますので，ドライブ名を確認し，正しければ図 を入力しコピ ーを実行します。

誤まりがあった場合は囚 を入力して，②の表示へもどります。

⑤

⑥

とメッセージガ表示されたら，ソースディスクがドライブに入っていることを確かめて,｡」

キーを押します。トラック番号Ｏから１までのデータガ読み込まれます。

デ ィ ス ティ ネ ーシ ョ ンデ ィ ス クをド ラ イブ Ａ に セッ ト し てリ タ ーン キ ーを 押し て く ださ い

とメッセージガ表示されたら，コピーを作るフロッピ ーディスク（必ずフォーマットした

もの）をソースディスクと入れかえ，。」を入力します。トラック番号 Ｏがら11 こデータガ

書き込まれます。

⑦再び⑤ のメッセージにもどりま可。２トラックを１単位として処理をしますので, 最終ト

ラック（39ト ラック）まで処理するためには ⑤と ⑥ の作業と20回繰り返して行ないます。

います。

処理の経過とともに，トラック番号が画面に表示されます。



〈ご注意〉

一 一 一 一

⑧コピーが終了すると，

一一一一終了しました 一一一一ニ ニ ン に 乱 こ

とメッセージが表示されますので, コピーを続けたいときは[ヱ]を入力し, 別のフロッピー

ディスクをセットして②からの操作を再度行なってください。コピー作業を終了したいと

きは，[N]を入力してＯＰ／Ｍ システムヘもどります。

・ディスティネーションディスクは，必ずフォーマットしてあるフロッピーディスクを使用

してください。

･○ＯＰＹコマンド実行中に中断したいときは,入力待ちの状態でマスターディスクをドライ

ブにセットし司ＣＴＲＯ 十回 （あるいはISHI ド 丁|十［頃づヒら尽］）を押してください・

ただちにＯＰ／Ｍ システ乙へもどることができます。
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ＳＹＳＧＥＮ コマンドは,ＣＰ／Ｍ システムをあらたにフロッピ ーディ スクに生成するコマンド です。

ＣＰ／Ｍ システムは，ＣＰＭ５６．ＳＹＳ というファイル名で入っています。

ＳＹＳＧＥＮ の矣行 ＳＹＳＧＥＮ ．」と入力し，コマンドを起動します。

〈実行例〉

システムを読み込むドライブ名を入力してください。Ａ
（リターンキーでスキヅプします。）

ド ラ イブ Ａ から 読 み込 みを 開 始し ます 。

準 備が で き たな ら ，リ タ ーン キ ーを 入力 し てく だ さい 。

終 了し まし た 。

システムを書き込むドライブ名を入力してください。Ｂ
りノターンキーでリフ ートします。）

ド ラ イブ Ｂ に書 き込 みを 行い ます 。

準 備が で き たな ら ，リ タ ーンキ ーを 入 力し て く ださい 。

終 了 し まし た 。

システムを書き込むドライブ名を入力してください。
（リターンキーでリフ ートします。）

①
　
　

②

③
　
④

⑥
　
　

⑥
　
⑦

例ではドライブＡのシステムをドライブＢにコピーします。

① システムの入っているドライブ名をきいてきますのでドライブ名を入力します｡(ドライブ

名はＡ～Ｈまで指定できます。)

② 入力したドライブ名を確認してきます。準備ができたら Ｊを入力します。

③ システムの読み込みが終了しました。

④ システムを書き込むドライブ名をきいてきますのでフロッピーディスクをセットして，そ

のドライブ名を入力します。（ドライブ名はＡ～Ｈまで指定できます。）

⑤ドライブ名を確認してきます。準備ができたら にを入力します。

⑥ コピーが終了したことを知らせています。

⑦ 続けてコピ ーを行なう場合は,フロッピーディスクを交換して書き込むドライブ名を入力し

てください。

終了する場合は ンを入力してください。

※ログインディスク上にＣＰＭ５６．ＳＹＳ というフアイルガある場合は，

ＳＹＳＧＥＮ－ＣＰＭ５６．ＳＹＳ←」

と入力するとＳＹＳＧＥＮコマンドを起動してがら自動的にシステムを読み込み,実行例の

手順 ④以後から行なうことができます。



5 １１ Ｄ Ｉｃ ｃ ｏ Ｐ Ｙ　
（ 白 本 函 血ii 肖･必 辞 書 ゴ

ｅ 二
）　
…………………………………………………………………

ＤＩＣＣＯＰＹ コマンド は，ＣＰ／Ｍ で音訓辞書，システム辞書，ユーザー辞書を使用するために，辞

書のコピーを行なうコマンド です。

〈ご注意 〉

ＤＩＣＣＯＰＹ の

実行

七ｕrに)０ ０Ｐ／Ｍ で使用いただける辞書は，音訓辞書，システム辞書，ユーザー辞書の３種類

です。 ＢＡＳＩＯ上でご使用の辞書はそのままではご使用になれません。ＯＰ／Ｍフォーマット

を行なったディスクにこのコマンドを使ってコピーしたものをご使用ください。

なお，音訓辞書は Ｏ゙ＮＫＵＮ．Ｄ１０″というファイル名で 七ｕrｂｏＯＰ/Ｍ マスターディスク

に入っています。

・このコマンドはドライブ１基ではご使用いただけません。

・Ｄ１０ファイルはＰＩＰコマンドではなく，必ずＤＩＣＯＯＰＹ で転送してください。

①Ｄ１０００ＰＹ Ｊと入力します。

②コピーしたい辞書をきいてきますので番号を入力します。

どの辞書をコピーしますか？

1.‥ 音訓　　辞書
2.‥システム辞書
3… ユーザー辞書
4.‥CP/M　 に戻る

番号で入力してください ？

③コピーの種類をきいてきます。

jコピーの種類はどれですか？

1.‥CP/M　 →CP/M
2‥.BASIC →CP/M

7

番号で入力してください ？

転送元がすでにこのコマンドを使用しＯＰ／Ｍフォーマットで作成された辞書であれば，

コ と入力し，ＢＡＳＩＯ 上で使用している辞書であれば[2] と入力してください。
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エラーメッセージ

④辞書を読み込むドライブと書き込むドライブを順にきいてきます。それぞれＡ～Ｈのドラ

イブを入力して 。｣を 押します。この場合, 転送元と転送先を同じデバイスにすることはで

きません。ドライブ名を入力するとコピ ーを開始するかどうかきいてきますので設定の変

更がなければ区]と 入力してください。

回 と入力すると手順①に戻ります。

辞書を読み込むドライブ名を入力してください ？Ａ

辞書を書き込むドライブ名を入力してください ？Ｂ

コピ ーを開始しますか（Yes/No）

上の例では転送先をドライブＢに指定しています。この場合，ドライブＡには，コピーし

たい辞書の入っているフロッピーディスクをセットしてドライブＢにはＯＰ／Ｍフォーマッ

トを行なっているフロッピーディスクをセットしてください。

⑤コピー中は次のように表示されます。

＿　

コピ‾中でず しばらくお待ちください゜

＿

⑥終了すると次のように表示されます。

一一一一終了しました一一一一謡 こ こに 二謡

再度コピーを行なう場合は団 と入力してください。 手順 ①から繰り返します。

終了する場合は回 と入力してください。　ＯＰ／Ｍ システムに戻ります。（この場合，ドライ

ブＡにＯＰ／Ｍ のシステムディスクが入っていないとリフートエラーになりますのでご注意く

ださい。）

※転送元に指定した辞書が人つていないと

辞書が見つかりません。辞書::;;;:;1
°(Yes/Na)

？

と 表示されます。[y]と 入力すると手順①に，[N]と入力すると ＣＰ/Ｍ システムに戻りま

す。



※転送先のフロッピーディスクの容量が足りないと。

ディスクの容量がたりません。匯 八

二_

二

と表示されます。(ＯＰ／Ｍ マスターディスクには容量の関係でシステム辞書をコピーするこ

とはできません。)処理を続けるときは，別のフロッピーディスクと差しかえて匠]と 入力し

手順①に，入力するときは[N]と入力してＯＰ／Ｍ システムに戻ります。

※転送先に指定した辞書がすでに存在している場合は。

辞書がすでに存在しています。

匯 二 ‾ ‾ ‾ ‾ コ

と表示されます。[ヱ]と 入力すると手順①に,[N] と入力すると ＯＰ/Ｍ システムに戻ります。
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圓 Ｉ ●】【●ｌＳ Ｓ 皿 勧 斟ｉＸ 跳 奈 ９ ．

ＤＩＣＳＥＴ コマンド は，ＣＰ／Ｍ で音訓辞書，システム辞書，ユーザー辞書を使用する際，辞書の入

っているドライブを設定するコマンド です。

ＤＩＣＳＥＴ の実行 ①Ｄ１０ＳＥＴ 」と入力します。

②辞書の入っているドライブを順にきいてきます。

設定の必要のない辞書についてはＵターンキーを押し，スキップしてください。最後に，

設定の確認を行ないますので正しければ 匠］と入力してください。回 と入力すると再度

設定することができます。［ｌＣＴＲＵ ＋に］で ＯＰ／Ｍ に戻ります｡）

辞書の入っているドライブを指定してください．
（リターンキーでスキップします．）

音訓　　辞書の入っているドライブ‥.？
システム辞書の入っているドライブ‥.?
ユ ーザー辞書の入っているドライブ‥.？

設定はよいですか（Yes/No）？

③②で図 と入力すると指定のディスクに正しい辞書がセットされているかどうか調べ設定

か正しければ設定の終了を知らせます。

指定したディスクに辞書ガゼットされていないと，例えば次のように表示されます。

音訓　　辞書（ONKUN.DIC） がみつかりません。

再設定しますか（Yes/No）？

このとき，[Y]を入力すると②に戻り，囚 を入力するとＯＰ／Ｍ に戻ります。
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ＤＩＳＫＳＥＴ コマンド は，Ａ～Ｈ のド ライブに物理デバイス，デバイス番号，デバイスタイプを割付

けるコマンド です。

t;ｕrｂｏＣＰ/Ｍ で使用できる物理デバイスとデバイスタイプについては,第５章の（j:（ログ

インディスク変更コマンド）の項で述べたとおりですが，これらの変更を行なうときは以下

のような手順で行なってください。

DISKSET の実行 ①ＤＩＳＫＳＥＴ .」と入力します．

②メニュー画面が表示されます．

１
．．，．．設定状況一覧

２
．．．．．設定変更
３．．．．．ＣＰ／Ｍに戻る

二 犬 上 二 口

まず, 現在の設定状況を確認するために国 を入力します．

③設定状況の一覧が表示されます．

CP/Hドライブ

A:
B:
C:
D:
E;
F:
G;
H:

物理デバイス51
ｎch FD
51ｎch FD
51ｎch FD
51ｎch FD

EMM
EMM
MEM
51ｎch FD

何かキーを入力してください

デバイス番号
ａ

１
２

３ｅ

１
９
１

確認したら，何かキーを入力してください。

ブ
　
　
　
　
　
　

“
　

一

ｒ

イ
　
　
　
　
　
　
　
　

一

ｅ

夕

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

一

ｓ

り
４

２

２

り
４

２

２

・

ｕ
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④ 例ではドライブ Ａを５インチの２ＨＤ に変更します。メニュー画面で回 を入力します。

設定変更したいドライブ名を入力してくださいA　

(使用可能なドライブ名は　Ａ～Ｈ　です)

物理デバイス番号を下の番号より選んでください3
［1‥･MEM 2･ ‥EMM ’ 3‥･51nch FD 4･ ‥81nch FD 5･ ‥HARD DISK 】

デバイス番号を入力してください（Ｏ～３）？ｅ

デバイスタイプを下の番号より選んでください3
［1･‥2D　2･‥2DD　3‥･2HD　4･‥USER ］

ド
ライブ Ａ を51nch FD　 の2HD　 に変更します
変更してもよいですか（Yes / No）？

4

4

4

4

4

４ － １

４ － ２

４－３

４－４

４－５

づ

－ ２

－ ３

－ ４

－ ５

設定変更したいドライブ名を入力します。

物理デバイス番号を入力します。

デバイス番号を入力します。

デバイスタイプの番号を入力します。※

以上の設定でよければ回 を入力します。[回]を入力するとメニュー画面に戻り

ます。

４－１から４－５で 。」だけを入力するとメニュー画面に戻ります。

⑤ ４－５で 図 を入力すると変更した設定が表示されます。

CP/Hドライブ
A:
B:
C:
D:
E:
F:
G:
H:

物理デバイス51nch
FD

51ｎch FD
51ｎch FD
51ｎch FD
EMM
EMM
MEM
51ｎch FD

何 かキ ーを 入 力し てく ださ い

デバイス番号
９
１
２

３ａ

ｌｅ

１

タイプ2HD

2D
2D
Ｄ

Ｄ

Ｄ

２

り
１

２

ｕ ｓｅ ｒ

ドライブ Ａ のデバイスタイプは２ＨＤ に変更されていることがわかります。

何かキーを入力するとメニュー画面に戻ります。

⑤変更が終了したらメニュー画面で回 を入力します。

※∠1－4 を入力した時点で同一デバイスがすでに存在している場合は

同一デバイスが存在しています。

卜 ≠ ＼ ▽ コ

と表示されます｡区]を入力すると, 同一デバイスは削除され, 設定ガシフトします。

囚 を入力するとメニュー画面に戻ります。



⑦変更データをシステムトラックに登録するかどうかきいてきます。回 を入力するとＣＰ／Ｍ

に戻ります。回 を入力すると以下のように確認してきます。

変更デ ータをシステムトラックに登録しますか(Yes / No)ワＹ

ドライブ名を入力してください.A

書き込みを開始しますか(Yes/No)?Y

終了しました．

ドライブ名（Ａ～Ｈ）を入力すると書き込みを開始するかどうかきいてきます。

回 を入力すると⑦ の始めに戻ります。

区］を入力すると書き込みを開始します。
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ＨＤＭＡＩＮＴ コマンド は，ＣＰ／Ｍ システムでハード ディスクを使用する場合，ハード ディスクの使

用領域を設定するときに使います。

現在発売さ れている×lt ｕrbo 純正のハードディスクとして，以下の機種があります。

機 種 名 �標準価格 � 記 憶 容 量 � タ　　ィ　　プ

CZ-500H �348,000円 �10MB( メガバイト)�5″ウィンチェスター型ハードディスク

なお，ハードディスクに付属し ている取扱説明書も十分お読みいただいてからご使用ください。

〈ご 注意〉

ＨＤ ＭＡＩＮＴ の

実行

ＨＤＭＡＩＮＴを実行する前に以下の事項にご注意ください。

ハ ード デ ィ スク を 初 め て 使用 する 場 合

ハードディスクを購入後，初めて使用する場合はＨＤＭＡＩＮＴ を実行する前に，ディスプの

フォーマットとマッピンブ( 領域設定)を行なう必要があります。これらの万法につきまして

は，ハードディスクの取扱説明書と，コンピュータ本体に付属している しフプリケーション

ソフトの説明″のディスクユーティリティ　3. ハードディスクフォーマットユーティリティ

と，4. ディスクマップ設定を参照してください。

ディスクマッフ設定を行なう場合,10M バイトの容量をＩ Ｍ バイトの領域10ｲ固に分割し, それ

ぞれの領域をＢＡＳ１０で使用するか他のＯＳ惣吏用するか指定するようになっています｡ＣＰ／

Ｍで使用したい領域は， 他゙の ＯＳ″で使用するように指定してください。

すでにＢＡＳ１０ などでハードディスクを使用している場合

ハードディスクの10M バイトの容量のうちＯＰ／Ｍで使用できる領域は，ハードディスクに

付属している ＨＤ ＭＡＰ． Ｕ七ｙ（ディスクマップ設定）で指定した 他のＯＳ″の領域にな

ります。すでに ＢＡＳ１０ で領域確保されている領域を 他゙の ＯＳ″に指定しなおす場合は，

一度使用領域解除を行なってください。

他゙の ＯＳ″用に確保した領域のうち，t二ｕrに)０ ０Ｐ／Ｍ で使用する領域の設定( 領域確保と

解除)を行なうのがＨＤＭＡＩＮＴ です｡領域設定は以下の手順で行なってください。

①ＣＰ／Ｍ のコマンド待ちの状態で

ＨＤＭＡＩＮＴご

と入力します。

②領域設定を行なうドライブ番号をきいてきますので,０～３の数字を入力してください｡( 工

場出荷時，ハードディスクのドライブ番号は０に設定されています。)



一 一 一 一 一 一

CＰ/Ｍ 領域の確保

一 一 一 一 一

③ドライブ番号を入力すると，メニュー画面が表示されます。現在のハードディスク使用状

況も確認できます。

CP/Mのハ ードディスク使用状況

識別番号　　　　　 容量(Mバり)

残り容量‥‥‥‥‥　１０Ｍﾊﾞｲﾄ

選択する項目の番号を入力してください。1

・・・・・CP/H領域の確保
2 ・・・・・CP/M領域の解除
3 ・・・・・CP/Mに戻る

ｼｽﾃﾑﾄﾗ7ｸ

上の例では残り容量が10M バイトになっています。ＨＤＭＡＩＮＴ の実行前の注意事項で

述べましたディスクマップの設定で10M バイト すべてを 他゙の ＯＳ″で使用するように

指定した場合の画面です。

メニュー画面で回 を入力すると ＯＰ／Ｍ領域の確保を行ないます。確保したいＯＰ／Ｍ 領域

の識別番号(ID) ，容量，システムトラックを設けるかどうかを順に指定していきます。

識別番号Ｏの領域を２Ｍ バイト確保してシステムトラックを設けるように設定した例です。

CP/Mのハ ードディスク使用状況

識別番号　　　　　 容量(Mﾊﾞｲﾄ) ｼｽﾃﾑﾄﾗﾌ ｸﾞ

残り容量‥‥‥‥‥１０ Ｍﾊﾞｲﾄ

確保したいCP/M領域の識別番号を入力してください．・

何Ｍバイト確保しますか（Ｏ～８）２

システムトラックを設けますか（Yeｓ/No）?Y

確保してもよいですか（Yeｓ/No）？
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①識別番号……yN一ドディスクでは大容量のデータを扱うため， 他゙の ＯＳ″で確保した領域

(ID)　　　　
の中でt ｕrｂｏＣＰ/Ｍ で使用する領域に識別番号をつけて使用します｡番号

を入力したら 。」を押します。

②容　　量……Ｉ Ｍ バイト 単位で指定することができます。残り容量を考慮しながら１つの

領域に８Ｍ バイト まで指定できます。

③システムトラック……ＩＰＬ，リフート の際に必要なシステムを格納するためのトラックで

す。

システムトラックを設けるときは[y], 必要ないときは回 を入力し

ます。

(① ～③ の設定の際に ←)の みを入力するとメニュー画面に戻ります。)

① ～ ③の設定が終了すると，領域を確保してよいがきいてきます。

[y] を 入力すると次のように表示されます。

CP/Hのハ ードディスク使用状況

識別番号　　　　　容量(恥 り゙)
０　　　　　　　　２

残り容量‥‥‥‥‥　8M がｲ｝

選択する項目の番号を入力してください。1

・ ･･･ ・ ・CP/M領域の確保
2 ・・・・・CP/M領域の解除

3 ・・・・・CP/副こ戻る

ｼｽﾃﾑﾄﾗｯｸ　　

有



C Ｐ/Ｍ 領域の解除 下の図のような使用状況のときに，識別番号を解除する例を説明します。

CP/Mの ハードディスク使用状況

識別番号　　　　　容量(Mがｲﾄ)　
０　　　　　　　　２
１　　　　　　　　１

残り容量‥‥‥‥‥　7 M･ にｲﾄ

選択する項目の番号を入力してください。1

・・・・・CP/M領域の曜保

2 ・・・・・CP/M領域の解除
3 ・・・・・CP/Mに戻る

まず，メニュー画面で 図 を入力します。

CP/M の ハ ード デ ィ スク 使用 状 況

識別番号
０　
１

容量(M ﾊﾞｲﾄ)　
２
１

残り容量‥‥‥‥‥　7M ﾊﾞｲﾄ

ｼｽﾃﾑﾄﾗｯｸ　　
育
有

ｼｽﾃﾑﾄﾗｯｸ　　
有
有

解除したいCP/M の識別番号を人力してください。１

解除してもよいですか（Yeｓ/No）?

① 解除したい識別番号を入力して｡ 」を押します。

②解除してもよければ[y] を入力します。[N] を入力すると，メニュー画面に戻ります。

③②で図 を入力すると，次のように表示されます。
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ＣＰ／Ｍ に戻る

CP/Mのハ ードディスク使用状況

識別番号　　　　　容量(片ﾊﾞｲﾄ)　
０　　　　　　　　２

残り容量‥‥‥‥‥　８ 払 引゙･

選択する項目の番号を入力してください。1

・・・・・CP/H領域の禧保
2 ・・・・・CP/?¶領域の解除
3 ・・・・・CP/旧こ戻る　　　　　１

ｼｽﾃﾑﾄﾗｯｸ　　
有

メニュー画面で回 を入力すると,０Ｐ／Ｍ 領域の確保または解除を実行してハードディスク

の領域を変更した場合は，そのデータに基づいて実際にハードディスクに領域設定を行なっ

てもよいかどうかきいてきます。

変更データをディスクに登録します。

匹 匹 ‾ ノ

変更してもよければ図 ，変更する必要がなければ回 を入力してください。回 を入力する

とＯＰ／Ｍ に戻ります。[ヱ]を入力すると処理終了後ＯＰ／Ｍ に戻ります。

変更後は必ずメニュー画面で回 を入力してからＨＤＭＡＩＮＴを終了してください。



ＨＤＢＡＣＫＵＰ コマンド は，不慮の事故によるデータの破壊に備えて，ハード ディスク内のデータ

をフロッピ ーディスクでバックアップをとるためのコマンドです。また，万一，ハード ディスク内

のデータが壊れた場合にはフロッピーディスクのバックアヽjノプフアイルをハード ディスクに戻すこ

ともできます。

ＨＤＢＡＣＫＵＰでバックアップをとると，数Ｋバイト のファイルでもフロッピーディスク１

枚分すべてを使用します。１枚のディスケットにおさまるファイルに関しては，ＰＩＰ コマン

ド（第６章参照）で行なってください。

各デバイスタイプのフロッピーディスク１枚分にコピーできる容量は次のとおりです。

デバイスタイプ � パックアップ容量

５１ｎＣｈ２Ｄ

５１ｎＣｈ ２[二)C)51nCh 2HD81nCh 2D�300K

バイト620K

バイト960K

バイト960K

バイト

ＨＤＢＡＣＫＵＰ

の 実行

※ＨＤＢＡＯＫＵＰではＤＩＯファイルを扱うことはできません。

ＨＤＢＡＯＫＵＰ に と入力すると最初に下のようなメニュー画面が表示されます。

1
2
3

４

・・・・・バックアップ（Haｒd　disk --- 〉F10ppy disk）
・・・・・リストア　　（F10ppy disk 一一〉Hard　disk ）
・・・・・バヅクアップ・ディスクのディレクトリ確認
・・・・・CP/削こ戻る

メニュー番号を入力してください。

１。バックアップ……ﾉX一ドディスクからフロッピーディスクにバックアップをとるための

モードです。対象となるファイルは300K バイト以上のものですので複

数枚のフロッピーディスクガ必要になります。この場合,フロッピーデ

ィスクはＣＰ／Ｍ のフォーマット 済のものをご使用ください。また,別

のフアイルガ記録されている場合，そのファイルはすべて消えてしま

いますので注意してください。

２。リストア　　 ……ﾉx－ドディスク内のデータが壊ｎた場合などに，バックアップをとっ

てあったフロッピーディスクからハードディスクにファイルを戻すた

めのモードです。

３。バックアップ・ディスクのディレクトリ確認

……ﾉX ンヽク ア ンヽプ をとつたフロッピーディスクのディレクトリを確認する

ためのモードです。
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バックアップ メニュー画面で固 を入力するとバックフフップのモードになります｡例ではドライブＦのハー

ドディスクの Ｓ゙ＡＭＰＬＥ・ＦＩＬ″というファイルをドライブＡのフロッピーディスクにバ

ックフフップします。

ソースドライブ名を入力してください。Ｆ

ディスティネーションドライブ名を入力してください。Ａ

ファイル名を入力してください。SAMPLE.FIL

ファイルのバックアップを開始しますか（Yes/No）?

①ソースドライブ名（ハードディスクドライブ名）を入力します。

②ディスティネーションドライブ名（フロッピーディスクドライブ名）を入力します。

③ファイル名を入力して，ごを押します。

④バックフフップを開始してもよければ凹 を入力します。（回 を入力すると, メニュー画面

に戻ります。）

＊　①～ ③で何も入力しないで」を押すとメニュー画面に戻ります。

⑤

SAMPLE .FIL のバックアップを開始します。

１番目のディスクを入れてﾘIターンキーを押してください。

フォーマット 済のディスクをセットして｡」を入力します。

⑥

SAMPLE .FIL をバックアップしています。

バックアップ中は上のように表示されます。

⑦

⑧

SAHPLE .FIL をバックアップしています。

２番目のディスクを入れてリターンキーを押してください。

１番目のディスクが一杯になると上のように表示されます。２番目のディスクをセットし

てパを入力します。

SAHPLE .FIL をバ ソヽクアップしています。刀 工 二 言: ふ ４ ’
゜

バツクフフツプ中は上のように表示されます。



リスト ア

⑨

３番目以後のディスクが必要な場合は，⑦，⑧を同様にくり返してください。

終了しました。　　　　　

㎜　　㎜㎜㎜

二

∧ 二 コ

バッフフフップが終了すると上のように表示されます。何かキーを入力すると，メニュー

画面に戻ります。

＊バックフフップをとつたフロッピーディスクはあくまでも保存用のものです。単独で使用す

ることはできません。

メニュー画面で回 を入力するとリストフフのモードになります。

Ｕスト アを行なう場合は,バックフフップをとった順番でディスクをセットしてください。何枚

目のディスクかを確認するためには，次で説明するバックフフップディスクのディレクトリを

行なってください。例では,ド ライブＡのバックフフップディスクの Ｓ゙ＡＭＰＬＥ．ＦＬ ″という

ファイルをドライブＦのハードディスクに戻します。

ソースドライブ名を入力してください。Ａ

ディスティネーションドライブ名を入力してくたさい。Ｆ

ファイルのリストアを開始しますか（Yes/No）?

①ソースドライブ名（バックアップディスクの入っているドライブ名）を入力します。

②ディスティネーションドライブ名（ハードディスクドライブ名）を入力します。

③リストフフを開始してもよければ区 ］を入力します。（ 囲 を入力すると, メニュー画面に戻

ります。）

＊①～ ③で何も入力しないでにを押すとメニュー画面に戻ります。

④

⑤

SAMPLE .FIL をリ ストアしています。

２番目のディスクを入れてリターンキーを押してください。

バックアップの場合と同様に１番目のディスクのリストアが終了すると２番目と節し換え

るようにメツセージガ表示されます。

SAIPLE .FIL をリストアしています。

冊 十 二 口

りストア続行中は上のように表示されます。
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バックアップ

ディスクの

ディレクトリ

⑥
ふ
了しました。
士
で⊇

－ ゛
二

リストフフが終了すると上のように表示されます。何ガキーを入力すると，メニュー画面

に戻ﾚつます。

メニュー画面で即 を入力すると，ディレクト リのモードになります。

ドライブ名を入力してください。Ａ

匯

二 二 ご

二

バックフフップディスクの入っているドライブ名を入力して，準備ができたら[y] を入力しま

す。([N] を入力するとメニュー画面に戻ります。また，何も入力しないでにを押すと，メニ

ュー画面に戻ります｡)

凹 を入力すると, バックアップディスクのファイル名, バックフフップした時間, ディスク番

号( 何枚目のディスクか) を表示します。

以下にディスクのディレクトリを示します

ファイル名　　　　　:sAMPLE　.FIL

バックアップした時間:86/e3/@I sAT I@x15こ2･

ディスク番号（枚目）：　ｌ

何かキーを押してください

何かキーを押すと，もう１度ドライブ名の入力に戻ります。もう確認する必要がなければ，

そのままＪを押してください。メニュー画面に戻ります。

また，ディレクトリを確認したフロッピーディスクが最後のディスクである場合は次のよう

に表示されます。

以下にディスクのディレクトリを示します

ファイル名　　　　　:sAMPLE　.FIL

バックアップした時間こ86/e3/eI sAT I@x15:29

ディスク番号（枚目）こ　２　（これが最後のディスクです）

何かキーを押してください　　　，

ＨＤＢＡＯＫＵＰ を終了するときはメニュー画面で圓 を入力してください。ＯＰ／Ｍ に戻りま

す。



10

一 一 一

ＨＤＯＦＦ は，ＣＰ／Ｍ システムでハードディスクの使用を終了し，ハード ディスクの電源を切る前

に必ず実行していただくコマンド です。ＨＤＯＦＦ を実行することにより，ハードディスクのヘッド

をディスク上のデータ領域外に移動させ，データの破壊を防止します。

ＨＤＯＦＦ の実行には，以下の３通り の入力方法があります。

①ＨＤＯＦＥ」

ドライブ Ｏに対してＨＤＯＦＦを実行します。

②ＨＤＯＦＦ＿d. 」（d ＝0,1,2,3）

指定のハードディスクのドライブ番号（O～3）に対してＨＤＯＦＦを実行します。

③ＨＤＯＦＦ＿＊←」

ＯＰ／Ｍでアクセスしたすべてのドライブに対してＨＤＯＦＦを実行します。
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ＴＥＲＭ コマンド は，×化ur ｂｏ､のＲＳ－232C インターフェイスを使って，他の機器と接続し通信

を行なう場合に使用するもので,ＲＳ－232C のパラメータの設定と動作モードの設定をする必要が

あります。

R Ｓ-３ むﾉ り) ド タ

の設定

R Ｓ－2320 パラメータの設定は次の８項目について行ないＪす。

１．ボーレート

データ転送速度のことで，１秒間口伝送できるビット 数を表杓します。 tｕrﾋ)０ ０Ｐ／Ｍ

では巧O～9600 ポーガ設定可能です。

２。通信制御

データ送受信時に受信側のデータ受信処理が間に合わない場合，送信側に対して送信の

一時停止を要求し，受信可能な状態になると送信を要求可ることをいいます。

ＲＴＳ　ＯＮ／ＯＦＦ ……ＲＴＳ制御信号線を ＯＦＦ で送信一時停止，０Ｎ で

送信再開を要求します。

ＸＯＮ／ＸＯＦＦ　　 …‥ＸＯＦＦコード（13H ）を送って送信一時停止,ＸＯＮ

コード（11H ）を送って送信再開を要求します。

３。ストップビット

吝データを送るとき，１文字分ずつのデータの区切りを示す信号で，１ビット，1.5ピ ンヽ

ト ，２ビット の３種類あります。

４。パリティ

各データが正しく送られたかどうガをチェックするものです。偶数パリティと奇数パリ

ティガあり， な゙し ″を選択するとチェックを行ないません。

５。キャラクタ長

各データ（１文字分）を何ビット 使用して送るかの設定で，５～８ビット に設定可能で

す。

６。カナ表現

フビツト データでカナを送るかとうかを選択しま可。

ｓＩ／ｓｏ　 …フビツト データでカナを送ることができます。

ｓｏ（シフトアウトコードｏＥＨ）があると以後のデータをカナ

とみなし，ｓI（シフト インコード ｏＦＨ）があると英数字とみな

さります。こねにより，キャラクタ長フビツトでカナ文字の転

送が可能となります。

な　し　　 …フビツト データではカナを送受信できません。



動作モード

設定方法

７。受信改行コード

ＣＲ……ＣＲコード（ＯＤＨ）を受信し，復帰十改行コードとして処理します。

ＣＲ十ＬＦ……ＣＲ十ＬＦ（ＯＡＨ）コードを復帰十改行コードとして処理します。

８．送信改行コード

ＣＲ…･･ＣＲコード（ＯＤＨ）を復帰十改行コードとして送信します。

ＣＲ十ＬＦ……ＣＲコード（ＯＤＨ）十ＬＦコード（ＯＡＨ）を復帰十改行コードとして送信

します。

動作モードとは次の２つのモードです。

１．ターミナルモード……×ltｕrbo をタ ーミナルとして使用可るモード

２．リモート モード　 ……×ltｕrbo をホストコンピュータとし，外部の機器から

×牡ｕrｂｏを操作するモード

①ＴＥＲＭ　にと入力します。

②下のように表示されます。

現在の設定状況は次のとおりです。

ボ ーレ ート

通信 制 御

スト ヅブ ビ ヅ1ヽ
パ リ ティ

キ ャ ラ クタ 長

カ ナ 表現 指定

受 信改 行コ ード

送 信改 行コ ード

‥.396 BPS

‥.XON/XOFF
―

な
８

な

bit

ｔ

し

Ｍ

し

CR/LF

CR

設 定デ ータの 変 更を し ま すか（Yes/No ）?

データの変更を行なう場合は回 を入力します。

囲 を入力すると ⑧の画面になります。
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③デ ータの変更を行なう場合はまずボーレイト の変更を行ないます。

ボーレイトは巧O～9600BPS の中から選択可ることができます。１～ ノの番号を入力して

ください。変更する必要がないときは二を入力するとスキップして，次の設定項目へ移り

ます。（以下同様です｡）

設定データの変更

ボーレート

1.‥‥96ee BPs
2.‥‥48ee BPs
3.‥‥24ee BPs
4.‥‥12ee BPs
5.‥‥6ee BPs
6‥‥.30 BPs
7‥‥.15e BPs

番号を選んでください．

④次に通信制御の変更を行ないます。　１～３の番号を入力してください。

設定 デ ータ の 変更

通 信制 御

1.‥‥ な し

2‥‥.RTS ON/OFF

3. ‥‥XOH/XOFF

番 号を 選 んて･く だ さい 。

⑤以後，各項目について同様に設定を行ないます。

⑤８項目全ての設定変更が終ると，目動的に ②の画面に戻ります。このとき，設定状況は変

更後のデータになっています。

⑦設定状況を確認し，これでよければ圓 を入力します。まだ変更が必要なときには回 を

入力し，もう１度ボーレイト の設定から同じ操作をしてください。



ターミ ナルモード

リモート モード

⑧⑦で囲 を選ぶと次のような画面が表示され，動ｲ乍モードの選択へ入ります。

モ ード の 選 択

1.‥ タ ーミ ナル　 モ ード く全二 重１

２‥ ．タ ーミ ナ ル　 モ ード｛ 半二重 ｝

3‥. リ モ ート　 モ ード

４．‥ ＣＰ ／Ｍ に戻 る

番 号を 入力 し て くだ さい ．

⑨モードの選択をして番号を入力します。各モードへ入り，送受信待機の状態となります。

モード 選択の時点で送受信の必要のないときは圓 を入力してＯＰ／Ｍ へ戻ります。

動作モード設定で，ターミナルモードを指定すると×lt ｕrｂｏを端末として他のコンピュ

ータと接続し，操作することができます。

ターミナルモードには，全二重と半二重の２つのモードガあり，次のようなちがいがありま

す。

全二重モード……　このモードでは，キーボード から入力された文字は画面上には出

力されず，受信した内容だけが画面に表示されます。

￥二重モード……　このモードでは，キーボード から入力された内容と，受信内容の

両方が画面に表示されます。

相手の通信万式にあわせて変更します。

ターミナルモードから ＯＰ／Ｍ システムのコマンド待ちの状態に戻るには，

ＩＣＩＢＬＩ十心ＨＡＰＨＩ十ISHI 卜 刊 十[こコ]

の ４つのキーを同時に押します。

動作モード設定でリモートモードを指定すると,×ltｕrに)○をホストマシンとして他のコンピ

ユータガら×ltｕrﾋ⊃○を操作することができます。

リモート モード からＯＰ／Ｍシステムのコマンド 待ちの状態へ戻るには|

じ 旧 し卜 ＩＧＢＡＰＨＩ＋lSHIFT｣ ＋ 匠コ

の４つのキーを同時に押します。
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ＣＭＴコマンドは,ディスクのファイルをカセットテープにセーフしたり,カセットテープのファイ

ルをディスクにセーブするユーティリティプログラムです。

１．ディスクのファイルをカセットにセーブ

ＣＭＴ－ｊ装置名：ディスクファイル名。カセット ファイル名

と入力することにより，ディスクのファイルをカセットテープにセーフすることができます。カセ

ットファイル名は，ディスクファイル名と同じように，ファイル名８文字以内，ファイルの形式３

文字以内でかならず指定してください。もし，カセットファイル名を指定しなかった場合，カセッ

トのファイルを読み込む動作になってしまいます。なお，ディスクのファイルの形式により，カセ

ットテープにセーブされるファイルの形式がちがってきます。

例

例は，ドライブＢにあるＧＡＭＥ．００Ｍファイルを, カセットテープに ＧＡＭＥ．０ＰＭ とい

うフ：フフイル名でセーブしています。

※ディスクのフ：フフイルガ …゙…… ｃｏＭ″ファイルの場合

ディスクのファイルは，カセット テープに機械語形式のファイルとしてセーフされます。

すなわち，セーブされたファイルは，ＩＰＬロードにより直接実行可能になりま可。しかし，

プログラム先頭アドレスおよび実行アドレスは,100H 番地固定となりま迅なぜなら, …゙……

ｃｏＭ″ファイルは，メモリーの100H 番地からロードさ札1DoH 番地より実行されるから

です。

※ディスクのファイルガ …゙…… ○ＯＭ″ファイル以外の場合

ディスクのフニ7フイルは，カセットテープに１ブロック256バイトのブロックごとに，フフスキ

ー形式のファイルとしてセーブされます。（１ブロックごとに，カセットのヘッドを上下さ

せ，テープに記録します）



２。カセット テープのファイルをディスクにセーブ

- … -

と入力することにより，カセットテープのファイルをディスクに指定ファイル名でセーフします。

ディスクにセーブできるカセットテープのファイル形式は,機械語形式とアスキー形式で,×l tｕrbo

付属の ＢＡＳＩＣ １゙)で作成したプログラムが，アスキー形式でセーフさ れていない場合，ＣＭＴ コマ

ンドでディスクにセーブすることはできません。

例

例は，カセ ソヽト テープのファイルをログインディスク（この場合，ドライブＡ）に，ＴＡＰＥ．

００Ｍというファイル名でセーフしています。

※カ セ ット テ ープ のフ ア イル ガ 機 概 語形 式 の 場 合

カセ ット テ ープ の フ：フフイル は ， ディ スク に 機 械語 形 式 のフ ニヌフィ ルと し て セ ーブ さ れ ま す。

ただ し ，プ ロ グ ラ ム 先 頭 アド レ ス およ び 実 行 アド レ ス は無 視 さ れ ま すの で ， ディ スクフ ア

イル名 を …゙ ……ｃ ｏ Ｍ ″と する 場 合, カセ ット テ ープ の フ ニヌフイル のプ ロ グラ ム 先 頭アド レ ス お

よ び 実行 アド レ スは100H 番地 で な け れば なり ま せん 。

※カセ ット テ ープ のフ ニ7フイ ルガ フフス キ ー 形式 の 場 合

カ セット テ ープ のフ ァ イ ル は, デ ィ スク にフフス キ ー 形式 の ファ イルと し てセ ーブ さ れま す。

な お ，１ 行 の終 わり は, Ｃ゙Ｒ ″十 Ｌ゙Ｆ ″(ＯＤ Ｈ,０ＡＨ) の コ ード を送 っ てく ださ い 。×lt ｕr に)○

付 属 の ＢＡＳ１０ で は ， １ 行の 終 わり に は Ｏ゙Ｒ″( ＯＤＨ) の コ ード の み し か送 ら れ ま せ ん。

※1)

×1 七ｕr に)○ 付 属 の ＢＡＳ１０ と は

ＯＺ８ＣＢ０２　０Ｚ８ＦＢ０２

の こ と を 指し ま す 。
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〔例Ｉ　ＣＭＴ コマンド 実行例〕

A 〉CMT DUMP.COM DUMP. ＣＯＭ　コ

ＣＯＭPLE ＴE

Ａ〉ＣＭＴ Ｂ：ＤＥＸ．ＣＯＭ　コ

ＦＯＵＮＤ ＤＵＭＰ

ＣＯＭＰＬＥＴＥ

Ａ 〉Ｂ：ＤＥＸ ＤＵＭＰ

ｅ＠＠ｅ

ｅ＠ｌｅ

ｏｅ ２@

＠ｅ ３ｅ

ｏ＠４ｅ

Ｉ

Ｂ

１

４

Ｄ
1
2
1
2
4
7

ｅ＠９５@ ｅ１

＠＠６ｅ ｅ＠

ｅ ＠７ｅ Ｅ１

Ａ〉

ＣＯＭ .」

ＣＯＭ

５

Ｄ

２
Ｄ

Ｅ

５

５

５

１
ｃ

Ａ
ｃ

３

１

Ｅ

６

２

１

Ｄ
１

３

Ａ
ｇ

Ｄ

２
ｑ

ｃ

０

２

２
ｃ

ｃ

９

３
５

２

１

１

１

Ｄ

３

Ｆ
Ｅ

７

９

＠

Ｅ

＠

＠
ｌ
ｅ

Ｄ

Ｆ

２

１
Ｅ

ｏ

ｌ
ｅ

ｃ

８

７

Ｄ

３

＠
ｌ
ｅ

ｌ

Ｄ

Ｄ

１

９

＠
＠
ｅ

ｏ
ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

＠２

ｃ

１

９

ｅ

２

５

－

９

＠

５

２

ｑ

Ｄ

＠

－

１

１

１

Ｄ

９

５

Ｅ

３

０

Ｅ

Ｏ

Ｃ

Ｆ

Ｃ

３

Ｆ

３

Ｆ
Ｆ

３
Ｄ

Ｉ

Ｆ

Ｆ

Ｉ

＠

８
ｃ

ｃ

ｃ

＠

Ｅ

２

６
Ｄ

Ｉ

Ｂ

９

６

Ｆ

３

Ｅ
ｃ

ｅ

０

０

Ｅ

ｌ
ｅ

Ｄ
ｃ

Ｆ

Ｅ

５

９

＠
8
7
7
8

＠

＠
ｃ

Ｉ

Ｅ
７

１

Ｄ

５

Ｄ

Ｉ

ｃ

３
４

０
ｃ

ｃ

ｃ

＠
D
1
1
1
8
5
F
5
c

＠

＠

５

７

Ｄ

５

６

２

１
１

Ａ

１

５

２
Ｄ

＠

５

５

Ｄ
ｏ

Ｅ
ｅ

ｃ

７

３
Ａ

Ｆ

５

９
Ｅ

Ａ

５
ｃ

Ｄ

０

６
ｃ

ｅ

ｅ

①

②

③
　
2
2
2
1
3
5
1

Ｅ

ｃ

ｏ

ｃ

ｅ

２

ｅ

Ｄ

Ｆ

①ディスクのＤＵＭＰ．００Ｍ をカセットに同じファイル名でセーブします。（この場合，カ

セットテープには機械語形式のファイルがセーブされます。）

②カセットのファイル（ＤＵＭＰ．００Ｍ）を，ディスクのドライブＢにＤＥＸ．００Ｍという

フニフフイル名でセーブします。

③ ＤＥＸ ．ＣＯ Ｍ を 実行 し ，ＤＵＭＰ ．ＣＯ Ｍ ファ イル の16 進コ ード 出力 を し ま す。ＤＥＸ．ＣＯ Ｍ

フ ァ イ ル は，も と も と フ ァ イル の 佃 進コ ード 出 力を する ＤＵ ＭＰ．ＣＯＭ フ ァ イ ル を，デ ィ

スク → カセ ット →デ ィ スク と フ ニヌフイル を う つ し て作 っ た も の で す から ，ＤＥＸ．ＣＯ Ｍ と

ＤＵＭＰ ．ＣＯ Ｍ は 同じ と い え ま す。こ こ で 注 意 する こと は ，デ ィ スク の フ ニ7フイル を カ セッ

ト に う つし ても ，フ ァ イル の 内 容は 全 く 変 化し な いと いう こ と で す。
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〔例２　ＣＭＴ コマンド 実行例〕

Ａ〉ＴＹＰＥ Ｂ：ＡＢＣ．ＸＹＺ Ｊ

Ｎｅｗ Ｐｒｏｄｕｃｔ ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
①

ｌｍａｇｅ ｌｎｐｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ χ１ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ

Ｘ１ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ ＰｅｒｓｏｎａＩ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＴＶｓ

Ｆｅａｔｕｒｅｓ

（１） Ｈｉｇｈ- ｓｐｅｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ｏｆ　ｉｍａｇｅｓ　ｉｎｐｕｔ

（２） Ｎｅｗ ｂｕｉｌｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭＢＬＥ ｃｉｒｃｕｉｔ ｆｏｒ ｓｕｂｔ 】ｅ ｃｏｌｏｒｓ

（３） Ｅａｓｙ ｔｏ ｕｓｅ

Ａ〉ＣＭＴ Ｂ：ＡＢＣ．ＸＹＺ ＡＢＣ．ＸＹＺ Ｊ

ＣＯＭＰＬＥＴＥ

Ａ〉

捕
３
３
羽
９

②

①ＴＹＰＥコマンドで ＡＢＯ．ＸＹＺの内容をタイプフフウトします。

②ドライブＢにあるＡＢ０．ＸＹＺファイルを，カセットに同じファイル名でセーブします。

(この場合，カセットテープにはアスキー形式のファイルでセーブされます。)

wIｒ Ｈ ８@
oPEN ″I″，＃1，″cAs:″

LINP 回 ＃1，Ａs
PRINr MID ｓ(Ａs，IN盾R( Ａｓ,ｃＨＲs(＆ＨＡ))＋1〉

IF INgrR(( Ａs,ｃＨＲs(＆ＨＩＡ))〈〉@ ｎＥＮ ｃＬｏｓＥ ＃1 ELsE G(yr03@

③ここで一度電源を切り，次に×’ltｕrﾋ）○付属のＢＡＳ１０ をロードし，例のようなプロブ

ラムを作ります。ここで行番号40ば ＬＦ″コードを無視して一行を表示し，行番号50は，フ

ァイルの終わり（エンドオブファイル）を調べています。そして先ほどカセットにセーブ

したファイルの先頭にテープを巻き戻し，プロヴう邑を実行しますと，画面に次のように

表示されます。

Ｎｅｗ Ｐｒｏｄｕｃｔ ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌｍａｇｅ ｌｎＰｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｘ１ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ

ＸＩ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＴＶｓ

Ｆｅａｔｕｒｅｓ

（１） Ｈｉｇｈ- ｓｐｅｅｄ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ｏｆ　ｉｍａｇｅｓ　ｉｎｐｕｔ

（２） Ｎｅｗ ｂｕｉｌｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭＢＬＥ ｃｉｒｃｕｉｔ ｆｏｒ ｓｕｂｔｌｅ ｃｏｌｏｒｓ

（３） Ｅａｓｙ ｔｏ ｕｓｅ

以上のようにして,０ＭＴ コマンドで作成したカセットのフフフイルをＢＡＳ１０ のプログラム

で確認することができます。
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〔例３　ＣＭＴ コマンド 実行例〕

ｌｅ ＡＳ=ＣＨＲＳ（＆ｌｌＤ，&ＩＩＡ）

２ｅ ＯＰＥＮ ″Ｏ″，１１，″ＣＡＳ：ＴＥＳＴ ″

３ｅ ＰＲＩＮＴ 蒋１，″Ｎｅｗ Ｐｒｏｄｕｃｔ ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ″；ＡＳ；

４ｅ ＰＲＩＮＴ １１．，ＡＳ；

５ｅ ＰＲＩＮＴ １１，″ｌｍａｇｃ ｌｎｐｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｘｌ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ″；ＡＳ；

６ｅ ＰＲＩＮＴ ｌｌ．，’χＩ Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｌｐｕｔｅｒ ＴＶｓ ″；ＡＳ；

７ｅ ＰＲＩＮＴ ＃１，Ａ拿；

８ｅ ＰＲＩＮＴ ＃１，″Ｆｅａｔｕｒｅｓ″；ＡＳ；

９ｅ ＰＲＩＮＴ ＃１，″（１） ｌｌｉｇｈ- ｓｐｅｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ｏｆ　ｉｍａｇｅｓ　ｉｎｐｕｔ″；ＡＳ；

ｊｅｇ ＰＲＩＮＴ ＃．１，″（２） Ｎｅｗ ｂｕｉｌｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭＢＬＥ，ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｏｒ ｓｕｂｔｌｅ ｃ０１０ｒｓ″；ＡＳ；

１１ｇ ＰＲＩＮＴ １１，″（３） Ｅａｓｙﾋ ｏ ｕｓｅ ″；ＡＳ；　　　 １

１２ｇ ＣＬＯＳＥ Ｉ！

×1 七ｕrｂｏ 付 属 の ＢＡＳ１０ で 上 例 のプ ログ ラ ムを 作り, プロ グ ラ ム を 実 行し ま すと, カ セ ッ

ト テ ープ に フフス キ ー形 式 のフ ァ イ ル が 作成 さ れ ま す。 こ こ で，０ ＨＲＳ（＆ＨＯＤ ，＆ＨＯＡ）は

ＯＰ ／Ｍ の １行 の 終了 を 示 し てお り ，０ＨＲ＄（＆ＨＩＡ ）は，０Ｐ ／Ｍ のフ：7フイ ル の 終わり（ 工

ンド オブ フ ァ イル ） を 示し てい ま す 。

Ａ〉ＣＭＴ Ｂ：ＴＥＳＴ　Ｊ

ＦＯＵＮＤ ＴＥＳＴ

ＣＯＭＰＬＥＴＥ

Ａ〉ＴＹＰＥ Ｂ：ＴＥＳＴＪ

Ｎｅ ｗ Ｐｒ ｏｄｕｃｔ ｌ ｎｆｏｒ ｍａ しｉｏｎ

【 ｍａ

χ.1

①

②

ｇｅ ｌｎｐｕｔ Ｄｅｖｉｃｅ ｆｏｒ しｈｅ Ｘ１ Ｓｅｒｉｅｓ ａｎｄ

Ｔｕｒｂｏ Ｓｅｒｉｅｓ Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ ＴＶｓ

Ｆｅａｔｕｒ ｅｓ

（ ．１） ｌｌｉｇ ｈ－ｓｐｅｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｉ ｎｇ ｏｆ　 ｉｍ８ｇｅｓ　 ｉｎｐｌｌｔ

（ ２） Ｎｅｗ ｂｕｉｌｔ－ｉｎ ＳＣＲＡＭｌｌｌ,Ｅ ｃｉｒｃ ｕｉｔ　 ｆｏｒ ｓｌｌｂｔｌｅ ｃｏｌｏｒｓ

（ ３ ） Ｅａｓｙ ｔｏ ｕｓｅ

Ａ 〉

①セーブしたファイルの先頭にテープを巻き戻し,次にＯＰ／Ｍ を起動し,０ＭＴ コマンドに

より，先ほど作成したカセットファイル Ｔ゙ＥＳＴ″をドライブＢに，同じファイル名でセ

ーフします。

②ＴＹＰＥコマンド により,ディスクにセーブしたファイルの内容を確認します。以上の作業

により，×1 七ｕr･ｂｏ 付属のＢＡＳＩＯで，０Ｐ／Ｍ ファイルを作ることができます。
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ＫＥＹ コマンド は,フアンクションキーに対して文字列を定義したり，フアンクションキーの定義状

態を表示したりします。また， …゙……ＫＥＹ″ファイルからフアンクションキーに定義することもで

きます。

例１

フアンクションキー

の定義状態の表示

例 ２

文 字列の定 義

ＫＥＹ 。」と入力すると，フアンフションキーの定義状態を表示しま可。この例は,０Ｐ／Ｍ 起

動時の定義状態です。

たとえば

A 〉KEY. 」

工．ＤＩＲ@ Ｍ

２，ＳＴＡＴ Ｓ．●＠Ｍ

３，ＰＩＰ

４．ＴＹＰＥ

５，ＳＵＢＭｉＴ

６，ＤＩＲ

７，ＳＴＡＴ

８，ＫＥＹ

９，ＲＥＮ

呪 ＤＤＴ

Ａ〉

１，ＤＩＲ④Ｍ

はフアンクションキー[ET] の定義状態を示しています。

＠Ｍ はぐｎＴＲＯ ＋｢回 ，すなわち←｣の意味です。

また，

６，ＤＩＲ

則 ＳＨＩ卜 り 十匠コ] を押す定義状態を，

０，ＤＤＴ

は卜 日|卜 目 十回 を押す定義状態を表わしています。

KＥＹ－∩，文字列（ｎ＝Ｏ～９）。」

を入力することにより，ファンフションキーに文字列を定義することができます。

例では，ファンクションキー［ﾄﾞｽﾞ］に ＴＩＭＥＯＭを定義しています。なお，設定できる文字

数は巧文字までです。

Ａ 〉Ｋ ＥＹ ５ ，ＴＩＭＥ＠Ｍ ．」

Ａ〉ＫＥＹ

１，ＤＩＲ@ Ｍ

２．ｓＴＡＴ ｓ．●唖Ｍ

３，ＰＩＰ

４, ＴＹＰＥ

５，ＴＩＭＥ＠Ｍ

６，ＤＩＲ

７，ｓＴＡＴ

８, ＫＥＹ

９，ＲＥＮ

ｅ，ＤＤＴ

Ａ〉

119



この例では,ＤＩＲ　ＤＵＭＰ．＊　Ｊを先行キーバツフアに書き込み,ＫＥＹコマンド 終了後，

予約した文字列を出力しています。

ＫＥＹコマンドでは，ディスクの …゙…… ＫＥＹ″フアイルガらフアンクションキーに文字列

を定義することができます。

①は,ＥＤコマンドで作成したＥＸＫ．ＫＥＹファイルの内

容をＴＹＰＥコマンド でリスト アウトしたものです。(フ

ァイル名のエクステンションはかならず Ｋ゙ＥＹ″としま

す。)

ここでは[Eｺ] を ＴＩＭＥ，[ピ]と]を ＥＤ，そして，先行キ

ーバッファにＫＥＹ Ｊを定義しています。

ＥＸＫ．ＫＥＹをＫＥＹコマンドで実行したのが②で可。文

字列の定義を行なってから,先行キーバッファに予約して

いた文字列を出力しています。

ＡＳＭＣＯＭ ：　ＤＵＭＰ

②

Ａ 〉ＫＥＹ

１ ，ＴＩ ＭＥ

２ ．ＥＤ

３ ，ＰＩ Ｐ

４ ．ＴＹＰＥ

５ ，ＳＵＢＭＩＴ

６ ，ＤＩＲ

７ ，ＳＴＡＴ

８ ，ＫＥＹ

９ ，ＲＥＮ

＠．ＤＤＴ

Ａ〉

フアンクションキーの状態は，画面の最下行に表示させたり表示させなかったりすることが

できます。通常は表示させるモードになっています。（第８章「コントロールコードとエスケ

ープシーケンス」を参照してください｡）

Ａ〉ＫＥＹ ＥＸＫ

120

例 ３

先行 キーバツフ ア

への予 約

例４

ファイルからの

文字列の定義

ＫＥＹ－＊，文字列｡」

と入力することにより，63 文字分の先行キーバツフアヘの書き込みができます。

Ａ〉ＫＥＹ ＊，ＤＩＲ ＤＵＭＰ．＊＠Ｍ

Ａ〉ＤＩＲ ＤＵＭＰ．＊

Ａ：　ＤＵＭＰ

Ａ〉
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一 一 一 一

ＴＩＭＥコマンドは，Xlt ｕrbo 内蔵の時計の内容をコンソール画面に表示したり，データを設定す

るときに使います。

ＴＩＭＥ の実行

データ設定方法

ＴＩＭＥ ←ｊと入力すると，年，月，日，曜日，時，分，秒の順に表示されます。

Ａ〉ＴＩＭＥ Ｊ

８６/e3/@1 sAT 11:3@:15
于 な ‰ 。

－

例では，86年 ３月１日土曜日，11時30分15秒を表わしています。

データの設定方法として３通りの方法があります。

それぞれ，ＴＩＭＥと入力して，１つスペースをあけてから

① 年，月，日，時，分，秒を入力して に を押します。（曜日は自動的に設定されます。）

② 年，月，日を入力して に を押します。（曜日は自動的に設定されます。）

③ 時，分，秒を入力し 。」 を押します。

データは Ｙ゙Ｙ／ＭＭ／ＤＤ１_．ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ″の書式で入力します。

例えば，86年 ３月１日土曜日，11 時30分15秒は，86/03/01U｣11:30:15 となります。

上の設定方法のうち①と ③は時間設定のタイミングを測るために，

←」を押すと

Hit ａｎｙ keｙ ｔｏ ｓｅt tｉｍｅ

と表示されます。ここで何かキーを押した瞬間に指定した時間が設定されます。

キーを入力すると，

＿　

Datａ ｓｅｔ OK

と表示されます。
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①年，月，日，時，分，秒を設定する例

A〉TIME 86/g3/e1 11:49:3e JHit 

ａｎｙ keｙ tｏ ｓｅｔ tｉｍｅ

Ｄａtａ ｓｅtOK

A〉

② 年 ， 月 ，日 を設 定 す る 例

Ａ〉ＴＩＭＥ ８６/@3/ｅ１ ＪＡＥ 二 響 ＼

Ａ〉

③ 時， 分 ， 秒 を 設 定す る 例

A 〉TIME 11:5@:2@ Ｊ

Ｈｉt ａｎｙ ke ｙ t ｏ ｓｅｔ t ｉｍｅ

Ｄａtａ ｓｅｔ ＯＫ

Ａ〉

秒データの入力は省略することができます。この場合，秒データは00 にセットされます。

A 〉TIME 12: ＠1J

Hit ａｎｙ ke ｙ t ｏ ｓｅｔ t ｉｍｅ

Ｄａtａ ｓｅt OK

A 〉

設定データがまちがえていると，次のようにエラー表示されます。再度，正しいデータを入

力してください。

A 〉ＴＩＭＥ ８６/3/1 J

ln ｖaild fo ｒｍａｔ ｏｒ p8 ｒａｍｅtｅｒ

Ａ〉

左の例では,86/03/01 と入力するところを86/3/1

と入力しているために，エラーとなっています。



第８章

コントロールコードとエスケープシーケンス
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-

１

一 一

コントロールコードあるいはエスケープシーケンスを画面に対して出力することにより画面の制御

を行なうことができます(通常プログラム中でのみ使用可能です)。

コントロールコード ………アスキーコードのうち，文字を表わすコード以外に各種コントロ

ールを割りつけたもの。

エスヶ一プシーヶンス……各種のコントロ ールをエスヶ一プコード（ＩＢＨ）と他の文字を組

み合わせることによって表わしたもの。

使用例

コントロールコードとエスケープシーケンスを利用するには,各コードをＣＲＴ：のデバイス

に出力するか，コンソールに直接出力する必要があります。

システムコールを使用してコンソールに各コードを出力する例を以下にあげます。(

システムコールについては第９章を参照してください｡)

(1)コ ント ロ づ レコ ード でビ ーフ 音を出 す場合

ＯＲＧ　　１００Ｈ

ＭＶＩ

ＭＶ１

０ＡＬＬ

ＭＶ１

０ＡＬＬ

０ ，

Ｅ ，

５Ｈ

０ ，

５Ｈ

2

07Ｈ

０

コンソールにコントロールコードのアＨ を

出力しま可

システムリセット を行ないプロンプト 表示

に戻ります
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(2)エスケープシーケンスでフアンクションキーの表示を消す場合

ＯＲＧ　　100Ｈ

Ｍ ＶＩ

Ｍ ＶＩ

ＯＡＬＬ

Ｍ ＶＩ

Ｍ Ｖ１

０ＡＬＬ

Ｍ ＶＩ

ＯＡＬＬ

０，２

Ｅ，ＩＢＨ

５Ｈ

コンソールにエスヶ－プコード（ＩＢＨ）を

出力します

0 ，

Ｅ ，5

Ｈ

V　　　I

コンソールにf(66H) を出力します

０，０

５Ｈ

システムリセットを行ないプロンプト 表示

に戻ります



２　コントロールコード

コント ロールコードを使用して，カーソルを移動したりビーフ音を出したり することができます。

これらのコードをディスプレイ装置に出力すれば，画面制御等を行なえます。

内　　　　　 容 �
コード(

ＨＥＸ)

ビ ーフ音を出します �Oｱ Ｈ

カーソルを１つ前にもどします �08H

改行します � ＯＡＨ

カーソルを画面左上端へ移します � ＯＢＨ

テキスト 画面をクリアします �００Ｈ

復帰します（リターンキーと同じ機能） � ＯＤＨ

グラフィック画面をクリアします � 巧日

グラフィック画面とテキスト 画面をクリフフします �１６Ｈ

エスケープシーケンスコード ※ �ＩＢＨ

カーソルを次へ移動します �１０Ｈ

カーソルを１つ前にもどします �ＩＤＨ

カーソルを上へ移動します � ＩＥＨ

カーソルを下へ移動します �ＩＦＨ

※注　エスケープシーケンスは，エスケープコード（ＩＢＨ）の後に続けてコードを送ること

によって様々な機能を実行させることができます。
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tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ では，エスケープシーケンスで以下のような特有の機能ガサポートされています。

�内　　　　容 �
ＥＳＣに続く文字

��１� ２ � ３ � ４
�

●● ●● ● ●

１ �テキスト画面のクリフフ �＊

２ �カーソル以下の一行クリフフ �丁

３ �カーソル以下の画面クリア �Ｙ

４ �カーソルを表示させるモード �Ｂ

５ �カーソルを表示しないモード �ﾋ）

６ �カーソルのダイレクト指定
�
一一

� Ｙ � ×

フ �現在のカーソル位置をかえします �？

８ �文字の反転　ＯＮ �（

９ �文字の反転　ＯＦＦ �）

10 �文字のブリンク　ＯＮ �｛

11 �文字のブリンク　ＯＦＦ �｝

12 �横倍　ＯＮ �く

13 �横倍　ＯＦＦ �＞

佃 �縦倍　ＯＮ �∧

15 �縦倍　ＯＦＦ �-

16 �カラー　Ｏ（黒） �０

17 � １（青） �１

18 � ２（赤） �２

句 � ３（マゼンタ） �３

20 � ４（緑） �４

21 � ５（シフフン） �５

22 � ６（黄） �６

23 � ７（白） �フ

24 �パレットの設定 �Ｐ �H10～ｱ �o
昌

25 �フアンクションキーを表示させるモード �Ｆ

26 �フフフンクシヨンキーを表示しないモード �デ

27 �キーの先行入力不可のモード �＋

28 �キーの先行入力可のモード �-

29 �非漢字モード �Ｕ � ０

30 �漢字モード �Ｕ � １

31 �ＲＯＭキヤラクターゼネレータモード �］

32 �ＲＡＭキヤラクターゼネレータモード �［



�内　　　　容 �
ＥＳＣに続く文字

��１� ２ � ３ � ４
�

● ● ●● ●●

33 �ＲＯＭキヤラクターゼネレータの内容をかえします(8×8フォント) �Ｃ � ０ �匹
34 �ＲＡＭキヤラクターゼネレータの内容をかえします �Ｃ � １ �匹
35 �ＲＯＭキヤラクターゼネレータの内容をかえします(16×8フォント) �Ｃ � ２ �o椚尚=

36 �ユーザーキャラクターの定義 �Ｄ �よ 石= �HIHI ��卜も4H24

37 �画面モードの初期化 �ｊ

38 �行，解像度の設定（25行・200ライン） �Ｖ � ０

39 �(12 行・個2ライン) �Ｖ � １

40 �(20 行・グラフィック表示不可) �Ｖ � ２

41 �(10 行・グラフィック表示不可) �Ｖ � ３

42 �(25 行・400ライン) �Ｖ � ４

43 � （12行・384ライン）　　　　　　　　　　 ・�Ｖ � ５

44 �指定されたグラフィック位置に点を表示　　　　　　　　　　 １�Ｓ �HIHIHI000～27F �H2H2H2000～18F
�
む7

45 �指定されたグラフィック位置の色データをかえします �Ｇ �　HIHIH1000
～27F �　H2H2H2000～18F

46 �プライオリティの設定　　　　　　　　　　　　　　　　　 。�ｐ �匹
47 �スクリーンモードの変更（ＧＲＡＭＯ：表示用・書き込み用）　　j爽�Ｖ � ０

48 �( ＧＲＡＭＯ：表示用，ＧＲＡＭ仁 書き込み用) �Ｖ � １

49 �( ＯＲＡＭ仁 表示用，ＧＲＡＭＯ二書き込み用) �Ｖ � ２

50 � （ＧＲＡＭ仁 表示用・書き込み用）　　　　　 ，嗚�Ｖ � ３

51 �ＫＥＹクリックＯＮ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 爾�Ｋ

52 �ＫＥＹクリックＯＦＦ �ｋ

53 �サウンドゼネレータにデータを書きます �Ｗ �o憚 �o峡詠=

54 �サウンドゼネレータのレジスタの内容をかえします �Ｒ �o憚
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４∇エスケープシーケンス詳細

エスケープシーケンスとは，エスケープコード（ＩＢＨ）の後に続くあるコードをコンソールに送る

ことにより， 特定の機能を実行させることをいいます。

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ には様々なエスケープシーケンスが用意してあり，×l t ｕrbo の機能を十分に活

用することができます。以下，各エスケープシーケンスについて説明します。

〈表の見万〉

Ｈ はＯ～Ｆ までの16進数を表杓しており,ｈはその数字に対する ＡＳＯＩＩコードを表現しています｡な

お，この部分は各種コントロールを行なう際に使われる数値変数を表わしています。

対応表

謁進数字 �０　　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　Ａ　 Ｂ　 Ｃ　 Ｄ　 Ｅ　 Ｆ

フフスキーコード �30H 31H 32H 33H 34H 35H 36H 37H 38H 39H 剖H 42H 43H 44H 45H 46H

例　Ｈ が数字の９であればそれに対応するｈは39H で表わされます。

�エスケープコード �16 進コード � 機　　　　能

１ �ＥＳＣ ＊ �ＩＢＨ ２ＡＨ �●画面をすべてクＵﾌﾌし ます。カーソルは画面左上隅に移動しま可。

２ �ＥＳＯ Ｔ �IBH 54H �●カーソルのイ立置から右 竹万をクリアします。

●カーソルの位置は変化しません。

３ �ＥＳＯ Ｙ �IBH 59H �●カーソルの位置から画面右下端までクＵﾌﾌし ます。

●カーソルの位置は変化しません。

４ �ＥＳＣ Ｂ �IBH 42H �●カーソルを表示させるモードにします。

５ �ＥＳＯｂ �IBH 62H �●カーソルを表示しないモードにします。

６ �ＥＳＣ ＝Ｙ Ｘ �ＩＢＨ ３ＤＨ

ｙｘ �
●カーソルをＹ行×桁の位置まで移動します。

●一番上の行を第Ｏ行，左端の桁を第０桁とします。

●X，y には，実際の行数，桁数に20H を加えた値を設定します。　

たとえば，カーソルをＹ＝５行，×＝13桁へと移動させるには　y

＝05H 十20H＝25H，x＝ODH 十20H＝2DH とします。

７ �ＥＳＯ ？ �ＩＢＨ ３ＦＨ �●キー入カバッファをクリフフした後，現在のカーソルイ立置を，キー入カ

バッファの最初の２バイトに書き込みます。

●１バイト目が行数，２バイト目が桁数を表杓し，データは実際の行数，

桁数に20日を加えた値となっています。たとえば，カーソルが10行，

25桁にあるとき，このコードを出力すれば，キー入カバッファには，

０ＡＨ＋２０Ｈ＝２ＡＨ，句Ｈ十20H＝39日か書き込まれます。　(

ダイレフトカーソルアドレシンブの座標の項を参照してください｡)

８ �ＥＳＯ（ �IBH 28H �●又字表示モード を，リバースモードにしま璋。

●このコードが出力された後の表示文字は反転文字で表示されま可。

９ �ＥＳＯ ） �ＩＢＨ ２９Ｈ �●Ｕバースモード をノーマルモードにし豚可‾。

●このコードが出力された後の表示文字は標準文字で表示されます。
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�エスケープコード�16 進コード � 機　　　　能

10 �ＥＳＯ｛ �IBH Z8H �●文字表示モードをブラッシングモード（標準文字と反転文字を交互に

繰り返す）にします。

●このコードガ出力されたあとの表示文字はフラッシンブします。

11 �ＥＳＯ ｝ �ＩＢＨ ＺＤＨ �●ブラッシングモードをノーマルモードにします。

●このコードが出力されたあとの表示文字はブラッシングしない文字です。

12 �ＥＳＯ ＜ �ＩＢＨ ３ＣＨ �●表示文字の大きさを水平２倍文字にします。

●このコードガ出力された後の文字は水平２倍文字となります。

●表示文字はかならず偶数桁から出力し，次の桁も同じ文字にしてくだ

さい。一行中にノーマル文字があつてもかまいません。

●横倍文字の表示方法　

ＥＳＯくのコードを出力した後，　　　　　　　　　

テキストメモリ　　　　　　　　表示画面

����Ａ�Ａ ��f='i
���‾t‾‾‾‾‾‾に‾

テキスト　 テキスト
偶数桁　　 奇数桁

13 �ＥＳＯ ＞ �ＩＢＨ ３ＥＨ �●水平２倍文字モードをノーマル文字モードにします。

●このコードが出力された後の表示文字は標準文字となります。
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130

14

15

エスケープコード

－

ＥＳＯ 八

ＥＳＯ ＿

16 進 コ ード
－

ＩＢＨ ５ＥＨ

ＩＢＨ ５ＦＨ

機　　　　 能

●表示文字の大きさを垂直２倍文字にします。

●このコードが出力された後，同じ桁２行に同じ文字を出力すれば，垂

直２倍文字となります。

●表示文字の２行中に，ノーマル文字および水平２倍文字があってはな

りません。

したがって，垂直２倍文字を表示するにあたって，ＥＳＯ∧のコードを

送った後，文字を表示する２行全体にわたってあらかじめスペースコ

ードを書く必要があります。

●表示できない文字の組み合せ

剛

(2)

G ）

垂直２倍文字表示桁にノーマル文字がある場合。

２倍文字表示桁に水平２倍文字がある場

垂直 ２倍 文 字を １ 行 ずら し て 表 示 する 場 合

●縦倍文字の表示方法

ＥＳＯ∧のコードを出力した後

Ｏ桁　　　テキストメモリー
↓

ＳＰ �ＳＰ �ＳＰ ���‥心 ‥ ��ＳＰ �ＳＰ

ＳＰ �ＳＰ �ＳＰ
���二二

��ＳＰ �ＳＰ

←∩行

←(ｎ＋1) 行

※垂 直 ２ 倍文 字 を 表 示 する 行 全 体に スペ ー ス（ＳＰ ）コ ード を 書き ま す。

テ キ スト メモリ ー 一
Ａ

Ｈ

」

●垂直２倍文字モードをノーマル文字モードにしま可。

●このコードガ出力された後の表示文字は標準文字となります。



�エスケープコード �16進コード � 機　　　　能

16

S

23 �

ＥＳＯ Ｏ～ｱ �IBH 30H～37H �●キャラクターカラーをセットします。

●このコードが出力された後の表示文字は指定したカラーで表示されま

す。カラーコードは次の通りです。

����カラーコード� 詣進コード � 色

����０ �30H � 黒

����１ �31H � 青

����２ �32H � 赤

����３ �33H � マゼンタ

����４ �34H � 緑

����５ �35H � シアン

����６ �36H � 黄

����フ �3ZH � 白

24 �ＥＳＯ Ｐ ＨＩ Ｈ２�IBH 50H hl h2�●パレットコードHI(O ～7)で指定されるパレットに，カラーコードH2　

(O～ｱ) で指定されるカラーを設定します。すなわち，基本色の番号

がHI ，実際に表示したい色の番号が日2となります。

25 �ＥＳＯＦ �IBH 46H �●画面最下行に,フアンクションキーの状態を表示するモードにします。

26 �ＥＳＣ ｆ �IBH 66H �●画面最下行に，フアンクションキーの状態を表示しないモードにしま

す。

27 �ＥＳＣ 十 �ＩＢＨ ２ＢＨ �●キーの先行入力（他の処理を行なっている間にキー入力すること）を

受けつけないモードにします。

28 �ＥＳＯ － �ＩＢＨ ２ＤＨ �●キーの先行入力を受けつけるモードにします。　

※初期設定では，ＥＳＯ十のモードになっています。ＥＳＯ－のモード

は，先行キー入力を正しく保っていたいときに使用します。ただし

画面出力の一時停止機能は動ｲ乍しません。

29 �ＥＳＣ Ｕ Ｏ �IBH 55H 30H �●表示文字のタイプを設定します。（ＢＡＳＩＯのＫＭＯＤＥＯ）

●１バイトコード文字（半角文字）が表示可能になります。

30 �ＥＳＯＵ Ｉ �IBH 55H 31H �●表示文字のタイプを設定します。（ＢＡＳＩＯのＫＭＯＤＥＩ）

●２バイトコード文字（全角文字）と半角文字（セミブラフィツク文字

を除く）が表示可能になります。

31 �ＥＳＯ ］ �ＩＢＨ ５ＤＨ �●文字表示モードをＲＯＭキャラクターゼネレータモードにします。

●このモードガ出力された後の表示文字は，通常の文字（ＲＯＭギャラ

クターゼネレータの文字）になります。

32 �ＥＳＯ［ �ＩＢＨ ５ＢＨ �●文字表示モードをＲＡＭギャラクターゼネレータにします。

●このコードが出力された後の表示文字は，あらかじめ定義されたユー

ザー定義キャラクターとなります。
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�エスケープコード �16 進コード � 機　　　　 能

33 �ESC C O HIH1 �IBH 43H 30Hhlh1�●キ ー入 カ バッ フ ァ を クＵﾌﾌ し た 後, キャ ラ クタ ーコ ードHIHI の ＲＯ Ｍ

キャ ラ クタ ーゼ ネレ ータ の デ ータ ８／Ｎイト （8 ×8 フ ォ ント ） を ， キ ー

入力 バッ フ ァ の 最 初 がら 謁バ イト に 書き 込 み ま す。 デ ータ は す べ て 謁

進 数字 で 与えら れ ま す。

34 �ESC01 HIHI �IBH 43H 31Hhlh1�●キ ー 入カ ガバ ツフ アをクリ フフし た 後, キヤラ クタ ーコ ード ト十日Iの ＲＡＭ

キ ヤラ ク タ ー ゼ ネレ ータ の デ ータ24 バ イト を ， 単 一 入力 バ ツ フ フフの 最

初 がら48 バイト ロ 書き 込 み ま す。

● 青 の デ ータ が 最 初 の化 バ イト ， 次 の 謁 バ イト ガ 赤 の デ ータ ， 最 後の16　

バ イト 万 緑の デ ータ と な っ てお り ， デ ータ は す べ て 化 進数 字 で 与えら

れ ま す。

35 �ESC02 HIH1 �IBH 43H 32Hh

詣1 �

●キー入力バッファをクリアした後,ギャラクターコードトhHIのＲＯＭ

ギャラクターゼネレータのデータ謁バイト（謁×８フォント）を，キ

一入力バッファの最初がら32バイトロ書き込みます。データはすべて

16進数字で与えられま可。

36 �ESC DHH HIHI-

‥H24H24 �IBH 4

∠IHhh hlhl

…h24h24 �

●ＲＡＭ キ ャラ フ タ ーゼ ネレ ータ の キ ャラ ク タ ー コ ード ＨＨ に， ユ ー ザ

ーキ ャ ラフ タ ーを 定 義し ま す。 デ ータ 入 力 は 次の よ う にし ま す。

����Ｈ,Ｈ， �������ＨoＨ。 ����卜, Ｈ,，

����Ｈ,Ｈ， �������Ｈ,｡Ｈ,。 ����Ｈ,,Ｈ,，

���　　　　

キ ャラ ク タ ーコ ード 日 日

���①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ����

皿 二 丁 ¬→18

�����一

一

一 一

�is�

�-
�?IIJ，

������｜�圃 �■ �■ �III��-�
→ZE

→42

→42

→42

→00

������Ｉ ����■

������■ ����■

����������｜

���例えば，図のような白色の文字をキャラクターコード副Ｈに

定義するには，

ＥＳＯ　Ｄ 副　18　24　42　7E　∠12　42　42　00　　　　　　　　　

謁　24　42　7E　42　42　42　00　　　　　　　　　18　24　42　yE

42　42　42　00

という文字を出力し原可。
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�エスケープコード �16 進コード � 機　　　　能

37 �ＥＳＣ Ｉ �ＩＢＨ ４９Ｈ �●×1 七UrbO を初期状態に戻します｡すなわち,次のことを行ないます。

①　ＣＯＬＯＲ７（白）に設定します。　　

②　フフトリビュートを０７（ＲＯＭキヤラクターゼネレータ，標準サ

イズ）に設定します。　　

③　パレットコードをすべて黒に設定します。　　

④　テキスト画面をグラフィック画面に対し,最優先に設定します。

⑤　サウンドをＯＦＦにします。　　

⑥　キーのクリックをＯＮにしま可。　　

⑦　カーソルを表示させます。　　

⑧　フアンクシヨンキーの状態を最下行に表示します。

38

S

43 �

ＥＳＯ Ｖ Ｏ～５ �IBH 56H30H

～35H �

●テキスト画面に表示する文字の行数と，グラフィック画面の解像度を

設定します。

����続く文字�テキスト画面 �グラフィック画面

����０ �25 行 �200ライン

����１ �12 行 � 句2ライン

����２ �20 行 �表示不可能

����３ �10 行 �表示不可能

����４ �25 行 �400ライン

����５ �12 行 �384ライン

���テキスト画面を10行か20行に設定した場合，グラフィック画面を使用

可ることはできません。また10行の指定は標準ディスプレイモードの

場合のみ使用可能です。解像度はその時のＲＥＳＯＬＵＴＩＯＮスイッ

チの状態によります。

44 �ＥＳＣ Ｓ

ＨＩＨ,ＨＩ

Ｈ２Ｈ２Ｈ２

Ｈ３ �IBH 53Hhlhlhlh2h2h2h3�

●グラフィック画面に点を表示しま可。

●×座標をＨＩＨＩＨＩ，Ｙ座標をH2H2H2 ，パレットコードをH3 の16進数

字で与えます。　

値のとりうる範囲は，　HIHIHI

が000H～27FH　 （O～639）　H2H2H2

が000H～18FH　 （O～399）　H3　　

が　　OH～7H　　（O～Z）　

となります。　

注）初期状態では，パレットがすべて黒に設定されグラフィック画面

が表示されません。表示のためにはパレット（ＥＳＯＰ Ｈ１卜H2）

を設定する必要があります。

∠巧 �ＥＳＣ Ｇ

ＨＩＨ,ＨＩ

Ｈ２Ｈ２Ｈ２ �IBH 4ZHhlhlh

，h2h2h2 �

●キー入カバッフアをクリフフした後，座標（Hj 十卜仏H2H2H2 ）にあ

る画面の点のパレットコードを最初の１バイトに書き込みます。デー

タは可べて化進数字で与えられます。
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�エスケープコード�16 進コード � 機　　　　 能

46 �ＥＳＯ ｐ Ｈ
ＩＨ１ �IBHZOH hlh1 �　テキスト画面のグラフィック画面に対する優先順ｲ立を設定します｡Ｈ に

は,ＡＳＯＩＩ文字のＯ～９およびＡ～Ｆ が入り, 化進数字を構成します。

よって，ＨＨ の２バイト で００Ｈ～ＦＦＨまでの数字で表わします。

●優先順位の設定は，次のビットパターンに従って行ないます。　　

ビット　　 ア　６　５　４　３　２　１　０

�����白 �黄 ��

－フ

フフ
ン �
緑 �

マ
ゼ
ン
タ �

赤 �青 �黒

���０のとき　テキスト優先

１のとき　グラフィック優先

47

S

50 �

ＥＳＯ ＶＯ～３ �IBH 56H30H

～33H �

●グラフィック画面の解像度が200 ラインか192 ラインの場合のみ，２

つのグラフィックＲＡＭ（ＧＲＡＭＯと１）を表示用か，書き込み用方

に指定できます。

����Ｖの値���表　示 ����書き込み

����０

１

２

３ ���

ＧＲＡＭＯ

ＯＲＡＭＯ

ＯＲＡＭＩ

ＯＲＡＭＩ ����

ＯＲＡＭＯ

ＧＲＡＭＩ

ＧＲＡＭＯ

ＧＲＡＭＩ

���例えば，Ｖ＝１の場合，画面には，０ＲＡＭＯの内容が表示され，グラフ

ィックに対して書き込みを行なった場合,ＧＲＡＭ判こ書き込まれます。

51 �ＥＳＣ Ｋ �ＩＢＨ ４ＢＨ �●キーのクリツク音を出すモードにします。

●このコード が出力された後，キーボードのキーを押すと「クＵツ」と

いう音が出ます。

52 �ＥＳＣ ｋ �ＩＢＨ ６ＢＨ �●キーのクリツク音を出さないモード にします。
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�エスケープコード�16 進コード � 機　　　　能

53�ESOW HIH,H2 �IBH 57H hl h2h2　　　

ｨ･･I

S �
●サウンドゼネレータに，データを書き込み，音を出します。 H1にレジス

タ番号，H2H2 にデータを、16進数で書きます。　

サウンドゼネレータ用LSI(AY 38910) へ直接データを送りこむことに

よって音を出します。　

下の図でレジスターとデータとの関係を示します。

����レジスタ
番　 号

�
よ く

��
７ �６ ��５ �４ �３ �２ �１ �０

����０ �ﾁｬﾝﾈﾙA の周波数

(音程) ��

８ビット　　ＦＴＡ

����１ ��� 未　使　用 �����４ビットＯＴＡ

����２ �ﾁｬﾝﾈﾙB の周波数

(音程) ��

８ビット　　ＦＴＢ

����３ ��� 未　使　用 �����４ビットＯＴＢ

����４ �ﾁｬﾝﾈﾙC の周波数

(音程) ��

８ビット　　ＦＴＯ

����５ ��� 未　使　用 �����４ビットＯＴＯ

����６ �ノ イズの周波数 �� 未使用 ����５ビット データ

����ア �チャンネルの設定 ��ＩＮ／ＯＵＴ ���ノ イ ズ ���ト ー ン
�������|ＯＢ�ｊＯＡ ��Ｃ �Ｂ �Ａ �Ｃ �Ｂ � Ａ

����８ �チャンネルA の音量��未　使　用 ����Ｍ�L3 �し2 �LI �LO

����９ �チャンネルB の音量��未　使　用 ����Ｍ�L3 �L2 �LI �LO

����Ａ �チャンネル○の音量 ��未　使　用 ����Ｍ�L3 �L2 �LI �LO

����Ｂ �
エンベロープ周期 ��

８ビット　　ＣＴ

����Ｃ ��� ８ビット　　ＦＴ

����Ｄ �エンベロープ形状 �� 未　使　 用 �����E3 �E2 �EI �EO

����Ｅ �|/ ○ポ ート Ａ ※ �� ８ビット（ジョイスティック１）

����Ｆ �|/ ○ポ ート Ｂ ※ �� ８ビット（ジョイスティック２）

���※

����レジスターフのD7��レジスターフのD6 ��� 内　　　　　 容

����０

０

１

１ ��

０

１

０

１ ���

ポ ート Ａ，ポートＢ共に出 力

ポート Ａは出力，ポート Ｂは入力

ポート Ａは入力，ポートＢは出力

ポート Ａ， ポート Ｂ共に出力

54 �ＥＳＯ Ｒ ＨＩ �IBH 52H h1 �●キー入カバッファをクリアした後，サウンドゼネレータのレジスタH1　

のデータ内容をキー入カバッファの最初から２バイトに書き込みます。

データはすべて16進数字で与えられます。

135



■ダイレクトカーソルアドレシングの座標

(ＥＳＣ＝，ＥＳＣ ？使用時)

136

χ，Ｙ �
コ　 ー　ド ��

χ，Ｙ �
コ　 ー　ド ��

χ，Ｙ �
コ　 ー　ド

�フフスキー文字�詣進コード ��アスキー文字�謁進コード ��フフスキ ー文字 �16進コード

０

１

２

３

４

５

６

ア

８

９

佃

竹

匈

13

傾

巧

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26 �SP

（ｽﾍﾟｰｽ）

／　　

＃　　

＄　　

％　　

＆　　

▼　　

（　　

）　　

＊　　

＋　　

－　　

／　　

０　　

１　　

２　　

３　　

４　　

５　　

６　　

７　　

８　　

９ �20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H2AH2BH2CH2DH2EH2FH30H31H32H33H34H35H36H37H38H39H3AH�272829303132333435363ｱ383940

副42434445464ｱ484950515253�

＜

一一

＞

？

④

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

《

し

Ｍ

Ｎ

○

Ｐ

Ｏ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ �

３ＢＨ

３０Ｈ

３Ｄ日

３ＥＨ

３ＦＨ

４０Ｈ

剖日42H43H44H45H

祁Ｈ

∠|ｱH48

日49

日

４ＡＨ

４ＢＨ

４０Ｈ

４Ｄ日4EH4FH50H51H52H53

日54

日55H�545556575859606162636465666ｧ6869ZOｧIZ27374

乃ｧ6ｧﾌﾌ879�

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ　

［

￥

］

∧

－

ａﾋ

）

Ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

巳

ｈ

ｉ

Ｊ

ｋ

ｌ

ｍ

∩

○ �56H57H58H59H5AH5BH50

日

５ＤＨ

５ＥＨ

５ＦＨ

６０日61H62

日63H64

日65

日66H6ZH68

日

６９Ｈ

６ＡＨ

６ＢＨ

６０Ｈ

６ＤＨ

６ＥＨ

６ＦＨ



第９章

システムコール





１

システムコールとは，ファンクションコールとも呼ぱれ，ＣＰ／Ｍ システムカザフルーチンとしても

っている各周辺機器との入出力や，ディスク上にあるファイル操作などの機能を，ユーザープログ

ラムで利用して行なうことです。このシステムコールを利用すると ＣＰ／Ｍ システムを利用してのプ

ログラム作成の負担が軽＜なり ，各プログラム同の互換性が保てるよう になります。

本 ＣＰ／Ｍ システムでは39個のシステムコールガ使用できます。

システムコールの

基本的な使用方法

サンプルプログラム

入

力 �

入力パラメータガ

１バイトのとき �

ＭＶ１　０，ファンクションＮＯ．　　　　　　　(

ファンクション ＮＯ．を○レジスタにロード)

ＭＶＩ　Ｅ，入力パラメータ　　　　　　　(

入力パラメータをＥレジスタにロード)

ＯＡＬＬ　０００５Ｈ　　　　　　　(

ＢＤＯＳ ジャンプベクトルが格納されている　

0005H をコ ール)

�入力パラメータガ

２バイトのとき �

ＭＶ１　０，ファンクション ＮＯ．

ＬＸＩ　Ｄ，入力パラメータ　　　　　　　(

入力パラメータをＤＥレジスタにロード)

ＯＡＬＬ　０００５Ｈ

出

力 �

出力パラメータガ

１バイト のとき �
Ａレジスタに格納されます

�出力パラメータか

２バイト のとき �
ＨＬレジスタに格納されます

※出力に際しては，他のレジスタガ破壊されることがあります。

具体的なシステムコールの利用方法としてシステムコールＮ０.6とシステムコールＮ０.15に

ついてサンプルプログラムを示します。

①システムコール　Ｎ０．６

ＯＲＧ

Ｉ ＮＰＵＴ　　 ＭＶＩ　

ＭＶＩ　

ＣＡＬＬ

ＣＰＩ　

ＪＺ

ＭＶＩ　

ＭＯＶ　

ＣＡＬＬ

Ｊ ＭＰ　

ＥＮ．Ｄ

1e ＠H
c ，＠6HE.

＠FFH

＠e＠5H19H

＠＠＠eHc

，＠6HE.A

e＠＠5HINPu
Ｔ

コンソール(ｃｏＮ：)からの入力指定

『------･こTRCI ＋已 が入力さｎ６と終了し'ｃｃＰｙＭ

システム|こ戻ります。

Ａレジスタに格納されている文字をコンソール(
ｃｏＮ：)へ出力指定

ループ

このプログラムを実行するとキーボード から入力された文字がＯＲＴディスプレイ上に出

力されり ＣＴＲＯ ＋回 を入力すると終了します。
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②システムコールＮＯ．巧

まず，ＤＩＲを実行すると次のように画面上にリストフフウトされます。

Ａ 〉ＤＩＲ

Ａ：　 ＭＯＶＣＰＭ

Ａ：　 ＰＩ Ｐ

Ａ：　 ＤＤＴ

Ａ：　 ＸＳＵＢ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＰ Ｍ５６

ＥＤ

：　 ＤＵ ＭＰ

ＣＯＭ ：　ＦＯＲＭＡＴ

Ａ：　ＤＩＣＣＯＰＹ　 ＣＯＭ ：　ＤＩＣＳＥＴ

Ａ：　ＨＤＢＡＣＫＵＰ ＣＯＭ ：　ＨＤＯＦＦ

Ａ：　ＫＥＹ　　　　 ＣＯＭ ： ＴＩＭＥ

Ａ：　ＵＬＰＴ２　　 ＡＳＭ ：　ＢＩＯＳ

Ａ：　ＷＭＥＮＧＬ　　 ＨＬＰ　：　ＷＭＫＡＮＡ

ｓＹｓ　 ：　 ｓＴＡＲＴｕＰ

ｃｏ Ｍ ：　 ＡｓＭ

ｃｏ Ｍ ：　 ＤｕＭＰ

ｃｏ Ｍ ：　 ｃｏＰＹ

ｃｏ Ｍ ：　 ＤＩｓＫｓＥＴ

ｃｏ Ｍ ：　 ＴＥＲＭ

ｃｏ Ｍ　 ：　ｕＬＰＴｅ

ＭＡｃ ：　 ｗＭ

ＨＬＰ　 ：　 ｗＭＫＡＮＪＩ

ＣＯＭ ：

ＣＯＭ ：

Ａ ＳＭ ：

ＣＯＭ ：

ＣＯＭ ：

ＣＯＭ　 ：

Ａ ＳＭ　 ：

ＣＯＭ　 ：

ＨＬＰ　 ：

ＳＴ ＡＴ

ＬＯＡＤ

ＳＵＢＭＩＴ

ＳＹＳＧＥＮ

ＨＤＭＡＩＮＴ

ＣＭＴ

ＵＬ ＰＴＩ

ＷＭ

ＯＮＫＵＮ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＣＯＭ

ＡＳＭ

ＨＬＰ

Ｄ！ Ｃ

ディレ クトリ コード Ｏ　ディレクトリ コ ード １　ディレクト リコード ２　ディレ クトリ コード ３

次 に ＤＤＴ を 起 動 し, シ ステ ムコ ール ＮＯ．巧 を 実行 する ため に 以 下 のよ う な 形 で入 力 し てい

き ま すと ， そ のフ ァ イル に 応じ た デ ィレ クト リ コ ード が Ａレ ジ スタ に 格 納さ れ てい き ます 。

Ａ〉ＤＤＴＪ

ＤＤＴ ｖＥＲｓ ２．２

－Ａ２ｅｅ＠

２ｅｅｅ　 ＭｖＩ ｃ，＠ＦＪ

２ｅ０２　 ＬｘＩ　Ｄ，＠＠５ｃＪ

２ｅ＠５　 ｃＡＬＬ ＠＠０５Ｊ

２ｅｅ８　 ＮｏＰＪ

２＠ｅ９　 ←」

－ＩＰＩＰ．ＣＯ

－Ｇ２ｅ９ ＠，２ ＠ｅ８ ←」

＊２ｅｅ８

ＸＡ ←」

A ＝e ＠

－Ｉ ＡＢＣ ．ＸＹＺ ←」

－Ｇ２ｅ＠０，２@ｅ８ Ｊ

＊２ｅｅ８

－ＸＡＪ

Ａ＝ＦＦ

システ ムコール Ｎ０.15 の設定

(ＦＣＢ の先頭アドレ スは〔〕05CH)

ＰＩＰ ．ＣＯＭ の ＦＣＢ をセット

システ ムコール Ｎ０.15 の実行

Ａレ ジ スタ の内容 確認

ディレ クト リ コード ０

ＡＢＣ．ＸＹＺ の ＦＣ日 をセット

シ ステムコ ール Ｎ０.15 の 実行

Ａレ ジ スタの内 容確認

ディレ クト リコ ード ＯＦＦＨ(該当フ ァイ ルなし)

※ディレクトリコードについては，後述のシステムコール詳細のフフフイルのオープン（シス

テムコール巧）を参照してください。



２

システムコール(フフフンクシヨンコール)の一覧表

ｼ万J 戈 陥(
ファンクション
コールNO)　
〔Cレジスタ〕�

機　　　　　　　　 能 �　　　
入力パラメータ

〔EレジスタまたはDE レジスタ〕 �
出力パラメータ　　　

〔レジスタ〕

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 �

システムリセット

コンソール（ＯＯＮ：）からの入力

＝キーボードからの入力

コンソール（ＣＯＮ：）への出力　

＝ＣＲＴディスプレイへの出力

リーグ（ＲＤＲ：）からの入力

パンチ（ＰＵＮ：）への出力

リスト（ＬＳＴ：）への出力

コンソール（○ＯＮ：）への直接入

出力|

○ バイト のデータ取り出し|

○ バイト のデータセット

文字列のプリントフフウト

コンソールバッフアヘの読みこみ

コンソール（ＯＯＮ：）　

ステータスチェック

バージョン番号の取り出し

ディスクシステムのリセット

ディスクドライブの選択

ファイルのオープン �

Ｅ＝出力文字

Ｅ＝出力データ

Ｅ＝出力データ

Ｅ＝ＦＦＨ(入力指定)

Ｅ ＝出力文字(出力指定)

Ｅ＝|○ バイト のデータDE

＝文字列の格納先頭フフドレスDE

＝コンノづし/Nツフア先頭ｱﾄレ゙ｽ

Ｅ＝ドライブ番号(O

＝A: ，1＝B: ，…，ｱ＝Ｈ：)

ＤＥ＝ＦＯＢ( フアイルコントロ

ールブロヅフ)格納先頭アドレス �

Ａ＝入力文字

Ａ＝入力データ

Ａ＝入力文字(入力指定)

Ａ＝|○ バイトのデータ

Ａ＝ＦＦＨ(入力あり)A

＝00H( 入力なし)H

＝00H(OP/M)H

＝01H(MP/M)L

＝00H(ver ヽSion2.0以下)L==20H(verSion2.0)L

＝22H(version2.2)A

＝ディレクトリコード(O ～3)　

〔正常なオープン〕

Ａ＝ＦＦ Ｈ(ファイルのオープ　

ン不可)

ＦＯＢ＝オープンされたファイル

のディレクトリ
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16

17

18

句

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 �

ファイルのクローズ

最初のフニフフィルサーチ

次のファイルサーチ

ファイルの削除

シーケンシヤルリード

シーケンシヤルライト

ファイルの作成

ファイル名の変更

ログインベクト ルの取り出し

ログインディスク番号の取り出し

ＤＭＡフフドレスのセット

フフロケーシヨンフフドレスの取り出し

ディスクのライトプロテクト

リードオンリベ クトルの取り出し

ファイルの属性セット �

ＤＥ＝ＦＣＢ格納先頭アドレス

ＤＥ＝ＦＯＢ 格納先頭フフドレス

ＤＥ＝ＦＯＢ 格納先頭フフドレ ス

同上　　　　　　

同上　　　　　　

同上　　　　　　

同上

ＤＥ＝ＤＭＡ 先頭アドレス

ＤＥ＝ＦＯＢ 格納先頭フフドレス �

Ａ＝ディレクトリコード(O ～3)　

(正常なクローズ〕

Ａ＝ＦＦ Ｈ(ファイルのクローズ　

不可)

Ａ＝ディレクトＵコード(O ～3)　

〔正常なファイルサーチ〕

Ａ＝ＦＦＨ(ファイ几ﾊﾅ→ 不可)

ＤＭＡ( ダイレクトメモリフフド

レス)＝該当ファイルが含まれる

４つのディレクトリ

Ａ＝ディレクトリコード(O ～3)　

〔正常なファイルサーチ〕

Ａ＝ＦＦＨ(ファイルサ→ 不可)

Ａ＝ディレクトリコード(O ～3)　

〔正常なファイル削除〕

Ａ二ＦＦ Ｈ(ファイル削除不可)A

＝00H( 正常なリ ード)A

＝00H 以外(フフフイルの終了)A

＝00H( 正常なライト)A

＝00H 以外　　　　　(

書きこみ動作不可)

Ａ＝ディレクトリコード(〇～3)　　　

〔正常なファイル作成〕

Ａ二ＦＦＨ(ファイルの作成不可)

Ａこディレクトリコード(O ～3)　

〔正常なファイル名変更〕

Ａ＝ＦＦＨ( ファイル名の変更　

不可)

ＨＬ＝ログインベクトル

Ａ＝ログインディスク番号　(

Ｏ＝Ａ：，１＝Ｂ：,…,Ｚ＝Ｈ：)

卜Ｌ＝アロケーシヨンベクトルの

格納先頭フフドレス

日し二Ｕ－ド オンリーベクトル

Ａ＝ディレフト Ｕコード(O ～3)　

〔正常な属性セット 〕

Ａ＝ＦＦＨ(属性セ ンヽト 不可)



31

32　1

33

34

35

36

37

40 �

ディスクパラメータフフドレスの取

り出し

ユーザーコード のセットまたは取

り出し

ランダムな読み出し

ランダムな書きこみ

ファイルの大きさの計算

ランダムレコードのセット

ディスクドライブのリセットO(

ゼロ) 書きこみを伴うランダム

な書きこみ �

Ｅ＝ユーザーコード(

ユーザーコード のセット)　　

〔E ＝00H のときＵＳＥＲ０，

…，Ｅ＝ＯＦＨ のとき ＵＳＥ

Ｒ１５〕

Ｅ＝ＦＦ Ｈ( ユーザーコードの　

取り出し)

ＤＥ＝ＦＯＢ 格納先頭フフドレス　(

ＦＯＢ のr0,rl げ2 はフフクセ

スレコード番号セット)　　　

同上

ＤＥ＝ＦＯＢ格納先頭アドレス

ＤＥ＝ＦＯＢ格納先頭アドレス

ＤＥ＝ドライブベクトル

ＤＥ＝ＦＯＢ 格納先頭フフドレス �

ＨＬ＝ＤＰＢ(

ディスクパラメータブロック)　

の格納先頭アドレ スA

＝00H( 正常な読み出し)A

＝00H 以 外(読み出し不可)　　

〔エラーコード 〕

同上

ＦＣＢ のr･0，rl，r･2にファイル

の大きさ(レコード数)をセット

ＦＣＢ のr0 ，rl，r2にランダム

レコード番号をセットA

＝00H( 正常な書きこみ)A

＝00H 以外(書きこみ不可)　　

〔エラーコード 〕

※システムコールＮ０.12の「ＭＰ／Ｍ」は，デジタルリサーチ社のＯＳ（オペレーティングシステム）です。
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１

２

３

４

５

システ ムコール Ｏ：システ ムリ セット

入力パラメータ

Ｃレジスタ:00H

機　能

ＣＰ／Ｍシステムのリフートを行ないます。

シ ステムコ ール １ ：コンソ ール から の入力

入力パラメータ

Ｃレジスタ:01H

リタ ーン時の値

Ａレジスタ：入力文字

機　能

コンソール（キーボード ）からの入力を Ａレジスタに格納すると同時にコンソール（画

面）ヘエコーバックします。

入力があるまで内部でループします。

シ ステム コール ２：コン ソ ールへの出力

入力パラメータ

Ｃレジスタ：０２Ｈ

Ｅレジスタ：出力文字

機　能

Ｅレジスタに格納されている文字をコンソール（画面）に出力します。

システ ムコール ３：リ ーダ から の入力

入力パラメータ

Ｃレジスタ:03H

リタ ーン時の値

Ａレジスタ：入力データ

機　能

リーグ（ＲＤＲ：）がらの入力データを，Ａレジスタに格納します。入力があるまで内部

でループします。

シ ステ ムコ ール ４：パン チへの 出力

入力パラメータ

Ｃレジスタ：０４Ｈ

Ｅレジスタ：出力データ

機　能

Ｅレジスタに格納されているデータをパンチ（ＰＵＮ：）に出力します。



６

７

８

９

一 一 一 一

シ ステム コール ５：リ スト へ の出力

入力パラメータ

○レジスタ：０５Ｈ

Ｅレジスタ：出力データ

機　能

Ｅレジスタに格納されているデータをリスト（ＬＳＴ：）に出力します。

シス テムコール ６：コンソ ールへの直 接入出力

入力パラメータ

Ｃレジスタ：０６Ｈ

Ｅレジスタ：ＦＦ Ｈ( 入力を指定する場合)

：出力文字〔出力を指定する場合〕

リターン時の値

Ａレジスタ：入力文字( 入力を指定した場合)

機　能

Ｅレジスタ|こＦＦＨ を格納し，このシステムコールを実行した場合は，コンソール入力

となり，ＦＦ Ｈ以外の文字を格納した場合は，その文字ガコンソールに出力されます。

Ａレジスタには⊃ンソール力らの入力文字を入ｵ1て戻し，もし入力がないときは，0()Ｈ

を入れて戻ってきます。

このシステムコールでは･内部でループせず｡さらにＩＣＴＨＬＩ十回･ ＩＣＴＲＬＩ十[亘]な

どのコントロール機能は無視されます。

システ ムコール ７：|○ バ イト のデ ータ 取り 出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ:07H

リターン時の値

Ａレジスタ:| ○ バイト のデータ

機　能

メモリ上の0003H 番地にある|○ バイト のデータをＡレジスタに格納します。

シ ステムコ ール8:IO バ イト のデータセット

入力パラメータ

Ｃレジスタ:08H

E レジ スタ:10 バイトのデータ

機　能

Ｅレジスタに入っている|○ バイトのデータをメモリ上の0003H 番地に書き込みます。
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10

11

12

シ ステムコ ール ９：文字列のプリント ア ウト

入力パラメータ

Ｃレジスタ：０９Ｈ

ＤＥレジスタ：文字列の格納されている先頭番地

機　能

ＤＥレジスタで示された先頭番地より格納された文字列を, 文字列の最後を示ず ＄″（24　

H ）の文字が来るまで，コンソールに出力します。

シ ステ ムコール10 : コ ン ソ ールバッファ への 読み込み

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＯＡＨ

ＤＥレジスタ：コンソール入力バッファの先頭番地

リターン時の値

コンソールからの入力が入力バツフ：フフに格納

機　能

コンソールからの入力を，（ＤＥレジスタで示された入力バッファの先頭番地＋2 ）番地

より読み込みます。このファンクションコールから戻るのは，Ｊ（キヤリジ･リターン）

が入力されるか，入力バツフ：フフガオーバーフロー（256文字以上の入力）した時です。入

カパツフアは，次のような構成となっています。

ｍｘ�ｎＣ �C1 �C2 �C3 ����Cn ��
��C254�C255

↑

ＤＥレジスタで示される番地

ｍｘ：あらかじめセットした，人力バッファに保持できる最大文字数(1文字〔01H 〕～255

文字 〔ＦＦＨ〕)が入ります。

ｎｃ: システムコールから戻ったとき，実際に入力された文字数ガゼットされます。

CI～C2s５ : コンソールからの入力文字

シ ステムコ ール11 : コ ン ソ ール ステ ータ スチェッ ク

入力パラメータ

○レジスタ：ＯＢＨ

リターン時の値

Ａレジスタ：コンソールステータス

機　能

コンソールからの入力の有無をチェックします。

入力があった場合には，ＡレジスタにＦＦ Ｈを格納し，入力かない場合には，00H を

格納します。



13

14

15

システム コール12 : バ ー ジョン 番号 の取り 出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＯＣＨ

リターン時の値

ＨＬレジスタ：バージョン番号

機　能

：オペレーティンプシステムガ，ＣＰ／Ｍ であるかＭＰ／Ｍ であるか，またＣＰ／Ｍ である

場合のバージョン番号をＨＬレジスタに格納します。

Ｈレジスタ＝00H のときＣＰ／Ｍ

Ｈレジスタ＝01H のとき ＭＰ／Ｍ

Ｌレジスタ＝00H のときバージョン2.0以前

Ｌレジスタ＝20H のときバージョン2.0

L レジ スタ＝22H のときバージョン2.2

※ ＭＰ／Ｍ とはデジタル・リサーチ社が出しているＯＳ（オペレーティング・システム）

です。

シ ステムコ ール13 : デ ィ スクシ ステムのリセット

入力パラメータ

ｃ レジスタ：ｏＤＨ

機　能

すべてのディスクシステムを初期状態にセットします。

すべてのドライブは Ｒ゙／ｗ″（リード･ライト可能）となり，そして，ドライブ Ａをオン

ライン状態にし，ログインディスクに戻ります。また，ＤＭＡ先頭番地は，0080H にセ

ットさｎます。

※オンラインについて

オンライン状態とは，ログインディスクのチェンジなどにより，ディスクのディレク

トリ情報が，ｃＰ／Ｍ システムに取り込まねた状態のことです。

システ ムコ ール14 : デ ィ スクド ライブ の選択

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＯＥＨ

Ｅレジスタ：ドライブ番号（０＝Ａ：，１＝Ｂ：………，７＝Ｈ：）

機　能

各種ファイル操作を，Ｅレジスタにより指定されたディスクドライブ上で行ないます。

しかし，ＦＣＢ のｄ「フィールドの値が00H 以外の場合は，直接選択されたドライブで，

ファイル操作が行なわれます。
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16

17

シ ステムコ ール15 : フ ァ イ ルのオ ープン

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＯＦＨ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢの先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

先頭番地がＤＥレジスタで示されるＦＣＢに格納されているファイルを, 該当ディスク

上のディレクトリから探し，同じフ？イルガあると，そのディレクトリのディスク戸口

ケーションマツプのデータをＦＣＢ のdO からd15 フィ ールドにコピーし,今後のファイ

ルの読み出し，書き込み機能ができるようにします。なお，ファイルのオープンガ正常

にできると，Ａレジスタには，０から３までのディレクトリコードが入り，ファイルの

オープンガできなかったときは,ＡレジスタにＦＦ Ｈのディレクトリコードガ入ります。

※ディレクトリコード

ＢＤＯＳは，４つのディレクトリを１単位として,ファイルを探していきます｡ そして，

フフフイルガみつけられると４つのディレクトリの何番目にフニアフイルがあるかというこ

と，すなわち，０がら３までの値を Ａレジスタに格納します。一方，ファイルがみつ

からないときは，ＦＦＨを Ａレジスタに格納します。このようにして，Ａレジスタ

に格納される値をディレクトリコードと呼びます。一般に，ディレクトリコード は，

前述のサンプルプログラム ②で示したようにＤＩＲ Ｊ でリストフフウトされるファイル

の順番に関係しています。

システ ムコ ール16 : フ ァ イ ルのクロ ーズ

入力パラメータ

Ｃレジスタ：１０Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢの先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

ディスク上のディレクトリに最新のＦＣＢ の内容を記録し，ディスク上のディレクトリ

のデータを更新します。ただし，ファイルの読み出しのみ行なった場合は，ファイルの

クローズの必要はありません。また，ファイルのクローズが正常にできた時はＡレジス

タには，０から３までのディレクトリコードガ入り，ファイルのクローズができなかっ

たときは，Ａレジスタには，ＦＦ Ｈのディレクトリコードガ入ります。



18

19

シ ス テム コール17 : 最 初 のフ アイ ルサ ーチ

入力パラメータ

Ｃレジスタ：１１Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

ＤＥレジスタで示されるＦＣ日にあるファイルと一致するファイルをディスク上のディ

レクトリから探します。ファイルガ見つからないときは，ＡレジスタにＦＦＨ のヲイレ

クトリコードガ入り，ファイルガ見つかったときは，ＡレジスタにＯから３までのディ

レクトリコードガ入ります。また，フニjフイルが見つかったときは，ＤＭＡバッファに，

該当ファイルが含まれる４つのディレクトリ（128バイト ）が格納されます。

この場合該当ファイルのディレクトリ部の先頭番地は，

ＤＭＡの先頭番地十ディレクトリコード×32

で求められます。

たとえば，ＤＭＡの先頭番地が0080H（リフートしたときの設定値），ディレクトリコー

ドガ２のとき，該当ファイルのディレクトリ部の先頭番地は，

0080H ＋20HX2 ＝00COH

となります。すなわち，４つのディレクトリの吝ディレクトリ部の先頭番地は，0080H ，

00AOH ，00COH ，00EOH の値をとることになります。このことは，１つのディレクト

リガ，32バイトで構成されていることを示します。

シ ステムコ ール18 : 次 のフ アイル サーチ

入力パラメータ

○レジスタ:12H

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

システムコール17では，ディスク上のディレクトリの最初のほうからファイルをサーチ

しますが，システムコール18では，前回のファイルのサーチで一致したファイルの後の

ディレクトリを対象にファイルをサーチします。（たとえば, ファイルをプルーフで指定

した場合などに使います。）なお，ディレクトリコード の意味は，システムコール17と 同

じです。
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20

21

シ ス テムコ ール19 : フ ァ イルの 削除

入力パラメータ

Ｃレジスタ：１３Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢの先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

先頭番地がＤＥレジスタで示されるＦＣＢ にあるフ]フイルと一致したディスク上のフ：フフ

イルを削除します。該当フアイルガ削除された場合は，ＡレジスタにＯから ３までのデ

ィレクトリコードガ入り，削除されながった場合には，ＡレジスタにＦＦＨ のディレク

トリコードが入ります。

シ ステムコ ール20 : シ ー ケンシ ヤルリ ード

入力パラメータ

Ｃレジスタ：１４Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢの先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ:00H または00H 以外の値

機　能

先頭番地がＤＥレジスタで示されるＦＣＢ 内のｃrフィールドが示す１レコードをＤＭＡ

バッファに格納します。その後，ｃr の値を１だけ増やし，次のレコードを示すようにし

ます。もし，ｃr ガ オーバーフローするときは，つぎのロジカルエクステントをオープン

し，ｃr を00H にセットします。

読み出し動作が正常に行なわれたときは,Ａレジスタに00H の値が入り，次のレコード 位

置にデータガないときは，Ａレジスタに00H 以外の値が入り，ファイルの終了を知らせ

ます。なお，このシステムコールを行なう前に，フニjフイルのオープンをしておかなけれ

ぱなりません。

※ロジカルエクステント について

七ｕrｂｏＯＰ/Ｍ では，１つのディレクトリで32K バイトまでの領域を，ディスク上で

指定することができます。ロジカルエクステントとは，１つのディレクトリで指定で

きる32K バイト の領域を示しており，１つのファイル容量が32K バイトを越える場合，

32K バイトごとに１ロジカルエクステント（ディレクトリ）を使用します。



22

23

24

- ＝

システム コール21 : シ ー ケンシ ヤルライト

入カパラメータ

Ｃレジスタ：１５Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ:00H 又は00H 以 外の値

機　能

先頭番地がＤＥレジスタで示されるＦＣＢ内のｃr フィールドガ示すレコードに,ＤＭＡ

バッファの128バイトのデータを書き込みます。ｃr の値は自動的に１だけ増え，次のレ

コードを示します。また，ｃr ガ オーバーフローしたときは，自動的に次のロジカルエク

ステントをオープンし,ｃr を(X)Ｈ にセットします。書き込み動作が正常に行なわれたと

きは，Ａレジスタに00H の値が入り，書き込み動作ができなかったときは，Ａレジスタ

に00H 以 外の値が入ります。

なお，このシステムコールを行なう前に，ファイルのオープンをしておがなければなり

ません。

シ ステム コール22 : フ ァ イル の作成

入力パラメータ

Ｃレジスタ：１６Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

先頭番地がＤＥレジスタで示されるＦＣＢのファイルをディスク上のディレクトリに登

録します。登録ファイル名は，同一ディスク上にあるファイルと同じフニjコイル名であっ

てはいけません。フ：7フイルガ作成されますと，そのファイルはオープンされており，読

み出し，書き込み動作が可能になっています。なお，ファイルの作成が正常に行なわれ

たときには，Ａレジスタに０がら３までのディレクトリコードガ入り，ファイルの作成

ができなかったときは，ＡレジスタにＦＦ Ｈのディレクトリコードガ入ります。

シ ステムコ ール23 : フ ァ イル名 の変更

入力パラメータ

Ｃレジスタ：１７Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

ＦＣＢ 内での,最初の16バイトで示されるディスク上のフ：ヌフイル名を次の16バイトで示さ

れるファイル名に変更します。ファイル名が正常に変更されたなら，Ａレジスタに０が

ら３までのディレクトリコード ガ入り，ファイル名が変更されないときは，Ａレジスタ

にＦＦＨのディレクトリコードガ入ります。
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25

26

27

システ ムコール24 : ロ グ イン ベクト ル の取り出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ:18H

リターン時の値

ＨＬレジスタ：ログインベクトル

機　能

ログインベクトルをＨＬレジスタに取り込みます。各ドライブ（Ａ：～Ｈ：）に対するオ

ンライン，オフラインのピット対応は次のようになっています。

｜

ｌｌ　　　　　　　　　 Ｔ　　　　　　　　 Ｌ

Ｐ �○ �Ｎ �Ｍ �Ｌ �Ｋ �Ｊ �１�Ｈ �Ｇ �Ｆ �Ｅ �Ｄ �Ｃ �Ｂ �Ａ

bit ア bitOﾋ)it7

それぞれのビット が　Ｏのときオフライン{

１のときオンライン

bitO

※× １七ｕrbo ではドライブ Ａ からドライブＨ まで，サポートしております。

シ ステム コール25 : ロ グ インディ スク 番号の取り出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ:19H

リタ ーン時の値

Ａレジスタ：ログインディスク番号

機　能

現在のログインディスク番号をＡレジスタに格納します。Ａ＝00H のときドライブ Ａ，

Ａ＝０１Ｈ のときドライブ Ｂというようになります。

システ ムコール２６：ＤＭＡ アド レ スのセット

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＩＡＨ

ＤＥレジスタ：ＤＭＡ先頭番地

機　能

ＤＥレジスタで示される先頭番地よりＤＭＡ を設定します。ＤＭＡ アドレスは，リプー

トもしくはディスクシステムのリセット（システムコール13）を行なうと，ＤＭＡ先頭

番地は，0080H にセットされます。



28

29

30

シ ステムコ ール27 : ア ロ ケーションフフド レ スの取り 出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＩＢＨ

リターン時の値

ＨＬレジスタ：フフロケーションベクトル先頭番地

機　能

ログインされているディスクのアロケーションベクトルの先頭番地を ＨＬレジスタに格

納します。アロケーションペクト ルとは，フロッピーディスクの使用，未使用エリアを

示すもので,メモリのＢＩＯＳ 部にアロケーションベクトルのデータガ記憶してあります。

なお，tｕrｂｏＣＰ/Ｍ では，１バイトのデータで２Ｋバイトのデータブロック８個の使

用，末使用状況を表ｵつすことができます。

ＨＬ レ ジ スタ に格 納
⇒

さ れ てい る 番 地

１ �１ �１ �１ �１ �１ �１ �１

１ �１ �１ �０ �０ �０ �０ �０

｜・-~
へ　 ｜

�
�����/�
岫て ��≧ ここ心て ��つ ぐ 八 ����ノ

����う千て

０ �０ �０ �０ �０ �０ �０ �０

アロケーション・ベクトルのバッファエリア

19バイト

(ドライブＡ～ドライブＦ

の場合)

ﾒ モリーのそれぞれのー
≪ 二;] 二 二

回 わします。

シ ステムコ ール28 : デ ィ スクのラ イト プロテ クト

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＩＣＨ

機　能

現在のログインディスクを，書き込み禁止にします。

書き込み禁止の状態は，リフートもしくはディスクシステムのリセット（システムコー

ル13）を行なうと，解除されます。

システム コール29 : リ ード オンリ ーベクト ルの取り 出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ：ＩＤＨ

リターン時の値

ＨＬレジスタ：リード オンリーベクトル

機　能

書き込み禁止となったディ･スクドライブを ＨＬレジスタに取り込みます。形式は，シス

テムコール24の形式と同じです。すなわち各ビツトガＯのとき，Ｒ／Ｗ（読み出し，書き

込み可），１のとき Ｒ/○（書き込み禁止）となります。
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31

32

33

シ ステム コール30 : フ ァ イル の属性セット

入力パラメータ

ｃ レジスタ：ＩＥＨ

ＤＥレジスタ：ＦｃＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：ディレクトリコード

機　能

ＦｃＢで示さねるディスクファイルの属性をセットします。属性のセットは,ＦｃＢのtl ，

t2のビット ７により行なわれます。

tlのbit7 が Ｏのときtl

のbitZ が１のとき

七2のbi 七7が Ｏのとき

七2のﾋ)itZが １のとき

＄ Ｒ／Ｗ(リード/ライト) を与えます。

＄ Ｒ/○(リ ード/ オンＵ－)を与えます。

＄ ＤＩＲを与えます。

＄ ＳＹＳを与えます。

属性のセツトガ正常に行なえた場合，ＡレジスタにＯから３までのディレクトリコード

ガ入り, できなかった場合には，ＡレジスタにＦＦＨのディレクトリコードが入ります。

※＄ Ｒ／Ｗは自由にファイルの削除や一部の変更ができます。

＄ Ｒ/○ はフニjフイルの削除や一部変更ができません。

＄ ＤＩＲはＤＩＲコマンドにより表示される通常のファイルです。

＄ ＳＹＳ はＤＩＲコマンド による表示には現われません。また，ＰＩＰ コマンドによる

転送もできません。

シ ステムコ ール31 : デ ィ スク パラメ ータ アド レ ス の取り 出し

入力パラメータ

○レジスタ：ＩＦＨ

リターン時の値

ＨＬレジスタ：ディスクパラメータブロックの先頭番地

機　能

ＢＩＯＳ 部分にあるディスクパラメータブロックの先頭番地を，ＨＬレジスタに格納しま

す。ディスクの諸元を知るときや，パラメータを変更するときに使用します。

シ ステムコ ール32 : ユ ー ザーコ ード のセット また は取り 出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ：２０Ｈ

Ｅレジスタ：ユーザーコード（ユーザーコードのセット）

：ＦＦ Ｈ（ユーザーコードの取り出し）

リターン時の値

Ａレジスタ：現ユーザーコード

機　能

Ｅレジスタに示されるユーザーエリア（Ｅ＝00H のとき ＵＳＥＲ０,Ｅ＝０１ＨのときＵＳＥ

ＲＩ，…，Ｅ＝ＯＦＨのときＵＳＥＲ１５）へ移ります。また，ＥレジスタにＦＦＨをセット

した場合は，現ユーザーコード をＡレジスタ|こ格納します。



34

35

シ ステムコ ール33 : ラン ダ ム な読み出し

入力パラメータ

Ｃレジスタ：２１Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：リターンコード

機　能

ＦＣＢで示されるディスクのファイルの任意の指定レコードを,ＤＭＡパップ刈こ取り込

みます。指定するレコード番号は，ＦＣＢ のr0 ，rl，r2フィ ールドに入れます。通常，

r2フィールドには00H を入れ，r0，rl で Ｏから65535 までの数値を表わします。このレ

コード番号をセット するにはrO に下位データ，MI こ上位データを与えます。たとえば，

レコード 番号511（10進）をセット する場合，rO にＦＦＨ，ｒｌに01H ，r2 に00H を与えま

す。また，このシステムコールを行ないますと，ＡレジスタにはＯから６までのリター

ンコードガ入り，次のような意味を表わします。

Ａ＝00H　 読み出し正常終了

Ａ＝01H　 書き込まれていないレコードを読み出そうとした

Ａ＝02H　 ランダムモードにならない

Ａ＝03H　 現在のロジカルエクステントをクローズできない

Ａ＝04H　 書き込まれていないロジカルエクステント ヘ読み出しを行なった

Ａ＝05H　 読み出しモードにならない

Ａ＝06H　 ディスクの物理白9限界を越えて読み出しを行なった

シ ステム コール34 : ラ ン ダ ムな 書き込 み

入力パラメータ

Ｃレジスタ：２２Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：リターンコード

機　能

ＤＭＡバッファにあるデータをＦＣＢ のrl,r2 フィールドで示されているディスクのレ

コードに書き込みます。すなわち，システムコール33と 逆の働きをします。ただし，リ

ターンコードガ５のときは，ディレクトリガオーバーフローしたことを表わしていま咄，
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36

37

38

シ ス テムコ ール35 : フ ァ イルの大きさ の計 算

入力パラメータ

Ｃレジスタ：２３Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢの先頭番地

リターン時の値

ＦＣＢ のr0 ，rl，r2にフ ァイルの大きさをセット

機　能

先頭番地がＤＥレジスタで示されるＦＣＢにあるフニロイルの大きさを計算します。すな

わち，最終レコード番号までにあるレコード 数を，r0，「1，r2に格納します。例えば，

最終レコード番号が511（10進）のとき，レコード数は512（10進）レコードありますの

で，「･O＝00H ，rl＝02H ，r2＝00H となります。なお，ランダムファイルの場合，デー

タを書き込んでいない場所があるので，実際に書き込まれたレコード数よりこのシステ

ムコールで求められたレコード数のほうが大きな値となっています。

システム コール36 ： ランダ ムレ コード のセット

入力パラメータ

Ｃレジスタ：２４Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢ の先頭番地

リターン時の値

ＦＣＢ のr0 ，rl，r2 に，ランダムレコード番号をセット

機　能

シーケンシヤルに,リ ード／ライトしたレコード番号に１を加えたレコード番号をＦＣＢ

のr0 ，rl，r2フィールドにセットし，ランダムなリード ／ライト を可能にします。

シ ステム コール37 ：デ ィスクド ラ イブ のリ セット

入力パラメータ

○レジスタ: ２５Ｈ

ＤＥレジスタ：ドライブベクトル

機　能

ＤＥレジスタの16ビットのビット パターンによって任意のディスクドライブをリセットし

ます。

bit7　　　　　　　　　　　bitO bit ア

ビットが１のとき，そのディスクドライブガリセットされます。

ｂ比 ０



39 シ ス テ ムコ ール40: ゼ ロ 書き込 みを 伴う ランダ ムな 書き込み

入力パラメータ

Ｃレジスタ：２８Ｈ

ＤＥレジスタ：ＦＣＢの先頭番地

リターン時の値

Ａレジスタ：リターンコード

機　能

システムコール34と同じですが,書き込みを行なうブロックをすべて０で満たしてから，

指定レコードにデータを書き込みます。
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第10 章

ＣＰ／Ｍ ＢＩＯＳコ ール





１ 」

ＣＰ／Ｍ のディスク等の入出力は，ＣＰ／Ｍ ＢＤＯＳ により，ＣＰ／Ｍ ＢＩＯＳ をとおして行われます。

この ＢＩＯＳ の先頭には目的の機能を実行するためのサブルーチンへ導く17 個のジャンプベクトル(飛

び先番地) が並んでおり，このジャンプベクト ルは，同じ ＣＰ／Ｍ サイズであれば，そのアドレ ス，

順序共，すでに決めら れています。

特に，ＣＰ／Ｍ ＢＩＯＳ コールはシステムコールと違い，ＣＰ／Ｍ ＢＤＯＳ 内でのルーチン処理が省か

れるので，その分高速になるほか，任意のセクタのリード/ ライト が可能であるというメリット があ

ります。

具体的な ＣＰ／Ｍ ＢＩＯＳ コールの方法としては，入力パラメータの必要なものは，それぞれのレジ

スタに入力パラメータをセットして,それぞれのジャンプベクト ルの絶対アドレ スをコールします。

例。サブルーチン「ＣＯＮＯＵＴ」コールについてのサンブルプログラムを示します。

ＯＲＧ

ＭＶＩ

ＣＡＬＬ

ＪＭＰ

ＥＮＤ

100H

C ，41Ｈ

OＸＸO ＣＨ0000

Ｈ

tｕrｂｏＯＰ/Ｍ は標準56kOP/ Ｍ ですので，××にはＤＡ が入ります。このプログラム

を実行するとＡという文字が表示されます。
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ｴﾝﾄﾘｰｱ ﾄﾞﾚｽ �ｼﾞｬﾝﾌ ﾍ゚ﾞｸﾄﾙ名 � 機　　　　 能 �入力パラメータ �出力パラメータ

ＸＸ００Ｈ ．

ＸＸ０３Ｈ

ＸＸ０６Ｈ

ＸＸ０９Ｈ

ＸＸ００Ｈ

ＸＸＯＦＨ

ＸＸ１２Ｈ

ＸＸ笥Ｈ

ＸＸ１８Ｈ

ＸＸＩＢＨ

ＸＸＩＥＨ

ＸＸ２１Ｈ

ＸＸ２４Ｈ

ＸＸ２7Ｈ

ＸＸ２ＡＨ

ＸＸ２ＤＨ

ＸＸ３０Ｈ �

ＢＯＯＴ

ＷＢＯＯＴ

ＯＯＮＳＴ

ＣＯＮＩＮ

ＣＯＮＯＵＴ

ＯＳＴ

ＰＵＮＣＨ

ＲＥＡＤＥＲ

ＨＯＭＥ

ＳＥＬＤＳＫ

ＳＥＴＴＲＫ

ＳＥＴＳＥＯ

ＳＥＴＤＭＡ

ＲＥＡＤ

ＷＲＩＴＥ

Ｌ旧TSTSECTRAN�

コールドフート（IPL 起動）

ウォームフート

コンソールの状態チェック

コンソールからの入力

コンソールへの出力

リスト ヘの出力

パンチへの出力

リ ーグからの読みこみ

セレクトされているディスクのヘッドをトラ

ック00の位置へ戻す

ディスクドライブの選択

ト ラック番号のセット

セクタ番号のセット

ＤＭＡ アドレスのセット

指定セクタからの読みこみ

指定セクタヘの書きこみ

リ スト装置の状態チェック

論理セクタから物理セクタヘの変換 �

○＝出力文字　

同　　　 上　

同　　　 上

○＝ドライブｋ

ＢＯ＝トラツてフN(IBO

＝セクタＮＱ

ＢＯ＝ＤＭＡフフ

ドレ ス

ＢＯ＝論理セクタ

ＤＥ＝セクタ変換

テーブルフフ

ドレ ス �

○＝00HC

＝ド ライブＮ(Ｉ

Ａ＝ＯＦＦＨ　(

読みこみ可)A

＝00H　(

読みこみ不可)

Ａ ＝入力文字

Ａ＝入力文字

ＨＬ＝ディスク　

パラメータ　

ヘツダフフド　

レ スA

＝00H　(

エラー無し)A

＝01H　(

エラー)　

同　　　 上

Ａ＝ＦＦＨ　(

出力可能)A

＝00H　(

出力不可)

ＨＬ＝物理セクタ

158　 ※tｕrに)０ ０Ｐ／Ｍ は，標準で56kCP/ Ｍ ですので，×× には，ＤＡが入ります。



３１直接 ＢＩＯＳ コール（ＢＩＯＳ ＲＯＭ コール）

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ では，Ｘ化ｕrbo のＢＩＯＳ ＲＯＭ を有効に使用する目的で，ＢＩＯＳ ＲＯＭ コール

ルーチンをF600H に用意しています。この ＢＩＯＳ ＲＯＭ コールルーチンは，ＣＰ／Ｍ ＢＩＯＳ の

ＷＢＯＯＴ サブルーチンを実行することにより,メインメモリ上のF600H のアドレスから生成され

ます。

特に，この ＢＩＯＳ ＲＯＭ には，システム本体の基本的な入出力ルーチンガ集まっており，ＩＰＬ，キ

ー入力，画面表示，プリンタ出力，カセット 入出力，ディスクのリ ード/ ライト ，グラフィックルー

チン，浮動小数点演算，関数，モニタ機能などのルーチンも，もっています。

具体的なＢＩＯＳ ＲＯＭ コールの方法としては，まず，各レジスタ，ワーク等に必要な入力パラメー

タをセットし, 次に ＢＣレジスタにコールしたい ＢＩＯＳ ＲＯＭ のエントリーアドレスを入れ,F600H

をコールします。(もし，ＢＩＯＳ ＲＯＭ 内でエラーが発生した場合，キャリープラグが１，エラ

ーが発生しなかった場合，キャリープラグが Ｏでサブルーチンより戻ってきます。)

但し，キャリープラグを判断材料とするようなＢｊＯＳ ＲＯＭ サブルーチンを利用する場合は, 使用

できません。

例．ＢＩＯＳ ＲＯＭ 内のサブルーチン「ＢＥＥＰ」コールについてのサンプルプログラムを示します。

ＯＲＧ　　　 １００Ｈ

ＬＸＩ　　　　　Ｂ ，ＩＢ４１Ｈ

ＣＡＬＬ　　　 ＯＦ６００Ｈ

ＪＭＰ　　　 ００００Ｈ

ＥＮＤ

・このプログラムを実行すると，ＢＥＥＰ 音がなります。
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第11章

ＢＡＳＩＣとのリンクについて





×l tｕrｂｏ ＢＡＳＩＣ を使用してプログラムを組む時に,実行速度をさらに高速化させたり,ＢＡＳＩＣ

にはない独自の処理ルーチンをつける必要が生じた場合には，その部分をマシン語のサブルーチン

プログラムとして組まなければなり ません。この場合，ＢＡＳＩＣ のモニタ機能を利用してマシン語

を直接入力することも可能ですが，数Ｋバイト以上の大きなプログラムになるとあまり 効率のよい

方法とはいえません。そこで，次のようなフローチャート で，まずｔｕｒｂｏ ＣＰ／Ｍ を用いてマシ

ン語プログラムを作成し，ＢＡＳＩＣ とリンクすることができます。

ワードマスターで

ソースファイル作成

ＡＳＭ を使用しての

アセンフル

しい動作
(ＮＯ)

（ＹＥＳ）↓

ＢＡＳＩＣ で動作するよう

に実行開始番地を変更し

て再アセンブル

２項のサンプルプログラム

（ＲＥＡＤＨＥＸ）を用いて

ＢＡＳＩＣ ファイルに変換

ＢＡＳＩＣ とリンクし実行

(ＹＥＳ)

※

(ＮＯ)

しご し 七 二

ワード マスターでプログラム修正

※ＣＰ／Ｍ 上では,マシン語プログラムは通常100H がら 実行されますが,tｕrｂｏＢＡＳＩＣ で

はこの番地からマシン語を配置することができません。このため，ソースプログラム中の

Ｏ゙ＲＧ １００Ｈ″ の部分を ＷＭ を再起動して番地変更し，再アセンフルしたＨＥＸファイルを

作成する必要があります。具体的には，Xl t ｕrｂｏＢＡＳＩＣ（ＣＺ-8FB02 ）の ＣＬＥＡＲ 文

で宣言したアドレスからＦ３ＦＦＨの間の任意のアドレ スに変更する必要があります。なお，

ＲＥＡＤＨＥＸプログラムで扱える ＣＰ／Ｍ 上のＨＥＸファイルは32K バイト までで
す。

161



162

ＲＥＡＤＨＥＸ

プログラムディスク

の作成

ＲＥＡＤＨＥＸ

プ ログラ ム

の使 い方

本章２項のサンプ ルプログラム（ＲＥＡＤＨＥＸ）はディレクトリでは表示されませんが，t:

ｕrｂｏＯＰ/Ｍ のマスターディスクの空きエリフフにデータとして記録されており，直接入力

しなくてもご使用いただけます。

×l t ｕrに）ｏ ＢＡＳ１０ （ ＣＺ-８ＦＢ０２）を 起 動 後 ，下 記 のプ ロ グ ラ ム を 入力 し てく ださ い 。

ＲＥＡＤＨＥｘ 取り出しプログ ラムリ スト

ｌｅ＠ ｓｃＲＥＥＮ：ｏＰＴＩｏＮｓｃＲＥＥＮ４：ＩＮＩＴ ″ＭＥＭ：″

１１＠ ｏＰＥＮ″Ｒ″．＃１，″ＭＥＭ：ＲＥＡＤＨＥｘ ″：ＦＩＥＬＤ 尊１，１２８ Ａｓ Ａｓ．１２８ Ａｓ Ｂｓ

１２@ ＦｏＲ Ｉ=@T0 21

13@　　　 ＤＥｖＩｓ ″ｅ：″，1279- Ｉ，ｚＩ串，ｚ２串：ＬｓＥＴ Ａｓ＝ｚＩｓ：ＬｓＥＴ Ｂｓ＝ｚ２ｓ：ＰｕＴ ＃１，１

１４@ ＮＥｘＴ：ｃＬｏｓＥ

ノ=tｕrに)ｏ ＯＰ／Ｍ のマスターディスクをドライブ Ｏに入れます。

「丿ＲＵＮ．」

と入力しプログラムを実行します。これにより，ＲＥＡＤＨＥＸプロブラムガブラフィツク

ＲＡＭ（ＭＥＭＯ：）に転送されます。

ルド ラ イブ Ｏに ＢＡＳＩＯ で フ ォ ーマッ ト し た デ ィ スク を入 れ ま す。

ＣＯ ＰＹ Ｍ゙ＥＭＯ ： ＲＥＡＤＨＥＸ ″ ＡＳ Ｏ゙：ＲＥＡＤＨＥＸ″Ｊ と 入力 するこ と によ り ，ド

ラ イブ Ｏの ディ スク に セ ーブ さ れ ま す。

２項のＲＥＡＤＨＥＸプログラムは，実行開始番地を変更したＨＥＸファイルを次の手順で

ＢＡＳ１０ ファイルに変換します。

Xlt ｕrに)ｏ ＢＡＳＩＯ( ＣＺ－８ＦＢ０２)を ＮＥ ＷＯＮ４以 上で 起動し ，ＲＥＡＤ ＨＥＸ を ロ ード し ま

す 。プ ロ グ ラ ム を ＲＵＮ す ると ，

ＣＰ／Ｍ のティスケットをドライブ１にセットしてください

セット が終わつたら何かキーを押してください

というメツセージガ出ますので，ドライブ１に実行開始番地を変更したＨＥＸファイルの入

ったＯＰ／Ｍ ディスクを入れ，適当なキーを押します。すると画面上に，

〈〈 ＨＥＸファイル リ スト 〉〉

0
0
1
2 ＰＲＯＧＲＡＭ．ＨＥＸ

ＣＩＲＣＬＥ　　 ．ＨＥＸ

Ｉ

12

34

Ｐ ＡＩＮ Ｔ

ＬＩＮ Ｅ　

｜

ファイル番号を指定してください……

とディスクに含まれる ＨＥＸファイルか表示されてキー待ちになります。

．Ｈ Ｅ Ｘ

．Ｈ Ｅ Ｘ



ＢＡＳＩＣ から

の利 用方法

ロードしたいＨＥＸファイルの左に表示された番号を入力し，リターンすると，

ＨＥＸ ファイルをディスクから読み込んでいます

というコメントガ出てＨＥＸフ：jフイルを読み，ファイルに指定されているアドレスのメモリ

番地へその内容を書き込んでいきます。終了すると指定したファイル名に ．゙ＣＯＭ″を付け，

例えば，

ＰＲＯＧＲＡＭ．ＣＯＭ をセーブしていいですか（Ｙ／Ｎ） ？

と表示されます。[ヱ]←｣を入力すると，ドライブ ＯにＰＲＯＧＲＡＭ，００Ｍという名前で，

ＬＯＡＤしたデータをＳＡＶＥし，

ＰＲＯＧＲＡＭ．ＣＯＭ をディスクに書き込みました

アドレ スは＆ＨＸＸＸＸ から＆ＨＹＹＹＹ です

というコメント が出て終了します

なお，ドライブガ１基しかない場合には，リスト の1030行めを

ＤＲ＝０

と書き直し，ディスクを差し換えながらご利用ください。

E000 番地からマシン語プログラムを実行する場合の例を示します。

1００ＬＥＡＲ ＆ＨＥ000

２０ ＬＯ ＡＤ Ｍ Ｐ゙ＲＯ ＧＲＡＭ ．Ｃ ＯＭ ″

1００ ０ ＡＬＬ ＆ＨＥ000

マシン語領域の確保

マシン語ルーチンをメインメ

モリヘロード

マシン語ルーチンの呼び出し

100行目のコール文の番地は，ソースプログラムで変更した ＯＲＧ″の番地を指定します。

マシン語サブルーチンの呼び出しは，ＣＡＬし文でなく，ＵＳＲ関数を用いても行なえます。

ＢＡＳＩＣ でマシン語を利用する方法の詳細は，本体付属のユーザーズマニユフフルを参照して

ください。
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PRINT ″x　";MID 宰(cPMS,2.8);".″;MID宰(cPM宰.le.3);"IF LIN=I THEN LIN=e:PRINT
ELsE LIN=I

FcNT=FcNT＋1:BT=BT÷32

” ●

A宰=RIGHT本(cPM宰,I):IF A 宰〈〉cHR事(@)AND A 奉〈〉cHR事(I)THFN 146eFLAG=1:PRINT sPc(9);:PRINTusING "111
ｒ;FcNT;

〉〉"リ スト

TFBT 〉127 THEN I=141 ELsE 139＠
IF I〉I THEN REc=REc÷I ELsE 138＠
IF REc〉71 THEN PRINTxRETuRN ELsE 136@

LABEL"cPMIN"
cLs :coLoR4:cFLAsHI :LocATE15，1e
PRINT"ｃ Ｐ／Ｍのディスケットをドライブ";AKcNv拳(sTR事(DR))；
PRINT"にセットして下さい"ごcoLoR7xcFLAsHe
LocATE 15,12ごPRINT"セットが終わったら何かキーを押して下さい"A
奉=INKEY事:IF 14=””THEN 156e
cLs :RETuRN

（y/N ）

sADR=cvI(cFIR 事(PEEK(&HEeez),PEEK(&HEee3)))

LABEL"HExsAvE"

LocATE 5,1ezPRINTAKcNv 奉(NMI串)；
INPuT". ｃｏ Ｍ をセ ーブ して いい で す かIF

A本〈〉"Y" AND A 宰〈〉"ｙ" THEN END

";A 本

２

164

以下にＲＥＡＤＨＥＸプログラムのリストを示します。使用方法は前項を参照してください。

1qee 拳゙拳＊・Xl t ｕｒbo 漢 字CP/M HEX File Read P ｒｏｇｒａｌ
1@le

1@2@

1@3e

le4e

le5@
le6e

l@7@
1@8@

I@9@

110
111e

112e

113@

1149

115@
116e

117e

118@
119e

12@@
121e

122e

123@

124 ＠125
＠126e127e

＊ ● 孝 幸

INIT:cLEAR&HA7FFxDEFINT A-z:oPTIoN scREEN @xwIDTH 8e.25 ，＠,2:cLs4:scREENDR=I

GosuB ”sETMAcHINE ”

GosuB ”cPMIN”:GosuB ”FILEs”

IF FLAG= ＠THEN 174e

PRINT:PRINTsPc （18 ）；こINPuT ”フ ァイ ル番 号 を指定 し て く ださ い ‥ ． ”,A :PRINT

GOSUB"LOADINIT″
IFNM2串〈〉″HEX"THEN175＠
CLSごCOLOR4:CFLASHI:LOCATE 16，1＠
PRINT "Ｈ Ｅ Ｘ ファイルをディスクから読み込んでいまず=CFLASHe=COLOR 7POKE

＆HE@@a.dｒ,e　　　　　　　　　　″dｒiｖe
POKE&HE9@6,&HFF.&HA7,&HFF,&HF3　　' ｓｔｏｒe addｒｅｓｓ
MEM本(&HE@@A，17)=GA本÷CHR串(@)　　　'di ｒｅｃtｏｒｙ
CALL&HEI@@

A=PEEK(&HE@91)　　　　　　　　　' ｅｒｒｏｒ code
IF A＝1 THEN 175＠
IF A＝2 THEN 176＠
IF A〈〉＠THEN 178 ＠
GOSUB "HEXSAVE"xINITsEND

LABEL"LoADINIT"

BT=(A MoD 4) ・32＋1:I=((A MoD 8)AND 4)/4

REc=64 ＋TNT(A/8):DEvI 串sTR 本(DR)＋"=",REc,R 宰(e),R串(1)128e REc=64 ＋TNT(A/8):DEvI129@GA
拳=MID串(R奉(I),BT＋1613@@NMI

宰=MID串(R事(I),BT・1131e

RETuRN

132@ 夕

133@
134e
135@
1369
137@
138@
139e
140
141e
142e
143e
144e
145e
146e
147@

148@149@

150
151@
152@
153@
154e
155e
156e
157e
158a
159e
16@9
161e
162e
163@

16)

8)=NM2 本=MID参(R事(T).BT＋9.3)

LMIEL"FILES"
CLS:COLOR5:PRINT SPC(2･);″くく　　ＨＥＸ フフイルPRINT:C
【】LOR7:FCNT=@XLIN=･:REC=6ｕFUG= ●

DBVI･ STR･(DR)＋":",REC,R奉(･),R奉０)
I=@
BT=1
CPM宰=NIDI(R･(I),BT,13)
IFLEFTI(CPMI,I)O  CHR*(･)THEN146｡

IFMID拿(CPM事,l@,3)く)″HEX″ THEN 146●



164＠165@166@167@168@169@17e@171

＠172@173e174e175e176e177e178@179e18@@181e

EADR=CVI(CHR奉(PEEK(&HE@Ｍ).PEEK(&HE@@5)))
KADR=VARPTR(片OVE事)
CALL STRPTR÷CVI(CHR*(PEEK(KADR＋1)，PEEK(KADR÷2)))
SAVEM NMI奉＋″.COM".SADR,EADR
CLS:LOCATE 15,1@:PRINT AKCNV宰(NMI宰);"．ＣＯＭをディスクに書き込みましだLOCATE
15,12ZPRINT"アドレスは＆Ｈ";AKCNV奉(HEX本(SADR))；

PRINT″から＆Ｈ″;AKCNV奉(HEX宰(EADR));"です″

CLS@XRETURN

゛ERRoR MEｓsAGE
PRINTsPc（2@）;”ＨＥｘファイルがありません”こBEEP:cLs eこEND
PRINT:PRINT sPc（14）;”ＨＥｘファイル以外はロードできません″こBEEP:cLs@:END
LocATE 13，1砂
PRINT’Ｂ Ａ ｓ I c ではロードできないアドレスが指定されています’:BEEPscLs@:ENDLocATE 13,1e:PRINT

”Ｈ Ｅ ｘ ファイルが正しくありません”:BEEPごcLs@:END

LABEL ”sETMAcHINE”
181e 'suB MAcHINE coDE

182@MI 宰=cHR奉(&HED.&H4B,2,&HEe,&H2A,4,&HEe.&HB7,&HED.&H42.&H23,&HEB,&H2A)183e M2
拿=cHR宰(2,&HE@,&HED,&H78,&H77.&H23.3.&HIB,&H7B,&HB2,&H2e,&HF6,&Hc9)184e MovE
事=MI事＋M2事

185e ゙
186@

187@

188e

189e

190

1919

192@

193@

194e

195@

196@

197@

198@

199e

29 卵2el

＠2e2@293@2

洞e2@5

＠2e6e2e7e2@8e2ege21

叩

２日 ＠212e213e214e215@216@217@218e219e22e@221

＠22ze223e224e

FOR I＝＠TO&H184
READ A:POKE ＆HEIO÷I,ANEXT

RETURN

゛MArN MAcHINE coDE
DATA&HED,&H73,&H29,&HEI,&H31,&H@5,&HEB.&H21,&HFF,&HFF,&H22,&H@2
DATA&HE ＠,&H23,&H22,&He4,&HE@,&HAF,&H32,&H@1,&HE@,&H21,&HeA,&HE@DATA&H22,&HE5,&HEI.&H@1,&H85,&HE2,&HcD,&H2B,&HEI,&H32,&H@1.&HEeDATA&HED.&H7B,&H29,&HEI,&Hc9,&H@@,&Ho,&HcD,&HF@,&HEI,&He6.&H8@DATA&HcD,&H8c.&HEI.&H2@,&H@2.&HI@,

“sH@3,&H3E,&H@I,&Hc9,&HFE,&H3ADATA&H2
＠,&HF2.&HcD,&HE7,&HEI,&HcD,&HFF,&HEI,&H38,&H3D,&HB7,&Hc8DATA&H47,&HcD,&HE7,&HE1.&HcD,&HFF,&HEI.&H38,&H32.&Hc5,&H47,&HcDDATA&HE7,&HEI,&HcD,&HFF,&HEI,&H38,&H27,&H6F,&H6@,&Hc1,&H22,&H8ADIATA

＆HEI，&HcD,＆HE7,&HEI,&HcD,&HE7,&HEI,&HcD,&HFF,&HEI,&H38,&H17DATA&Hc5,&HED,&H4B,&H8A｡&HEI,&HcD.&H57,&HE2,&H38,&HI@,&HED.&H79DATA&H@3,&HED.&H43,&H8A,&HEI,&HcI,&Hle,&HE4,&H18,&HAc,&Hc1,&H3EDATA&H@3.&Hc9,

＆HcI,&H3E.&He2,&Hc9,&Ho,&Hee.&H3A,&HE4,&HEI,&HB7DATA&H3E,&HIA.&Hc
＠,&HE5,&HD5,&Hc5,&H2A,&HE2,&HE1,&H2B,&H22,&HE2DATA&HEI.&H7D,&HB4,&H28,&H16,&H2A,&HDc,&HEI,&H7E,&HFE,&HIA,&H28DATA&H@9.&H23.&H22,&HDc,&HEI.&H4F,&HAF,&H79,&H18,&Hel,&HB7,&HcIDATA&HDI,&HEI,&Hc9,&H21,&Ho.&H@8,&H22,&HE2,&HEI.&H2

Å,&HDE,&HEIDATA&H22,&HDc,&HEI;&HED,&H5B,&HE@,&HEI,&HcD,
＆HD2,&HEI,&H39,&HD5DATA&H3E,&H@I,&H32.&HE4,&HEI,&Hc9,&Hc5,&HE5.&HD5,&HcD,&HIE.&HE2DATA&HDI,&HEI,&HcI.&Hc9,&H@@,&H@I,&H

㈲,&Hee,&Ho,&H@@,&Hel,&H@@DATA&Hee,&Ho.&Ho,&HcD,&H8c,&HEI,&H67,&HcD,&H8c,&HEI,&H6F,&Hc9DATA&HED,&H43,&HDE,&HEI,&HAF,&H32,&HE4,&HEI.&H21.&H@1,&Hee,&H22DATA&HE2,&HEI,&Hc9,&H7c,&HcD,&H@E,&HE2,&He7,&He7,&He7,&H@7,&H4FDATA&H7D,&HcD,&H@E,&HEz,&HBI,&Hc9,&HD6,&H3

＠,&HD8,&HFE,&HeA,&H38DATA&H@7,&HD6.&H@7,&HFE,&H@A,&HD8,&HFE,&HI
＠,&H3F,&Hc9.&H3E,&H@7DATA&H32,&HDD,&HFA,&H3A,&Hee,&HEe,&H32,&HDE.&HFA,&H21.&HB4,&HFADATA&H85,&H6F,&H36,&Hee,&H2A,&HE5,&HEI,&H7E,&HB7,&H37,&Hc8.&Hc6DATA&H@8.&H6F,&H26,&He@,&H29,&H29,&H29,&HEB,&H21,&HE5,&HEI.&H34DATA&H2A,&HDE,&HEI,&H@1,&H@e,&HID,&HED,&H79,&H3E,&H@8,&HcD,&HgDDATA&H73,&H@I.&H

卵,&H!E,&HED,&H79.&Hc9.&HE5,&H2A,&He6.&HE＠,&HB7DATA&HED,&H42,&H3F,&H38,&H22,&H2

Å,&H@8,&HE@,&HB7,&HED,&H42,&H38DATA&HIA.&H2A,&He2,&HEe,&HB7,&HED,&H4z,&H38,&H@4,&HED,&H43.&H@2DATA&HE@｡&H2A,&H

躬,&HEe,&HB7,&HED.&H42,&HEI,&HDe,&HED.&H43,&H@4DATA&HE
＠,&HB7,&Hc9,&HEI,&Hc9
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第12 章

ｔｕｒｂｏ ＣＰ／Ｍシステム





tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ のディスクは，標準で５インチ両面倍密度（256 バイト/ セクタ）のフロッピーディ

スクを使用しています。

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ の

ディスク割りあて

ディスクの割りあては次のようになっています。

物理的なレコード番号 � 内　　容

0000H �|nformationBIOCk

0001H～0008H � ００Ｐ

0009H～0016H � ＢＤＯＳ

0017H～003FH � ＢＩＯＳ

0040H～0047H � ディレクトリエリア

0048H～04FFH � データエリフフ

５インチ両面倍密度のフロッピーディスクの場合，物理的には１ドライブあたり40ト ラック

（１セクタ＝256バイト，１トラック＝32セクタ）のフォーマットになつていますが，ＣＰ／Ｍ

システムで使用する場合，論理的に１ドライブあたり40トラック（１セクタ＝128バ イト，１

トラック＝6∠|セクタ）として扱います。
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２

168

tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ のＴＰＡ（ト ランジエントフログラムエリア）領域は，メインメモリ上の0100 H か

ら始まっており，特に0000H ～００ＦＦＨ までの256 バイト の領域はシステムスクラッチエリアと呼ば

れ，ＣＰ／Ｍ システムが働く ためのワークエリア（ジャンプベクト ルのエントリーや各バッファに利

用されている）に使用されています。

tｕrｂｏＣＰ/Ｍシステムスクラツチエリフフ（0000H～００ＦＦＨ）の内容

メインメモリのアドレス � 内　　　　　 容

0000H～0002H �ＯＰ／Ｍ ＢＩＯＳのウォームフート（ＷＢＯＯＴ）へのジャンプ

命令

0003H �| ○ バイト

0004H �上位４ビット �ＵＳＥＲ Ｎｏ．�下位４ビット �現在使用中のログ

インディスクN0.

0005H～0007Ｈ �ＯＰ／Ｍ ＢＤＯＳをコールするためのジャンプ命令(システムコ

ール，エスケープシーケンスにて利用)

0008H～003ZH � 末使用（ＲＳＴ Ｉ ～６）

0038H～003AH �ＲＳＴｱ（ＤＤＴコマンドのリスタートとして使用）

003BH ～005BH � 末使用

0050H ～00ZFH �ＦＯＢ（ファイルコントロールブロック）デフォルト値

ただし，00ZOH にはシーケンシヤルファイルのレコードNo.

が，00ZDH ～00ZFH にはうンダムフフクセスファイルのラン

ダムレコード Ｍ二）.が格納されます。

0080H～00FFH �ＤＭＡ（ダイレクトメモリアドレ ス）デフォルト値　

〔ディスクとメモＵ間の128 バイト の入出力エリフフ〕

※ＦＯＢ及びＤＭＡは，ユーザーが特に指定しない限ﾚつ，この値に設定されています。

tｕrｂｏＯＰ/Ｍ メモリ構成（tｕrｂｏＯＰ/Ｍ の標準56K システムの場合）

メインメモリのアドレス � 内　　　　　　 容

0000H ～00FFH �ＯＰ／Ｍシステムワーク（システムスクラツチエリフフ）

0100H ～03FFH �TPA （ト ランジェントプロブラ乙工Ｕﾌﾌ）

０４００Ｈ～ＣＢＦＦＨ �ＯＯＰ（Ｏｏｎｓｏｌｅｏｏｍｍａｎ（ｊ Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）

００００Ｈ～ＤｇＦＦＨ �BDOS （Basjc Djskoperating System ）

ＤＡ００Ｈ～ＥＦＦＦＨ �BIOS （BaSiC lnput output SyStem ）

Ｆ０００Ｈ～Ｆ７ＦＦＨ

Ｆ８００Ｈ～ＦＥＦＦＨ

ＦＦ００Ｈ～ＦＦＦＦＨ �

ＯＰ／Ｍシステム（ＢＩＯＳ）ワークおよび辞書ワーク

ＢＩＯＳ ＲＯＭワーク

ＩＰＬワークあるいはＯＰ／Ｍの１セクタバッフア



３

ＣＰ／Ｍ では，ディスクド ライブのほかに，キーボード，ＣＲＴ ディスプレ イ，プリンタなどの各

種周辺機器(物理デバイス)を接続することができます。 tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ では，これらの周辺機器と

ＣＰ／Ｍ システムとの間でデータのやりとり を行なう場合４つの論理デバイスを使用します。

論 理 デ バ イス 論理デバイス � 内　　　　　 容

ＣＯＮ：（ＣＯＮＳＯＬＥ）�キーボード( 入力)，ＣＲＴディスプレイ(出力)のようにユー

ザーガOP/M シ ステムと対話するための入出力機器

ＲＤＲ：（ＲＥＡＤＥＲ） �紙テープ・リーグやテレタイプなどの入力機器

ＰＵＮ：（ＰＵＮＯＨ） �紙テープ ・パンチヤなどの出力機器

ＬＳＴ：（ＬＩＳＴ） �プリンタなどリスト類を出力する出力機器

これらの論理デバイスには，それぞれについて４種類の周辺機器(物理デバイス)を割りつけ

ることができます。

論理デバイスと物理デバイスの割りつけ

論理デバイス �物理デバイス �10 バイト のピットバターン � 物理デバイスの内容

ＯＯＮ：〔入出力〕(|

○バイト の　

ビット0,1 に該当) �

ＴＴＹ： �00 �内蔵RS-232C( 受信，送信)

�ＯＲＴ： �01 �キーボード( 入力)，ＣＲＴ(出力)

�（ＢＡＴ：） �10 � 未使用

�（ＵＯＩ：） �11 � 未使用

RDR: 〔入力〕

二 二 言 �

ＴＴＹ： �00 �内蔵RS-2320( 受 信)

�（ＰＴＲ：） �01 � 未使用

�（ＵＲＩ ：）�10 � 未使用

�（ＵＲ２：） �11 � 未使用

PUN: 〔出力〕

（| ○バイト の　

ビット4,5 に該当

） �

ＴＴＹ： �00 �内蔵RS-2320( 送信)

�（ＰＴＰ：） �01 � 未使用

�（ＵＰＩ ：） �10 � 未使用

�（ＵＰ２：） �11 � 未使用

ＬＳＴ：〔出力〕

（| ○バイト の　

ビット6,7 に該当

） �

ＴＴＹ： �00 �内蔵RS-2320( 送ｲ言)

�ＯＲＴ： �01 �ＯＲＴディスプレイ

�ＬＰＴ： �10 �プリンタ佞(セントロニクス社準拠)

�（ＵＬＩ ：） �11 � 未使用

・上記の表で物理デバイスガ（　）で囲まれたものは,tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ では使用していません。

・ＣＰ／Ｍ起動時の設定は, 各論理デバイスに対して，ＣＯＮ：＝ＣＲＴ：，ＲＤＲ：＝ＴＴＹ：（受信），

ＰＵＮ：＝ＴＴＹ：（送信），ＬＳＴ：＝ＬＰＴ：となっていますので，｜○バイト の値は，10000001B （81H ）と

なります。
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ＣＰ／Ｍ の ＢＩＯＳ 内においては，第10 章「ＣＰ／Ｍ　ＢＩＯＳ コール」で説明しました17 個のジャン

プベクト ルの他に,ディスクパラメータテーブルという各ディスクドライブごとの情報管理と,ＣＰ／

Ｍ のＢＤＯＳ オペレーションに対するスクラッチバッド 領域を与えるためのエリアが設けられてい

ます。

このディスクパラメータテーブルは，ＤＰＨ（ディスクパラメータヘッダ）と ＤＰＢ（ディスクパ

ラメータブロック）などから構成されています。ただし，スキユー等のように論理セクタと物理セ

クタの変換が必要な場合は，その変換テーブルが追加されます。

以下に，ＤＰＨと ＤＰＢ についての詳細を説明します。

①ＤＰＨ（ディスクパラメータヘツダ ）………16ﾉX イトで構成さ れています。

ＸＬＴ

（２バイト ）�　0000H（2 バイト）�　0000H（2 バイト ）�　0000H（2 バイト ）�

ＤＩＲＢＵＦ

（２バイト ）�　

ＤＰＢ

（２バイト ）�　

ＯＳＶ

（２バイト ）�　

ＡＬＶ

（２バイト）

⑥ ⑨ ○ ○ ⑥ ⑥ ○ ⑧

⑤セクタトランスレートテーブル

各ディスクドライブにおける論理セクタと物理セクタのセクタ変換テーブルの格納先頭アドレスを示

します。ただし，セクタ変換の必要のないときは，0000H が入ります。また同一ドライブの場合は共

用可能です。

.E岑，ぐ｡，｡ﾘﾘ

ＣＰ／Ｍ のＢＤＯＳ内で使うスクラッチパッド値が入ります。初期値は，それぞれ0000H が入りま可。

⑤ディレクトリバッファ

ＯＰ／Ｍ のＢＤＯＳ内のディレクトリ操作に使用される128バイトのスクラッチパッド領域の先頭フフド

レスを示します。

ヤディスクパラメータブロック

各ディスクドライブのＤＰＢ(ディスクパラメータブロック)の格納先頭フフドレスを示します。同一ドラ

イブの場合は共用可能です。

○チェックベクトル

ディスケットを変えるときに，ディレクトリ情報をソフトウェアチェック可るためのスクうツチパッ

ド領域の先頭フフドレスを示します。ただし，各ドライブによって異なります。

ドアロケーションペクトル

ディスクの使用状況を管理するために,ＣＰ／Ｖ のＢＤＯＳ によって使われるスクラッチパッド領域の

先頭フフドレスを示します。ただし，各ドライブによって異なります。



②ＤＰＢ（ディスクパラメータフロック）

ＳＰＴ(

２バイト) �　

ＢＳＨ(

１バイト) �　

ＢＬＭ(

１バイト) �　

ＥＸＭ(

１バイト) �　

ＤＳＭ(

２バイト) �　

ＤＲＭ(

２バイト) �　

ＡＬ Ｏ(

１バイト) �　

ＡＬ Ｉ

（１バイト ）�　OKS（2 バイト）�　

ＯＦＦ(

２バイト)

④ ⑧ ○ ○ ⑥ ⑥ ○ (日)

⑥Ｓｅｃtｏrｓ Ｄｅrtrack

lト ラックあたりの全論理セクタ数（１セクタ＝128バイト）を示します。

①
(⊇)

⑧ＢＩｏｃｋ ｓhi化 ｆａｃ七〇「

データブロックのフフロケーションサイズによって決定される値を示します。

ＢＬＳ＝１２８×２°

※ｎ＝ＢＳＨ（ＢＩｏｃｋ ｓｈｉ代 ｆａｃ七〇ｒ）

ＢＬＳ＝データブロックアロケーションサイズ（ＯＰ／Ｍ か管理するディスク上のフフフイ

ルの最小単位）

O ＢＩｏｃｋ ｍａｓk

デ ータブロックのアロケーションサイズによって決定される値を示します。

ＢＬＭ＝（データブロックのセクタ数）－１

○Ｅｘtｅｎ七ｍａｓk

データブロックのフフロケーションサイズとディスクのブロック数によって決められる値を示します。

⑥Di ｓk ｓiｚｅ ｍａχ

ＤＳＭ＝（ディスクのデータブロックの最大数）－１

ＢＬＳとＢＳＨ，ＢＬＭ，ＥＸＭとの対応表

ＢＬ Ｓ(

ﾃﾞｰﾀ ﾌﾞﾛﾂｸｱﾛｹｰｼﾖﾝｻｲ ｽﾞ)�　

ＢＳＨ

皿 万ﾄﾌｙ刀-）�

ＢＬ Ｍ(

ﾌﾞ[]ﾂｸﾏｽｸ) �

ＥＸＭ(エクステントマスク)

���DSM(255以下)�DSM(256 以上)

1,024 � ３ � ７ � ０ �-

2,048 � ４ �15 � １ � ０

4,096 � ５ �31 � ３ � １

8,192 � ６ �63 � ７ � ３

16,384 � ７ �127 �15 � Ｚ

⑧Dirｅｃtｏrｙ ｅｎtrieｓ ｍａχ

ＤＲＭ＝（ディスクに収容可能なディレクトリエントリーの数）－１

※各ファイルは，そのファイルに関する情報をもったＦＯＢ（ファイルコントロールブロック）

をメインメモリ上にもっており，通常これは，そのファイルが存在するディスク上のディレ

クトリエリアに格納されています。すなわち, ディスク上のディレクトリとはＦＣＢの一部を

意味し，ファイルごとに32バイト単位で構成されています。（ただし，実際にメインメモリ上

に存在しているＦＯＢは，36バイト単位で構成されています。）
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⑤ＡＬＬＯＯＯ

⑧ＡＬＬＯＣＩ

ＡＬＯとＡＬＩの各ビットは，ディレクトリエントリーに使用するデータブロックを示します

ＡＬＯとＡＬＩの構成

ＡＬＯ ��������ＡＬＩ

(ピット)0123456 フ8 9 1011 121314 巧

ＢＬＳとディレクトリエントリーの総数

ＢＬＳ � ディレクトリエントリーの総数

1,024 �（ＡＬＯとＡＬＩのビツト リ ″の数）×32

2,048 �（　　　　　　　　ﾉﾉ　　　　　　　　　　 ）×64

4,096 �（　　　　　　　　丿　　　　　　　　　　）×128

8,192 �（　　　　　　　　ﾉﾉ　　　　　　　　　　）×256

16,384 �（　　　　　　　　ﾉﾉ　　　　　　　　　　）×512

①Ｏｈｅｃｋｖｅｃｔｏｒ ｓｉｚｅ

ＣＫＳ＝（ＤＲＭ＋1 ）／４

※ただし，これは，フロッピーディスクドライブのように，ディスクガメディア交換可能な場合の

算出式で，ハードディスクのようにディスクが固定式の場合は，0000H にセットされます。

③Ｔｒａｃｋ ｏｆｆｓｅｔ

システムトラックをスキップするための値を示します。

×l turｂｏ の標準５″両面倍密度フロッピ ーディスワのＤＰＢ（ディスクパラメータブロック）を次の表に示し

ます。

×l tｕrｂｏの標準５″両面倍密度フロッピーディスクのＤＰＢ

ＤＰＢ（ディスクパラメー
タブロック）の項目 �X l turbo 

標準５″両面倍密度フロッピーディスクのＤＰＢ

④ＳＰＴ

⑧ＢＳＨ

ＯＢＬＭ

⑤ＥＸＭ

⑥ＤＳＭ

⑥ＤＲＭ

ＯＡＬＯ

旧)ＡＬＩ

①ＣＫＳ

②ＯＦＦ　

ＢＬＳ �　　　　0040H(1

ト ラック64セクタ)04H

〔2048(バイト) ＝128( バイト) × ？ ゆえにn ＝4 〕OFH

〔2048(バイト) ＝謁(セクタ)ゆえに16 －1 ＝巧〕　　　

01H

009ZH〔|(128(バイト) ×64(セクタ))×(40(ト ラック)－(2(卜

ラック))/204a － 1 ･＝151〕003FH

〔64－1 ＝63〕　　　　80H　　　　00H0010H

〔(63十1)/4 ＝16〕　　　　0002H　　　　2048(

バイト)



（

F ＣＢ( Ｆ１１ｅ Ｃｏｎtrｏｌ Ｂｌｏｃｋ) とは，ＣＰ／Ｍ システムガディスク上のファイルを処理するのに必

要な情報が入っているブロックのことをいいます。ＦＣＢ は，通常ディスクのディレクトリエリア

に格納さ れており，一つのディレクトリ に対し一つのＦＣＢ が対応しています。しかし，実際はデ

ィレ クトリ が32バイト 単位で扱われるのに対し，ＦＣＢ は36 バイト 単位で構成されています。

ＣＰ／Ｍ システムガファイル処理を行なうときの過程としては，まず，ディスクのディレクトリを

ＦＣＢとしてメインメモリに取りこみ，さらに，ファ イルの処理を行なうたびにＦＣＢ を更新して

いきます。そして，ファイルの処理後は，メインメモリのＦＣＢを再びディスクのディレクトリエ

リアに戻します。

以下に，このＦＣＢ の詳細について説明します。

ＦＣＢ(ファイルコントロールフロック)………36yXイトで構成され,通常メインメモリ上の005CH ～007FH に

格納されます。

( バイト)

(j｢ �fl �f2 �f3 �f4 �f5 �f6 �fｱ �f8 �tl �t2 �t3 �ｅｘ �SI �S2 �rC �(jo �dl

０　　１　　２　 ３　 ４　 ５　 ６　 フ　8　9　10　11　12　13　14　 巧　16　1Z
←　

④ ⑧ ○ ○ ⑥ ⑥

d2 �d3 �d4 �d5 �d6 �dｱ �d8 �d9 �d10�d11�d12�d13�d14�(j15�Ｃ「 �ro�rl �r2
18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31　32　33　34　35（バイト ）18

⑤ ⑥　　 ①　　 ③

丙ディスクドライブコード

00H ＝ログインディスクドライブ

01H ＝ド ライブＡ：

０２Ｈ＝ドライブ Ｂ：

０３Ｈ＝ドライブＣ：

０４Ｈ ＝ドライブＤ：

05H ＝ド ラ イブ Ｅ ：

０６Ｈ ＝ド ラ イブ Ｆ ：

０７Ｈ ＝ド ラ イブ Ｇ ：

０８Ｈ ＝ド ラ イブ Ｈ ：

⑤ファイル名（８文字）

ファイル名を格納します。各バイトともビツト アガ Ｏのため，文字としてはフフルフアベツト（Ａ～

Ｚ）と数字（ Ｏ～９）のみ使用できます。

○フフフイルエクステンション名〔ファイルタイプ名〕（３文字）

ＯＯＭ，ＡＳＭ，ＨＥχ，ＰＲＮ，ＢＡＫなどのフニ7フイルタイプを格納します。使用できる文字は，

⑧のファイル名で扱える文字と同様です。特に，tl～t3のうち,tl，t2 のビ ツト アは次のような意

味をもちます。
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ｔ‰ ｔ２のビツト フに対応するファイル属性

tlとt2のビット７の状態 �ファイル属性 � 意　　　　　　　 味

tl（ビツト フ＝Ｏ） �＄　Ｒ／Ｗ �自由にフフフイルの削除や一部の変更が可能

tl（ビツト フ＝１） �＄　R/ ○ �ファイルの削除や一部の変更が不可

t2（ビツト フ＝Ｏ） �＄　ＤＩＲ �DIFR コマンド により表示される通常のファイル

t2（ビツト フ＝１） �＄　ＳＹＳ �ＤＩＲコマンド による表示にはあらわれないし，ま

たＰＩＰコマンド による転送も不可。

⑤ロジカルエクステント 番号（００Ｈ～３ＦＨ）

現ＦＯＢのロジカルエクステント番号（ファイルが複数個のディレクトリをもつ場合，おのおのの

ディレクトリにつける番号）を示します。初期値は，00H が入ります。

⑤ＣＰ／Ｍシステムが使用します。

⑤ロジカルエクステント の総レコード 数（00H ～80H ）

現ロジカルエクステントの総レコード数（128バイト単位のデータの集まり）を示します。

③ディスクアロケーシヨンマップ

ＯＰ／Ｍシステムが使用するもので, ｄＯからｄ巧までのそれぞれの値が，ディスク上の１データブ

ロックの位置を示し，dO ～d15 で16ｲ固のデータブロックを表わせます。

⑧シーケンシヤルフアイルのリード ／ライト 処理が行なわれている場合，その時点でのレコード 番号を示し

ます。

①ランダムフフクセスフアイルを使用する場合のランダムレコード 番号を示し,0000H ～ＦＦＦＦＨ（O～65535 ）

の範囲の値をとり，ｒＯが下位の桁，Ｍ が上位の桁になります。

⑤通常は，00H が入りますが，ランダムレコード 番号がオーバーフローすると，00H 以外の値が入ります。

※ただし，このＦＣＢは，メインメモリ上では36バイトの構成になつていますが，ディスク上のディ

レクトリエリアで使用されるときは，上述の⑧，①，③を除く32 バイトのディレクトリとして扱わ

ねます。

※tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ では，１レコード＝128バイト，１データフロック＝16レ コード＝2048バイト ，１口

ジカルエクステント ＝16データブロック＝32768バイトとして扱われます。



６

D ＭＡ（Dirｅｃt Ｍｅｍｏry Addr ｅｓｓ）とは，ディスクへのリード/ ライト 操作を行なう時に必要な128

バイト のメモリ バッファ（通常は，メインメモリ上の0080H ～００ＦＦＨに配置さ れています）のこ

とをいいます。 ＣＰ／Ｍ システムのＢＤＯＳはこのＤＭＡバッファを通してディスクへのリード/ ラ

イト 操作を行ないます。

ＣＰ／ＭシステムのＢＤＯＳは，論理的に１セクタを128 バイト として扱っていますが，Xl tｕrbo

の５インチ２Ｄタイプのディスクフォーマット としては，１セクタ＝256 バイト になっています。す

なわち，ディスクへのリード/ ライト 操作を行なう時に，ＤＭＡとディスクの１セクタガ，直接デー

タのやりとりを行なう のは，セクタサイズの違いから不可能であり，メインメモリ上にディスクの

１セクタとＤＭＡとの仲介をするためのＲＡＭバッファを設ける必要が生じてきます。ＣＰ／Ｍシス

テムは，このＲＡＭバッファをＤＭＡとディスクとの間に配置し，ブロッキングとデブロツキング

という方法を使って，ディスクのリード/ ライト 操作を行ないます。

以下で，ブロッキングとデブロツキングの方法について説明します。

○ブロッキング（ＤＭＡからＲＡＭバッファを経由してディスワの１セクタに書きこむ場合）

(メインメモリ上)

メインメモリの0080H

～00ＦＦＨ

256バイト のＲＡＭバッファのデータをまとめて，

ディスクの１セクタに書きこむ。

ＤＭＡよりＲＡＭバッファに128バイト単位でデータ

転送

＠デフロ ツキング（ディスクの１セクタから ＲＡＭ バッファを経由してＤＭＡに読みこむ場合）

(メインメモリ上)

(昌二 言)

ディスクの１セクタの256バイトのデータをＲＡＭ

バッファに読みこむ。

ＲＡＭバツフフフよりＤＭＡに128バイト単位でデータ

転送
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第13 章

ワード マスター( ＷＯＲＤ ＭＡＳＴＥＲ)





ワード マスターは，テキスト( アスキーファイル) の編集，作成に大きな力を発揮します。本ＣＰ／

Ｍ のＥＤ コマンド がラインごとの編集機能しか持たないのに対して,ワードマスターはＢＡＳＩＣ の

編集機能と同様にカーソルを移動してスクリーン編集を行なうことができます。

ワード マスターは，ビ デオモードとコマンド モードという ２種類の動作モード を備えています。ビ

デオモードでは，カーソルを４方向に移動させ，ファイルを作成，編集することができます。一方，

コマンド モード では，コマンドを入力することにより，検索・置き換え・ルーフ ・テキスト の移動

などを行なうことができます。

ワード マスターの起動時は常にビデオモード で始まり，ビデオモードからコマンドモードへは[iΞＳぐ]

キーを押すことにより，またコマンドモード からビデオモード へはＶＪと入力することにより，移

ります。

この２つのモードを使用することによって，文書の編集，作成を容易にかつ能率的に行なうことが

できます。

さらに，tｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ は，すぐれた日本語処理機能をもっていますので，ワード マスターでも簡

単に漢字を入力することができます。入力方法はＢＡＳＩＣ､と同様ですので，詳しく は「ＢＡＳＩＣ マ

ニュアル」及び第３章の２項を参照してください。

なお，ワード マスターを使用するためにはログインディスクに次のフアイルガ必要です。

ＷＭ．ＣＯＭ

ＷＭ．ＨＬＰ

ＷＭＥＮＧＬ．ＨＬＰ

ＷＭＫＡＮＡ．ＨＬＰ 

Ｉ

ヘルツメニュー変更時のみ必要

ＷＭＫＡＮＪＩ．ＨＬＰ
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ワードマスターのヘルツメニューファイルには，英文・カナ文字・漢字の３種類のファイルがあり

ます。ヘルツメニューファイルには，ビデオモード・コマンドモードの説明が入っていますが，ワ

ードマスターを使用する前に，３種類のメニューファイルの中からどれか１つを選ぶ必要がありま

す。そのためには，使用したいヘルツメニューファイルを ＷＭ・ＨＬＰというファイル名に変更し

ます。出荷時には漢字ヘルプメニューファイルガ ＷＭ・ＨＬＰとなっており，変更したい場合には

ＰＩＰ コマンドを使用します。

例えば，英文メニューファイルを使用したい場合には，次のように入力します。

Ａ＞ＰＩＰ－ＷＭ．ＨＬＰ＝ＷＭＥＮＧＬ．ＨＬＰ　Ｊ

以下にヘルブメニユーフアイルを示します。

ＷＭ．ＨＬＰ　　　　　 ………ワード マスターのヘルツメニューファイル

ＷＭＥＮＧＬ．ＨＬＰ　 ………ワード マスターの英文ヘルツメニューファイル

ＷＭＫＡＮＡ．ＨＬＰ　 ………ワード マスターのカナ文字ヘルツメニューファイル

ＷＭＫＡＮＪＩ．ＨＬＰ　 ………ワード マスターの漢字ヘルプメニューファイル

ヘルプメニユーの呼び出し方法については，本章 ６項を参照してください。



３

Ａ ＞ Ｗ Ｍ － ｄｌ ： ｆｌｌｅｎａ ｍ ６ ． ｅｘｔ－
Ｊ
ｄ ２：　 Ｊ

と ， 入力 する とワ ード マ スタ ーが 起動し ま す。

こ こ で，dl に は オリ ジ ナ ルフ ァ イル（ 編 集 する ファ イル ）のあ る デ ィ スクド ラ イブ を 指定し

て ， 省略 さ れ た 場 合に はロ グ イン デ ィ スク に なり ま す。

d2 には, 編 集 さ れ たフ ァ イ ル をセ ーブ する た め のド ラ イブ を 指定 し, 省略 する とdl と 同 じド

ラ イブ に なり ま す。

起 動 後， ワ ード マ スタ ー は 入力 さ れ た ｆ゙ｊｌｅｎａｍｅ. ｅｘ七″と 同じ ファ イル をdl で指 定 し た

ド ラ イブ ヘ さ がし に 行き ま す。そ のファ イルガ 見つ から な いと, ワ ード マ スタ ー は ＮＥ Ｗ Ｆし Ｅ

を つく り ま す 。

オリ ジ ナ ル フ:7フイル があ っ た場 合（ つ まり ＮＥ Ｗ ＦＩＬＥ でな い 場 合 ）は， Ｅ コ マ ンド （ 編 集

終了 コ マ ンド ）で 編集 を 終え た と き， 新 たに 編 集し た テ キ スト は ここ で 入力 し た ｆ゙ｊｌｅｎａｍｅ.

ｅｘt ″ と なり ， も と の オリ ジ ナ ル フ：ヌフイ ル は ｆ゙ｊｌｅｎａｍｅ. ＢＡＫ″と なり ま す。

編 集 するフ：7フイル ガ ＮＥＷ ＦＩＬＥ の 場合 は ， 編 集が 終 了し ても Ｂ゙ＡＫ″ ファ イル は あり ま

せん 。

な お ， ワ ード マ ス タ ー 起 動時 はビ デ オモ ード に な っ てい ま す。

注１）ファイル名には日本語は使用できません。

注２）編集したファイルをセーブするディスクにはプロテクトシールを貼らないでくだ

さい。

それでは例文を作成しながら学んでいきましよう。画面を見ながら，まず次のように入力し

ます。

これは，ワード マスターを呼び出し， Ｅ゙ＸＡＭＰＬＥ．ＡＳＭ″というファイルを編集するこ

とを宣言しています。ワード マスターが起動すると，オープニングメッセージが表示され次

にこのファイルがＮＥＷ ＦＩＬＥ であることを知らせてきます。次に画面はクリフフされカーソ

ルが画面左上に移動し，テキスト( 文) が入力できる状態になります。(ワ ードマスターを起

動してすぐ編集に入りたいときは，画面にメッセージが表示されたときに何かキーを押して

ください。ただちに画面が変わり，編集を行なうことができます。)

179



180

ＢＡＳＩＣ の日 本 語 処 理と 同 様 に,ＩＳＨＩＦＴＩ十| ＸＦＥＲＩで日 本 語 入 力モ　 ド に 入り, 次 の 例 文

を 入力 し てく ださ い 。

ワードマスターには。ビデオモードとコマンドモードという
２つの動作モードがあります。この２つのモードを使用する
ことにより，文（アスキーファイル）の作成，編集を容易に
行なうことができます。

入力が終了したらlbHI 卜 目 サ ろけ が｣ で日本語入力モードをぬけてください。

これからは，この例文を使用して編集の練習を行ないますのでまずこの例文をいつでもよび

だせるようにディスクにセーブしておきましよう。

セーブ するには|ヒＳＣＩを入力してから旧] を入力します・ＩＥＳＣ｣を入力すると画面の左下に

＊が表示されます。続いて囲 を入力したら Ｊを押します。

以上のような処理を以後

と表記します。 ＄゙″は[巨ＳＯＩキ　の意味です。

入力すると，2,3秒後に画面がクリフフされ，先ほどの文章が再び現われます。

今の作業は, 例文をメモリに入れた後,＄でコマンド モードに変え, Ｈ コマンドでメモリ内の

例文をディスクにセーブしたものです。現在,このディスクの中には先ほどの例文が Ｅ゙ＸＡＭ-

ＰＬＥ．ＡＳＭ″というファイル名でセーブされています。

ここで，キー入力指示の表記※の見方について説明しておきます。

たとえば，ビデオモード の説明で

∧Ｄ ∧Ｄ →∧Ｓ ← 八× ∧× ↓∧Ｅ ↑

となっている場合，

∧゙″は|(J 出LI キーを意味していますのでＩＣＴＲＬＩキーを押しながら[O] を２回入力し次

に →゙″はカーソルキーの曰 を意味していますので曰 を１回入力します。以後同様に行

ないます。( ←゙″は日 キー， ↓゙″は図 キー， ↑゙″は固 キーをそれぞれ表わしていま

す。)ここでは|　　　　　| の部分をその通りに入力していくことによってカーソル移動の方

法がわかるようになっています。このように，画面でのカーソルの動き等を確認しながら指

示通りに入力を行なってください。

※キー入力指示の表記には，日本語変換フィールド内でのキー操作は記述していません。



む

.......|

ビデオモードでは，カーソルを移動してテキスト（アスキーファイル）を作成，編集することがで

きます。ワードマスターが起動した直後は，このビデオモードになっています。

まず，先ほどの例文を画面に出してください。出ていない場合は

]呼 卜

と入力して，ディスク からファイルを呼びだします。

①カーソルの移動 Ａ。 ４方 向のカ ーソ ル移 動

∧Ｄ　 八Ｄ　 →　 ∧Ｓ　 ←　 八Ｘ　 八Ｘ　 ↓　 八Ｅ　 ↑　　

㎜　㎜　　㎜　㎜㎜

と入力してください。カーソルガ４方向に移動しました。現在カーソルは２行目の づ″の

位置にあります。

→（または八Ｄ）は，カーソルを１桁右へ移動させる働きがあります。

←（または∧Ｓ）は，カーソルを１桁左へ移動させる働きがあります。

↑（または八Ｅ）は，カーソルを１行上へ移動させる働きがあります。

↓（または八×）は，カーソルを１行下へ移動させる働きがあります

Ｂ。ワ ード タフ

ハＦ　 ∧Ｆ　 ∧Ｆ　 ∧ Ａ　 八Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㎜

と入力してください。現在カーソルは２行目の 動゙″の位置にあります。∧Ｆを押すと，カ

ーソルは次のワード の先頭へ飛びます。また∧Ａを押すと，カーソルは逆方向のワード の先

頭へ飛びます。

∧Ｆは，ワード単位にカーソルを右に移動させ，∧Ａは，ワード 単位にカーソルを左に移動

させます。

以下にワード の定義についての説明をします。

ワードマスターでは扱う文字はすべて４段階のレベルにわけています。テキスト中でレベル

・が同じ文字かあるいは低い文字が続いている場合は１つのワード の続きとみなし，前の文字

より高いレベルの文字があらわれたときにこれを新しいワードの始まりとみなします。

各文字のレベルは次の通りです。

レベル0 ………IJターンコード，スペース，制御文字（∧Ｎ，∧Ｌなど）

レベル１………特殊記号（十,一,？など）

レベル２………英数字，カナ（全角，半角）

レベル３………漢字
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例をあげてみましよう。

七ｕrｂｏ ＯＰ/Ｍ の使用方法

二 二 下

レベル1　　レベル３

Ｃ。行タフ

「t ｕrｂｏ ＯＰ/ Ｍ の 使 用 方法 」 の 各 文字 のレ ベ ルは

左の よ う にな り ます 。

し た が っ てワ ード ば 叱ｕr･ｂｏ ＯＰ/ ″， Ｍ゙の ″ 使゙ 用

万 法 ″ の ３種 に なり ま す。

と入力してください。カーソルは同じ行の左端と右端の間を移動します。現在カーソルは２

行目の先頭にきています。

∧Ｂは行タブです。最初の入力でカーソルは行の左端へ動き，次の入力でカーソルは行の右

端へ動きます。

Ｄ。スクリーンタフ

と入力してください。最初に∧Ｖを入力するとカーソルは表示ファイルの左上端へ移動し，

２度目の入力では表示ファイルの最終行の最初の文字へ移動します。現在カーソルはファイ

ルの先頭へきています。

∧Ｖはスクリーンタブです。カーソルを画面のファイルの左上端と左下端へ動かす働きがあ

ります。

Ｅ。カ ーソ ルが 移動する場 所

それでは，カーソルを３行目の行の終端 に゙″に移動させて，次のように入力してください。

カーソルはすぐ下の位置ではなく，次の行の終端に移動します。カーソルが移動することが

できるのは，行の最後の文字の右（リターンコードの位置）までです。以下に，カーソルか

移動しない場所についてまとめます。

１．行の最後の文字の右（リターンコード ）以降

２．コントロール文字（∧）記号の位置

３．タブでスキップした位置



②テキストの挿入

と削除

Ａ。 文字の 挿入

∧ Ｖ　 八〇　 文字を 挿入し まず_ ∧ ○__

と入力してください。 最初の八〇で画面下の|ＩＮＳＥＲＴ ＯＮゆ 文字が[ 些 大 ＲＴ ＯＦＦＩ

に変わり，カーソルの前の文字を挿入できる状態になります。日本語処理モードにして 文゙

字を挿入します。″と入力してください｡ さらに２回目の∧○で再び|IN 旦巨ＲＴ　Ｏ斤日 に変

わり，もとの状態にもどります。

八〇は挿入モードをＯＮ／ＯＦＦ にする働きをもっています。

Ｂ。 行の挿入

八Ｖ　 八Ｎ　 八Ｎ　 ワ ード マ スタ ー Ｊ　 シ ャ ープ　 ↑

と入力してください。最初の八Ｎ　 ／＼Ｎで２つの空白行が挿入され，その挿入した１行目と

２行目に ヷードマスター″と ジャープ″がそれぞれ書かれます。カーソルは ヷード マ

スター″の ズ″の位置にあります。

∧ Ｎ

と入力してください。 ヷード マスター″の マ゙″の右側の文字が全て１行下の左端へ移動し，

それ以下の行もそれぞれ１行ずつ下にさがりました。また，

∧ Ｖ　 ∧ Ｏ　 Ｊ　∧ ○　　　　　　　　　　　　　

㎜㎜　　㎜　㎜　㎜

と入力すると, 画面の一番上に１行挿入されます。挿入モードが ＯＮのとき ・｣を入力すると

∧Ｎと似た働きをします。ただし，∧Ｎのときにはカーソルの位置はかおりませんが，挿入

モードガ ＯＮのときに・｣を入力するとカーソルはその行の最初の文字へ移動します。

Ｃ。文字の削除

Ｊ　Ｊ　Ｊ　　　　△Ｇ → 証 ⊆］

と入力すると， ４行目の 文゙字を挿入します″の 文゙字″の部分を消すことができます。削

除した文字の右側の文字はすべて左へずれます。カーソルは を゙″の位置にあります。

∧Ｇは，カーソル位置にある文字を削除し，

[互三] は，カーソルの左側の文字を削除します。

↑　 ↑　 ↑　 ∧ Ｂ__ ∧ Ｂ　 ∧ Ｇ

と入力してください。 ヷードマ″と ズタ ー″の２つの行が１つの行につながりました。こ

れは， ヷードマ″の後のリターンコードを削除したためです。
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Ｄ。ワードの削除

と入力してください。カーソルは４行目の 挿゙″に移動し，∧Ｔを入力すると 挿゙入します″

が削除され，次に∧Ｌを入力すると を゙″の文字が削除されました。

∧Ｔは，カーソル以下右のワードを削除し，

八しは，カーソル以下左のワードを削除します。

ただし，ワード の中間にカーソルがある場合には，そのワード の右側（∧Ｔ）あるいは左側

（∧Ｌ）のみが削除されます。またカーソルと削除しようとするワードとの間にリターンコ

ードがある場合には，リターンコードも削除されその行と次の行がつながります。

Ｅ。行の削除

と入力してください。１番上の空白行がなくなり，以下の行がそれぞれ１行ずつ上にあがり

ました。

八Ｙは，カーソルの位置する行（リターンコードを含む）をすべて削除します。続いて，

と入力してください。 ヷード ″の文字，つまりカーソルの左側がすべて消えました。

と入力すると，カーソルの右の文字（カーソルを含む）がすべて消え，その行には何も残つ

ていません。

∧Ｕは，カーソルの左側の行を削除します。

∧Ｋは，カーソルの右側の行（カーソルを含む）を削除します。

∧Ｙ　 ∧Ｙ　　　　

㎜

と入力してください。最初に入力した通りの画面にもどりました。

(注)フ ニ7フイル１行の長さは，画面の幅より長くてもかまいません。画面の幅よりも長い場合

には，複数行にねたって表示します。その際， ＞゙＞″が継続している行の左端に表示さ

れ，この行か継続行であることを示します。このとき，画面の左端の桁は使用されてい

ません。



③繰り返しコマンド

④画面のスクロリ レ

⑤コマンド モード

への移行

一 一 一 一 一

八Ｖ　 八＠　 →

と入力してください。まずカーソルは画面の左上端へ移動し，そして右に４文字動きました。

八＠を使用すると，その後の→が４回繰り返し実行されます。さらに

Ｊ　 ∧ ＠`　 ∧ ＠　 →　　　　　　

㎜

と入力すると，今度はカーソルが16文字分右へ移動しました。つまり，八＠　∧＠　→　で

→を16回繰り返したことがわかります。

八＠は，次の文字入力を４回繰り返す働きがあります。ただし，八＠を続けて入力できるの

は３回までです。

∧＠

∧＠

∧○

八＠

八Ｖ

八＠

八Ｖ

∧＠

次の文字入力を４回繰り返します。

次の文字入力を4 ×4 ＝16回繰り返します。

次の文字を４×４×４＝６４回繰り返します。
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∧＠　∧＠　……

八＠　八＠　Ｊ　八＠　 Ｊ　２ページ Ｊ

Ｊ　∧＠　Ｊ　Ｊ　Ｊ３ページ

と入力してください。１画面には23行分のテキストを表示することができます。そして２ペ

ージ目，３ページ目の最初の行にページ番号を示す文字を入力しました。

__

∧ Ｒ　 ∧Ｒ

と入力すると，テキスト ガ２ページ分ファイルの初め方向に動きました。さらに

∧Ｃ　 ∧Ｃ

と入力すると，テキスト ガ２ページ分ファイルの終り方向に動きました。

∧Ｒ　 八Ｒ　 ∧ Ｚ　 ∧Ｚ　 八Ｚ　 八Ｚ

と入力すると，∧Ｚを入力するたびにファイルガ１行上に移動します。

∧＠　 ∧ Ｗ

と入力すると，フ：7フィルは４行下に移動し，もとの状態にもどりました。

∧Ｒは，ファイルを画面上で１ページもどします。

八Ｃは，フフフィルを画面上で１ページ次へ動かします。

八Ｗは，ファイルを画面上で１行下へ動かします。

八Ｚは，ファイルを画面上で１行上へ動かします。

ＩＥＳＯＩキ　を押してください。画面上左下端に＊か表７されます。現在の動作モ　ドは，コ

マンドモードで，コマンド の受け付け状態になっています。
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コマンドモードでは，コマンドを入力し文字列の検索，置き換え，ループ，ファイルへの入出力を

行なうことができます。ワードマスターのコマンドモードにおけるコマンドは，エディタ(ＥＤ)コ

マンドと非常に似ています。

なお，コマンド名は，大文字，小文字どちらでも実行できます。

さて，現在コマンドモードになっているか確認してください。コマンドモードのときは，画面の左

下端に ＊゙″が表示されています。表示されていない場合は，ＬＥＳＣＩキーを押してください。

①文字コマンドお

よび行コマンド

と入力してください。画面上では見えませんが，文字ポインタガ＊'ファイルの先頭へ移動し

ます。ビデオモードで確認してみましよう。

＊文字ポインタとは，編集している文字の位置を示すもので，ビデオモードの場合カーソル

とカーソルの前の文字との間に文字ポインタがあります。

ビ デ オ モ ード に も どり ， カ ーソ ル がフ ァ イ ル の先 頭 に ある こ と が 確 認で き ま す。

と入力すると，今度は文字ポインタガファイルの終り（３ページの後）に移動し，ビデオモ

ードになります。十一Ｂは，文字ポインタをファイルの先頭（－の場合はファイルの終り）に

動かします。では，次のように入力してください。

文字ポインタが６文字分（半角）動きました。

十一ｎＯ は，文字ポインタを∩文字分（半角）動かすコマンドです。十はファイルの終り方向

を，－はファイルの先頭方向を表わしています（省略した場合は十）。

と入力してください。文字ポインタが２行動きました。

十一∩しは，文字ポインタを∩行動かすコマンド です。ポインタは行の先頭へ移動します。



一 一 一 一 一

と入力すると，画面下側に マ゙スター|こは………を使用する″という２行が表示されます。

これは，６Ｃで文字ボインタを マ゙″の位置に移動させ，２Ｔでポインタ以降の２行分を表

示させたものです。

十一ｎＴ は，文字ボインタ以降の∩行を表示させる働きがあります。

と入力すると，３行目のテキストガ表示されます。

十一∩ ←｣は，文字ボインタを∩へ動かし，その１行を表示させる働きがあります。

と入力してください。 ヷ ードマスター″の文字が削除されました。

十一ｎＤ は，ｎ文字分（半角）を削除する働きがあります。

と入力すると，上の２行が削除されました。

十一nk は，∩行を削除する働きがあります。

ここで，新しくファイルを作ります。一旦，ワードマスターを終了し，再びワードマスター

を起動しましよう。

Ｏは Ｏ゙ｕit″の略です。ワードマスターガ終了しました。Ｏを入力した場合，それまで編集

されたテキストはセーブされません。０を入力すると， Ａ゙ｂｏｒt（Ｙ/Ｎ）？″と確認してき

ます。（詳しくは，⑥ファイルの入出力の項を参照してください。）

と入力してください。ワード マスターか再起動され、 Ｅ゙ＸＡＭＰＬＥ ２″というファイルが新

しくつくられました。現在はビデオモードです。以下のようにテキストを打ち込んでくださ

い。　　　　　　　　　　　　、

Ｔｈｅ　ｌｉｔｔｌｅ ｇｉｒｌ　ｔａｋｅｓ ａ ｗ８１ｋ　ｉｎ ｔｈｅ ｐａｒｋ ｅｖｅｒｙ ｍｏｒｎｉｎｇ

Ｔｈｅ ｂｏｙ ｗｉｔｈ ａ ｄｏｇ ｉｓ ｈｅｒ ｂｒｏｔｈｅｒ．
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②スクラツチバツ

ド コマンド

と入力してください。ビデオモードから最初の１行が消えました。これは ＯＰコマンドで，

最初の１行（文字ポインタのある位置から１行）をフフフイルから削除し，スクラッチパッド

に格納したためです。スクラッチパッドとは，ファイルを一時的に格納するメモリのような

ものです。

∩ＯＰは,文字ポインタよりファイルの終り万向に∩行のテキストをスクラッチパッドメモリ

に入れ，テキストを削除するコマンドです。それでは次のように入力してください。

二

先ほどスクラッチパッドに入れた１行が表示されました。 ＱＴは，スクラッチパッドの内容

を表示する働きがあります。

スクラッチパッドの内容が，５回ファイルにコピーされています。

これは，文字ポインタをファイルの先頭へ移し，５０Ｇというコマンド でスクラッチパッド

の内容をポインタの位置に５回コピーし，最後にビデオモード にもどしたものです。

ｎＯＧは，スクラッチパッドの内容を∩回文字ポインタの位置に挿入します。

と入力してください。

∩／ＯＰ は，ファイルから∩行削除し，スクラッチパッドに追加するコマンドです。

と入力して内容を確認してみますと， Ｔ゙ｈｅ ｂｏｙ………her ｂrｏther. ″の文が，最後に追

加されているはずです。さて，次のように入力してください。

画面には＊しか表示されていません。

ＯＫは，スクラッチパッドメモリの内容を消去します。現在，スクラッチパッド の中には何

も人つていません。それでは次のように入力してください。

ＱＬ テキスト＄はテキストをスクラッチパッドの中に入れ，現在のスクラッチパッドの内容

と書きかえる働きがあります。テキストの終りの∧Ｎは，このテキストの最後のリターンコ

ードを追加するためのものです。



③テキスト の検索

④テキスト の検索

と置き換え

と入力してください。今入力したテキストガ表示されるはずです。さらに，

と入力してみてください。今のテキストガ４ロフニ7フイルにコピーされているはずです。

と入力してください。文字ポインタは，最初の ｔ)lｕｅ″のすぐ後にあります。

十一ｎＦ 文字列＄は, 文字ポインタ以降のファイルからｎ番目の文字列を捜し, 見つけた文字

列の直前に文字ポインタをおきます。

と入力すると，先ほどのポインタ位置から数えて３番目の ｅ゙ｙｅｓ″の後に文字ポインタがあ

るはずです。それでは次のように入力してみて下さい。

゛＃＃Ｆ巳rｅｅｎ＄″というメッセージが出てきます。これは 巳゙rｅｅｎ″という文字列が見つ

からなかったために，検索の失敗を知らせるメッセージガ出てきたのです。

検索コマンドには，ＦコマンドのほかにＮコマンドがあります。Ｆコマンドは「短い検索」。

Ｎコマンド は「長い検索」を行ないます。短い検索とは，文字ポインタから2000 文 字以内あ

るいは,ＲＡＮ 内で検索をします。長い検索とは,文字ポインタからファイルの終端あるいは，

先頭までの検索をします。

ＦとＮは非常に似た機能をもっていますが，文字列が見つからなかった場合，Ｆでは文字ポ

インタの位置が変化しません。一方，Ｎでは文字ポインタガファイルの終りか初めに移動し

ます。

ワードマスターでは，文字列を捜し出すだけでなくそれを文字列に置き換えることもできま

す。次のように入力してみてください。

Ｂ Ｊ
陽 二 二 二 二

ファイルの最初の ゛ﾋ)rｏｗｎ″が ｔ`)lack ″に置き換えられています。文字ポインタは，その

後にあります。
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⑤ループ

十一ｎＳ文字列＄新しい文字列＄は, 現在の文字ポインタイ立置より文字列を検索し, 新しい文

字列で置き換えることを∩回繰り返します。文字ポインタは，ｎが正数の場合置き換えた文

字列の直後に移動し，∩が負数の場合置き換えた文字列の直前に移動します。

また，検索コマンドと同様，検索置換コマンドも短い検索置換と長い検索置換があります。

Ｓは短い検索置換を，Ｒは長い検索置換を行ないます。

さらに，検索置換コマンドで，検索，削除することもできます。

＄－Ｓ ｂｌｕｅ ＄ 雷Ｖ Ｊ　　　　　　　　　　　　　

㎜

ファイルの最初の ｔ)Iｕｅ″が削除されています。検索置換コマンドにおいて,新しい文字列

の部分を省略すると文字列が文字ポインタよりｎ個削除されます。

※検索（置換）コマンド （Ｆ，Ｎ，Ｓ，Ｒ）の中の文字列（Ｓ，Ｒでは最初の文字列）内の

特殊文字の意味は，以下の通りです。

∧Ａ　………　任意の文字

∧Ｓ　 ………　セパレータ（文字や数字以外の任意の文字）

∧ＯＸ………　Ｘ以外の文字

＄ ＜Sbl ｕｅ＄gr ｅｅｎＳ＞ Ｊ

六 千 二 二 二 口

と入力してください。ファイル中の ゛blｕｅ″の文字列がすべて 巳゙rｅｅｎ″にかわりました。

＜゙″と ＞゙″の間に検索置換コマンドガあります。

∩＜コマンド 列＞で， ＜゙＞″内のコマンド列を∩回繰り返します。ここでは注意したいのは

今まで∩が省略された場合∩＝１でしたが，ループコマンド の場合にはｎ＝65,535 になりま

す。実際には，∩を省略した場合にはループ内のコマンド列はファイルの終りまで実行され

ると考えることができます。では次のように入力してください。

川比le ″を に゙）rｅ比ｙ″に置き換えると画面はビデオモードにかわります。文字ポインタは

『゙ ｅ比ｙ″のすぐ後にあるはずです・ＩＥＳＯＩキ　を入力すると，入力するごとに，続きが

実行されます。すべての 卜゙t出 ｅ″を ゛prｅtty ″に置き換えるど ＃＃Slittle ＄pr ｅtty

＄ｖ＞″というメッセージが出て，もう検索できないことを知らせてきます。



⑥ファイルの入出力

⑦ワードマスター

の編集終了と更新

1jY ヒ ｘ ＡＭＰＬ Ｅ．Ａｓ Ｍａ３ ４』二 二 二__
こ

と入力してください。ファイルの先頭に Ｅ゙ｘＡＭＰＬＥ″のフｊフィルガすぺて挿入さｵ1てい

ます。Ｙコマンドによって，指定したファイルすべてを編集しているファイルの文字ボイン

タ位置に挿入します。文字ポインタは，挿入したフ：jフィルのすぐ後に移動します。

と入力してください。これは,今文字ポインタがあった位置から８行を新しいＴＥＳＴ という

ファイルに書き込んだものです。それでは，ワードマスターの編集操作を中止し，ＴＥＳＴと

いうフニフフイルを呼び出してみましよう。

（注）Ｙ，Ｗコマンドを使用するとき，ファイル名のあとにピリオド（ 。）とエクステンシヨ

ンを入力しない場合にはファイル名の最後には自動的に ゛.ＬＩＢ″が付きます。

ＴＥＳＴ というファイルに先ほどの８行が書き込まれているはずです。

ｎＷコマンドは,文字ポインタから∩行を指定されたファイルに書き込みます。文字ボインタ

は，書き込みされたテキストの最後の文字の次にきます。

Ｗ,Ｙコマンドを使用することよって，ファイルの分割，併合をすることができます。

と入力してください。画面は，０Ｐ／Ｍ にもどつています。テキストはＴＥＳＴというファイ

ルネームでディスクに書き込まれました。

ワードマスターの編集終了コマンドには以下のようなものがあります。

Ｅ………ディスクに書き込み，ＣＰ／Ｍ へもどる

Ｑ………ディスクに書き込まず編集を終了し，ＣＰ／Ｍ へもどる

Ｈ………ディスクに書き込み，編集を再開

○………編集したテキストを無効にし，編集を継続

以上の編集コマンドは, 単独で使用してください。他のコマンドと組み合わせて, 例えばＨＶ

のように使用することはできません。
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メニューファイル　 ＷＭ．ＨＬＰ は,∧Ｊを押すことによっていつでも画面に呼び出すことができま

す。メニューファイルの中には，ビデオモード ，コマンドモード で使用できるコマンド の説明が入

っています。

ビデオモード では，∧Ｊを入力するといつでもメニューファイルを見ることができます。∧Ｊを押

すたびに画面がかわり，合計で５回∧Ｊを入力すると編集画面にもどります。コマンド モード のと

きは，∧Ｑ ←｣を入力した後，∧Ｊを押します。途中でもとのモード に戻るときは，。」を押してくだ

さい。



７

１。ビデオ編集のまとめ

制御コード ���16進コード � 機　　　　　　　 能

八〇

∧Ｓまたは←

∧Ｄまたは→

八×または↓

∧Ｅまたは↑

∧Ａ

∧Ｆ

∧Ｑ

∧Ｖ

∧Ｂ

∧Ｗ

∧Ｚ

∧Ｒ

八〇

∧Ｇ ���OFHi

詔Ｈ,ＩＤＨ

０４Ｈ,１０Ｈ

１８Ｈ,ＩＦＨ

０５Ｈ，ＩＥＨ

０１Ｈ

０６Ｈ

剥Ｈ

詣H02H17H

、IAH12H03H07H08HOOH14H

巧Ｈ

ＯＢＨ

１９Ｈ

０９Ｈ

伺Ｈ

ＯＢＨ

００Ｈ

１０Ｈ

ＩＢＨ �

挿入モード をＯＮ／ＯＦＦ にします。

カーソルを１文字左へ動かします。カーソルが左端にあるときは前の行の右端に動か

します。

カーソルを１文字右へ動かします。カーソルガ行の右端にあるときは次の行の左端に

動かします。

カーソルを１行下へ動かします。

カーソルを１行上へ動かします。

カーソルを次のワード の先頭に動かします。

カーソルを１つ前のワードの先頭に動かします。

カーソルを次のタフストツプヘ動かします。タブストツプは８桁ごとにあります。

カーソルを画面の左上端へ，次に左下端に動かします。

カーソルを行の左端へ，行の右端に動かします。

画面上でフフフイルを１行上端に追加します。

画面上でファイルを１行下端に追加します。

フニフフイルを画面上で１ページ分戻します。

フニフフイルを画面上で１ページ分次へ動かします。

カーソル位置の文字を削除します。

カーソルの左側の文字を削除します。

カーソルの左のワード を削除します。

カーソルの右のワード を削除します。

カーソルから行の左側を削除します。（ただし復帰は削除しません｡）

カーソルから行の右側を削除します。（ただし復帰は削除しません｡）

カーソルのある行を復帰を含めて削除します。

タブ。フニフフイル文字として扱われます。

リターンコードを挿入し，カーソルをその前に置きます。

リターンコード。

挿入モードガ ＯＮ のとき，復帰をフニフフイルに挿入します。

挿入モードガＯＦＦ のとき，カーソルを次の行の先頭に動かします。

ファイルの終わりのとき，フニフフイルに追加します。

次のコマンド 文字を４回繰り返します。

次の文字（制御文字を含む）をファイルに挿入します。

ビデオモード からコマンド モードに移ります。

�ＤＥＬ

∧Ｌ

∧Ｔ

∧Ｕ

八Ｋ

∧Ｙ

∧｜

∧Ｎ

〈ＯＲ〉

八＠

∧Ｐ

�ＥＳＯ
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２。ワードマスタ ーコマンド のまとめ

Ｏ
　
　

Ｄ

Ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｐ

‐
″

ｎ

Ｂ
　

ｎ
　
ｎ
　

ｎ
　
ｎ
　

ｎ
　
ｎ

一
　
　
　
　
　
　
　

一
　
一
　

一
　

一
　
一
　

一
　
一
　

一

＋
　
　

＄
　

ｎ
　

十
　

十
　

十
　
十
　

十
　
十
　

十
　

十

nl テキスト＄

nＡテキスト＄

十一nF キー＄

十一nN キー＄

十一nS キーS 新しいテキスト＄

十一nR キー$ 新しいテキスト＄/F,/N,/

Ｓ,/Ｒ

ｎ＜…＞

Ｙ 〔ｄ：〕ファ イル名，タ イプ＄

ｎＷ 〔ｄ ：〕ファ イル名．タイプ ＄nQP

n/Q Ｐ

0 ０

Ｔ

Ｋ

Ｘ

ｎ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

OＬ テキスト＄n/QL

テキスト＄

氾
Ｖ
ｎ

Ｅ

Ｈ

Ｑ

Ｏ

十またはー。省略した場合は十。一般に刊 まファ イルの終端方向,－は先端方向を表わし て

います。

ＩＥＳＯＩ，∧Ｚまたは復帰。

Ｏから65535 までの整数。省略した場合は１，# は655350

ポインタ を ∩文字動かしま す。

ポインタ をファ イルの先頭（ 十）終端（－）に動かします。

∩文字削除し ます。

ポインタを∩行動かし ます。

∩行削除し ます。

∩行表示します。

∩ペ ージ（１ページ23行）ポ インタを 動かし ，表示し ます。

ポインタを∩行動かし ，１行表示します。

ポインタ位置にテキスト をｎ回 挿入します。

ｎ回ＩＬを実行するごと にテキ スト を挿入し ます。

∩回，キ ーで短い検索をし ます。

ｎ 回，キ ーで長い検索をし ます。

ｎ回キーで短い検索をし，見つかつたらそれを新しいテキスト で置き換えます。

ｎ回キーで長い検索をし，見つかつたらそれを新しいテキスト で置き換えます。

それぞれ，Ｆ，Ｎ，Ｓ，Ｒと同様です。ただし，検索 が失敗したと きは，ループ や ＱＸ コ

マンド の処理を終え，実行を続け ます。

ループ。 ∩回 …を繰り返します。∩を省略したときは，∩を65535 と みなします。

指定されたファ イル全てを，ポインタ 位置に挿入します。

ポインタ からｎ行を指 定したフ ァイルに書き込 みま す。

ポインタ からｎ行のテキスト をファイルから削除し，スクラッ チパッド に入れま す。

ポインタ から ∩行のテキスト をファイルから削除し，スクラッ チパッド に追加します。

スクラッ チパッド の内容をｎ回ファイルのポ インタ位置に挿入し ます。

スクラッ チパッド の内 容を表示します。

スクラッ チパッド の内 容を消去します。

スクラッ チパッド の内 容を 実行します。

テキスト をスクラッ チパッド に 入れます。

テキスト をｎ回スクラッチパッド に追加し ます。

∩秒待ちます。

ビデ オモード になり ます。

文字コ ード ∩をポインタ位 置に挿入します。

こ れに続く文字を注釈とみなし ます。

フフフィ ルをセ ーブ し，編集を終了し ますo

ファ イルをセ ーブし，編集を継続し ます。

それまでの 編集を無効にし ，編集を終了しま す。

それまでの編集を無効にし ，編集を継続しま す。



＊ デキスト″ど キー″の中には以下の特殊文字を含むことができます。

デキスト″中の特殊文字：　∧Ｎ（復帰改行），∧Ｙ（|ヒＳｑ ）゛

ギー″中の特殊文字　　：　八Ｓ（セパレーター）。∧Ａ（任意の文字）

∧Ｏ Ｘ（Ｘ以外の文字），∧Ｎ（復帰改行）

∧Ｙ（ＩＥＳＣ１）
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■エラーメッセージ

次のエラーは回復可能です。コマンド行待ちの状態となります。

エラーメッセージ � 意　　　　　　　 味

＃＃コマンド 行

？？？コマンド行

ＱＸ？コマンド行

ＤＩＳＫ ＦＵＬＬ

ＤＩＲＥＯＴＯＲＹＦＵＬＬ

Ｑ-ＢＵＦ ＦＵＬＬ

ＭＥＭＯＲＹ ＳＨＯＲＴＡＧＥ，

ＴＲＹＯＬＥＡＲＩＮＧ ＯＢＵＦ

ＦＩＬＥ ＬＩＮＥ しＯＮＧＥＲ

ＴＨＡＮ ＥＮＴＩＲＥ ＳＯＲＥＥＮ

ＰＵＴＯＵＲ ＥＲＲ

Ａ〈ＯＲ〉ＡＮＤＩ〈ＯＲ〉ＡＲＥ

ＮＯ　ＬＯＮＧＥＲ　ＳＵＰＰＯＲＴＥＤ．

ＵＳＥ ＶＯＥＯ ＭＯＤＥ �

Ｆ，Ｎ，Ｒ，Ｓ コマンド による検索失敗。失敗したコマンドとコマン

ド 行の残りが＃＃のあとに表示されます。

コマンド行の中に未定義コマンド。該当コマンドとコマンド 行の残

りの部分が？？？の後に表示されます。下のメッセージと共に表示

されることもあります。

ＯＸコマンド 実行中，スクラッチバッドに未定義コマンド。スクラ

ッチパッド の残りの部分が表示されます。

ディスケット の空領域不足

回復 ニポインタを後退万向に動かしたためＤＩＳＫ ＦＵＬＬエラーガ

起こることがあります。そのときは，カーソルを前万に動かすか，

Ｅ コマンドを使うことによって回復します。ファイルの不要な行を

削除してセーブしなおすことも可能です。

ＤＩＳＫ ＦＵＬＬ エラーの防止：編集を始める前に,新しいファイルの

入る十分な領域があるか確かめてください。

ディスケットのファイルディレクトリー領域不足。

スクラッチパッド の領域不足。ＱＬ，０Ｐ，０Ａコマンド は中断しま

す。

スクラッチパッド がフルのとき，このメッセージガでます。 ＯＫコ

マンドをタイプしてから処理を続けてください。

画面上に改行のないテキストをビデオ編集しようとしたとき出ます。

ビデオ編集の前に｜コマンドで復帰を挿入してください。

内部エラー。

Ａ 改行,｜改行はWM2.0K バ ージョンからはサポートされていませ

ん。ビデオモードをご使用下さい。



次のエラーは回復不能です。ワードマスターの開始時に発生し，０Ｓ にすぐ戻ります。

エラーメッセージ � 意　　　　　　　 味

日ＬＥＥＸＩＳＴＳ

ＮＯＦＩＬＥ ＮＡＭＥ �

ソースディスクと宛先ディスクか異なり，与えられた名前のファイ

ルが宛先ディスクにすでにあるときにでます。ディスクのファイル

を削除するか，リネームしてください。

ＯＳ のコマンドとして ＷＭ Ｊ をタイプしたときにでます。

｀`ＷＭ″の次にファイル名がありません。ワードマスターを開始する

には，コンソールで編集したり，作成したりするファイルの名前が

必要です。

■情報メッセージ

エラーメッセージ � 意　　　　　　　 味

ＮＥＷ ＦＩＬＥ

ＩＮＴＥＲＲＵＰＴＥＤ

ＥＯＦ１１ �

ワードマスターで指定したファイルか存在しないときタイプされま

す。

∧○コマンドをフフボートしたときタイプされます。

コマンド モード や∧Ｐ∧Ｚ（ビデオモード）でen（j of-file の識

別子を挿入したとき表示されます。特別の意図がなければ削除した

方がよいでしょう。
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１

ビルト インコマンド ，ト ランジェント コマンド，およびtur ｂｏ ＣＰ/Ｍ強化コマンドを，ＡＢＣ順に

一覧表にしてあります。

１ ビ ルト インコマンド

コマンド � 形　　　式 � 機　　　　　　　 能

ＤＩＲ �DIR d:DIR

（j : filename.ext �

指定ディスクのファイルのリストアウト

指定ファイルのリストフフウト（ブルーフ指定可能）

ＥＲＡ �ＥＲＡ ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ ． ｅｘｔ �指定ファイルの削除

ＲＥＮ �REN d:newfilename.ext

＝01dfilename.ext �

フフフイル名の変更

SAVE �ＳＡＶＥｎｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ．

ｅｘｔ �

メモU －100H 番地から∩ページ分の内容をディスクにセーブ。　

（１ページ＝256バイト，ｎは10進）

ＴＹＰＥ �TYPE d : filename. ext�フフスキーフアイルの内容表示

ＵＳＥＲ �ＵＳＥＲｎ �ユーザー番号
∩を指定（ｎは10進のＯ～笥）

２ 。ト ランジェント コマンド

コマンド � 形　　　式 � 機　　　　　　　 能

ＡＳＭ �ASM d : filenameASM fjlename.SOI�ファイル名ｆｉｌｅｎａｍｅ．ＡＳＭのフフセンブル

ファイル名和ｅｎａｍｅ．ＡＳＭのフフセンブル　　

ｓ　ｆｉｌｅｎａｍｅ．ＡＳＭのあるドライブ　　

Ｏ　ＨＥＸファイルのできるドライブ（Ｚで生成せず）　　

Ｉ　ＰＲＮファイルのできるドライブ　　　　　　

（×でコンソール出力，Ｚで生成せず）

ＤＤＴ �ＤＤＴ

ＤＤＴ ｃｊ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ． ｅｘｔ �

ＤＤＴ起動

ＤＤＴ起動後，指定ファイルをメモリーにロードします。

�Ａａａａａ

Ｄａａａａ, ｂｂｂｂ

Ｆａａａａ,に)bbに),ＣＣ

Ｇａａａａ,ｂｌｂｌｂｌｂ１,ｂ２ｂ２ｂ２ｂ２

Ｈａａａａ，ｂｂｂｂ

ｌｆｉｌｅｎａｍｅ．ｅｘｔ

Ｌａａａａ, ｂｂｂｂ �

アドレスaaaaH 番地から,1ステップずつラインフフセンブルしま喘

アドレスaaaaH 番地からに)bbbH 番地まで,メモリづ ンプしま迄，

(b に)に)ｂを省略すると１行謁バイトを12行表示)

アドレスaaaaH 番地からに)bbbH番地まで,データOCH で満たします。

プログラムをアドレ スａａａａＨ番地から実行します。blblblbl

，に)2b2ﾋ)2b2はブレ ークポイント 。16

進計算ａａａａＨ十に)に)に)に)Ｈ,ａａａａＨ一に)bbbH を表示しま岑

ファイルfHename.ext をファイルコントロールフロックに登録しま喘

フフドレスａａａａＨ番地からに)bbbH 番地まで,逆フフセンフルしま喘　(ﾋ)bﾋ)

ｂを省略すると11行分逆アセンフル)
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コマンド � 形　　　 式 � 機　　　　　　　 能

ＤＤＴ �

Ｍａａａａ，ｂｂｂに)，ＣＣＣＣ

Ｒａａａａ

Ｓａａａａ

Ｔｎ

ｕｎ

ｘ

χΓ` �

フフドレ スａａａａＨ番地からb に)ｂｂＨ番地までのデータを，フフドレス

ＣｃｃｃＨ番地からブロック転送します。

ファイルコントロールプロップに登録されたファイルを，メモリー

にロードします。ａａａａＨは，正のオフセット値( 省略可能)。

フフドレスａａａａＨ番地からのメモリー内容表示を変更します。

現プログラムカウンターから,プログラムをn(10 進)ステップトレ

ース表示します。

現プログラムカウンターから, プログラムを∩ステップ実行, 最終

ステップをトレース表示します。

ＯＰＵの状態を表示します。

指定レジスタ，もしくはプラグの内容表示と変更を行ないます。　

※ｒ………〇　キャリー　　　　　　　　

Ｚ　ゼロ　　　　　　 ＢＯ　　　　　　　　

Ｍ　マイナス　　　　 ＤＥ　　　　　　　　

Ｅ　偶数パリティ　　 ＨＬ　　　　　　　　

ｌ　ａｕｘキャリー　　Ｓ( スタックポインタ)　　　

Ａ　　　　　　　　　 Ｐ( プログラムカウンタ)

ＤＵＭＰ �DUMP d : filename. ext�指定フフフイルの内容を16進表示します。

ＥＤ �ED filename.ext �

ファイルの作成，編集開始

�ｎＡ

Ｅ

Ｈ

Ｏ

Ｏ

ｎＷ �

テキスト ∩行を，メモリーバッファに取り込みます。　　

（ｎ＝＃で全テキスト ，∩＝Ｏでメモリバッファの半分）

編集終了，テキストをセーブしＯＰ／Ｍに戻ります。

編集終了，テキストをセーフし,メモＵ－バッファをクリンプします。

編集中止，メモリーバッファをクリフフします。

編集中止，ファイルの変更なしにＯＰ／Ｍに戻ります。

バッファ先頭より∩行を，テンポラリファイルにセーフします。

�土Ｂ

土no

土nL

士∩

ｎ：

Ｊ

Ｉ

Ｉ文字列

土nD

土nK �

ＯＰをテキスト の最初または最後（－Ｂ）に移動します。

ＯＰを 土∩文字移動します。

ＯＰを 土∩行移動し，その行の先頭にセットします。

土nL 丁と同じ

ＯＰをラインｎの先頭にセットします。L

丁と同じ機能です。OP

位置に,ァ キスト挿入開始します｡（ぐT 司 口十ぼ］で解除）CP

位置に，文字列挿入します。OP

位置がら，土∩文字削除します。OP

位置から，土∩行削除します。



｀コマンド レ�1
卜
…… …ﾊﾟ､J,‘ 形　　 式 � ｊ　　　機　

几　　　　　 能

ＥＤ �nF

文 字列

ｎＮ文字列 �

ＯＰ以後のメモリーパップ丿 こあるテキスト で，∩番目の指定文字

列の最後に，CP 移動します。

ＯＰ以後の全テキスト に対する同上の機能です。

�nS文字列1

∧Z 文字列2nJ

文字列1

∧Z 文字列２

八Z 文字列３

土Ｕ �OP

以後, 文字列１を文字列２に変更するのを∩回, 繰り返しま瓜OP

以 後，文字列１から文字列３までを文字列２に変更するのをｎ

回繰り返します。

Ｕコマンド以後，入力する文字をすべて大文字に変換します。(

一Ｕで解除)

�士ｎＰ

土n丁

士Ｖ

Ｏｖ

ｎＺ

ｎｘ

ＯＸ

Ｒ

Ｒｆｉｌｅｎａｍｅ �OPｲ

立置から,土∩ページ（1ページ2ぶﾗ）をタイプアウトしま喘OP

位置から, 土∩行をタイプフフウトしま喘

行番号を表示するモード，表示しないモード（一Ｖ）にします。

メモリーバツフタ容量を, 空きエリフフ数／全エリフフ数で表示します。

コンソール出力ディレイ（∩＝１で約1/4秒）OPｲ

立置より,ｎ行を×$$$ 忠$$$. 口B ファイルにセーブしま端

×$ 雷$$$$ 雷.LIB フフフイルを空にします。OP

位置より×$$$S$$$.LIB フフフイルの内容を挿入しま喘OP

位置よりfilename. 口B フフフイルの内容を挿入しま岑

�ｎＭＳｕｂｃｏｍｍａｎｄ

ｎ：Ｓｕに)Ｃｏｍｍａｎｄ

：ｎｓｕｂＣｏｍｍａｎｄ

ｎｌ ： ｎ２ＳＵｂＣｏｍｍａｎｄ �OPｲ

立置よりSUbcommand を ∩回，繰り返します。　(

∩を省略するとバッファの最後まで)

行番号∩よりsu に)Ｃｏｍｍａｎｄを実行します。

行番号∩までSubcommand を実行します。

行番号∩1からn2 までSu に)Ｃｏｍｍａｎｄを実行します。

�陽巍⊇
ＬＯＡＤ �ＬＯＡＤ ｄ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ �filename.HEX

ファイルからf 日ename.COM フフフイルを作成し

ます。

MOVOPM �ＭＯＶＯＰＭ ｎ＊ �サイズnK CP/M システムを生成します。
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コマンド � 形　　　 式 � 機　　　　　　　 能

ＰＩＰ �PIPPIP comman(j line �

ＰＩＰを起動します。

ＰＩＰを起動し，コマンドを実行した後ＯＰ／Ｍに戻ります。

�ｄ：＝Ｓ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ．ｅχｔ

ｄ ：ｎｅｗｆＨｅｎａｍｅ．ｅｘｔ　　

＝ｓ ： ｆｉｌｅｎａｍｅ．ｅχｔ

ｄ ： ｎｅｗｆｉｌｅｎａｍｅ ． ｅｘｔ　　

＝Ｓ：ｆｉｌｅｎａｍｅｌ．ｅｘｔ　

，ｆｉｌｅｎａｍｅ２．ｅｘ七 �S:

からd: へのファイルの転送（ブルーフ指定可能）S:

からd: ヘファイル名を変更して転送s

のfilenamel.ext とfilename2.ext を連結して転送

�deviCe:＝S:filename.ext

d:filename.ext ＝deviCe:deviCe O:

＝deviCel: �

フニ7フイルを指定デバイスへ出力

デバイスのデータをファイルとして転送

デバイス１からデバイスＯへのデータ転送

■ＰＩＰ特別デバイス

形　　　 式 � 機　　　　　　　 能

ＥＯＦ：

ＮＵＬ：

ＰＲＮ：

ＩＮＰ：　ＯＵＴ：

�エンドオフフフフイルデバイス，ＩＡＨ（�ＯＴＲＬ�＋�Ｚ�）を出力する。

�ヌルコードデバイス，∠10ｲ固の００Ｈ（ＮＵＬＬ）を出力する。

ＬＳＴ：デバイスに, 行番号，８文字タブ，60行ごとのページ送り機能をつけたもの

ユーザーがＰＩＰ内で新たに定義した入力／出力デバイス

オプション � 機　　　　　　　 能

〔Ｂ〕

〔Ｄｎ〕

〔Ｅ〕

〔Ｆ〕

〔○∩〕

〔Ｈ〕

Ｏ 〕

〔Ｌ〕

〔Ｎ〕

〔○〕

〔Ｐｎ〕

〔ｏ文字列∧Z 〕

〔S 文字列∧Ｚ〕

〔Ｒ〕

〔Ｔｎ〕

〔Ｕ〕

〔Ｖ〕

〔Ｗ〕

〔Ｚ〕 �

×-off(13H) が入力されるまでブロック受ｲ言を行ない,その後データ転送をしま喘

ヤラの字数を∩字で打ち切ります。

転送内容をコンソールに出力します。

転送データから，フォームフィードコード(ＯＯＨ)を削除します。

ユーザー∩からのファイル転送をします。

ＨＥＸファイルのインテルフォーマットチェックです。

〔Ｈ〕の機能およびヌルコード(00H) を無視します。

大文字を小文字に変換して転送をします。

行番号：を付けて転送をします｡(N2 とした場合，空白桁に○表示)

ファイルのＥＯＦコード(ＩＡＨ)を無視します。

∩行ごとにページを送ります｡(ｎ＝肌 または省略したときは60行)

データ転送中に，指定文字列があると転送終了します｡(文字列を含む)

指定文字列が見つかると，データ転送開始します｡(文字列を含む)$

ＳＹＳの属性のついたファイルの転送をします。

タブをｎ文字に設定します。

小文字を大文字に変換して転送をします。

転送ファイルの確認をします。

転送先のR/ ○属性無視をします。

入力データのビット アをＯにします。



コマンド � 形　　　式 � …… ……
……… ……………･……………… 機　　　　　　　 能

STAT �STAT �

フフクセスされたディスクの未使用エリアと属性の表示

�ＳＴＡＴ ｄ：　　　　　　． �指定ディスクの未使用エリフフの表示

�STATd:DSK: �指定ディスクの諸元の表示

�STAT ＼/へL: �STAT コ マンドのメニューの表示

�STAT DEV: �入出力装置の割付けの表示

�STATUSR: �現在のユーザー番号と使用されているユーザー番号の表示

�STAT d:fjlename. extL$S �指定ファイルの大きさの表示（ブルーフ指定可能）$

Ｓはサイズ表示指示（省略可能）

�STAT d:＝R/○ �指定ドライブをR/ ○（読み出し専用）に設定　

（ｄ：省略不可）

�STAT d:filename. eχt　　　　　　

$atr �

指定ファイルの属性変更（ブルーフ指定可能）　$atr

……雷R/○ 読み出し専用$SYS システムファイル　　　　

$R/W 書き込み可能$DIR　 ディレクトリ表示可能ﾌｧ ｺﾞﾌﾚ

�STATIogiCal:＝phySICal: �入出力装置の割付けの変更

ＳＵＢＭＩＴ �

ＳＵＢＭＩＴ ＳＵに)fileSUBMIT Subfile PI P2･

‥ �SUbfile.SUB

フフフイルの内容を連続実行します。

代用パラメータを，実パラメータ(PI ，P2 ，……)|こ替えて，SUbfile.SUB

ファイルの内容を連続実行します。

＊ＸＳＵＢによって，トランジエントコマンド内のキー入力手順を　

指示できます。

3.t ｕrｂｏ ＣＰ/Ｍ強化コマンド

コマンド � 機　　　　　　 能

ＣＭＴ �デ
ィスクのフニフフイルをカセット テープにセーフしたり，カセットテープのフニ7

フイルをディ

スクにセーブします。

ＯＯＰＹ �フロッピーディスクの内容すべて
を他のフロッピーディスクにコピーします。

Ｄ１０００ＰＹ �辞書のコピーをします。

ＤＩＯＳＥＴ �音訓・システム・ユーザー辞書の入ってい
るドライブを指定します。

Ｄ旧ＫＳ日下 �デバイスの設定，確認および設定の変更を行ないます。

ＦＯＲＭＡＴ �フロッピーディスクを初期状態にします。

ＨＤＢＡＣＫＵＰ �ハードディスクとフロッピーディスク間で，ファイルの
バックアップを行ないます。
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コマンド � 機　　　　　　　 能

ＨＤＭＡＩＮＴ �ハードディスクの領域をＯＰ／Ｍがどのように使用するかを決定したり, 確認したりしま瓜

ＫＥＹ �フアンクションキーに対して，文字列を定義したり，定義状態を表示したりします。

ＳＴＡＲＴＵＰ �

ＣＰ／Ｍ起動時に種々の設定 �

フアンクションキー

先行キー入力RS-2320

パラメータ

プリンタ　　　　　　　　　　　　　 を行ないます。

ユーザー指定のドライブパラメータ

初期|○バイト

漢字・非漢字モード

ＳＹＳＧＥＮ �ＯＰ／Ｍシステムをコピーします。

ＴＥＲＭ �RS-2320 インターフェイスを介して，他の機器とデータ通信を行ないます。

ＴＩＭＥ �内蔵しているタイマーの時間設定を行ないます。
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２Ｊニーモニック一覧表

8080 命令セットを，それに対応する16進コード，及びＺ-80 命令セッ

トとともに，ＡＢＣ 順に一覧表にしてあります。

tｕrｂｏ ＣＰ／ＭのＡＳＭは，8080ニーモニックをアセンブルします。

∩∩　 ＝８ビット引数

∩∩∩∩＝16ビット引数

8080 命 令セ ット

ニーモニック　　 ォペランド　　 ＨＥχ （16 進）

ＡＯＩ

ＡＤＣ

ＡＤＯ

ＡＤＯ

ＡＤＯ

ＡＤＯ

ＡＤＯ

ＡＤＯ

ＡＤＯ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＤ

ＡＤＩ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
－

」
　
　
　
　
　Ａ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ａ

Ｏ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｏ

Ｏ

０

０

０

皿
ｍ

ｍ

叩
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

ｍ

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

叩
ｍ

ｍ

ｍ

Ｏ Ｅ　 ｎｎ

８ Ｆ

88

89

8 Ａ

８ Ｂ

８ Ｃ

８ Ｄ

８ Ｅ

８ Ｚ

80

81

82

83

84

85

86

C6　 ∩ｎ

Ａ Ｚ

Ａ Ｏ

Ａ Ｉ

Ａ ２

Ａ ３

Ａ ４

Ａ ５

Ａ ６

Ｅ ６　∩∩

ＯＤ

ＤＣ

ＦＯ

２Ｆ

３Ｆ

∩∩∩∩

∩∩ｎｎ

ｎｎｎｎ

Z-80 命 令セ ツト

ニーモック　　 ォペランド

ＡＤＣ　　 Ａ, ｎｎ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ａ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ｂ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ｃ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ｄ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ｅ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ｈ

ＡＤＣ　　 Ａ, Ｌ

ＡＤＣ　　 Ａ バＨＬ）

ＡＤＤ　　 Ａ, Ａ

ＡＤＤ　　 Ａ, Ｂ

ＡＤＤ　　 Ａ, Ｃ

ＡＤＤ　　 Ａ, Ｄ

ＡＤＤ　　 Ａ, Ｅ

ＡＤＤ　　 Ａ, Ｈ

ＡＤＤ　　 Ａ, Ｌ

ＡＤＤ　　 Ａ, くＨＬ）

ＡＤＤ　　 Ａ, ｎｎ

ＡＮＤ　　 Ａ

ＡＮＤ　　 Ｂ

ＡＮＤ　　 Ｃ

ＡＮＤ　　 Ｄ

ＡＮＤ　　 Ｅ

ＡＮＤ　　 Ｈ

ＡＮＤ　　 Ｌ

ＡＮＤ　 くＨＬ）

ＡＮＤ　　 ｎｎ

Ｃ ＡＬＬ　 ｎｎｎｎ

ＣＡＬＬ　 Ｃ, ｎｎｎｎ
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以下の操作を行なうことにより 登録プリンタ以外に一機種プリンタを登録することができます。

〈ご 注 意〉

■登録手順

＊使用しているプリンタにビットイメージED 字コード が無い場合は画面コピーはできません。

また，ビットイメージED字コードと漢字モード のどちらも無い場合は，漢字印字は行なえ

ません。その他，プリンタに関する制限事項については，×lt ｕrｂｏ ＢＡＳ１０(ＯＺ-8FB　02)

のプリンタユーティリティと同様になります。

＊プリンタ登録のためには，次のフ：フフイルガ入っているディスクガめ要です。

ＳＴＡＲＴＵＰ．ＣＯＭ，ＡＳＭ．ＣＯＭ，ＤＤＴ．ＣＯＭ，ＷＭ．ＣＯＭ，ＷＭ．ＨＥＬＰ と

ＵＬＰＴ０．ＡＳＭ，ＵＬＰＴＩ．ＡＳＭ，ＵＬＰＴ２．ＡＳＭ のいずｵ1か。

１．ＷＭ によるアセンブラソースファイルの変更

登録するプリンタガピットイメージ印字,漢字モードを持っているかどうガによって ＷＭ で

変更するファイルを下記の３つの中から選択します。ＷＭ を使ってソースファイルに書きこ

まれたコメント に従いデータを変更してください｡ 変更内容に関してはXl t ｕr･ｂｏ ＢＡＳＩＣ

ア゙プリケーションソフト の説明″のフリンタユーティリイティを参照してください。＊

データ変更用のソースフニjフイル

ＵＬＰＴ０．ＡＳＭ ………… ビットイメージED 字あり，漢字モードあり

ＵＬＰＴＩ．ＡＳＭ　………… ビットイメージED 字あり，漢字モードなし

ＵＬＰＴ２．ＡＳＭ　………… ビットイメージED字なし，漢字モードあり

なお，変更は次のように擬似命令ＥＱＵの各データに対して行なってください。

；改ページコード

ＦＦＯＯＤＥ ＥＱＵ ００ＣＨ
-

し．このデ＿夕を変更

＊プリンタユーティリティで変更内容が省略されている場合、データ長はOにしてください。
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２．ＳＴＡＲＴＵＰ に登録

次に変更したソースファイルをフフセンフルした後,ＤＤＴを使用して次のようにＳＴＡＲＴＵＰ

に変更データを登録してください。

＊以下の例はＵＬＰＴ０．ＡＳＭで変更した場合を示しています。

Ａ〉ＡＳＭ ＵＬＰＴ@
①ｅ

cP/ Ｍ Ａss ＥＭＢＬＥＲ －　ｖER 2e134

e＠3H ｕsE FAcToR

END　oF Ass ＥＭBＬＹ

Ａ）ＤＤＴ ｓＴＡＲＴｕＰ．ｃｏＭＪ　　　　 ②

ＤＤＴ ｖＥＲｓ ２ ．２

ＮＥｘＴ　 Ｐｃ

ＩＦ８＠　＠１＠＠

－ＩｕＬＰＴ＠．ＨＥｘＪ

一ＲＪ

ＮＥｘＴ Ｐｃ

ＩＦ８＠　＠＠＠ｅ

－Ｇ@ ．」

Ａ 〉ＳＡＶＥ　３２　 ＳＴ ＡＲＴＵＰ ．ＣＯＭＪ－ ③

①まず変更したソースフフフィルをフフセンブルします。

②ＳＴＡＲＴＵＰ を変更します。

＊ＮＥＸＴ,ＰＯの値はその時の状態により変化します。

③変更したＳＴＡＲＴＵＰをディスクにセーフします。

以上の作業により，ＳＴＡＲＴＵＰ に新しいプリンタが登録されプリンタの選択画面で ＯＴＨ

ＥＲを選択することでプリンタ設定を行なうことができます。（フ章のＳＴＡＲＴＵＰを参照

してください。）
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圓

tｕrｂｏＣＰ/Ｍ のエラーメッセージには,０Ｐ／Ｍ に共通なものと,各コマンド やプログラムに特有なものがあります。

通常起こりやすいエラーの原因は次のようなものが考えられます。

○未フォーマットのディスケットを使用した場合。

Ｏディスケットを交換した後丿 ＣＴＲＬＩ十回 を実行せずに書き込みを行なおうとした場合・

Ｏリード オンリ状態のディスケットに書き込みや削除を行なおうとした場合。

Ｏディスクの全メモリ容量をオーバーして書き込みを行なおうとした場合。

Ｏファイル名やドライブ名を誤まって指定した場合。

Ｏディスケットが損傷した場合。

エラーによって処理がストップした場合, 通常はＩＣＴＲＬＩ十回 を実行してリフートし,０Ｐ／Ｍ に戻すのが最も安全

です。エラーの種類によっては，ＩＣＩＨＬＩ十回 以外のキーインを行なっても処理を続行できるものもありますが，

その場合は後で必ずデータのチェックをする必要があります。

具体的にＢＤＯＳエラーメッセージと，ＢＩＯＳ エラーメッセージの原因と対策を一覧にします。

●ＢＤＯＳエラーメッセージ

エラーメッセージ � 原 因　・　対 策

ＢＡＤ ＳＥＯＴＯＲ �

ディスクの読み書き中に起こるエラーです。

ディスク・コントローラやディスケットの状態をチェックする必要があります。

�回復させるには �ＯＴＲＬ �＋ �０ �をキーィンしてリフートしてください｡リターンキ

�－を入力すると，それガディレクトリ･ライト時のエラーであった場合，そのディ

スケツトを壊す恐れがあります。

ＳＥＬＥＯＴ �
規定外のドライブを指定した場合に表示されます。

回復させるには何ガキーィンしてください。自動的にリフート されます。

ＲＥＡＤＯＮＬＹ �
リード･ オンリ状態のディスケツト に書き込みを行なおうとしたとき表示されま瓜

回復させるには何かキーインしてください。自動的にリフート されます。

●ＢＩＯＳ エラーメッセージ

エラーメッセージ � 原 因　・　対 策

Ｒｅｂｏｏ七error �
リフートして ＯＰ／Ｍ システムに戻すことができない状態です。

ディスク・コントローラやディスケットの状態をチェックしてください。

ＤＰＨ ｗｏｒｋ ｏｖｅげ|ｏｗ �ワークエリフフが足りなくなった場合に表示されます。
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